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　プロローグ　GIRL, DON'T CRY






（バカ……薫かおるのバカ……）

　イギリスはロンドン。テムズ川を挟はさんでバッキンガム宮きゆう殿でんとは川向こうに名門グレンヴィル家の屋や敷しきは建っている。

　モン・サン・ミッシェルから帰き還かんしてイギリス軍の医い療りよう施し設せつに運び込こまれていたルクレシア・グレンヴィルは、周囲の人間が止めるのも聞かずに無む理り矢や理り退たい院いんすると、生まれ育ったこの屋敷へと戻もどっていた。

　彼女は家に帰るなり自分の部屋に閉とじ籠こもった。教きよう皇こう庁ちようへの派は遣けん期間が終わるまでは立ち入ることもしなかった懐なつかしい部屋。彼女はシーツに包くるまってベッドの上にポツンと座すわり、食事も摂とらず、家族の声にも耳を貸かさず、ただ同じ言葉をずっと呟つぶやいていた。

　薫のバカ──と。



　モン・サン・ミッシェルでの戦いから二日が過すぎていた。

　イギリス女王に召集されたルーシアたちは、モン・サン・ミッシェルの地下に眠ねむるという『落らく丁ちようの一頁ページ』の探たん索さくに向かった。それは世界に散らばった忌いまわしき魔ま導どう書しよ『外げ道どう祈き祷とう書しよ』の核かくとなる頁であり、数百年前に歴史から消え去った魔族の盟主ロードの一人、真紅の貴婦人レデイ・ルージユアロマを封ふうじた物であった。

　だが彼女たちはその奪だつ取しゆに失敗し、盟主アロマは現げん世せに降こう臨りんした。戦いの中でルーシアも身体からだの中にあった外道祈祷書の頁を奪うばわれ、アロマ配下の魔族に剣つるぎに貫つらぬかれて瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負った。彼女の意い識しきはそこで途と切ぎれ、気づくと軍の病院の病室にいた。

　師し匠しようのクラウディアの話によれば、アロマは瀕死のルーシアに「十年間、宿を貸してもらったお礼をするわ」と治ち療りようを施ほどこして去って行ったのだという。

　数々の忌まわしき伝説を持ち魔族からも畏い怖ふされるアロマが、なぜ自分に情なさけをかけたのかよく分からない。だがアロマの一部であった外道祈祷書を失ったことは彼女に一つの変化をもたらした。彼女は魔ま術じゆつの力をほとんど失ってしまったのである。魔術を習い始めたイギリス貴き族ぞくの子こ供どもたちが最初に習う簡かん単たんな明かりの魔術さえまともに使いこなせないほどに、彼女の魔力は落ち込んでしまっていた。

　それはアロマの断だん片ぺんである外道祈祷書の頁が彼女から抜ぬけ出たときに魔力を奪って行ったのではなかった。元よりルーシアには魔術の才がなかったのだ。ただ身体に宿した外道祈祷書によってもたらされた魔力でいっぱしの魔ま術じゆつ師しのつもりになっていただけ。いくら名門グレンヴィルの娘むすめとはいえ『法士』への昇しよう格かくはもう不ふ可か能のうだろう。それはイギリスの貴族社会から永えい遠えんに門もん戸こを閉ざされたということであった。

　彼女が周囲の制せい止しを振ふり切って退院し自じ宅たくに戻ったのは、魔力を失ったことに自じ暴ぼう自じ棄きになったのだと家族たちは思っている。だがそうではなかった。彼女の心を締しめ付けているのは、ほんの数日前まで身体を共有していた同どう居きよ人にんの不ふ在ざいであった。あんなに「消えてしまえばいい」と憎にくんでいたはずなのに、あの子はもうどこにも存そん在ざいしていないという確かく信しんが、なぜだか彼女の胸むねを呼こ吸きゆうもできなくなるほどに締め付けていた。

　それともう一つ。彼女の前から去って行ったあの青年のこと──。

「……薫のバカ……嘘うそつき」

　今度は声に出して呟いた。ずっと一いつ緒しよにいてくれると約束したはずの青年はもうこの国にはいない。「バカ……」ルーシアは涙なみだに濡ぬれた顔を枕まくらに押おし付けた。



　コン、コ、コ、コン、というドアがノックされる音が彼女を回想から現げん実じつに引き戻した。メイドたちはもちろん家族さえも自分を腫はれ物ものに触れるように扱あつかうのに、そのノックは唄うたうような軽い調子だった。それで訪たずねて来た相手が誰なのか察しがついたがルーシアは無む視しした。

　が、しばらく止やんだのち、またコン、コ、コ、コンと同じリズムのノックがする。ルーシアは根負けして「……入ればいいでしょ、お姉ちゃん」と小さな声で言った。

　ブルネットの髪かみをした大人の女じよ性せいがにこやかな笑え顔がおを浮うかべて入って来た。アンジェラ・グレンヴィル。六つ離はなれたルーシアの姉だ。

「気分はどう、ルクレシア？」

「……悪くないわ」

「そう。よかった。お父様もお母様もエドワードも心配しているわよ」

　アンジェラはドアを閉しめ、ルーシアのベッドの傍そばに腰こし掛かけた。

　おっとりとした外見とは裏うら腹はらに才さい媛えんで知られる姉のアンジェラは、今のルーシアぐらいの年の頃ころにはとっくに見習い魔術師を卒業し、あっと言う間に『法士』からその上の『黎れい士し』へと昇格した。グレンヴィル家としては二代続けて、それも女性としては初の『円えん卓たくの十二席』の座ざに就つく者が誕たん生じようするかと父親は大いに喜んだものだが、アンジェラはさっさと家を長男のエドワードに任まかせて結けつ婚こんしてしまった。それも、求婚相手は引く手数多あまただった彼女が選んだのはイギリス貴族界の末まつ端たんにいる平へい凡ぼんな家の男性だった。向こうの家ではイギリス貴族界の名花が突とつ然ぜんに嫁とついで来たもので腰を抜かさんばかりに驚おどろいたそうだが、今はロンドンから遠く離はなれた田舎いなか町でのんびりと親しん戚せきの子たちに魔術を教えて暮くらしているそうだ。最近ロンドンの魔導士学校には、その地からやけに優ゆう秀しゆうな子が集まっていると専もつぱらの噂うわさだ。

「お姉ちゃん、ロンドンこつちに戻ってたんだ……」

「ええ、魔術師協会から召しよう還かんされたの。色々と大変な事じ態たいになってるみたいね。ウチの旦那だんなったらわたしが魔族と先せん陣じんを切って戦うんだと思い込んだみたいで、何だか今こん生じようの別れみたいな顔で『頑がん張ばって来い。でもできれば戻って来てくれ』とか言われちゃった。ホント、おかしな人なのよ」

　アンジェラはくすりと笑った。

「貴方あなたのことも魔術師協会は呼よんでいるわ。復ふつ活かつした真紅の貴婦人レデイ・ルージユのことで貴方に聞きたいことがあるそうよ」

「……行きたくない」

　ルーシアはぷいっと顔を背そむけて即そく答とうする。

「ええ。『健康に問題を抱かかえているので』ということで断ことわっておいたわ。実じつ際さい貴方、すごく顔色が悪いし……。でもルクレシア、いつまでも断ってはいられないのよ。こっちのお友達に聞いたんだけど、女王は最後まで教きよう皇こう庁ちようと共に真紅の貴婦人レデイ・ルージユとの戦いを続けるおつもりだそうよ。当事者の貴方には色々とお訊たずねになりたいことがあるはずよ」

『こっちのお友達』というのは、アンジェラがロンドンにいた頃の同門生や師匠筋すじの魔術師たちだろう。結婚した今でもアンジェラはイギリスの貴族界では絶ぜつ大だいな人気があり、おっとりとしているように見えても彼女はそのネットワークを的てき確かくに運用する術すべを心得ている。いまグレンヴィル家を仕切っているのは当主の父でも次期当主の兄でもなく、この才媛のようだ。

「わたしに何を聞くって言うの!?　アロマに身体からだを貸かしていた罪つみで罰ばつするの!?」

「ルクレシア、貴族は貴族である責せき務むを果たさなくてはいけないのよ。貴方はそう育てられたはずよ」

「わたしの中にアロマの断片が入っていたからといって、わたしにあいつのことなんて何も分かりやしないわよっ。もう誰にも会いたくないっ。お姉ちゃんも出て行ってよっ！」

「……そうやって永遠にこの部屋に閉とじ籠こもってずっと逃にげているつもりなの？」

　唐とう突とつに冷れい徹てつな言葉が投げかけられた。ルーシアは驚いてアンジェラを見つめた。アンジェラは見たこともないような厳きびしい表ひよう情じようをルーシアに向けていた。

　しばしの沈ちん黙もくの後、ルーシアは搾しぼり出すように言った。

「ほっといてよ……。わたしのことなんてほっといて。もうわたしには魔力もないの。わたしなんてもう薫の……」とそこまで言いかけてルーシアはハッとして言葉を濁にごした。「……わたしなんてもう女王様のお役には立てないわ」

「薫って、ブラディミールの剣けん士しの方ね」

「薫のことは言わないでっ！　あいつのことなんて話したくないっ」

　ルーシアは大声で叫さけんだ。それは悲鳴のようであった。

「彼のことで泣いていたの？」

「泣いてなんかないわっ。誰があいつのために涙なんか流すもんですかっ」

　そう言いながらもルーシアの瞳ひとみに涙が滲にじんだ。自分が泣いているということを意い識しきしてしまうとそれは止まらなくなり、ぼろぼろと零こぼれ落ちた。アンジェラはルーシアを胸に抱だき寄よせた。ルーシアは払はらいのけようとしたが、アンジェラは無む理り矢や理りに妹を抱き締しめた。ルーシアも抵てい抗こうをやめた。こうして姉に抱かれるのは何年ぶりだろうか。気持ちよかった。子こ供どもを産んだせいだろうか、姉の胸むねからは微かすかにミルクの香かおりがした。

「嘘うそつきなの……」ルーシアは嗚お咽えつを漏もらした。「あいつ、嘘つきなの。ずっとわたしの側そばにいてくれるって約束したのに、わたしを捨すてて『あの女』の元に行ったの」

「レイニー・ブラディミールのことね……。教皇庁の誇ほこる『鍵かぎの番人』が人間だったなんてね……」



    

  
    
      　そして、『契けい約やく』を終えていない人間であることを隠かくし続けてきた『鍵の番人』にレディ・キィの役が回ってきたのである。レイニーはまるで罪ざい人にんであるかのようにバチカンに連れて行かれた。彼女は死人のように何の抵抗もせずに連れて行かれたが、彼女のその扱いにあの温おん厚こうな薫が我われを忘わすれて抗こう議ぎした。「それがレディ・キィに対する扱いか！」と。その取とり乱みだした姿すがたを見てルーシアは悟さとった。薫は最初からあの女しか見ていなかったことを。

　そして薫もバチカンへと去って行った。ずっと一いつ緒しよにいると約束したはずの自分を一人病室に残して。

「バカ……薫のバカ……」

　どうせもうすぐ死ぬことが運命づけられた女じゃない──そんな言葉が喉のど元もとまで出掛かり、ルーシアは自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいった。こんなのずるい。勝てるわけがない。自分はもう絶対にあの女に勝てない。彼の心の中であの女は永えい遠えんの存そん在ざいとなるだろう。ルーシアは姉の胸にしがみついて泣いた。

　再ふたたびドアがノックされた。「お嬢じよう様さま、よろしいですか？」キースの声だった。ルーシアは「入って来ないでよっ！」と怒ど鳴なるが、キースは「重要なご報ほう告こくです」と食い下がった。もう一度怒鳴ろうとするルーシアを制せいし、アンジェラが「お入りなさい」と命じた。

　キースが部屋に入って来た。彼は手に携けい帯たい電話を持ったままだった。どうやらどこかからの電話を受けたらしかった。

「キース。妹はこんな状じよう態たいだから、魔術師協会には後日伺うかがうと伝えてちょうだい。わたしが責せき任にんを持って連れて行きます」

「いえ、魔術師協会からではありません。……バチカンで協議中の外務副大臣から女王陛へい下かの元に連れん絡らくがあったそうです。お嬢様のお心を乱したくはないのですが、たいへん重要なことでして……」

『バチカン』という単語にルーシアがビクリと反はん応のうして、頭を起こした。

「バチカンはレイニー・ブラディミールに『ゲート』の封ふう印いんをさせない方ほう針しんを決めたそうです」

「え……？」ルーシアは目を瞬しばたたかせた。「だ、だって最後の『ゲート』はすぐにでも封印を行わなければ開いてしまう状態なんでしょ……？」

「はい。それでもバチカンは……」

　キースは大きく息をついで、言葉を続けた。

「バチカンはレイニー・ブラディミールを殺すことを決定しました」



    

  
    
      　ＡＣＴ．１　眠れる剣たち






　数日前よりバチカンは異い様ような様相を見せていた。

　海外からバチカンに入るルートは空港も陸路も完全にシャットアウトされ、観光客や礼れい拝はい者しやはもとより海外のメディアさえ全すべて国外に強きよう制せい退たい去きよさせられた。現げん在ざい入国が許ゆるされているのはごく一部の外交官のみ。なぜかその者たちはバチカンに入るとき採さい血けつ検けん査さをされていたという。

　バチカンの街を囲む城じよう壁へきの外から撮さつ影えいしたところ、街角に人ひと影かげはなく、数多くの兵士が配はい備びされ、複ふく数すう回かいに亙わたって銃じゆう声せいが聞こえたという未み確かく認にん情じよう報ほうもあった。それはまるで戦争状じよう況きよう下か。実じつ際さい、バチカンの警けい備びを任されているスイス空軍はバチカンの上空に軍用機を飛ばし、民間機に航空規き制せいを発令していた。

　無む論ろん海外のメディアは説明を求めた。バチカンに入ることを許された各国の外交官はＧ８の国が全て揃そろっていた。八百年も前からバチカンとは冷戦状態にあるイギリスの外交官も招まねかれているのである。

　数年前より体調が芳かんばしくない高こう齢れいの教きよう皇こうが危き篤とく状態に陥ったのか、それとももっと大きな事態なのか──。

　だがバチカン教皇庁ちようは一いつ切さいの返答を拒きよ絶ぜつした。メディアにできることは、壁かべの向こうから静まり返った文化遺い産さんの塊かたまりのような街を恨うらめしく眺ながめることだけだった。

　しかしながら、バチカンと世界の首しゆ脳のう国が直面している問題はメディアが想そう像ぞうする教皇の病状などより遥はるかに重じゆう篤とくなものであった。

　現在バチカンで行われているのはバチカン内部で魔族に協力する裏うら切ぎり者ものの洗あらい出しと、復ふつ活かつしてしまった盟主ロードアロマを巡めぐって各国の外交官たちを交まじえた終わる目め処どもつかない長い長い話し合いであった。

　　　　◇




　教皇庁エスクードの中ちゆう枢すうであるサン＝ピエトロ大だい聖せい堂どうから離はなれること数百メートルの所にバチカン行ぎよう政せい庁ちようの庁ちよう舎しやは建てられている。表向きは、バチカン市国という世界政治の中での一国の内政と外交を行う場であったが、エスクードの実じつ務む的な施し設せつがここに集まっている。

　各国の要人とエスクードの首脳たちがサン＝ピエトロ大聖堂で長い会議を続ける一方、こちらバチカン行政庁舎では、エスクード内部に入り込んだ魔族と結びついた者たちの洗い出しを急いでいた。本来カトリックの施設であるモン・サン・ミッシェルを魔族が占せん拠きよしていることが判はん明めいし、この世界の魔族を統とう治ちしていたトゥロワヌがエスクードの中に内通者を送り込んでいたことが濃のう厚こうとなったためであった。

　バチカンの一いつ般ぱん市民にまで大だい規き模ぼな採血検査が行われ、たとえ闇やみの血を受けていなくとも少しでも怪あやしいところがあった者はバチカン行政庁舎へと連れて行かれた。尋じん問もん、時に拷ごう問もん。過か酷こくな取り調べはまるで中世の魔ま女じよ狩がりを彷ほう彿ふつとさせた。だが、そうして炙あぶり出された内通者は決して少数ではなかった。表おもて舞ぶ台たいから姿すがたを消し息を潜ひそめていたと思われていたトゥロワヌが、着々と何かを進めていたのをエスクードは突つきつけられることとなったのである。

　深ふか津つ薫かおるもまたそこにいた。

　ただし尋問官としてではない。嫌けん疑ぎを受けた一人としてである。

　レイニー・ブラディミールが契けい約やくを終えていない人間であることを知りながら黙だまっていたことが背はい信しんの罪つみに問われたのだった。



　重い鉄の扉とびらが開き、護ご衛えいの兵士を三人ばかり伴ともなった尋問官が現あらわれた。尋問官は席に座すわり、スチールのテーブルを挟はさんだ正面に座った薫をちらりと一いち瞥べつした。

「ではもう一度最初から聞こうか、深津君」

　力なく俯うつむいていた薫が顔を上げた。

「……また新しい尋問官ですか？」

　酷ひどい顔だった。髪かみは脂あぶらまみれでボサボサで、目の下には隈くまができていた。薫はここに連れて来られてから丸一日以上、入いれ替かわり立ち替わり現れる尋問官によって一いつ睡すいもすることさえ許されなかった。口と鼻からは流血した跡あとがあり、服の胸むな元もとは血で汚よごれていた。ただしこれは拷問を受けたわけではない。レイニーがまるで罪ざい人にんのように地ち下か牢ろうに連れて行かれるのを見て「それがレディ・キィに対する扱いか！」と抗こう議ぎすると、兵士たちに取り押さえられて殴なぐられたのだ。彼らしからぬ激げき情じように駆かられての行動であったが、それはますます薫の立場を悪くした。

「簡単に済すませられるようなことではないのでね」尋問官は涼すずしい顔で言う。「何せ君は契約を終えてない使徒をバチカンに手招きしていたのだ。……君は自分がいったい何をしたか分かっているのか？」

　これまでの数人とまったく同じ尋問であった。薫は苛いら立だちを堪こらえて応こたえる。

「……それは分かっています。だけどレイニーさんはその身体からだのままずっとレディ・キィを護まもってきました」

「言い訳わけは聞いていない。……いいか？　昨日まで組そ織しきに忠ちゆう誠せいを誓ちかったエージェントだった者が、翌よく日じつに使徒にされて仲間を食い殺すのを君はよく知っているはずだ。……しかもあの女はレディ・キィの護衛をする立場にいたのだぞ？」尋問官の口調に本気の苛立ちが混まじってくる。「あの女が主人の血を受けたいという欲よく望ぼうに負けたら、いつゲートが開かれるか分からなかったのだ。もし他のエージェントが咬かまれたら、お前はその者をレディ・キィの側に連れて行ったか？　お前がやったことはエスクードへの裏切りに他ならないっ」

「言い訳なんかしてません。その理り屈くつで排はい除じよされることを恐おそれ、あの人は一千年間も苦しみを一人で抱かかえて黙っていたんです。僕ぼくがやったことが裏切りだと言うなら僕を裁さばけばいい。だがレイニーさんは関係ない。なぜレディ・キィであるレイニーさんが地下牢に入れられなくちゃならないんですかっ」

　努めて冷静に言ったつもりだったが、最後には声のトーンが上がってしまった。だがそんな薫に尋問官はニタリとした笑えみを浮かべ、手で合図をした。控ひかえていた兵士が進み出てテーブルに黒い衣服を置いた。薫の顔が青ざめる。それはレイニーのまとっていた衣服だった。スーツはもとより、ワイシャツや下着まで。

「レイニーさんに何をしたっ！」

　薫は激げつ昂こうして席を蹴けった。が、すぐに兵士によって取り押さえられてしまった。兵士は持っていたサブマシンガンの銃じゆう床しようを薫の脇わき腹ばらに叩たたき込こんだ。「ぐっ……」明らかにわざと腎じん臓ぞうを狙ねらって入れた一いち撃げきに口の中に酸すっぱいものが充じゆう満まんし、薫は膝ひざを折る。兵士たちは両脇から薫を羽は交がい締じめにして無む理り矢や理り立たせた。

「色々と服に危き険けんな物を隠かくしていたから武ぶ装そう解かい除じよしてもらっただけだ」尋問官はボールペンでレイニーの下着を摘つまみ上げる。「……ただ、薄うす着ぎに着き替がえさせたので、なかなか面おも白しろいショウが繰くり広げられているらしいな。夜になったらさぞ苦しかろう。何せ闇の君主グランマスターに咬まれて契約を終えてないのだからな。あの美び貌ぼうの主が闇の血に身体を蹂じゆう躙りんされて身み悶もだえる姿はぜひ見てみたいものだ」尋問官はレイニーの下着を動けない薫にひょいと投げた。「……それで深津君。君はそれを黙っている見返りにあの美女の身体を堪たん能のうさせてもらったのかね？」

「……っ!!」

　薫の瞳ひとみに殺意が浮かび尋問官に掴つかみかかろうとするが、両りよう腕うでを屈くつ強きようの兵士に押さえられてはそれも叶かなわなかった。「じっとしてろ！」兵士の拳こぶしが顔面に入り、口と鼻から血が噴ふき出だした。

「よせ。そいつは一いち応おうは人間だ。正式な手続きを経へて処しよ分ぶんを下さねばならない。……いや、本当に人間だかチェックしたのかな？」

　尋問官はポケットからナイフを取り出し、薫の前までやって来てナイフの刃はを薫の首くび筋すじにあてた。

「……いいか、小こ僧ぞう。お前のような身勝手な馬ば鹿かのせいで仲間が危き機きに陥おちいったことは何度もあった。だからエスクードには『咬まれた仲間は殺してやる』という不ふ文ぶん律りつがあるのだ。だが、咬まれたままの女がレディ・キィの側そばにいるのを看かん過かした大馬鹿はお前ぐらいだ。覚かく悟ごしておけよ。もし永えい久きゆう追放だけで済んだとしても、お前のようなクソガキを殺してやりたいと思っている奴やつは俺だけじゃ……」

　そこで尋問官の言葉は途と切ぎれた。薫が尋問官の顔に唾つばを吐はきかけたのである。

「それに僕の血が混ざってるから好きなだけ検けん査さしろよ」その言い草はまるで皮肉屋で知られる兄の真ま澄すみのようであった。「別に僕のやったことを許してくれだなんて言ってないだろ。僕は『レイニーさんの扱いが間ま違ちがっている』って言ってるんだ。あの人は一千年も苦く痛つうに耐たえ続けながらレディ・キィを護ってきたんだ。そんな人を晒さらし者にするだなんて、あんたらこそ人間なのか？」

「こ、この……」

　尋問官の瞳に危険な色が宿ったそのとき、尋問室の扉とびらが開いた。

「あっ……」

　それは薫の直ちよく属ぞく上司の、いや、薫が更こう迭てつされる前までは直属上司だった長は谷せ川がわ司し祭さいであった。尋問官は慌あわててナイフをしまう。司祭はじろりと口から血を滴したたらせる薫と尋問官を見み比くらべたが、特に何も言わなかった。

「……僕の処しよ遇ぐうが決まったんですか？」

　薫はやや挑ちよう戦せん的な言い方をした。

「いや、今のバチカンに君の処遇などを話している暇ひまはない」司祭は冷たく応えた。「決まったのはレイニー・ブラディミールの処遇の方だ」

「レイニーさんの……処遇？」

「そうだ」司祭は一呼こ吸きゆう置いて言った。「……彼女は殺される」

　薫の表ひよう情じようが凍こおりついた。

「どういう……ことですか？」

「そのままの意味だ。バチカンはリスクを避さけるため、彼女に死んでもらうことを決定した。モン・サン・ミッシェルのゲートの封ふう印いんは、彼女の死後、次に現れるレディ・キィに行わせる」

「なんだって!?」薫の身体からだに力が籠こもり、両脇で拘こう束そくしていた兵士たちが薫を押おさえつける。薫はそのままの体たい勢せいで声を荒あららげた。「なぜそんなことになるんだっ。レイニーさんが裏うら切ぎって逃げるとでも思っているのか!?　だからレイニーさんを牢に入れたのか!?」

「じっとしてろっ！」

　先さき程ほどわざと薫の腎臓に銃床を入れた兵士が、掴んだ薫の腕に重心を掛かけた。曲がらぬ方向に力がかかり肩かたが軋きしむ。肩を外してやろうというのか、それとも関節を砕くだいてやろうとしたのか。

　だが薫は今度は黙だまってやられはしなかった。その兵士とは反対方向に身体を引っぱる。驚おどろいて薫を引ひき戻もどそうとしたその勢いきおいを利用して、兵士の顔面に頭から突つっ込こんだ。ぐしゃ、と頭の下で鼻が潰つぶれる感かん触しよくがし、その兵士は顔を押さえて床ゆかに転がった。自由になった手でもう片かた方ほうの兵士の胸倉を掴むと、次の瞬しゆん間かん、兵士は足を払われて宙ちゆうを舞まい、床に叩きつけられていた。

『温おん厚こう』を絵に描かいたようと昔から言われ続けてきた青年は、まるで別人のような、抜ぬき身みの刃は物もののような瞳をしていた。薫を愚ぐ弄ろうした尋問官が顔を強こわ張ばらせて一歩下がるが、薫は無む視しして長谷川司祭に詰つめ寄よった。

「司祭、説明して下さい。なんでレイニーさんが殺されなくちゃならないんだ」

　かちゃり、という音がした。二人の兵士が薫にサブマシンガンを向けていた。

「……やってみろよ。僕はこの一年間、そんな物がオモチャにしか見えない化物と毎日殺し合いをやっていたんだ」

　薫は身体を小さく屈かがめて身み構がまえる。とてもサブマシンガンの弾たまを避よけられるような距きよ離りではないのに、薫の発する殺さつ伐ばつとした気配が引き金に掛けた兵士たちの指を硬こう直ちよくさせていた。

「どっちもやめるんだ」長谷川司祭が首を振ふって言った。「薫君、他人を説得したいのなら頭に血を昇のぼらせるのは得とく策さくではないぞ。君の敬けい愛あいする女じよ性せいはそんなことも教えてくれなかったのか？」

　薫は言葉に詰まるが、それでも刃物のような瞳で司祭を睨にらみ続けた。

「そんなに理由を聞きたいのなら自分で聞いて来るといい。各国の外交官を交えて行われていた会議は先程終わり、現げん在ざいは枢すう機き卿きようと教きよう皇こう陛へい下かがバチカンの今後について引き続き会議を続けられているはずだ。本来は君も私も出席することなど許ゆるされる場ではないが、君にはこれからやらねばならない仕事が一つ残っている。特別に出席させてもらえるよう話をしてみよう」

「僕が……やらなくてはならないこと？」

「行けば分かるだろう。そしてなぜレイニー・ブラディミールが今ここで死なねばならないかの理由も」

「……そんな理由なんてありません。あるもんか」

　そう言い残して薫は部屋を出て行った。

　残された長谷川司祭は携けい帯たい電話で警けい備び担たん当とう者しやに連れん絡らくをすると、薫が座すわっていた椅い子すに腰を下ろした。

「……長谷川司祭」尋問官が司祭に言った。「いいのですか？　彼を行かせたりして、お立場が悪くなりますよ。ただでさえ日本支し部ぶの人間は目をつけられているのですから」

「仕方あるまい。彼の育ての親とは腐くされ縁えんでな。『自分にもしものことがあれば面めん倒どうを見てもらいたい』と頼たのまれておったのだ」

「先代のブラディミールの剣士、深津神しん父ぷですか？」

「そうだ。頑がん迷めいな男でな。一度これと決めたら、たとえ相手が教皇陛下だとしても絶対に譲ゆずらない。奴やつのせいで何度肝きもを冷やしたか分からん。……奴と薫君とは似にても似つかぬと思っていたのだが、少し似てきたような気がするな」

「彼……聞いていたのとはずいぶん印象が違ちがいました」

「どんなふうに聞いていた？」

「『自分では何も決められない優ゆう柔じゆう不ふ断だんなガキ』と。自分が何をしでかしたのかも理り解かいできず、エスクードを危き機きに陥おとしいれていたのかと思ったら、一いち応おう自分がどうなるか覚かく悟ごの上でやったようだ。その点では感心します」

「いや、以前はまさにそんな感じだったよ。何度彼の優柔不断さに困こまらされたことか」司祭は楽しそうに笑った。「何かが彼を変へん貌ぼうさせようとしているのかもしれん。だがあの女性の存そん在ざいがそうさせたのなら、きっと彼はつらい思いをすることになるだろうな……」

　　　　◇




　薫はバチカン行政庁舎を出てサン＝ピエトロ大だい聖せい堂どうの中央にある大聖堂へと走った。もう長谷川司祭から連絡が行っているのか、止められることはなかった。

　薫は大聖堂へと入った。美び術じゆつ品ひんに埋うめ尽つくされた身しん廊ろうの両側には完全武ぶ装そうしたエスクードの衛えい兵へいたちが並ならんでいた。自分に向けられる冷たい視し線せんを無視して薫は身廊を進んだ。

　縦たて横よこの身廊が十字にクロスした所には教皇祭さい壇だんがあった。数か月前、薫がエスクードの正式な隊員となる就しゆう任にん式しきを行った場所だった。四方を聖ロンギンヌス、聖アンデレ、聖ヘレナ、そして刑けい場じように向かうキリストの血を拭ぬぐってあげたという聖女、聖ベロニカの像ぞうが囲み、教皇祭壇の上には巨きよ大だいな天てん蓋がいが鎮ちん座ざしている。

　捻ねじくれた漆しつ黒こくのブロンズの柱が四本。その高さは三階建てのビルにも匹ひつ敵てきする。現在のサン＝ピエトロ大聖堂は十七世紀に建て直された二代目の物だが、この巨大な天蓋は前の代の大聖堂から引ひき継つがれた物だった。いかなる歴史の荒あら波なみを乗のり越こえてきたのか、根元には明らかに剣による傷きずがあった。

　正面から見るとそれがまるで門ゲートのように見えるのは偶ぐう然ぜんであろうか。天蓋の真上にあるドームの基き底てい部ぶには『この岩の上に我わが教会を建てよう。我は汝なんじに天国の鍵キイを授さずける』と旧きゆう約やく聖書の言葉が彫ほられている。世間で知られているように、この下にあるのは聖サンピエトロの墓はかではない。この世に六つあるうちの『ゲート』の一つ。一千年前に開いてしまったバチカンのゲートであった。

「来たまえ、薫君」

　薫に声を掛けたのはサン＝ピエトロ大聖堂の警備隊長を務つとめているオーブリー・クーニーだった。大聖堂を十字架ロザリオにたとえるなら、その頭の部分、天蓋の向こうにある礼れい拝はい堂どうに会議スペースが作られていた。居い並ならぶ枢すう機き卿きようと共に、『王座の祭さい壇だん』には教皇の姿すがたがあった。

　末席に置かれた椅子に薫は腰こし掛かけた。枢機卿の何人かは露ろ骨こつに「場ば違ちがいな小こ僧ぞうが」とばかりに顔を逸そらした。怒いかりの視線を向けた者もいた。ひりひりするほどの冷たい空気に一いつ瞬しゆんのまれそうになるが、薫はテーブルの下で拳こぶしを強く握にぎり締しめ真まっ直すぐに彼らを見返した。

「長谷川から話は聞いている。レイニー・ブラディミールの処しよ遇ぐうについて言いたいことがあるそうだな。異い例れいだが聞こう。君はあの女性に一番近い場所にいた」

「……レイニーさんは裏うら切ぎるような人ではありません。彼女は……」

「そんなことがなぜ言い切れる」言い終わるより早く一人の枢機卿が言った。「あの女が苦く痛つうから解かい放ほうされるには閉じたゲートの向こうにいる主人の血を受けるしかないのだ。いつその誘ゆう惑わくに負けてもおかしくなかったのだぞ」

「でもレイニーさんはその苦痛を一千年間堪こらえてきました」

「なぜ今日が心変わりの日でないと思えるのだ？」別の枢機卿が言う。「君は自分の勝手な思い込みでエスクードを危機に晒さらしていたという自覚はないのかね？」

　薫は苛いら立だった。彼らは最初から薫の話を聞く気などなかった。薫は声を荒らげそうになるが、どうにか飲み込んだ。自分は彼らを説得しなくてはならないのだ。

（……そうか）

　薫は長谷川司祭が自分を諭さとしてくれたことにようやく気づいた。

　心の中で司祭に礼を言い、薫はあらためて顔を上げて枢機卿たちを見つめた。

「それがエスクードのエージェントとしてやってはならないことだったのは分かっています。その過あやまちに下される罰ばつには甘あまんじます。ですがレイニーさんがなぜレディ・キィを護まもり続けてきたか話させて下さい。皆みなさんはレイニーさんの妹のことをご存ぞんじですか？」

「雌めす犬いぬの妹の話など聞く必要などあるものか」

　先さき程ほど薫の話を遮さえぎった枢機卿が吐はき捨てるように言った。薫は喉のど元もとまで出かかった言葉を抑おさえ、「……お願いです」と頭を下げる。自分が彼女を助けなければならない。自分は永えい久きゆう追放になろうと処刑されようと構かまわない。いま彼女を擁よう護ごできるのは自分だけなのだ。

「知らぬが興きよう味みがある。聞こうか」

　別の枢機卿が言った。薫は彼に頭を下げてから続けた。

「レイニーさんには妹がいました。一千年も昔……彼女がまだ普ふ通つうの人間だった頃のことです。その頃バチカンにあったゲートが開いてしまい、数十年に亙わたって世界は魔族に蹂じゆう躙りんされましたが、その開いてしまったゲートを閉じるために命を捧ささげたレディ・キィがレイニーさんの妹です」

「聖セントフラウか！」

　驚きの声が上がる。薫は「はい」と頷うなずき、枢機卿たちが囲むテーブルの上に置かれていたブラディミールを指差して続けた。

「レイニーさんはその剣つるぎを持ってゲートを閉じるために戦いました。そのときゲートを閉じるために命を捧げたレディ・キィがレイニーさんの妹です。命を捧げる間ま際ぎわ、聖フラウはレイニーさんに頼たのんだそうです。『絶対にゲートを開かせないでくれ』と。その約束を守ってレイニーさんは契けい約やくを終えぬ身体からだのまま一千年も堪たえ続けてきたんです。だからレイニーさんは裏切ったりしない。たとえ……」薫は言葉に詰まる。「たとえ自分の命を捧げることになったとしても」

　沈ちん黙もくが訪おとずれた。レイニーに対する嫌けん悪おを剥むき出しにして『雌犬』と罵ののしった枢機卿は気まずそうに顔を伏ふせた。

「……薫君」

　口を開いたのはそれまで黙だまっていたオーブリー・クーニーであった。

「薫君。君は我われ々われが何を思って彼女を殺そうと決めたかを誤ご解かいしている」

「え……？」

「彼女が命を捧げるのを恐おそれて、あるいはゲートの向こうにいる主人に会いたい一心で心変わりして、ゲートの封ふう印いんから逃げることを我々は危き惧ぐしている……君はそう思っているのではないのかね？」

「……違うんですか？」

「それもある。だがそれだけではない。我々が一番恐れているのは、彼女が敵てきに捕とらえられた場合のことだ。いいかね、薫君。捕らえられた彼女はゲートを開くために殺されるのではないぞ。逆ぎやくだ。彼女はその命が尽きるまで生かされ続ける」

　薫は「あっ！」と声を漏もらした。

「やっと分かったようだな……。彼女が生きている限り次のレディ・キィは誕生しないのだ。放っておけばもうすぐ開いてしまうモン・サン・ミッシェルのゲートが開き次し第だい、おそらく彼女は『向こう側』の最深部に幽ゆう閉へいされ、その命が尽きるまで生かされ続ける。どういうことが起きるか分かるかね？　新たなレディ・キィは誕生せず、レディ・キィの血を受けることもできずこの世界と『向こう側』を繋つなぐ他の五つのゲートは次々と自おのずから開いていく。闇の君主グランマスターの牙きばを受けた彼女が何千年生き続けるか知らぬが、その命が尽きる頃には全てのゲートは開いているだろう。全ての盟主ロードと闇の君主グランマスターが揃そろった世界で、我々に全てのゲートを閉じていく力があると思うのかね？」

「だ、だけど……」

「いいかげんにしたまえっ」オーブリーはぴしゃりと言った。「彼女もそうせざるを得ないことが分かっているからこそ、おとなしく捕らえられているのではないのかね!?」

　薫は何も言うことができなくなってしまい俯うつむいた。

　これでいいのだろうか？　レイニーは本当にそんなことを受け入れたのだろうか？

　自分にはとても受け入れられずそんなことを考えていると、一人の枢機卿が言った。

「ブラディミールの剣けん士しよ、我々とて望んで彼女を処しよ分ぶんするわけではないのだ」

　薫がぴくりとその言葉に反はん応のうして顔を上げる。

「……『処分する』だって？」

「彼女を処分して新たなレディ・キィを誕生させ、その女じよ性せいを探さがし出してゲートを封印する……これだけの手間を掛ける時間が残っているか分からない。だが彼女をアロマに奪うばわれるリスクだけは絶対に冒おかせないのだ」

「レイニーさんを『処分する』だと？」薫はゆらりと立ち上がった。「これまで数え切れない悪あく夢むの夜を乗り越えてこの世界を護り続けてきてくれた人を『処分する』だって!?」

　その瞳ひとみには怒いかりの色と共に涙なみだが浮かんでいた。薫の放つ尋じん常じようならざる気配に枢機卿たちが気け圧おされる。

　薫は唇くちびるを噛かんだ。唇の端はしから血が滴したたった。薫はもう彼女の死が避さけられぬことは分かっていた。だけどそれを『処分』だなんて言われるのは我が慢まんならなかった。

「あんたらにあの人の苦しみが分かるのか!?　あの人が苦しみにのたうち回っている姿すがたを見たことがあるのか？　レイニーさんは一千年もその苦しみに堪たえて妹との約束を守り続けてきたんだぞ？　その人を『処分する』だと!?　あんたらに、いや、この世界の誰にだってそんな言葉を吐はく権けん利りがあるものかっ！」

　小こ柄がらな青年の放つ怒りが大だい聖せい堂どうに張はり詰つめた。ずっと我慢してきた苛いら立だちが、彼女を失うことへのどうしようもない無力感が一気に爆ばく発はつした。

「……すまない、ブラディミールの剣士よ」

　重々しい声が響ひびいた。祭さい壇だんの前に座すわった教きよう皇こうであった。

「よくない言葉であった。我々は会議の間、その言葉を使って彼女のこれからについて語っていた。彼女はレディ・キィ。聖人として命を捧げてくれるお方だ。彼に代わり失言を詫わびよう。だがそれでも彼女は死ななければならないのだ」

「その通りだ」オーブリーが言葉を継ついだ。「君にはやって貰もらわなければならぬことがある。いかなる刃やいばも銃じゆうもそして彼女自身の力でさえも、闇の君主グランマスターの牙を受けた彼女を殺すことはできなかった。できるとするなら……」オーブリーはテーブルの上に置かれたブラディミールを指差した。「その剣の力だけだ」

　薫の表情が凍こおりついた。

「僕ぼくに……レイニーさんを殺せと言うのか……？」

「そうだ」

「お断りだっ！」

　薫は背せを向けると、大聖堂の正面玄げん関かんへと歩き出した。

「何をするつもりだ？」

　オーブリーの問いに薫は答えなかった。オーブリーは諦あきらめたように首を振り、手を上げた。離はなれた場所で見守っていた衛えい兵へいたちが駆かけて来る。

「彼を捕とらえろ。彼の全ての身分を剥はく奪だつする。彼は今よりエスクードの人間ではない」

　抵てい抗こうする間もなく薫は、殺さつ到とうした兵士たちによって拘こう束そくされた。

　　　　◇




　フランスはモン・サン・ミッシェル。

　海に浮かぶ島に建てられたこの修しゆう道どう院いんはつい先日まで盟主ロードトゥロワヌの居きよであったが、今は真紅の貴婦人レデイ・ルージユアロマがその主となり、盟主の代理人たちを始めとした上位の魔族たちがひっきりなしに出入りしていた。

　ここが魔族たちの総そう本ほん山ざんであること、そしてこの地にバチカンが喪そう失しつしていた最後の『ゲート』が眠っていたことは既すでに人間たちに知れてしまったようだ。工事の名目で施し設せつは一いつ般ぱん客に閉へい鎖さされたままだったが、観光客を装よそおった何人もの諜ちよう報ほう員いんが周囲を窺うかがっていた。

　しかしその者たちのほとんどは簡単に捕ほ縛ばくされた。捕らえられた彼ら、あるいは彼女らの運命は悲ひ惨さんの一言であった。新たな城主はその者たちから何かを聞き出そうとはしない。教きよう皇こう庁ちようにイギリスの魔ま術じゆつ師し協会、あるいは軍事大国の諜報機関──どんな組そ織しきが仕掛けて来たとしても自分が滅ほろぼされるなど思おもい浮うかべることさえないのだから、情じよう報ほうを聞き出しなどしないのだ。しかし彼女は人間を弄もてあそぶのは好きだった。数百年にも亙わたって夢ゆめの世界に閉とじ込こめられていた彼女はすこぶる退たい屈くつしていた。捕縛された諜報員たちは彼女の一ひと時ときの愉ゆ悦えつと引ひき換かえに、拷ごう問もんそのものが目的の拷問によって精せい神しんと肉体を蹂じゆう躙りんし尽つくされ、最後には魔族や使徒、あるいは修道院の地下に巣食う魔ま獣じゆうの餌えさとして消えていった。



「……我が君、奴やつを殺させて下さい」

　部屋に入って来た桂かつら木ぎ真ま澄すみは、礼もせずにいきなりそう切り出した。

「ハーシュハイザー……だったね。お前の両親を殺したのは」

　書しよ斎さいの机つくえに腰掛けて本を読んでいたアルフェルムは顔を上げてちらりと真澄の方を見た。真澄はこくりと頷うなずいた。

「やめておきたまえ。今のお前が勝てる相手ではないよ。お前が私の元であと数百年修しゆ行ぎようし、あいつが今よりも衰おとろえたらもしかするとどうにかなるかもしれないというレベルだ」

「構かまいませんっ。私はこのときのために生きてきたのですっ。奴と刺さし違ちがえても構いませんっ。それよりも何よりも、奴がこんな近くにいるのに何もできないどころか、奴らの命令で使われているなどもう耐たえ切れませんっ！」

　アルフェルムとその使徒はモン・サン・ミッシェルの警けい備びをアロマに命じられていた。それはこの世界にただ二人だけになった盟主ロードの片かた方ほうである彼がするような仕事ではなかった。だが彼もまたアロマの戯たわむれに弄ばれていた。彼が与あたえられているのは苦く痛つうではなく屈くつ辱じよく。アルフェルムが宿にあてがわれたのもモン・サン・ミッシェルの頂ちよう上じようにある修道院ではなく、麓ふもとのホテルのワンフロアであった。

「お前が構わなくても、私が構うのだよ」

「そんなにあの女に歯向かうのが恐ろしいのですかっ！」

　さすがにその言葉には部屋にいた他の使徒たちが青ざめた。アルフェルムはその彫ちよう刻こくのように美しい顔の眉み間けんに深い皺しわを寄せた。長年アルフェルムに仕えている使徒たちさえも、主人が使徒にこんな暴ぼう言げんを吐かれるのを見たことはなかった。いくら真澄がアルフェルムのお気に入りだとはいえ、それは使徒に許ゆるされた範はん囲いを大きく逸いつ脱だつしていた。

　が……アルフェルムは小さく笑い、本に視し線せんを戻した。

「別に自分の身が可愛かわいくて、とかそういうことではないよ、真澄」

「ではどういう意味ですか！」

「さあ、どういう意味なのだろうね」アルフェルムはまた笑った。「けど真澄、お前の言っていることは間ま違ちがってはいない。私は真紅の貴婦人レデイ・ルージユを恐れ、そして敬うやまっている。あのお方がハーシュハイザーを必要としているのなら、私は手を出すつもりはないし、お前にそれは認みとめない」

「ですがっ」

　真澄の言葉を遮さえぎるようにドアがノックされ、ブルームクイストが部屋に入って来た。

「我が君、イレウス様の使いの者がおいでです」

「使いの者？」

「……人間の男です。真紅の貴婦人レデイ・ルージユがお呼よびです、と」

　部屋にいた者たちがざわめいた。ただの人間を寄よ越こして盟主ロードを呼び出すなど侮ぶ辱じよく以外の何物でもなかった。「クソがっ！」真澄は激げつ昂こうし、愛用の杖ロツドケラウズランブラを手に部屋の出口へと向かう。

「待ちたまえ真澄」アルフェルムは真澄を制せいし、そしてブルームクイストに言う。「すぐに参上すると伝えなさい」

「な……我が君！」真澄が唖あ然ぜんとして振ふり返かえった。「こんな扱いをされてまだ我が慢まんするというんですかっ!?　こんなの貴方あなたらしくないっ」

「真澄、それはさすがに口がすぎるね。出て行きたまえ。お前はもうその命が尽きるまで私の前に現れることは許さない。それから真紅の貴婦人レデイ・ルージユの縁えん者じやに手を出すこともだ。もしハーシュハイザーに手を出そうとしたら、その瞬しゆん間かんお前は契けい約やくの束そく縛ばくにより灰はいと化す」

「せめて奴と戦わせて下さいっ！」

　アルフェルムは返事をしなかった。そしてそこに真澄などいないかのように視線さえ向けず、部屋を出て行った。

「ちくしょうっ！」

　真澄にできることは床ゆかに拳こぶしを叩たたきつけることだけだった。

　　　　◇




「おや……これは」

　修しゆう道どう院いんの最上階にあるアロマの部屋に向かっていたアルフェルムは、廊ろう下かの曲がり角でアロマの腹ふく心しんのイレウスと鉢はち合あわせになった。

「そうそう、先さき程ほどは失礼しました。色々と忙いそがしくて使いの者などに呼びに行かせてしまいまして。ご無礼はなかったでしょうか？」

　イレウスは空々しく言った。

「別に構わないよ。忙しかったのだろうから」

　二人は並ならんで歩き始めた。

　アルフェルムはイレウスが小こ脇わきに抱かかえていた書類の束にちらりと目をやって言った。

「それの相談で真紅の貴婦人レデイ・ルージユは私を呼ばれたのかな？」

「さあ、どうでしょう？　あのお方は他人に意見を求める必要などございませんから」

　イレウスの持った書類の一いち枚まい目めにはアメリカの国防総省ビルペンタゴンの写真が添そえられていた。本気で始める気なのか……とアルフェルムは声に出さず呟つぶやいた。

　アルフェルムたちは最上階にあるアロマの部屋に着いた。そこはつい先日までトゥロワヌが使っていた部屋であった。

　イレウスが扉とびらを開き、現あらわれた光景にアルフェルムは微かすかに眉まゆを顰ひそめた。焚たかれた香こうと血の匂いが噎むせ返るほどに立ち込めた中、奥おくの寝しん室しつに通じるドアの前には全ぜん裸らの青年の死体が積み上げられていた。彼らは近きん隣りんの町から集められてきた、アロマのおめがねに適かなった美青年たち。中には教きよう皇こう庁ちようや各国の諜ちよう報ほう機関の間かん者じやもいた。しかし彼らはもう異い形ぎようの死体と変わっていた。ある者は全身の骨ほねをあらぬ方向に砕かれているにも拘かかわらず至し福ふくの表情のまま死んでおり、ある者は老人のように干ひからびた白はく蝋ろうと化していた。

「……これは？」

「貴婦人の相手をした人間たちの亡なき骸がらです。人間などが貴婦人のお相手をして無事でいられるはずはございません。もっとも、たかが人間ごときが貴婦人の御おん身みを穢けがした罪つみは死をもって償つぐなう他ございません。命が助かったとしても処しよ刑けいされます……いまお相手をしている彼もね」

　寝室のドアの向こうから男の呻うめき声が聞こえた。「ああ……お許しを貴婦人……どうかもう許して下さい……」許しを乞こう男の声に混まじって、微かにベッドが軋きしむ音と少女の笑い声が聞こえた。それは紛まごうことなく男女が交わっている声と音なのだが、男の声は悲鳴なのか歓かん喜きの声なのか分からなかった。

　男の声が一ひと際きわ大きくなり、それにアロマの艶なまめかしい声が重なる。が、突とつ然ぜんに男性の声は絶ぜつ叫きようへと変わった。バキバキと何かが砕かれる音と暴あばれる音。しかしそれもピタリと止やみ、奥の部屋から少女の声がした。

「……アルちゃんを連れて来てくれたのかしら、イレウス？」

「はい。貴婦人」

「通してちょうだい」

　寝室に通じるドアを開くと、そこからまた短い通路になっていた。両脇はゲスト用の寝室やシャワー・ルームに改かい造ぞうされているようだ。焚いた香木では追いつかなくなるほど血の香かおりは濃のう厚こうになり、通路の先にあるドアの向こうには同じ盟主ロードであるはずのアルフェルムでさえ足が鈍にぶるほどの禍まが々まがしき気配が沈ちん殿でんしていた。イレウスはドアをノックし、寝室に入った。

　まだ太陽が出ている時じ刻こくだというのにやけに暗く感じられる部屋。その中央に置かれたベッドに真紅の貴婦人レデイ・ルージユアロマは全ぜん裸らでちょこんと座っていた。

「こんにちは、アルちゃん」

　ほとんど膨ふくらみのない乳ち房ぶさと華きや奢しやな体たい躯くがしっとりと汗あせに濡れていた。その目付きは途と方ほうもなく艶かしい。見た目こそ少女であったが、彼女はアルフェルムの数倍の時を生きている。アロマは満足そうな仕草で髪かみをかき上げた。

　ベッドの上にはアロマの相手をしていたはずの男の姿すがたはなかった。アルフェルムはベッドの足元に転がった肌はだ色いろの塊かたまりに気づいた。それはアルマジロが逆ぎやく方向に丸まったように肉の団子となった人間の死体だった。ちょうどこちらを向いた死に顔が恨うらめしげな目を向けていた。いったい如い何かなる交わりをすればこのような代しろ物ものが作られるのか想そう像ぞうできなかったし、したくもなかった。アルフェルムがそれを見つめていることに気づいたアロマがベッドの上から死体に小さく息を吹ふきかけると、死体は塵ちりとなって消えた。



    

  
    
      「書類を持って参りました」

　イレウスは持っていた書類をアロマに差し出した。アロマはそれをパラパラとめくって目を通すと、ナイト・テーブルに置いた。

「トゥロワヌちゃんったら、ちゃんと準じゆん備びを進めていたのねえ。えらい、えらい」

「ただこれはゲートが開いた後の計画のようです」

「構かまわないわ。すぐに進めてちょうだい。面めん倒どうだし」

「イギリスには誰を？　あそこが一番時間がかかると思いますが」

「ラダーヴィに行かせなさい」

　アロマはくいっと顎あごでイレウスを追おい払はらう仕草をした。イレウスはアロマに一礼し、アルフェルムに意味ありげな視し線せんを送ってから部屋を出て行った。

　アロマはベッドにごろんと横たわり、ベッド脇に置いてあった水パイプを口にくわえた。

「アルちゃん、貴方あなたも吸すう？」

「いいえ、結けつ構こうです。それより貴婦人。本気で始めるおつもりですか？」

「いけないの？」

「得とく策さくとは……思えません。我われ々われ魔族は人間に比くらべて圧あつ倒とう的に数が少ないですし、『ゲート』が閉じている以上増ふえることもありません。我々の存そん在ざいを公おおやけにして、人間に団だん結けつして抵てい抗こうされたら面倒なことになります」

「それで？」

「人数が減へれば目的の遂すい行こうが困こん難なんになります。一千年前にゲートが開いたときには一万を越こえていた魔族たちも、今は数千にまで減っています。トゥロワヌ卿がそうしていたように、ゲートが開くまでは地下に潜もぐって進めた方がより万全かと思います」

「……ねえ、アルちゃん。貴方、何か勘かん違ちがいしてないかしら？」アロマは小首を傾かしげた。「別にわたし、損そん得とく計算でアレを始めようとしてるんじゃないのよ。ただ面おも白しろいからやるの。それにね、わたし、貴方の意見を聞きたくて呼よんだんじゃないの」

　アロマはベッドを降り、全裸の身体からだを隠かくしもせずアルフェルムの元へと歩いて来た。自分のほんの半分の身長しかない少女。だがその少女にアルフェルムは圧あつ倒とうされていた。

「では……何のためにわたしを呼ばれたのですか？」

　アロマは答えずに微笑ほほえんだ。その顔に浮かんだ淫いん蕩とうな表情は少女のものではなかった。アロマはアルフェルムの服に手を掛け、下からボタンを一つ二つと外した。

「下しも々じもの魔族とわたしたち盟主ロードは根本的に違う生き物よ。彼らは生せい殖しよく能のう力りよくを持たないただの働き蟻あり。けど、ときおり魔族の中に生殖能力を有した高貴なる血ブルー・ブラツドを持つ者が生まれ、その者たちだけが盟主ロードとなる資し格かくを得るわ。いまこちら側の世界で生殖能力を持つ男女はわたしと貴方だけ……」

「ま、まさか私に貴方様を……」

「確たしかアルちゃんはまだ子を作ったことがなかったわね。……まあ、女おんな嫌ぎらいのアルちゃんは女を抱いたことがないんだから当たり前だけど」アロマはアルフェルムの上着を剥はぎ取った。「さあ、盟主の責せき務むを果たしましょう。この世界にいる男と女はわたしたちだけなんだから」

　そのとき唐とう突とつに手前の部屋から通じるドアが開いた。アルフェルムは目を瞬しばたたかせた。そこにいたのは万まん力りきで顔を押おし潰つぶしたような醜しゆう怪かいな顔をした男。アルフェルムの使徒のブルームクイストであった。

「貴方は？」

「白銀ミスリルの盟主の使徒でブルームクイストと申します」

「何の用かしら？　突然盟主の寝しん室しつに押し入るなど、よっぽどの理由があってのことだと思うけど」

「……ブルームクイスト」アルフェルムは言う。「すぐに消えなさい」

「お断り致いたします、我わが君」

　ブルームクイストはきっぱりと言った。その瞬しゆん間かんであった。ピシッという音がブルームクイストの内部から響ひびいた。ブルームクイストが苦く痛つうに顔を歪ゆがめ、膝ひざを曲げた。胸むねを押さえた手に黒い斑はん点てんが現れ、それは全身に広がって行く。ブルームクイストは使徒が決してしてはならないことをした。それは主人の命令の拒きよ絶ぜつ。契けい約やくの束そく縛ばくにより、彼は灰はいとなって消えようとしているのである。

「……真紅の貴婦人レデイ・ルージユ……」ブルームクイストは苦痛を堪こらえながら言う。「たとえ上位と下位の差があるとはいえ、盟主ロードが同じ盟主に子を生なすことを強要するなど、許ゆるされることではないかと存ぞんじます」

「別に強要などしてないわよ。魔族を増やすことはしなくてはならないことですもの。アルちゃんは喜んで盟主の責務を果たしてくれる……そうよね？」

　アロマはアルフェルムに視線を向けた。アルフェルムはその視線から顔を背けた。

「我が君……私めの最後のお願いにございます……」

　ブルームクイストの身体は末まつ端たんから灰となり始めていた。

「気高く……どうぞ気高くあって下さい。私ごとき者との約束をも守って下さった貴方様でいて下さい。真澄殿の言う通りです。今の貴方様は我が君らしくございません」

「いいかげん邪じや魔まよ、貴方」

　アロマが手を払った。一いち陣じんの風が巻まき起おこり、それがブルームクイストを包むと、彼の灰化が加速した。ブルームクイストが膝をつき、苦痛に悶もだえた。それでも悲鳴は上げなかった。主人には自分の叫さけび声など耳みみ障ざわりなだけだからだ。

　ブルームクイストの肉体が崩くずれ落おち、床ゆかの上には灰の山と彼の燕えん尾び服ふくだけが残った。アルフェルムは黙だまってそれを見つめていた。

「さあ、始めましょうか、アルちゃん」

　アロマはアルフェルムを抱きすくめた。遥はるかに背の低い彼女なのでアルフェルムの腰にしがみつくような格かつ好こうになるが、アルフェルムは身動き一つ取れなかった。

　アロマの身体から黒い影かげのような物が染しみ出し、形を持つ。それは闇やみの触しよく手しゆであった。触手はアルフェルムのズボンの裾すそから中へと侵しん入にゆうし、肌を這はい上がって来る。そっと舐なめ上げるように。その気になればアルフェルムを絞しめ殺すことぐらい難むずかしくはないだろう。力加か減げんを誤あやまってこれに握にぎり潰つぶされた憐あわれな人間の男もいたはずだ。

「……くっ」闇の触手が股こ間かんのものに絡からみつき、アルフェルムは声を漏もらす。人間なら発はつ狂きようしかねない強きよう烈れつな快かい楽らくにアルフェルムは片膝をつく。アルフェルムの恥ち辱じよくに満ちた表情に、アロマは淫いん虐ぎやくの笑えみを浮かべた。

「さあ……肉の隅すみ々ずみまで穢けがし尽つくしてあげるわ、アルちゃん」

　　　　◇




　ロンドンの中心部。セント・ジェームス公園パークの横の並なみ木き道みちを一台のリムジンが走っていた。

　車の主ぬしはアンジェラ・グレンヴィル。現げん在ざい暮くらしているウェールズの片かた田舎いなかではベスパで市いち場ばに夕食の買い物に行く彼女だったが、ロンドンに来てからの目まぐるしい忙いそがしさには運転手つきのリムジンが必要だった。

「……そう……結局バチカンはそういうことでいくんですの」

　携けい帯たい電話で話しながら、空いている右手は羊よう皮ひ紙しに羽はねペンで複ふく雑ざつな魔ま導どう文字を書き込んでいる。メモを取っているわけではない。別の用よう件けんを並へい列れつして処しよ理りしているのだ。

　アンジェラは電話の相手に「ちょっと待ってくださる？」と断ことわってから携帯から口を離はなし、短い術言ワードを唱えた。すると魔導文字を書き記した羊皮紙がスッと異い空くう間かんに消える。車に備そなえ付けられたＰＣでメールを送れば簡かん単たんなのだが、形式上、『円えん卓たくの十二席』への報ほう告こく書は書面の形を取らなくてはならない決まりなのが面めん倒どうくさい。

「あ、ごめんなさい、何でもありませんわ」アンジェラは電話に戻もどった。「その剣に関しては、実物を見てないわたしには何とも言えません。けど試作品を作ってみましたので試ためしてみてくださいな。……ええ、先さき程ほど送りました。魔導の『配達人』に出くわしても声を掛けないよう気をつけてください……はい、それでは」

　アンジェラは電話を切り、窓まどの外に目をやった。彼女が向かっている、会議が開かれるウエストミンスター寺院まではもう少し時間があった。当面やることは片かた付づいたし、ルクレシアにメールでも送ってみましょうか……と携帯のメール画面を開いたが、彼女は首を振ふって携帯を閉とじ、また窓の外に目をやった。もうたぶんあの子は表おもて舞ぶ台たいに戻るつもりはないのだろう。あの淋さびしい部屋で、自分に振り向いてくれることのない男だん性せいのことを思いながら自分の殻からに閉じ籠もり続けるのだろう。

　と、窓の外を見ていたアンジェラは、街行く人たちの中に知り合いの姿すがたを見つけた。観光客で溢あふれ返るルートなのでさすがに魔術師のローブは着てないが、どうやら目的地は自分と一いつ緒しよのようだ。なにせその女性は史上最年少で、かつ、女性としては初めて円卓の十二席に選出されたばかりなのである。

　アンジェラは運転手に車を停とめさせると、窓を開け、その女性に手を振った。

「こんにちわ、マルゼス導士」



　──と、セント・ジェームス公園の横の落ち葉の積もった道を弟で子しのアイリス・ショーエンワイスと歩いていたクラウディア・マルゼスは、リムジンから顔を出した女性の顔を見て、「げっ……」とすこぶる嫌いやそうな声を漏らした。

「どちら様ですか、お師し匠しよう様？」

「……アンジェラ・グレンヴィル。ルーシアの実のおねーさん」クラウディアはうんざりとした顔で言った。「ハァ……イヤな奴やつに会っちゃったわ……」

「そんなに……イヤな人なんですか？」

「いいえ、とても感じのいい女性よ。百人に聞いたら九十九人は『素す晴ばらしいお方だ』って答えが返ってくるような優ゆう等とう生せいタイプ」

「じゃあ何がイヤなんですか？」

「だからぁ～、わたしはその百人の中の一人なわけ」

　クラウディアが車の横まで来ると、アンジェラはにっこりと微笑ほほえんだ。

「お久ひさしぶりですマルゼス導士。導士もお呼ばれになったのですか？」

「ええ。貴方あなたがこっちに戻って来ているってことは、イギリスは相当本ほん腰ごしを入れてきたみたいね」

「いやですわ。わたしなんてマルゼス導士に比べればほんのひよっこです。聞きましたよ、円卓の十二席に選ばれたそうですわね。おめでとうございます」

「大したことじゃないわ。今回の騒さわぎが終わるまでのただのつなぎでしょ」

「ええ、ウォルシンガム卿きようもそんなことをおっしゃってましたわね。わたしもそういうことだと思いますわ。本来外国人は円卓の十二席には入れませんもの」

　アンジェラはにこにこと笑え顔がおを崩くずさずに言った。クラウディアはやや引きつった笑えみを返しながら、心の中で「……この『おっとり策さく士し』……」と毒づいた。このアンジェラという女性、いかにも深しん窓そうのお嬢じよう様さまという感じなのに、情じよう報ほうは恐おそろしく早い。妹のルーシアが自分の元で修しゆ行ぎようしていたときも、ルーシアを本気でヤバいことに巻まき込こもうとするとどこからともなく情報を聞きつけて電話を掛けてきて、さりげなく牽けん制せいしたものだ。もしこの策士にその気があったのなら、今頃バッキンガムを仕切っていたことだろう。

（……たく、絶対にこいつったらわたしが円卓の十二席に入にゆう閣かくしたことが気に食わないのよね。結けつ婚こんして自分から出世コースを降おりたくせに、負けず嫌ぎらいなんだから……）

　十年ほど前、自分が持つ『法士』への昇しよう格かくの最年少記録レコードを更こう新しんしてやろうとアンジェラがかなり気合を入れていたのをクラウディアは知っている。まあそのタイトルは数日の差でクラウディアが辛かろうじて防ぼう衛えいしたわけだが。

「乗って行かれますか、マルゼス導士？」

「遠えん慮りよしとくわ。歩いて行きたい気分なの。今日は天気がいいことだし」

「じゃあわたしもご一緒して歩いて行こうかしら」

「あら、困こまったわ。貴方と一緒にいると何か緊きん張ちようしちゃいそう」

「相変わらずご冗じよう談だんがお上手なんですから」

　ふふふふふ、と上品に口を覆おおって笑ってみせてからアンジェラは車を降りた。断らせるつもりはないらしい。諦あきらめてクラウディアはアンジェラと並ならんで歩き始めた。空気が読めないことでは人後に落ちないアイリスも、さすがに魔術師協会が誇ほこる二人の若わか手て天才魔術師の間に流れる微び妙みような空気を察し、アンジェラの乗って来たリムジンの中に退たい避ひして後ろからゆっくりとついて行った。

「協会内の『粛しゆく清せい』の方は進んでいるの？　貴方が仕切っているんでしょ？」

「まあ。そんな、仕切るだなんて。わたくしはただ、身元調ちよう査さのお手伝いをしているだけですわ。『黒』の方々に知り合いの多い『赤』の魔術師も珍めずらしいから、便利に使われているだけです」

　よく言うわよ……とクラウディアは心の中で舌したを出す。さっきは黒魔術師のトップであるウォルシンガム卿と親交があることをさりげなくアッピールしたくせに。

「で、どんな感じなの？」

「『黒』は魔族に相当侵しん食しよくされてますわ。奴らがバチカン内部に内通者を送り込んでいたみたいに。……もちろん『赤』にも裏うら切ぎり者ものはいましたけど」

　クラウディアは「やっぱりそうなの……」と呟つぶやいた。イギリスでは現げん在ざい、バチカン同様、魔族に魂たましいを売った者たちの洗あらい出しが進行中だった。『黒』の魔術を究きわめていこうとすれば魔族の秘ひ術じゆつを求めねばならなくなり、そのため以前より黒魔術師と魔族との交流は噂うわさされていたが、その代だい償しように祖そ国こくを売る者もいたようである。しかしそれは『赤』も同じだった。クラウディアが臨りん時じに円えん卓たくの十二席に招まねかれたのは、その一人であった『赤』のビアトリス卿が魔族との繋がりを暴あばかれて粛清されたためだった。

「今日の召しよう集しゆうもその件けんなのかしら？　女王様もいらっしゃるそうだけど」

「さあ。わたくしは何も聞いてませんが」

「……ウソばっか」

「ほんとですよ」アンジェラはとぼけまくった口調で言った。「それより、マルゼス導どう士し。今度お時間があったらそちらのショーエンワイスのお嬢さんと一いつ緒しよに当家の屋や敷しきに来ていただけないでしょうか？　ルクレシアったら誰とも会おうとしなくて」

「どんな具合なの？」

「身体からだの方はもう大だい丈じよう夫ぶなんですけど、ちょっと精せい神しん的なショックが大きいみたいでね……。魔力や自分の半身を失ったことよりも、好きな人が自分を放って他の女の所に行っちゃったのがショックなのかもしれないですわね」

「『また鍛きたえてあげるから、修行をやり直す気になったらウチに来なさい』って伝えておいて」

「あの子はもう魔導に関かかわるつもりはないみたいですけどね……。ねえ、マルゼス導士。ルクレシアと一緒にいたブラディミールの剣けん士しってどんな方ですの？」

「女心の分からない、すっごい朴ぼく念ねん仁じん」

「まあ、いけない子ね。お会いする機会があったら、一ひと言こと言っておかないと」

　にこにこしながら目だけはまるで笑ってないアンジェラに、クラウディアは「あーあ。薫ちゃんったらマズイ奴やつに目をつけられちゃったわね～」と肩かたを竦すくめた。

　と、二人の前にウエストミンスター寺院が見えてきたときだった。スッとアンジェラが片かた手てを挙げてクラウディアを制した。

「どうしたの？」

「ちょっと黙だまってていただけます？」

　そう言ってアンジェラは車を停とめさせ、窓まどから車の中にあった自分のバッグを取った。彼女はコンパクトの中から小さなビーズのような物を数すう粒つぶ取り出すと、クラウディアと自分の周り、それから車内にさりげない動作で撒まいた。一いつ瞬しゆん、高山から降りて来たときのように耳が詰まり、そしてすぐに元に戻もどった。

　アンジェラが撒いたのは魔導の力を帯びた宝ほう石せき『小鳥たちの囀さえずり』であった。周囲に声が届とどかぬよう遮しや断だんする『サイレンス』の上位魔術で、撒かれた宝石の結ぶラインの中にいる者の声こわ色いろを記き憶おくし、まったく無内ない容ような会話に変えて外へと流す。『サイレンス』とは違っていきなり会話が聞こえなくなったりしないので相手に不ふ審しんに思われない。特に自分らの会話を人間を超越した聴力を持つ者に気づかれたくないときには。

「……魔族がいるの？」

「いまウエストミンスター・ブリッジを渡わたっている集しゆう団だんですわ」

　そこにいたのは革かわ製せいの黒いコートに身を包んだ三十人を越こえる男たちだった。ならず者という風ふう体ていであったが、全身から立ち上る気配がまともではなかった。その異い様ような風体よりもその圧あつ倒とう的な気配によって、周りの観光客たちがざわめいていた。

　一いち団だんがブリッジを渡り終えこちらへとやって来る。その先頭には黒いコートを着た連中とはまるで趣おもむきの違う、『スター・ウォーズ』のヨーダのような小こ柄がらな老人がいた。

「ラダーヴィですわ。ファン・デ・ネルヴェ一いつ派ぱのボスの」

　さすがにクラウディアは凍こおりついた。最上位の盟主ロード『氷壁の青竜フアン・デ・ネルヴエ』の側近にして代理人。見た目はただの小柄な老人だが、竜へと姿すがたを変え、炎ほのおによって全すべてを焼き尽くすと言われている男であった。車の中ではアイリスと運転手がラダーヴィの邪じや悪あくなオーラに当てられて失神しそうな顔をしていた。

　一団は魔術師協会の重じゆう鎮ちんたちが集まったウエストミンスター寺院の前で二手に分かれた。ラダーヴィは半数を引き連れてそのまま通りを街の中心部へと向かって行った。その先にあるのは女王の住すま居いバッキンガム宮きゆう殿でん。連中の顔に浮かんだ何かを期待するような残ざん忍にんな笑えみが意味するところを察し、クラウディアは携けい帯たい電話を取り出しバッキンガムへと掛かけた。微かすかに手が震ふるえていた。

　だが呼よび出しのコール音は妙みような音によって遮さえぎられ、電話は強きよう制せい的に切れてしまった。

「……バッキンガムはもう敵てきの魔導の防ぼう壁へきに囲まれているみたい」

　魔術師協会の方はまだ大丈夫かしら……とウエストミンスター寺院の方を向いたクラウディアの目におぞましき光景が飛び込んで来た。半分に分かれた魔族たちが寺院の入口へと向かい、それを制止しようとした番兵がいきなり首から上を粉々にされたのだ。「ひっ」とアイリスが声を漏もらした。

「……始まったようですわね」アンジェラが言った。

「何がよ」

「魔族による人間社会への侵しん攻こうが、ですわ」

　番兵の頭を吹ふき飛ばした魔族は、杯さかずきを呷あおるかのように首のなくなった番兵を持ち上げてその血を全身に浴びた。喉のどをごくごくと鳴らす音が聞こえた気がした。観光客たちが一いつ斉せいに逃げ始め、周囲は大だい混こん乱らんになった。

「……あいつら、自分らが魔族であることを隠かくそうともしてないわね」

「むしろ『魔族の存そん在ざいを隠すのをやめた』ですね。始まりますわよ、マルゼス導どう士し。世界規き模ぼでの魔族の侵攻が」

「手始めに邪じや魔まなイギリスの魔ま術じゆつ師しの殲せん滅めつ？」

「そんなところですかね」

「こんなときまで平然としてるのね、『おっとり策さく士し』さん」

「だって遅おそかれ早かれこうなると思ってましたから。まあ、予想してたのよりだいぶ早かったので些いささか混乱してますけど」

　そう言いながらアンジェラはあまり慌あわてた様子はない。『予想してた』云うん々ぬんはハッタリではないようだ。クラウディアはアイリスの方を向いた。

「あんたは家に帰りなさい。帰ったらすぐにリヴァプールにあるわたしの別べつ荘そうに行くの。よっぽどまずい状じよう況きようにならない限かぎり人前で魔術は使わないこと。あいつら魔術師を狙ねらっているわ。わたしが『いい』って言うまではロンドンに近づいちゃダメよ。分かった？」

「あ、ショーエンワイスのお嬢じようさん。お手間ですけど、うちのルクレシアも誘さそっていただけますかしら？　『行きたくない』とか言ったら一発引ひっ叩ぱたいてやっていいですんで」

「わ、分かりました。けど……お二人は？」

「……まあわたしも一いち応おうは円えん卓たくの十二席の一人なんで、責せき任にんは果たさないとね～。ラダーヴィがバッキンガムに向かったってことは女王はまだバッキンガムか……。魔族に制せい圧あつされる前にバッキンガムから女王を連れ出して逃げる……難しそうね～。生きて帰れるといいんだけど」

「バッキンガムに行っても死ぬだけだと思いますわよ。ラダーヴィはわたしたちじゃ手に負えません。まあ、わたしが十分に時間をかけて準じゆん備びをすれば奴を屠ほふることも十分可か能のうだとは思いますが」

「今は準備している時間がないんだから、要するに『勝てない』ってことでしょ？」

　アンジェラは一瞬だけムッとした顔になったが、すぐににこにこ笑いに戻った。

「……そういえばマルゼス導士、セント・ジェームス公園の地下からバッキンガムまで有事の際の脱だつ出しゆつ用の地下通路が通っているのはご存ぞんじですか？」

「いいえ、知らなかったわ」

「あら……知らなかったんですの……。いえいえ、別に恥はじることはないと思いますわ。わたしは古い文ぶん献けんを調べるのが好きですので、調べているうちに地下通路の存在を推すい察さつできただけのことです。ホントたまたまなんですのよ。円卓の十二席に選ばれたばかりのマルゼス導士が知らないのも無理はないですので気になさらないでください」

「別に恥じてなんかいないんですけど～」

「あら、そうなんですか。羨うらやましい性せい格かくですわね」

　二人はスカートを翻ひるがえして、セント・ジェームス公園へと走り出した。敵がセント・ジェームス公園に使徒たちを配していないとは限らない。だが、今のクラウディアには実に憎にく々にくしくて、かつ有ゆう能のうなパートナーがいる。

　そのときロンドンの街に凄すさまじい爆ばく音おんが響き渡わたった。バッキンガムの方であった。遠くに立ち上る黒い煙けむりにクラウディアは思わず足を止めた。

「あの～、マルゼス導士。ちょっと急いで欲ほしいんですけど～」

　即そく座ざに降って来る嫌いや味みな声にクラウディアは、本日何度目かのため息を漏らしつつ、また走り出した。

「はあ……円卓の十二席になんてなるんじゃなかったわ……」

　　　　◇




　バチカン行ぎよう政せい庁ちようの庁ちよう舎しやには地下に牢ろう獄ごくが作られている。

　何らかの理由ですぐには処しよ刑けいできない闇やみの者を捕ほ縛ばくしたとき監かん禁きんしておくための堅けん牢ろうな牢屋で、対魔装そう甲こうを何重にも重ね合わせたそれは──魔術による攻こう撃げきがなければという条じよう件けん付きではあるが──魔族をも閉とじ込めておける強度を誇ほこっている。

　そんな牢獄の一つにレイニー・ブラディミールは閉じ込められていた。

　いや『閉じ込められていた』というのは些いささか違ちがうかもしれない。闇の君主グランマスターの牙きばを受け盟主ロードに匹ひつ敵てきする力を持つレイニーを繋つなぎとめておける牢など人間の力では作ることはできない。彼女の爪つめはこの合金さえもチーズのように切きり裂さいてしまえる。牢を守る完全武ぶ装そうした五人の兵士たちも、彼女がその気になれば一いつ瞬しゆんで肉にく塊かいに変わるだろう。だが彼女は自らの意思でそこに入っていた。

　分ぶ厚あつい金きん属ぞくに囲まれた部屋の片かた隅すみに、レイニーは膝ひざを丸めて座すわっていた。

　いつもの男物の黒スーツ姿すがたではなかった。数々の武器や道具を隠した服は取り上げられ、今は病院で手しゆ術じゆつを受ける患かん者じやが着るような服に着き替がえさせられている。見ようによってはそれは囚しゆう人じんの服に見えた。

『カパーラの火の花』も取り上げられてしまった。ここで夜を過ごし、四隅に設せつ置ちされた監かん視しカメラには契けい約やくを終えぬ苦く痛つうと快かい楽らくにのた打ち回る姿も撮さつ影えいされたはずだった。普ふ段だんなら夜の間は、敵てき対たいする魔族に身を晒さらさないため、そしてその身み悶もだえる姿を他人に見せたくない羞しゆう恥ちから姿を消すのだが、おそらく数多くの人間に見られてしまったことだろう。

　だがどうでもよかった。いずれにせよ自分は死ぬ。もう秘ひ密みつを隠す必要もない。

　レイニーはバチカンがどのような決定をするか察していた。そして彼女はそうするべきだと思った。もし自分が客観的な立場にいたら、自分もまたそういう決定をしただろう。自分がレディ・キィであったからといってこれまで自分がやってきたやり方を変えるというのは、そのやり方のために命を失うことになった歴代のレディ・キィたちに対する裏うら切ぎりであった。だから彼女はおとなしくここに囚とらわれていた。

　牢の扉とびらの一角が開き、食事を載のせたトレイが差し入れられた。一応まともな食事だ。毒の入っている匂においはない。……もっとも自分を毒で殺すことなどできない。もし魔族以外で自分を殺せる者がいるとしたら……。

　その想そう像ぞうはレイニーの心をまた少し打ちのめした。つらいことをさせてしまうな……あいつにとってもわたしにとっても……。だが以前自分は彼に「咬かまれた自分の兄を殺してやれ」と言ったことがあるのを思い出し、意外と自分が身勝手なことを知った。

「……下げろ。いらぬ」

　それだけ言うとレイニーは食事には目もくれず、自分の膝に顔を埋うずめた。

　レイニーの心の中に歴代のレディ・キィたちの顔が浮かんでは消えていった。彼女が護まもり、時には手にかけてきた女じよ性せいたち。レイニーの口元に小さな皮肉な笑えみが浮うかぶ。お前たちはこんな淋さびしい日々を過すごしてきたのか？　わたしのような女しか傍そばにいなくてさぞかし嫌だったろうに。

　すぐにその皮肉な笑みも消えた。レイニーの脳のう裏りに一人の女性の顔が残った。その女性の顔を最後に見たのはもう一千年も昔のことであったが、今でもありありと思い浮かべることができた。

（フラウよ……）

　それはレイニーの実の妹、フラウ・ブラディミールの顔であった。レイニーが最後に見たフラウの顔は、レディ・キィとして『ゲート』を閉じるために自ら命をなげうったときの死の間ま際ぎわのものであったはずなのに、回想の中のフラウはレイニーに優やさしく微笑ほほえみかけていた。

（フラウよ……わたしはお前との約束を守って一千年間も戦い続けてきた。けどすまない。わたしはもう疲つかれてしまったようだ……）

　レイニーは子こ供どものように膝を抱だき、遠い昔のこと……彼女がまだ闇の血に穢けがされるよりも前の日々に思いを馳はせた──。



    

  
    
      　　　　prologue of Rainy Vladimir's story




　レイニー・ブラディミールの一番古い記き憶おくは、暖だん炉ろの前で歓かん談だんする家族の姿であった。

　十歳さいになったばかりの自分が父の膝ひざにちょこんと乗り、妹のフラウはまだほんの幼おさな子ごで、母の胸むねに抱いだかれていた。暖炉の前での家族の団だん欒らん。父は使用人が運んで来たワインを呷あおり、それを自分に飲ませようとするもので母は顔を顰しかめて怒おこるが、父は豪ごう快かいに笑って「これは大人になってからだ」と自分の頭を撫なでる──。

　もしかして母に抱かれていたのが自分で、父はフラウにワインを飲まそうとしたのかもしれないが、それはさしたる問題ではない。レイニーにとって重要なのは、あの頃ころは言葉にできぬほど幸せであったということだ。

　神しん聖せいローマ帝てい国こく下の地方の一領りよう地ちでレイニーは生まれた。フランク王国との国こつ境きように近いブルグントのシュタレットという街で、父はそこの領主だった。

　人口は一千人弱。裕ゆう福ふくな家が二十と、あまり裕福でない農家が百ぐらい。あとは裕福な家で使用人として住み込みで働く者や、街で働く者といったところ。

　レイニーは領主の娘むすめとして何不自由なく育てられた。彼女が望めば大たい抵ていの物は手に入った。服も宝ほう石せきも友人も。彼女はただ毎日退たい屈くつしないように生きればよかった。良家の子女たちと毎日楽しく遊び、気が晴れないときには父に旅行に連れて行ってくれとねだった。凪ないだ海に浮かべた船の上で揺蕩たゆたうような穏おだやかな日々だった。

　彼女が果たすべき責せき務むはただ一つ。男児に恵めぐまれなかったブラディミール家を栄えさせるため、結けつ婚こんして跡あと継つぎを作ること。

　父は頻ひん繁ぱんに屋や敷しきに貴き族ぞくの男たちを連れて来たが、彼女が十代の半ばになって輝かがやくような美しさを見せてくると、どこぞの田舎いなか貴族の三さん男なん坊ぼうを婿むこにするのではもったいないと考えるようになったのか、彼女をローマへと連れて行くようになった。

　流れるような漆しつ黒こくの髪かみと切れ長の瞳ひとみ。すらりとしながらも女性らしさを主しゆ張ちようし始めた身体からだつき。そして幼い頃から読書を愛していた彼女の教養と聡そう明めいさは大いに男たちを惹ひきつけた。彼女が街に現れるとすぐに人の輪ができた。

　だが彼女は群むらがってくる男たちをまるで相手にしなかった。

「お姉様は殿との方がたに興きよう味みがないの？　みんな、あんなにお姉様を振り向かせようと必死になってらっしゃるのに、可哀かわい想そうだわ」

　滞たい在ざい先さきの宿で、六つ離はなれた妹のフラウがこまっしゃくれた口調で言う。

「そう、興味なんてないの。男の人のお話って退屈なんですもの。それよりフラウ。昨日から街にサーカスの一いち団だんが来ているそうだけど、行ってみない？」

「わ、すごい。連れてって！」

　フラウの手を引いて街へと出て行く。門の前で先日パーティでレイニーに声を掛けてきた男性と遭そう遇ぐうし、何かを期待した顔で挨あい拶さつをしてくるが、レイニーにさらりと受け流されガックリと肩かたを落とす。「今の方って伯はく爵しやく家けの方でしょ？　もったいなぁい」とフラウが言うが、レイニーは知らんぷりをする。

　本当のことを言えばレイニーは男性に興味がないのではない。自分のことを綺き麗れいなお人形とでも思っている男たちに興味がないだけだ。

　いつかきっと自分を心から愛してくれる男性が現れる。きっと巷ちまたで流は行やっている恋こい物もの語がたりのようにドラマティックに。レイニーはそんな場面に憧あこがれているのだ。そう、もしかすると素す敵てきな出会いが訪れるのは今日かもしれない。

　レイニーの脚あしが刻きざむステップが少し早くなる。輝かしい光に溢あふれた都が姿すがたを現し、人々の視し線せんが自分とフラウに集まって──。



　幸せな日々だった。何もかもが。

　だがその日々は突然終わった。１０１９年。バチカンにある『ゲート』が開き、『向こう側』に住む忌いまわしき生物たちがこの世界を覆おおいつくしたのである。この世が闇やみの生物たちに制せい圧あつされ地じ獄ごくへと変へん貌ぼうするのには、神がこの世界を創そう造ぞうするに要した日数もかからなかった。

　恋物語に憧れる少女だったレイニーは強くなった。強くならねばならなかった。

　だがそれは闇の魔ま物ものたちと戦う力を得たという意味ではない。魔物たちが統とう治ちした絶ぜつ望ぼう的な世界の中で絶望に身を委ゆだねるのではなく、ただ人間らしく心を保たもち続けることができるだけの強さであった。

　だがそれを保ち続けるのはとても難むずかしいことであった。

　　　　i．




　秋の季節が訪れ、氷の息いきを含ふくんだ風がシュタレットの街に届とどき始めていた。

　領地の田畑から収しゆう穫かくされた農作物をいっぱいに載のせた馬車がひっきりなしに石いし畳だたみを走っている。そんな光景を屋敷の窓まどから眺ながめながら、レイニー・ブラディミールは小さなため息をついた。

　かつてレイニーは一年でこの季節が一番好きだった。褐かつ色しよくに色づいた木々とよく晴れた空のコントラストの中、都会の街から商人たちが買い付けに来る。市いち場ばは活気を帯び、豊ほう穣じようを祝う祭りが開かれる。祭りの主役である巫み女この一人を領主であるブラディミール家の娘が務つとめるのが決まりだ。毎年レイニーは着き飾かざって人々の前に現あらわれたものだ。

　だけどそれはもう行われていない。『収穫』というのはおぞましき言葉として人々の中に根付いてしまっている。八年……あれから実に八年が経けい過かしていた。あの輝かしい日々が厚あつい灰はい色いろの雲に覆われてしまってから。

　コンコン、と部屋のドアがノックされた。

「レイニー、ちょっといいですか？」

　母の声だった。「ええ、どうぞ」彼女が返事をすると、母が部屋に入って来た。

　母の顔にはおどおどとした表ひよう情じようが浮かんでいた。何かあったのね……。レイニーは察するが、表に出さない。自分が神しん経けい質しつに反はん応のうすれば、心労ですっかり老ふけ込こんだ母に余よ計けいな負ふ担たんを掛けてしまう。「どうしたの、お母様？」レイニーは何気ない口調で訊たずねた。

「『ご領りよう主しゆ』がもうすぐいらっしゃるそうなの。ご領主だけではなくて配下の方もかなり来るそうで。だから貴方あなたたちはあまり家にいない方がいいと思うの……」

　そういうことね……とレイニーは即そく座ざに理り解かいした。『ご領主』はともかくとしてその配下の使徒どもは下げ衆す揃ぞろいだ。酒に酔よったらどんな蛮ばん行こうに及およぶか分からない。たとえそれがほんの八年前まではこの街の領主であった者の娘むすめが相手であろうとも。

「分かったわお母様。明日の朝までフラウと教会に泊とまらせてもらうわ」

「ええ……ベタンコートにも一いつ緒しよに行ってくれるよう頼たのんであるから……。でも彼だけで大だい丈じよう夫ぶかしら？」

「大丈夫よ。街の人たちに嫌きらわれるのには慣なれているわ」

　まだ心配そうな母を振ふり切るようにレイニーは「お母様も気をつけてね」と言って部屋を出た。背せ中なかに悲しそうな視線が向けられているのを彼女は感じたが、振り返りはしなかった。

　レイニーがフラウの部屋の前にやって来ると、馬番のベタンコートが大きな図ずう体たいを持て余あましてうろうろとしていた。

「どうしたの？」

「はい……あの、フラウお嬢じよう様さまが、その……ずっとお着き替がえをされていて……」

「……あの子ったら、まったくもう」

　レイニーはベタンコートに後ろを向くよう命じてから、フラウの部屋のドアを開いた。

「あっ、お姉様！」

　下した着ぎ姿すがたのフラウがくるりと振り向いた。待たせた言い訳わけをするかと思いきや、弾はじけるような笑え顔がおを浮かべ、「今お姉様を呼びに行こうと思っていたの。着て行く服がどうしても決められなくて」と言った。ベッドの上にはドレスが山ほど積み上がっていた。

「……あのねえ、フラウ」レイニーはぽりぽりと自じ慢まんの黒くろ髪かみをかいた。「遊びに行くんじゃないの。これからこの家には『あいつら』が山ほど来るの。わたしたちは何かされないように街に隠かくれているの。分かる？」

「でも……せっかく街に行くなら素す敵てきな格かつ好こうをしていきたいわ」

「『でも』じゃないでしょ。ほら、その一番上のやつでいいからさっさと着替えなさい」

　これは今日の天気とは合ってないと思うの……などと言い出したフラウに半ば無む理り矢や理り服を着せ、レイニーは屋や敷しきの裏うら手てへと向かった。それでもなお楽しそうなフラウに、レイニーは小言を言うのを諦あきらめた。六歳さい下のフラウはまだ父がこの街の領主であった頃の調子が抜ぬけていない。でも考えてみれば自分も同じぐらいの年の頃は──まだ『ゲート』が開いてしまうより前は──そんなものだったかもしれない。

　レイニーたちは厨ちゆう房ぼうを通り抜け、勝手口から屋敷の裏手に出た。

「お嬢様たちはここで待っていて下さい。すぐに馬車を回して来ますから」

「ベタンコート。家か紋もんの入っていない、できるだけみすぼらしい馬車を用意するのよ」

「分かってますよレイニーお嬢様。街の連中に気づかれたら……」

　と、そこでベタンコートの言葉が止まった。裏門のすぐ向こうに漆しつ黒こくに彩いろどられた馬車が通りかかり、そこに乗っていた男と目が合ってしまったのだ。

　馬車の男が御ぎよ者しやに止まるよう命じた。扉とびらが開き、髪を短く刈かり込こんだ男が馬車を降おりた。馬車に刻きざまれた紋章は『黄金の砦とりで』の名を持つ盟主ロードヴァルドレッドのもの。盟主の紋章を下か賜しされる魔族はめったにいない。盟主の片かた腕うでにして、ここシュタレットの街を含ふくめた九の街を治める領主クェイクアスであった。

　クェイクアスはゆっくりとこちらに向かって歩いて来た。後ろからぞろぞろと赤い目をした男たちが続く。クェイクアスの牙きばを受けた使徒たちだ。中にはかつてこの街の住人であった者もいるが、レイニーとフラウを見つめる目には不ぶ躾しつけなにやにや笑いが浮かんでいた。一緒に馬車に乗っていた父が顔を青くして降りようとするが、使徒たちによって無理矢理馬車に戻された。

「これはこれは『ご領主』のお嬢さん。お久ひさしぶりだな。名は何といったかな？」

　クェイクアスが言う。ベタンコートはガタガタと震え、さすがのフラウも気を失わんばかりであった。だがレイニーは丁てい寧ねいにスカートの裾すそを摘つまんで礼をしてから言った。

「レイニーですわ、クェイクアス様」

「おお、そうだった。ところでそんなお嬢様がこんな所で何をやっているのかな？　まるで私が来たので裏口から逃にげて行くように見えるではないか」

「はい。その通りですわ」

　レイニーは笑顔を作って即そく答とうした。クェイクアスは呆あつ気けに取られ、後ろに控ひかえていた使徒たちが顔を強こわ張ばらせた。

「ほう……私から逃げると？」

「正せい確かくに言えばそうではありません。用がありましてこれから出で掛かけねばならないのですが、ちょうどクェイクアス様がいらっしゃると聞きまして、馬車が我わが家に入って来るお邪じや魔まにならないよう裏口から消えようと思っただけにございます」

　お気に障さわられたのでしたら申もうし訳わけありません……と続けてやろうかと思ったが、さすがにそれは嫌いや味みが籠こもりすぎているのでやめておいた。

　さすがは盟主ロードの腹ふく心しんだけあって、クェイクアスはここで人間の女相手に激げつ昂こうするような輩やからではなかった。彼は悠ゆう然ぜんとした笑えみを浮かべ、顎あごで使徒たちに戻るよう命じた。レイニーは心の中で安あん堵どのため息をついた。

「それでは失礼します」

　とレイニーは背を向けるが、クェイクアスの手がいきなり彼女の腕を掴つかんだ。「な、何を……」と裏返った声を上げるレイニーの首くび筋すじにクェイクアスの手が伸のびた。皮の手て袋ぶくろの下に感じる硬かたい爪つめの感かん触しよくに、レイニーは口が聞けなくなった。

「それにしてもそなたは美しくなった。これほどの美び貌ぼうは『向こう側』でも見たことはない。あの気高き盟主ロードギアリー卿きようでさえ、そなたを見たら嫉しつ妬とを隠すことはできぬであろう」

　クェイクアスは口元を歪ゆがめ、レイニーの首筋に這はわせた指に少し力を籠める。この男がもう少し指に力を籠めれば、男の指はレイニーの首筋に潜もぐり込こみ、捻ねじ込まれた指がレイニーの血を吸すい尽くすであろう。屋敷のメイドがそうやって嬲なぶり殺されたのをレイニーは目の前で見せられたことがあった。

「その美しさのまま生き続けたいとは思わぬか？」

　その言葉の意味するところを察し、レイニーの顔が青ざめた。分かりながらもレイニーは聞き返した。

「……どういう意味でしょうか？」

「私の牙を受ければ、永えい遠えんにとは言わぬまでも数百年単位の生を得られる。もし気が向いたら今こ宵よい私の寝しん室しつに参れ。用と言うのはそう長くはかからぬのであろう？」

　クェイクアスはレイニーを放すと、笑いながら去って行った。フラウとベタンコートがレイニーの元に駆かけ寄よる。

　馬車が去って行くまではどうにか堪こらえたが、レイニーは崩くずれ落ちるように地面にへたり込んだ。『気が向いたら』というのは『必ず来い』という命令に他ならなかった。レイニーが拒こばめば両親の身はもちろん、フラウも嬲りものにされるだろう。逃げたところで闇やみの者たちに覆おおい尽つくされたこの世界に逃げる場所などなかった。

　レイニーは涙なみだを流した。だが口を押さえ、泣き声が母親に聞こえぬようにするのは忘わすれなかった。

（神様……助けてください。弱きわたしたちを助けてください……）

　　　　ii．




　シュタレットは半径八百メートルほどの石いし造づくりの街が城じよう壁へきに囲まれ、その周囲に農家と田畑が点てん在ざいしている。高い城壁は人間の侵しん略りやく者しやを想定した物ではなく、魔族と共に『向こう側』からやって来た異い形ぎようの魔ま獣じゆうから住人を守るための物だ。

　街の中央には大きな広場があり、そこから放ほう射しや状じように舗ほ装そうされた道が延びている。街の南北には大きな門があり、そこから延びる街かい道どうは片かた方ほうはフランク王国に、もう片方は遠くローマへと続いている。

　交こう易えきの行商人たちが馬を休めるために立ち寄ることで栄えてきたこの街だが、今はもう荒あれてしまっていた。クェイクアスの直ちよつ轄かつ地ちが近いため、奴やつの使徒たちが頻ひん繁ぱんに街を訪れて蹂じゆう躙りんしたからである。住人は面おも白しろ半はん分ぶんに虐ぎやく殺さつされ、女たちは犯おかされ、そして最後には奴らの胃い袋ぶくろに納おさまっていった。

　レイニーとフラウを乗せた馬車は中央広場の近くにあるベラトゥール教会に着いた。

　レイニーは外がい套とうのフードを深く被かぶって馬車を降おりると、壊こわれかけた教会の扉とびらを叩いた。

「……神父……神父……いらっしゃいませんか？」

　足音がして老ろう齢れいの神父が姿すがたを現した。真昼だというのに外套を被ったレイニーとフラウを見て何か事じ情じようがあることを察したのであろう神父は「……入りなさい」と二人に中に入るよう言った。

「お嬢じよう様さま、あっしは？」

「馬車を家に戻もどしてから歩いて来てちょうだい。目立たないようにね。街の人には気づかれたくないわ。色々と面めん倒どうが起こるから」

　分かりやした、と頷いてベタンコートは去って行った。

「うわ……すっごい埃ほこり。掃そう除じとかしてなさそう……」

　フラウが顔をはたきながら言う。「こらっ」レイニーはフラウを諭さとすが、神父は「いいんだよ。その通りだから」と優やさしく微笑ほほえんだ。

　ブラディミール家の庇ひ護ごによりかつては優ゆう美びな姿を誇ほこっていたこの教会も、今はすっかり荒れ果はてていた。理由は知らぬが、ゲートの向こうから現あらわれた闇の者たちがカトリック教会を敵てき視ししたためである。連中はバチカンを滅ほろぼし、ローマ教きよう皇こうを公開処しよ刑けいした。キリスト教は禁きんじられているわけではなかったが、目をつけられるのを恐おそれて教会に行く者はいなくなった。このベラトゥール教会も残っているのはこの年老いた神父だけだった。

「ご迷めい惑わくとは思いますが……今宵一ひと晩ばん泊とめていただけますか？」

　そう口にするや否いなや神父の顔が強こわ張ばり、神父はレイニーから目を逸そらした。

「……そうですか。失礼しました」

　レイニーはフラウの手を引いて長椅い子すから立ち上がった。嫌いや味みを言ったわけではなかった。街中の人間から疎うとまれているブラディミール家の者を匿かくまってくれというのが無む茶ちやなお願いだったのだ。

「待ちなさい。そういうわけではないのだよ。ただ明日、古い知人たちが訪たずねて来るので、それまでに空あけてくれるのなら何の問題もない。泊まっていきなさい」

「知人ですか？」

「ん……まあ、古い友人たちだ」何だか言いにくそうに答えると、神父はレイニーとフラウの頭を順に撫なでた。「レイニーよ、君は神を信じるかな？」

　ええ、もちろん……と即そく答とうしようとしたが、先さき程ほどのクェイクアスとのことを思い出し「まあ……」と曖あい昧まいな返事をした。

「そう……人の心とは不変ではない。神の存そん在ざいを信じここに祈いのりを捧ささげに来た人々が、あのおぞましき者たちの闇にのみ込まれ、信しん仰こうを忘わすれてしまう。まるで奴らのように振ふる舞まう者も増ふえ、人間が悪魔のようになってきておる。だがな、レイニー。神というのは人の心の中にあるものなのだよ。『信じること』を失ってしまったとき、その者の中にいる神も消えてしまうのだ。世間を見み渡わたして『神などいない』と嘆なげくのではなく。信じなさい、己おのれの中にいる神を」

　と一息に言うと神父は「ふむ……久ひさしぶりの説教なので力が入ってしまった。白さ湯ゆを入れて来よう」とちょっと照てれ臭くさそうに言い、礼れい拝はい堂どうを出て行った。

「ねえ……レイニーお姉様。わたし、難むずかしくて神父の話がよく分からなかったわ。どういう意味なの？」

「人の数だけ神はいるということよ。信じられなくなった者から神がいなくなっていくの」

「わたしの中にもいるの？」

「もちろんよ」

　レイニーはまだよく理り解かいできないでいるフラウのことを抱だき締しめた。少しだけ、救われたような気がした。

　　　　◇




　日は暮れ、夕方になっていた。城壁の外にある農家の家を間借りしている神父は「何かあったら遠えん慮りよなく私の所に来なさい」と言って教会を後にし、礼拝堂にはレイニーとフラウだけが残された。

「ベタンコート、遅おそいわね……」

　フラウが割われた窓まどから外を覗のぞいて言う。

「やめなさいっ。見られるでしょっ」

　レイニーはフラウを引ひっ張ぱり込こんで叱しかる。

「ご、ごめんなさい。でも何か……嫌な感じがするの……」

「よしてよ……人手が足りなくなって屋や敷しきのお手伝いをしているんでしょ」

　そう言いながらもあの忠ちゆう実じつなベタンコートに懸け念ねんを抱いてしまう自分が嫌だった。

　レイニーはすっかり冷え切った白湯を飲んだ。もう季節は秋から冬に変わろうとしていて寒かった。レイニーもフラウもこの季節に暖だん房ぼうのない部屋で一晩すごすには少し薄うす着ぎすぎたようだった。

　猫ねこがベッドに潜もぐり込こんで来るようにフラウがレイニーの胸むねにしがみついてきた。フラウは甘あまえん坊ぼうだ。魔物たちの世となってからというものフラウは、精せい神しん的にすっかり参ってしまった母の代わりに姉の自分に甘えてくる。

「ねえ……お姉様」しばしレイニーのぬくもりを満まん喫きつしていたフラウが神しん妙みような口調で言った。「お姉様は……あんな奴やつの使徒になったりしないわよね？　わたしたちを食べるような生き物にはならないわよね？」

「……ええ。もちろんよ」

「よかった」

　フラウはまたレイニーの胸に抱きついた。レイニーの瞳ひとみに涙なみだが浮うかんだ。レイニーはそれをフラウに気づかれないよう、さっと拭ぬぐった。どうしよう……本当にどうすればいいんだろう……。

　バタン、という音が唐とう突とつにした。レイニーとフラウは弾はじかれたように音の方を向いた。

　教会の玄げん関かんの扉とびらが開き、ぞろぞろと男たちが中に入って来た。街の男たちだった。男たちは一様に薄うすら笑わらいを浮かべていた。レイニーの背せ筋すじに冷たいものが走り、フラウは身体からだを震ふるわせながらレイニーにしがみついた。

「おやおや？　これはブラディミールのお嬢さんたちじゃないですか？」

　一ひと際きわ身体の大きな禿はげ頭あたまの男がわざとらしく言った。

「……何の用かしら？」

「何の用ってこともないんですがね」禿頭は舌した舐なめずりをせんばかりの顔でレイニーたちの方へと歩いて来る。「『ご領りよう主しゆ』が元ご領主様のお屋敷に来ているそうじゃないですか。いったい何の用で来ているのか教えてもらいたくてね」

　レイニーは立ち上がり、フラウを自分の後ろに隠すように禿頭と向かい合った。あいつが来ているのを知っているということは、やはりベタンコートが裏うら切ぎったのだろうか？　無理もない。この街の住人はほとんどがブラディミール家を憎にくんでいる。

「知らないわ。わたしがそんなこと知るわけ……」

　そこまで言ったところでレイニーの頬ほおに激はげしい痛いたみが走った。目の前に火花が散り、口の中に鉄のような血の味が広がる。フラウが悲鳴を上げた。

「とぼけるんじゃねえよ、化物どもの犬がっ」禿頭はレイニーの胸むな倉ぐらを掴つかんだ。ビリッと服が破やぶれる音がした。「てめえらが街の人間を『収しゆう穫かく』して魔族どもの餌えさに届とどけてんじゃねえかよっ。毎月毎月街の人間を魔族どもに献けん上じようして、てめえらはいい生活をしてんじゃねえかっ！　『収穫』の人数を増やす気だろっ」

「……先月うちの娘むすめが連れて行かれた」別の男が俯うつむいたまま言う。「お前らがうちの娘を生いけ贄にえに選びやがったんだ」

「違うわっ。それは違うっ」

　人間を統とう治ちするにあたり魔族たちは、新たな仕組みを一から作っていくのではなく、元よりあった仕組みの上に君くん臨りんすることを選んだ。街を征せい服ふくしてもわざわざ街を壊して道路から新たな街を作っていかずにそれまであったものを使うのと同じで、圧あつ倒とう的な力を持つ魔族たちには合理的な方法だった。

　各地の貴き族ぞくたちは魔族のために街の人間を『収穫』して届けることが求められた。領主である父も街の人間から犠ぎ牲せいとなる者を選び、クェイクアスや、ゲートのあるバチカンへと届けていた。だからブラディミール家の人間は街の人々に魔族以上に憎まれていた。

　けれどそれはどうしようもないことなのだ。拒こばんだところでクェイクアスの血を受けた使徒が父に取って代わるだけだった。父とて望んでやっているわけではなかった。

「てめえらもあいつらと同じケダモノだっ」

　禿頭の男はレイニーの話も聞かず彼女を祭さい壇だんの下に突つき飛とばした。起き上がる暇ひまもなくレイニーの上に跨またがると、ナイフを取り出し、レイニーの服の胸むな元もとを一気に裂さいた。レイニーは自分が何をされようとしているのか察して胸元を隠そうとするが、両りよう腕うでを押さえられて床ゆかに磔はりつけにされた。

「へへ、まるでキリスト様じゃねえか。おい、おめえら。そっちの小さいお嬢じようさんもヤッちまいな」

「やめてっ。フラウには手を出さないで！　あの子が貴方あなたたちにいったい何をしたって言うの!?」

「どうせ魔族どもの慰なぐさみものにされてんだろ？　俺おれたちも楽しませてくれたっていいじゃねえか。いや……この反はん応のうからするとまだ生き娘むすめかい、お嬢さん？　顔が真っ赤だぜ」

　ケダモノはどっちよ……口を塞ふさがれながらレイニーは叫さけぶ。貴方たちこそ魔族に支し配はいされたこの世界で、人間らしく生きることを放ほう棄きしているじゃない。お父様やお母様がやりたくもない人間狩がりをさせられ、どれだけ心を痛めているか貴方に分かるの!?

　と、そのときであった。唐突に禿頭の顔が硬こう直ちよくした。

「あ……ああ……」

　男の胸が真っ赤に染そまり、口から血が噴ふき出してレイニーの顔に降ふり注そそいだ。血に染まった胸から五本の鋭するどい物が突き出していた。ずるっ、とそれが後方に抜かれると、禿頭はレイニーの上に崩くずれ落ちた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ブラディミールのお嬢さん」

　助けられたというのにレイニーの顔は余よ計けいに青ざめていた。そこにいたのは五本の爪を刃は物もののように伸のばしたカマキリのように痩そう身しんの男。昼ひる過すぎに屋や敷しきの裏うら口ぐちで会ったクェイクアスの使徒の一人だった。

「お嬢さんのお帰りが遅おそいのでね、心配されたクェイクアス様マスターに捜さがしに行くよう命じられましてね。彼に案内してもらいました」

　礼れい拝はい堂どうの片かた隅すみでベタンコートが気まずそうに顔を伏ふせていた。「すみません……お嬢様」手て酷ひどい尋じん問もんを受けたのだろう彼の顔には殴なぐられた跡あとがあり、流れた鼻血が服を汚よごしていた。

「しかしまあ……マスターの所有物となる女に手を出そうとするとは、身みの程ほど知らずもいいところだ」

　使徒の男はにまりと口元に笑みを浮かべた。鋭い牙きばが残ざん忍にんに輝いた。

「やめてっ！」

　レイニーは使徒の男が何を考えているか気づいて男の足にすがりついた。だがあっさりと払はらい除のけられてしまった。

　そして虐ぎやく殺さつが始まった。男の鋭く伸びた両手の爪が人間をチーズのように切り裂き、ワインとパンではなく本物の血と肉にく片へんが礼れい拝はい堂どうに降り注いだ。レイニーたちを襲おそおうとした暴ぼう漢かんたちは逃にげ惑まどうが、使徒は誰だれ一人見み逃のがさなかった。「お、お前らはやっぱり魔族の犬だっ！」その言葉を最後に娘を『収穫』された男の頭が飛んだ。レイニーはその現げん実じつ離ばなれした光景をただぼんやりと見つめていた。

「さて……」全すべての暴漢たちが輪切りにされた肉片へと変わると、使徒の男がレイニーの前までやって来た。「マスターがお待ちです。きっと今こ宵よいは忘れられない夜となるでしょう」そして使徒の男はフラウの方を向いた。「そちらのお嬢様にとっても」

「……何ですって？」

「マスターはそちらのお嬢様も使徒にとお望みなのですよ。気き丈じような姉と、無む垢くな妹。是ぜ非ひとも二つの花を一いつ緒しよに摘つみたいと、ね」

「……この下げ衆す……」

「聞かなかったことにしておきましょう」

　使徒の男がレイニーの腕を掴んだ。レイニーの目にさっき禿はげ頭あたまが自分の服を切り裂くのに使ったナイフが入った。レイニーはそれを拾い上げると、使徒の男に抱きつくようにして背せ中なかに突つき立てた。

「ベタンコートっ、お願い。フラウを連れて逃げて！」

「ぐっ……このっ」

　使徒の男はレイニーを払いのけようとし、その爪がレイニーの頬ほおを掠かすめた。ぴっ、という皮ひ膚ふが裂ける音と共に生なま温あたたかい液えき体たいが頬を伝う。主人のお気に入りの女の顔を傷きずつけてしまい、使徒の顔に「しまった」という表情が浮かぶ。レイニーは流れる血も構かまわず、絶ぜつ対たいに振り払われまいと男にしがみついた。

　ベタンコートが殺さつ戮りくの光景にすっかり呆ほうけてしまったフラウを抱きかかえて礼拝堂の出口へと走る。

（……逃げ延のびてフラウ。貴方だけはせめて……）

　が──

　二人が扉とびらを開けて外に飛び出そうとすると、扉の向こうには別の男が立っていた。ベタンコートはその男に弾はじき飛ばされて、礼拝堂の中に転がった。男は教会の中に入って来て扉を閉しめた。他にもクェイクアスの使徒が来ていたのだ。レイニーの手から力が抜け、その場にへたり込んだ。

「……何者だ？」

　使徒が言った。「えっ……？」とレイニーは顔を上げた。使徒の男が顔を強こわ張ばらせて、教会に入って来た男を睨にらんでいた。二十代の後半であろうか。栗くり色いろの髪かみをした偉い丈じよう夫ふだった。男は羽は織おっていた外がい套とうを外した。腰こしには大きな剣つるぎが下がっていた。男は剣を抜いて使徒に向けた。

「狩人かりうどだ。お前らの」

「まさかお前……近ちか頃ごろ、巷ちまたで噂うわさになっている……」

「知っていてくれるとは光栄だ」

　栗色の髪の男が使徒に向かって飛び掛かる。使徒は馬ば鹿かにしたような顔で、虫でも払うように爪で剣を受け止めようと手を挙げた。先程の暴漢たちのように殺される……とレイニーは思ったが、信じられぬ光景が広がった。剣を受け止めようとした使徒の爪が剣と触ふれ合った瞬しゆん間かん、バチッ、という火花が散り、使徒は顔を顰しかめて飛んで下がった。

「な、なんだその剣はっ!?」

　びゅん、と空気を切る音がする。あまりにも速くレイニーの目には追えなかった。使徒の腕が切り裂かれた。使徒は床ゆかに転がって悲鳴を上げた。傷きず口ぐちが焼きゴテを当てられたように焼けていた。

（どうして!?　使徒は傷を受けてもすぐに塞ふさがるはずなのにっ）

　栗色の髪の男の剣が使徒の首を刎はねた。使徒はそれでも生きていて身体からだを虫のようにびくびくと蠢うごめかせるが、男が心しん臓ぞうを貫つらぬくと動かなくなった。

　レイニーは自分の目で見たものが信じられなかった。人間が使徒を殺すだなんて。

　扉が開き、数人の男たちが入って来た。全員軍人のようだが、彼らは見たこともない藍あい色いろの外套を羽は織おっていた。

「大だい丈じよう夫ぶか、アルバート」

　隊長らしき厳いかめしい顔をした三十男が言う。

「はい、ラドウィック隊長。何の問題もありません」

　あっと言う間に使徒を倒たおしたアルバートとかいう男は息も乱みだれていなかった。彼はレイニーに手を差し出し起こしてくれた。月明かりしかない教会ではアルバートは気づかなかったかもしれないが、レイニーの頬が微かすかに染そまった。

「貴方あなたたち……何者なの？」

　レイニーは訊たずねた。レイニーたちを助けてくれたアルバートが何かを答えようとするが、ラドウィックと呼よばれた隊長は「放っておけ」と言った。「な……」カチンときて文もん句くを言ってやろうとするが、ラドウィックはレイニーを一いち瞥べつし、部下たちとひそひそと何やら話し込んだ。『神父』という単語が微かすかに聞こえた。

「……神父だったら街の外の家に戻もどっているわよ。もしかして訪ねて来る日を間違えたんじゃないかしら？」

　挑ちよう戦せん的に言ってやると、ラドウィックはレイニーの元へとやって来た。

「予定が一日早まっただけだ。……それで、君は？」

「レイニー・ブラディミール。ここの街の領りよう主しゆの娘むすめよ」

「なるほど領主の娘らしいお嬢じようさんだ」ラドウィックの言い草にレイニーはまたカチンとくる。「お嬢さん。まだ貴方が人間の心をお持ちなら、私たちが神父を訪ねて来たことは黙だまっていてくれたまえ。神父はこの世界の人類のために危き険けんな橋を渡わたって、我われ々われの協力者となってくれているのだ」

「あいつらの利になることなんてするもんですか」

「結けつ構こう」

　と、ラドウィックが踵きびすを返そうとするのをレイニーは彼の腕を掴つかんで止めた。

「待ちなさいよ。助けてくれたことは感かん謝しやするわ。だけどこのまま貴方たちが街を去ったらこの街の人々はどうなると思うの？　クェイクアスは犯はん人にんを探さがして街の人間を拷ごう問もんしていくわ。報ほう復ふくに殺される者も出るわ」

「……我々に自首しろとでも言うのかね？」

「そ、そうは言ってないけど……」

　言葉に詰つまるレイニーに、アルバートが助け舟ぶねを出した。

「隊長、確たしかにこのお嬢さんの言う通りです。大のために小を見み捨すてるというなら、結局のところそれは誰も助けられないのと同じです」

　ラドウィックはアルバートの言葉に動かされたふうでもなく、しばし「ふむ……」と顎あごに手を当てて考え込んだ。

「……この状じよう況きようを逆ぎやくに利用しよう。地図を貸かせ」

　ラドウィックは部下から地図を受け取ると、羽ペンにインクをつけて海の向こうのスウェーデンの都市の一つに大きく印をつけ、荷の中に戻した。そして「これとこれは捨てられんから……」などと言いながら幾いくつかの物を取り出して別の荷に袋ぶくろの中に移うつしていく。

（……得体の知れない武ぶ器きに、火薬、方位磁じ針しん、乾かん燥そう食料……。いったいこの連中は何者なの？）

「いいか。この後、私と君は表で揉もめてみせる。そして君はこの荷袋を奪うばい、私は君を殴って逃げて行く。君は荷をクェイクアスに渡し、我々のことを報告する。もちろん神父のことは話すな」

「嘘うその目的地を記した地図を奪われたフリをして別の方向に追わせるのね？」

「頭の回転が早いな。我々はこれからイタリアに向かう」

「でも印をつけたスウェーデンの街の人が殺されることになるわ。結局は同じことよ」

「ほう……君は自分の身の回りしか見えない利り己こ的な人間というわけではないようだ」レイニーの言葉にラドウィックは初めて感心した表情を見せた。「安心しろ。君らの街の住人の代わりに他の街の人間を死なせるわけではない。あの街の『領主』はクェイクアスとは犬けん猿えんの仲でな。クェイクアスの奴やつが自分の領地を荒あらすなど絶ぜつ対たいに許ゆるさないだろう」

「誰も……殺されないのね？」

「だといいな、としか言えない。けど決して我々は無む辜この人を犠ぎ牲せいにしたいわけではない。……行くぞ。どんな演えん技ぎをするかちゃんと考えていろ。それからあっちのお嬢さんと口くち裏うらを合わせるのを忘れるなよ。あっちのお嬢さんはあんたほどは賢かしこくなさそうだ」

　ラドウィックはレイニーの手を引いた。レイニーはその手を振り払って自分で玄げん関かんに向かって歩き始めた。……何よ、この男は。なんて無む神しん経けいで不ぶ躾しつけで無作法なのだろうか。

　色々言ってやりたいことはあったが、玄関が近づいていた。表に出たら街の人たちの前で大立ち回りの演技をするので、もう会話をすることはできない。

「さっきの質しつ問もんに答えてちょうだい。いったい貴方たちは何者なの？」

「しつこいな君も。なぜそんなことが知りたいんだ？　もう我々と君が会うこともないだろうに」

　聞き分けのない小娘を諭さとすような口調で喋しやべりながらも彼の目は鋭するどかった。彼はレイニーが密みつ告こく者しやとなることを疑うたがっているようだ。と、そこでレイニーは気づいた。先程彼が口にした「イタリアに向かう云うん々ぬん」も、本当のことを言ったとは限かぎらないのだ。

「……喋らないわよ。貴方たちと知り合いってことになったら、わたしの家族も危あぶなくなるじゃないの。わたしはただ知りたいだけ。魔族に抵てい抗こうしている人たちがいるだなんて想そう像ぞうもしていなかったから」

　ラドウィックは少し躊躇ためらった様子だったが、何かを思ったらしく「まあいいだろう」とレイニーの方を向いて言った。

「我々は『エスクード』だ」

「盾エスクード……ですって？」

「そうだ。我々は魔族に滅ほろぼされた『教きよう皇こう庁ちようエスクード』の生き残りだ。我々は必ずこの世界からあの呪のろわれた怪かい物ぶつどもを駆く逐ちくする」

　　　　iii．




　あの事じ件けんから四か月が過すぎた。

　長い夕ゆう暮ぐれのような秋が過ぎ、凍こおりついた冬が終わり、降ふり積もった雪が解とけてくるのと同時に庭の樹き々ぎから緑と土の香かおりがレイニーの部屋まで届く季節となった。

　結けつ論ろんから言えばレイニーはクェイクアスの使徒にならずに済すんだ。彼女たち姉妹を連れに来たあの使徒につけられた傷きずについて「女を一人二人招しよう待たいするのにずいぶんと大おお袈げ裟さなことをなさるのですね」と、クェイクアスに思いっきり皮肉を言ってやったのである。それが効きいたのかは分からないが、クェイクアスはろくにレイニーを尋じん問もんすることもなくエスクードの者たちを追ってスウェーデンへと旅立って行った。何週間かしてその地の領主であるドライスディールとかいう魔族と相当に揉もめたという噂話が聞こえてきたが、それはレイニーには関係のない話だ。

　レイニーの身の回りでは二つの変化が生まれていた。一つは街が明るさを取り戻したことだ。

　クェイクアスの直轄地に近いため、奴やつを恐おそれて金のある者は街を逃げ出し、街を捨てられぬ貧まずしき者たちだけが残されて街はどんどんと荒あれていった。そしてその不満は決して逆さからえぬクェイクアスではなく、元領主のブラディミール家に向かう……そんな悪あく循じゆん環かんにシュタレットの街は陥おちいっていた。

　それを打開するためレイニーは父親を説得し、私し財ざいをなげうって空き家のままになっていた荒れ果てた廃はい屋おくを宿場として建て直してもらった。元よりシュタレットの街はフランク王国と神しん聖せいローマ帝てい国こくの首都ローマを繋つなぐ街かい道どう沿ぞいにあり、安心して立ち寄よれる場所なら交こう易えきの商人たちは是ぜ非ひとも利用したい街であった。

　街を素す通どおりされぬため、通つう行こう税ぜいは極きよく力りよく抑おさえ、その代わり金で傭よう兵へいを雇やとって、街にいる間は商人たちが決して襲おそわれぬよう安全を保ほ証しようした。加えて宿場には無む償しようの厩うまやを置き、重い荷を運んで来て疲れ果てた馬と交こう換かんしてやった。

　となると商人というのは現げん金きんなものである。シュタレットを捨すてて行った者たちも次し第だいに街に戻もどってきて、酒場や怪あやしげな宿など旅の商人たちを相手にする店も次々と街に建ち並ならび始めた。それは職しよくにあぶれていた者たちに働き口を与あたえることにもなった。

　わずか四か月のうちにシュタレットはかつての活気を取り戻し、表立ってではないがキリスト教への信しん仰こうも戻ってきた。

　それはそれで素す晴ばらしいことだった。

　だがレイニーにとってもっと重要だったのはもう一つの方の変化であった。



　ある日の晩ばん、二階の妹の部屋でレイニーがフラウに文字の読み書きを教えていたときだった。ドンドンドン、という音が表の門の方から聞こえてきた。続けて番兵たちが鎧よろいをかちゃつかせながら走って行く音が聞こえた。

「あら、何かしら？」

　自分から教えてと言ってきたくせにすっかり勉強に飽あきていたフラウが窓まどを開けて外を覗のぞいた。

　フラウの部屋は塁るい道どうを挟はさんで屋や敷しきの正門のすぐ裏うらにある。正門の扉とびらが少し開き、宵よい闇やみのなか松明たいまつを手に持った番兵が、扉の向こうにいる人物と何やら押し問答をしているのが見えた。

「ねえ、何をやっているの？」フラウが訊ねる。

「街の物もの乞ごいです。すぐに追い払いますからお部屋の中に入っていて下さい」

　番兵はそう答えてから門の外にいた男を突つき飛とばした。

「乱らん暴ぼうはおよしなさい」レイニーが声を上げた。「お腹なかが減へっているだけでしょう。何か出してあげるわ」

「はあ……ですがこのような物乞いをいちいち相手にしていたら屋敷の食料庫が空になってしまいます」

「いいから」レイニーは反はん論ろんを許ゆるさない口調でぴしゃりと言うと、門の前にいた男に呼びかける。「ねえ、貴方あなた。屋敷の裏に回ってちょうだい。厨ちゆう房ぼうから何か持って行くから」

　そう言って部屋を出て行こうとするレイニーにフラウが心配そうに言う。

「……お姉様、ご自分で行くの？」

「ええ」

「やめた方が……いいと思うの。下しも々じもの者は何をしでかすか分からないわ……。この前みたいなことがまた……」

　フラウはそう言って俯うつむいた。彼女は教会で襲おそわれかけて以来、街の人間のことをすっかり恐れていた。「街に行くなら素す敵てきな服を着て行きたい」などと弾はずんだ声で言っていたフラウの笑え顔がおはあの日以来すっかり影かげを潜ひそめてしまっていた。

　レイニーは年ねん齢れいよりも幼く見える年の離はなれた妹をそっと抱だき締しめた。

「ねえフラウ……こうして街の人たちのためのことをしていれば、みんないつかは分かってくれるわ。きっと街の人を怖こわがらずに表に出られる日がくると信じましょう」

　レイニーは部屋を出ると、厨房に向かい、夕食の準じゆん備びをしていた使用人たちに事じ情じようを説明してからパンとチーズの大きな塊かたまりとそれから干ほし肉にくを少々籠かごに詰めていった。

「……お嬢様、ごいっしょしましょうか？」

　大おお柄がらなコックが肉切り包丁を手に真しん剣けんな顔で言った。「大だい丈じよう夫ぶよ」レイニーは微笑ほほえんで言う。思いがけぬ大輪の花のような微び笑しようをもらってしまい、コックは顔を赤くした。

「ありがとう。でも、そんなおっかない顔をした貴方たちを引き連れて行ったらまたウチの評ひよう判ばんが悪くなっちゃうわ」

　レイニーは勝手口を抜ぬけて屋敷の裏手に出た。裏門の向こうに人の気配がした。後ろの厨房の方からも心配げに息を殺して自分を見つめる視し線せんを感じた。

（ごめんなさい……それから心配してくれてありがとう）

　レイニーは使用人たちに心の中で詫わびると、屋敷の者たちからは見えないようにこっそりと懐ふところから折おり畳たたんだ紙し片へんを取り出し、素早くパンの下に隠かくした。

　裏門を開けるとボロボロの服を着た見るからに物乞いといった風ふう体ていの男がいた。だが男の視線は鋭するどく、ボロの下にはがっしりとした筋肉がついていた。

「通つう行こう証しようは中に入っているわ」

　レイニーは籠を男に渡して言った。危あぶない橋を渡わたっているというのに、レイニーの胸むねは少しだけ高鳴っていた。

「ありがとう、レイニー」

　男──アルバート・ローレンは軍人に相応ふさわしい格かく式しきばった礼で重々しく頭を下げた。

「貴方にこの役目は似に合あってないみたいね」レイニーは思わず笑ってしまう。「そんなに堂々とした物乞いなんていないわよ」

　アルバートはキョトンとした後、「すまん」と照てれ臭くさそうに頭を掻かいた。

　あの事件以来、レイニーの身に起きた変化──それは『教きよう皇こう庁ちようエスクード』の協力者となったことだった。



    

  
    
      　ここら一帯の街を支し配はいするクェイクアスの情じよう報ほうを教えたり、父が買ってくれた宝ほう石せきを処しよ分ぶんして彼らに資し金きんを提てい供きようしたり、街に立ち寄った際さいに宿を用意してあげたり。そして何よりも彼らが感かん謝しやしてくれたのが、シュタレットの街の領りよう主しゆ──つまりレイニーの父の名で発行された商人用の通行証であった。

　ゲートを開いたときにエスクードは完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶしていたので当初魔族たちはその残ざん党とうのことなどまるで相手にしていなかったのだが、各地で使徒が次々と屠ほふられていき、あまつさえ領主たる魔族が数すう匹ひき討うたれたとあって、シュタレットの街にまで手配書が回ってきていた。彼らがヨーロッパを魔族に見み咎とがめられずに行き来するのに父の発行する通行証──正しくはレイニーが印を持ち出して偽ぎ造ぞうした通行証──はすこぶる力を発はつ揮きした。シュタレットの街が交こう易えきに力を入れたため、管理しきれないほどの商隊が毎日街を通り過すぎて行くことも彼らに有利に働いた。

　レイニーは彼らへの協力を、誰の手も借りずに一人で行った。自分がそんなことをしていると話して母の心労を増ふやしたくなかったのだ。

「ん……どうしたの、アルバート？」

　用は済ませたのにアルバートは籠を手にしたままじっとレイニーのことを見つめていた。

「ああ……実は今日はもう一つ話があるんだ」彼は言いにくそうに切り出した。「ラドウィック隊長が今度大きな作戦を執とり行うつもりらしく、そのことで君にぜひとも協力してもらいたいと言っているんだが……」

「大きな作戦って？」

「詳くわしくは教えてもらってないんだ」

　アルバートは首を振ふった。不思議なことではなかった。ラドウィックは極きわめつけの秘ひ密みつ主しゆ義ぎ者しやだった。それでもなおラドウィックが部下たちの篤あつい人望を集めるのは、彼の有ゆう能のうさのお陰かげで彼が率ひきいる部隊では死者が極きわめて少なかったからに他ならない。

「どうやら隊長は他の部隊と共にローマのバチカン本国に行こうとしているらしい。他の部隊長たちと話しているのを漏もれ聞いてしまったんで、間ま違ちがいないと思う」

「……バチカンに行くですって？」

　さっとレイニーの顔が青ざめた。バチカンにはこの世界と『向こう側』を繋つなぐ忌いまわしきゲートがある。魔族たちはそこに帝てい都とを作った。各地から『収しゆう穫かく』された人間はバチカンに集められ、ゲートの向こうへと運ばれ、そして二度と戻もどっては来なかった。

「まさかバチカンに攻せめ入いるつもりなの!?　そんなの無む茶ちやよ。あそこにはクェイクアスなんかより遥はるかに恐ろしい盟主ロードがいるのよ？　それも一人ではなく、何人も」

「まさか全面戦争などはしないと思うが……けれど君の協力を仰あおぐと言うからには、ローマに入り込む手助けをしてもらうためだと思う。……なあ、レイニー。正直俺はどうしたらいいか分からない。ただでさえ君に危き険けんな橋を渡らせてしまっているのに、そんなことをさせたらそれこそ君の家族が……」

「……やめてちょうだい。聞きたくないわ」

　レイニーはアルバートの言葉を遮さえぎった。エスクードに協力していたことが発覚すれば、たとえ協力が自分の独どく断だんだったとしても一家全すべて殺されるだろう。

「とにかくラドウィックに直ちよく接せつ会わせて。バチカンへの潜せん入にゆうを手引きするだなんて、よっぽどの理由がなければ手助けできないわ。どうせあの人のことだから、とっくにわたしと落ち合う算さん段だんはつけているんでしょ？」

　アルバートは気まずそうに頷うなずいた。レイニーはこの情じよう熱ねつ的で真まっ直すぐな男にこんな顔をさせたラドウィックに腹はらを立てた。

「……いいわ。『会ってあげるわ』って伝えて」

　すまなそうに頭を下げるアルバートと別れてレイニーは屋や敷しきへと戻った。心配そうにレイニーの帰りを待っていた使用人たちに「彼、この街に来たばかりみたいで、『働き口はないだろうか？』って相談されていたの」と素早く頭を回転させて説明してみせた。

（……でも、いったいラドウィックは何をやろうとしているの？）

　部屋に戻ってからもレイニーはそのことをずっと考え続けた。彼が優ゆう秀しゆうな指し揮き官であっても、実のところレイニーにはどうしても彼が信用できなかった。

　とりあえず彼が何をしようとしているかだけは明日の晩ばんになれば分かるはずだ。

　あの冷血漢が正直に話せば、の話だが。

　　　　◇




　翌よく日じつの深夜、レイニーは寝ね静しずまった屋敷を抜け出した。

　誰にも告げることはできなかったので、馬車は使わず、メイドの服をこっそりと借りて、レイニーは街を走った。つい数か月前までは夜を恐おそれて──おぞましき闇やみの者たちが跋ばつ扈こする夜を恐れて──太陽が落ちると同時に人々は家に籠こもったものだが、交易で栄えい華がのときを迎むかえた街は日が暮くれた後も酒場に人が群むらがり、すっかりできあがった男たちとすれ違う。

　待ち合わせの場所はベラトゥール教会。数か月前にあの事じ件けんの起きた場所である。エスクードは各地の教会を拠きよ点てんにしていた。

　メイドの服を身にまとっていたのでレイニーがブラディミール家の長女とも気づかず腕を掴つかんで「お嬢ちゃん、一いつ緒しよに飲まないかい？」などとご機き嫌げんに誘さそってくる酔よっ払ぱらいを躱かわし、レイニーは街の中心部へと走った。

　教会の前には数人の男たちが寝ね転ころがっていた。泥でい酔すいして倒たおれているように見えたが、レイニーが近づくとそっと身体からだを起こし、身体の下に隠かくしていた剣つるぎに手を伸ばした。エスクードの見み張はりの男たちだ。やって来たのがレイニーだと気づくと見張りの男たちは剣から手を放し、「隊長は中でお待ちです、ブラディミールのお嬢じようさん」と言った。

　月明かりだけが窓まどから差し込む薄うす暗ぐらい礼拝堂の中、二十人を越こえる男たちが祭さい壇だんの聖せい母ぼマリアの像ぞうを中心に集まっていた。

　レイニーが知るラドウィック率ひきいる部隊の人間は数人だけで、ほとんどが知らない男たちだった。末まつ端たんの隊員という風ふう貌ぼうではない。アルバートの言った『他の部隊と共にローマのバチカン本国に行こうとしているらしい』というのは間違いないようだ。

「こっちだ、レイニー」

　彼はいないのかしら……と自然とアルバートの姿すがたを捜さがしていたレイニーをラドウィックの野太い声が呼よんだ。

「遅かったな」

「……悪かったわね。家の人間がみんな寝てしまうのを待っていたの」

「別に皮肉を言っているわけではない。君がクェイクアスに密みつ告こくする不安を覚えていたというだけのことだ」

　相変わらず不ぶ躾しつけな男である。

「それより話をさっさと済すませよう」

「そうね、同意見だわ」

　よくもこんな男の元でやってられるものね。アルバートが指揮を執とった方がよっぽどいいのに……などと思いつつ、レイニーは輪の中へと入って行った。

「話はどれだけ聞いている？」

「バチカンに行こうとしてるってことぐらいは。……貴方あなたたち正気なの？　あの街に行って戻もどって来た人間はいないわ」

「それでも行かなければならないんだ。あそこには……」

　そこまで言ったところで別部隊の隊長らしき男が「……ラドウィック」と彼を制せいした。

「全部話すつもりか？」

「話しておかなければ納なつ得とくしてくれるような人ではなくてな。もちろん……」と彼はレイニーの方を見る。「聞いた上で協力を断ことわるというなら、我々は事が済むまで君を拘こう束そくさせてもらう」

　レイニーは自分を取り囲む剣けんのんな気配に気づいていた。かちゃり、と小さく剣を抜く音が聞こえた。

「……それは嘘うそね。聞こうと聞くまいと、ここに招まねいた時点で貴方たちはもうわたしを自由にするつもりはないわ」

「その通りだ。分かっているならいい」ラドウィックはあっさりと認みとめた。「だが君にこれからやってもらおうとしていることを失敗して君が捕とらえられれば、君の一家に不幸が舞まい降おりるだろう」

「『皆みな殺ごろしになる』ってはっきり言ったらどう？」

「そうだ、皆殺しになる。君は見た目よりずっと強い女じよ性せいのようだな。……それで聞くのか？」

「聞かせてちょうだい。でもわたしがどう答えようとも家族には手出ししないで」

　ラドウィックは「分かった」と言って喋しやべり始めた。

「我われ々われエスクードが結成されたのは記録にある限かぎり今から一千年前。それから一千年、我々は世界各地に六つある『ゲート』を護まもってきた。だが八年前、あのグレゴリー・フォンクラムがその禁きん断だんの扉とびらを開き、世界に地じ獄ごくが訪おとずれた」

『人類の裏うら切ぎり者もの』グレゴリー・フォンクラム。名前だけはよく知っている。ゲートを開くのと引ひき換かえに闇の君主グランマスターからこの世にあらん限りの栄華と快かい楽らくを与あたえられた男。魔族に匹ひつ敵てきする闇の肉体を闇の君主グランマスターに与えられ、魔都バチカンで淫いん蕩とうの限りを尽くしているという。

「何者なの、そのグレゴリー・フォンクラムというのは？」

「魔ま術じゆつ師しだ」

「魔術師ですって!?　ゲートが開く前にもこの世界に魔術があったの？」

「そのようだな。奴やつは古こ文もん書じよを漁あさり、我々エスクードが密ひそかに護ってきたゲートの存そん在ざいを知り、『レディ・キィ』を使ってゲートを開いた。そしてこの世界はこのようになってしまった」

『レディ・キィ』というのは？……とレイニーが聞き返そうとすると、横から髭ひげをたくわえた年配の隊長が鋭するどい声で「ラドウィック！」と制した。せっかくこっそり集まっているのに外に聞こえてしまうのではないかというぐらいエスクードの男たちがざわめいた。その『レディ・キィ』というのはよっぽどのことらしいとレイニーは確かく信しんした。

「いや、いいんだ。聞いてもらいたい。彼女は我々と運命を共にする覚かく悟ごをとっくに決めている。なのに全すべてを話さぬのは信しん義ぎに反する。だが……」

　ちらりとラドウィックはレイニーの方を見る。レイニーは「いちいち言わなくても分かってるわよ。聞いたら後には引けないんでしょ。いいから聞かせてちょうだい」と促うながした。

「『レディ・キィ』とはいつの世にも世界に一人だけいて、ゲートの開かい閉へいを行うことができる唯ゆい一いつの存そん在ざいだ。常つねに女じよ性せいであるから『レディ・キィ』と呼ばれている。我々は八年間世界を旅してその女性を捜さがし続け、ようやくその女性を見つけ出した」

「グレゴリー・フォンクラムに協力してゲートを開いた女性ね？」

「いや違う。その女性は……」なぜか彼は微かすかな間を空けた。「……奴がゲートを開いたときに殺されている。我々が捜し出したのはその次の代のレディ・キィだ」

　ラドウィックはスッと手を挙げた。彼の部下が頷うなずき、奥おくの司祭控ひかえ室に入って行くと、二人の男女を連れて戻もどって来た。

　レイニーは「あっ……」と声を漏もらした。片かた方ほうはブロンドの髪かみをした二十はたち過ぎの女性。着ている物からして貴き族ぞくの子女のようだが、おどおどと周囲を見み渡わたしていた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、ブリジット。ここにいる全員が君の守しゆ護ご者しやだ」

　と、彼女と一いつ緒しよに入って来たアルバートが言い、ブリジットと呼ばれた女性の肩かたをそっと抱だく。彼女の顔に少し安あん堵どの色が浮かび、彼の手に自分の手を重ねた。その二人の仕草で「ああ……そうなんだ」とレイニーは二人の関係に気づいてしまった。

「……どうした？」

　ラドウィックが怪け訝げんそうに聞いてくる。

「別に何でもないわ……。つまり貴方あなたたちは彼女をバチカンまで連れて行き、ゲートを閉じさせるってわけね」

「そうだ」

「でもそんなことをしたって意味があるとは思えないわ。ゲートが閉じても、この世界には山ほど魔族たちがいて、奴らに完かん膚ぷなきまでに支し配はいされているわ。たとえゲートを閉じることができたとしても、また彼女が奪うばわれればゲートを開けられてしまうんでしょ？　この世界に溢あふれた魔族たちから永えい遠えんに護り抜けるとは思えないわ」

「その点に関しては策さくがある。毎年奴らは四月の一番最後の日の晩、ゲートの向こう側の世界で大きな祭典を開くそうだ。『ワルプルギスの夜Walpurgis　Night』……そう呼ばれている」

「……覚えがあるわ。奴らこの頃、人間の『収しゆう穫かく』の量を増やしている。つまりそれはパーティのメニューに並べるためだったわけね」

「それに合わせて盟主ロードや主おもだった魔族はゲートの向こうへと帰る」

「そのときに合わせてゲートを閉じる……」

「そういうことだ。どうする？　我々に協力してくれるのか？」

　それなら奴らを追い払えるかもしれない……とレイニーは思った。

「……分かったわ。貴方たちの手助けをする。わたしは何をすればいいの？」

「まずはワルプルギスの夜に合わせてバチカンへと運ばれる『収穫』の最終便が通るルートを調べてもらいたい。我われ々われはそれを襲おそい、それに乗ってバチカンへと潜せん入にゆうする」

「馬車の護ご衛えいをするのはブラディミール家の兵士よ。馬車を奪うばうとき絶ぜつ対たいに彼らを殺したりしないと誓ちかって。それが協力の条じよう件けんよ」

「いいだろう。だがそのために君にもう一つやってもらいたいことがある。ワルプルギスの夜のその日、我々と共にバチカンに来てもらいたい」

「何ですって!?」

　レイニーの声のトーンが上がる。ブリジットと話していたアルバートが驚おどろいてこちらを向いた。

「理由は二つある。一つはブラディミール家の兵士たちに協力してもらうためだ。彼らとて兵士。もし『収穫』された生いけ贄にえたちが脱だつ走そうするようなことになればシュタレットの街の人間たち……自分の家族たちが代だい償しようを支払わされることは分かっている。だから彼らは必死に抵てい抗こうするだろう。我々に協力してくれるはずはない。殺さずに逃がせばすぐに通つう報ほうしてしまう。だから君に一緒に来てもらい、彼らを説得してもらいたい」

「もう一つは、不安定要よう素そのわたしを見張ることを兼かねているってわけね」

「その通りだ」

　ラドウィックはきっぱりと言い切った。レイニーはちらりとアルバートの方を見た。彼の目が「やめろ」と言っていた。

「……いいわ。やってあげる」

「な……っ」とアルバートが驚いて何か言おうとするのを遮さえぎるように、レイニーは教会の出口へと向かった。

「『収穫』の馬車の予定はお父様の部屋に忍しのび込こめば簡かん単たんに調べられるけど、ワルプルギスの夜までまだ二か月もあるから、予定は決まってないと思うわ。分かり次し第だい、神父様を通じて貴方たちに知らせる。それでいいわね？」

　ラドウィックは黙だまって頷うなずいた。

　レイニーは教会を出た。屋や敷しきを出たときにはあれほど美しく輝かがやいていた月が厚あつい雨雲に覆おおわれていた。誰かが追いかけて来る足音が聞こえた。アルバートだった。

「よせ、レイニー。危き険けんすぎる。これは俺おれたちだけでやる」

「軍人のくせに隊長が決めたことに反対するつもり？　隊長さんが怖こわい顔で睨にらんでいるわよ？」

　レイニーは、教会の玄げん関かんからこちらに厳きびしい視し線せんを送っているラドウィックを指差した。アルバートの日に焼けた顔に苦々しい表ひよう情じようが浮かぶ。目的のためなら犠ぎ牲せいも厭いとわないラドウィックと、『人々を護りたい』という純じゆん粋すいな情熱でエスクードに身を投じたアルバート。二人が頻ひん繁ぱんにぶつかっているのをレイニーは知っていた。

「だが……俺はブリジットのことを護るので手て一いつ杯ぱいだ。君にまでとても手が回らない。俺は関係ない人間を死なせたくないんだ」

「……死ぬつもりはないし、自分の身ぐらい自分で守るわ」

　レイニーはぷいっと彼に顔を背そむけると、湿しつ気けを含ふくんだ風が吹ふく中、屋敷へと走り出した。

（……アルバートの馬ば鹿か）

　もしかすると自分がこの危険極きわまりない任にん務むに協力しようとしたのは、彼がブリジットだけの騎き士しとなろうとしているのを知って嫉しつ妬としたのかもしれない……と思った。

　ポツン、と雨あま粒つぶがレイニーの頬ほおに落ちた。遠くで雷らい鳴めいが轟とどろき、ポツポツと降ふり始めた雨はあっと言う間に土ど砂しや降ぶりへと変わった。冬の寒さがいきなり戻もどってきたような冷たい雨だった。

　決けつ断だんをしたときの雨は凶きよう兆ちよう──。どんな占うらないでもそう相場が決まっている。そういえば自分の名前はイングランドの言葉では『雨降りレイニー』という意味になるらしい。激はげしく降りしきる雨は、神の意思に身を委ゆだねるのではなく、卑ひ俗ぞくな感情で決断をした自分を叱しつ咤たしているように思えた。

（いいえ……大だい丈じよう夫ぶよ……）

　レイニーは自分自身を励はげますように心の中で言う。

（きっと上う手まくいくわ。あの忌いまわしき者たちをこの世界から追い払うの）
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　四月の終わりが近づいてきた。

　すっかり太陽が眩まぶしい光を大地に降り注がせる季節となり、街の外では田畑に蒔まかれた種が青々と芽め吹ぶき始めていた。

　街はますますよい方向へと向かっていた。街が多くの金品をクェイクアスに献けん上じようするようになったため、奴やつが自分の使徒にシュタレットには手を出さぬよう命じたのが何よりも大きかった。空き家となり荒あれ果はてるがままになっていた建物はもうとっくに全すべて埋うまり、土地を確かく保ほするために城じよう壁へきを一部壊こわして、街を拡かく張ちようする工事が進められていた。街の中央には大きな劇げき場じようの建けん設せつが進んでいる。

　演えん劇げきは魔族がゲートの向こうから持ち込んだ娯ご楽らくだ。闇の君主グランマスターや、遥はるか昔にいた盟主ロードたちの物語を人間たちに演じさせる。公演後半になれば人間たちも観かん覧らんが許ゆるされたが、魔族たちの英えい雄ゆう譚たんなど見たい者はいなかった。その代わり人間の劇作家が現あらわれて壮そう快かいな騎士物語や滑こつ稽けい譚を書き、闇の者たちに支し配はいされた世界に僅わずかな潤うるおいをもたらした。地方の小さな劇場ではこっそりと魔族を揶や揄ゆする劇も演じられているらしい。

　もう街の人は自分らに酷ひどいことはしない……いくらそう言っても断だん固ことして外に出ることを拒こばんでいたフラウだったが、次第に完成していく劇場には興きよう味み津しん々しんらしく、「いったいどんな出し物がかかるのかしら？」などとレイニーにしきりに聞いてくる。

「『シャルロット一いち座ざ』の得意の演目は男だん装そうした姫ひめ君ぎみの話だそうよ」

「男装ですって？　女の方が男の真ま似ねをするの!?」

　フラウは目を丸くしてから、すこぶる興味深そうに聞いてくる。

「ペイトルーの街で劇を見た人の話によるとね、滅ほろぼされた小国の生き残りの姫君が両親の仇かたきを討うとうと暴ぼう帝ていに立ち向かうそうなの。でもそのお姫様が逃にげ延のびたことは敵てきに知られてしまって手配書が各地に回っているから、気づかれないよう男の格かつ好こうをしているんですって。そのお姫様ったらとんでもないお転てん婆ばで、自分も剣つるぎを振ふり回まわして戦うらしいわ」

「なんて素す敵てきなの！」フラウは目を輝かがやかせた。「それでお姫様は悪い暴帝を倒たおして両親の仇を討てるの!?」

「さあ……そこまでは知らないわ」

「そんな、そこまで話して結末を教えてくれないなんて酷いわっ」

「わたしだって自分で見たわけじゃないもの。でも……」

　でも暴帝に立ち向かったお姫様が憐あわれに命を落とす話など誰も見たくないだろうな……とレイニーは思った。特にこんな世界では。

　レイニーはその言葉を飲み込んで言った。

「でも街の劇場が完成したら一いつ緒しよに見に行きましょうね」

　フラウはちょっと困こまったように顔を伏ふせ、返事をしない。まだ外に出るのには抵てい抗こうがあるようだ。

「……フラウのためにお屋や敷しきで一回だけ公演してもらえるよう、お父様に頼たのんでみる？」

　フラウは顔を上げ、嬉うれしそうに「ええっ！」と頷うなずいた。

　だがレイニーはそれを見れなさそうだった。劇場のこけら落としの日はちょうどレイニーがバチカンに向かって旅立つ日だった。

（いいえ……大丈夫）

　他人に向け、それから自分に向けて何度言ったか分からない『大丈夫』という言葉をまたレイニーは心の中で呟つぶやいた。

（戻ってくればいいの。ゲートを閉じ、魔族を『向こう側』に閉じ込めて……。そしてわたしはフラウと一緒に劇場に行くの）
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　四月の末日まであと四日と迫せまったその朝、まだ朝あさ霧ぎりが立ち籠こめる中、レイニーはそっと屋敷を抜ぬけ出して待ち合わせのベラトゥール教会へと向かった。

『収しゆう穫かく』された人間を乗せた馬車がこの街を旅立つのは明日の昼。それから二晩ばんかけて生いけ贄にえは魔都バチカンへと運ばれ、ワルプルギスの夜の前日に到とう着ちやくする予定になっていた。レイニーたちは先回りしてバチカンの直前で馬車を乗っ取り、護ご衛えいの者たちのフリをして呪のろわれた街へと潜せん入にゆうするのである。

　教会の前に馬車が停とまり、数人の男たちがたむろしていた。一見、商人たちがポツポツと眠ねむそうな目を擦こすりながら旅立つ準じゆん備びをしているように見えたが、彼らの羽は織おった外がい套とうの下には剣つるぎが隠かくされていた。

「遅かったな」

　ラドウィックが近づいて来て言った。相変わらずどんな些さ細さいなことにも注意を払うのを怠おこたらない男だ。もううんざりするぐらいに。

「最近ブラディミール家はとってもお金が入って来ているの。お陰かげさまで使用人の数も増えて、目を盗ぬすんで抜け出すのも一苦労ってわけ。どう、納なつ得とくしてくれたかしら？」

「ふむ、なるほどな」納得したのかしていないのか分からない口調でラドウィックは頷いた。「では行こうか」

「ちょっと待って。神父様に話があるの」

　レイニーはベラトゥール教会へと入った。神父は祭さい壇だんの前に跪ひざまずいて神に祈いのりの言葉を捧ささげていた。『エゼキエル書』25章18節。信しん義ぎのために手を汚した者の罪つみを許そうというくだりだ。『たとえ神の御み園そのには招まねかれぬとも、地じ獄ごくの炎ほのおで焼かれる咎とがはない。なぜなら汝なんじらは人々のために罪を背せ負おうたのだから』と。

　その節を最後まで口にすると、神父は立ち上がって振り向いた。

「家族に別れは告げて来たのかね？」

「いいえ」

　レイニーは懐ふところから封ふう筒とうに入った一通の手紙を取り出した。それは昨日の夜、事の経緯いきさつを余あまさず書き記した家族へ宛あてた手紙だった。

「そのことでお願いがあります。もしわたしたちが作戦に失敗して捕とらえられれば、家族にも危き機きが迫せまります。ですから神父。もしわたしがワルプルギスの夜から数日……そうね、三日過すぎてもわたしがこの街に戻もどらなかったら、これを父に渡し、家族を街から逃げさせる手助けをしてやってください。お願い……できますか？」

　神父は黙だまって封筒を受け取った。それを手渡すと、自分がここからいなくなった後の光景がありありと浮かんだ。今のご時世、人が突とつ然ぜんにいなくなるのは闇やみの者に食い殺されたことを意味している。きっと家族は……特にフラウは酷く取とり乱みだすことだろう。

「……レイニー、顔を上げなさい」

　神父が口を開いた。レイニーがその通りにすると、神父は自分の下げていたロザリオを外して彼女の首に掛かけた。

「君の家族のためにできる限かぎりのことをすると誓ちかおう。だが君も、私にこの封筒を開封させるような事じ態たいには陥おちいらないと誓いなさい。必ずこの街に戻って来ると約束するのだ」

「……破やぶってしまうかもしれない約束はできません。神の名を穢けがします」

「神にではない。私に約束するのだ。君の身を案じているのは家族だけではないということを知ってもらいたい」

「神父様……」

　レイニーはそっと神父の胸むねに顔を埋うずめた。

「分かりました。わたしは必ずこの街に戻って来ます」

　　　　◇




　レイニーたちが街を出て二日が過ぎた。

　彼女たちを乗せた馬車はブルグントの国こつ境きよう線を越えてイタリアへと入った。イタリアまであと数十キロの所で街かい道どう沿ぞいの平原に野や営えいして、明日ここを通るはずのシュタレットの馬車を待っていた。各地から集まって来た他の部隊と合流し、四十人ほどの大隊となっていた。

　のどかな天気だった。あちこちで緊きん張ちよう感のない酒さか盛もりが開かれ、楽しげに騒さわぎながら杯さかずきを酌くみ交かわしていた。教会の戦士たちだと言うからガチガチの真ま面じ目めな者たちだと思っていたら、そうでもないらしい。これならお尋たずね者もののエスクードの連中だとは思わないだろう。まったく大した偽ぎ装そうだこと……とレイニーは呆あきれ半分で思った。

　そしてあの二人──。

　あまり表に出たことのなかったらしいブリジットは、いちいち目に入る物に反はん応のうしてはしゃぎ声を上げ、今は樹きの根元にアルバートと並ならんで腰こし掛かけ、彼に身体からだをもたせかけながら流は行やりの歌を口ずさんでいた。

　お似に合あいね……と嫌いや味みなしにレイニーは思った。彼女はフラウとちょっと似ているタイプの世間知らずのお嬢じよう様さまだ。華はなやかだけれど男が世話をしてあげなくては枯かれてしまう弱々しい花。彼女に優やさしい言葉を掛け、支ささえてあげる役目は情じよう熱ねつ的で少し時じ代だい遅おくれな騎き士しのアルバートにはピッタリの配役だった。何だかレイニーは自分があの二人に嫉しつ妬とを覚えていたことが馬ば鹿からしくなってきた。

「……彼らに何かおかしいところでもあるのか？」

　後ろから冷たい鉄の塊かたまりを思わせる声がした。振り返ると厳いかつい表情をした男が自分の視し線せんを追っていた。

「何もないわよ、ラドウィック。貴方あなたって本当に慎しん重ちような人なのね。ただエスクードの人たちが思っていたより暢のん気きだってことが分かって親しみが湧わいていたところよ」

　皮肉たっぷりに言ってやったが、ラドウィックは珍めずらしく「そうだな」と笑った。

「戦いの前には気を休めるのも必要ということだ。もちろん戦いの準じゆん備びもする。君もそろそろ準備をしておけ」

　そう言って彼は一本の細身の剣つるぎをレイニーに差し出した。

「いらないわ。剣なんか振るったことなんてないもの」

「もしもの時のために持っていた方がいい。男なら片かた手てで振り回せるような軽い剣だから、女の君でも使えるだろう」

　半分無む理り矢や理りラドウィックはレイニーに剣を持たせた。

「レイピアね……本当に軽いわ」

「エスクードに伝わる『対たい魔ま装そう甲こう』と言う技ぎ術じゆつで打ち出された剣だ。普ふ通つうならば傷きずつけられない魔族や使徒を斬きることができる。もちろん魔族とはまともに遣やり合うなよ。人間の身で遣り合って勝てるのは使徒が限げん界かいだ」

「……どうやって見分けろっていうのよ」

「長くエスクードにいれば何となく区別はつくようになる」

「わたしは長くいるつもりなんてないわ。この任にん務むを終えたら街に戻って、お父様やお母様、それからフラウと静かに暮くらすの。別に男だん装そうの女騎士になるつもりなんてないから、後は貴方たちでやってちょうだい」

「『後は貴方たちで』……か」

　ラドウィックは笑いを漏もらした。馬鹿にされたと思ってキッと彼を睨にらんだレイニーだったが、彼の顔には何だか悲しげな笑え顔がおが浮かんでいた。

「……どうしたの？」

「ゲートを閉じても戦いはすぐには終わらない。魔族とその使徒の支し配はい地ち域いきはもうヨーロッパを越えてアフリカや遥はるか東方まで延びている。大物たちはワルプルギスの夜のために『向こう側』に戻るとしても、留る守すを守る相当数の魔族と使徒が残るはずだ。我われ々われはそれを一匹ぴきずつ駆く逐ちくしていかねばならない」

「そんなことが……できるの？」

「理り屈くつの上では可か能のうだ。魔族は使徒は作るが子は宿せぬ。そして使徒は使徒を作れぬ。ゲートを閉じ一匹ずつこの世に残った魔族を屠ほふっていけば、時間はかかるがこの世界は元に戻るだろう。奴やつらを駆逐し終えるまで何百年かかるかは分からぬ。だが我々の子孫、そして我々の意思を継つぐエスクードの後こう継けい者しやたちが必ず元の世界を取り戻してくれるだろう」彼は笑った。「その頃には私も君も生きてはいないだろうがな」

「そうね……いつか終わるといいわね……」

　と、そんなことを話していると、樹きの上で見み張はっていた彼の部下の一人が「隊長、来ましたっ！」と大声で言った。続けて遠くから舗ほ装そうされた街道を走る馬車の音が聞こえてきた。

「彼らの説得を頼たのめるかな？　余よ計けいな血は流したくない」

「ええ」

　レイニーは渡された剣を腰に差し、スタスタと街道の方へと歩き出した。「彼らには手を出さないでちょうだい。わたしが説得するわ」彼女はよく通る声で言った。

「……なかなか様になってるじゃないか」

　冷血漢で知られる堅かた物ぶつの隊長は楽しそうな笑みを浮かべた。

　　　　◇




　武ぶ装そうした集しゆう団だんに囲まれたシュタレットの街の兵士たちは血気に逸はやって邀よう撃げきの態たい勢せいを取ったが、「大だい丈じよう夫ぶよ。武ぶ器きを収おさめなさい」とレイニーが姿すがたを現すと、彼らは困こん惑わくしながらも剣を鞘さやに戻した。街の兵士たちのレイニーへの人望は父のブラディミール卿きように対するものよりも篤あつかった。彼らは街を発はつ展てんさせるために骨ほねを折ったのがレイニーであることを知っていた。

　街の馬車は二台に分かれていた。両方とも後部に樹でできた牢ろう獄ごくのような荷台があり、それぞれに十数人ずつ『収しゆう穫かく』されてきた人間を乗せていた。そして御ぎよ者しやの一人はブラディミール家の使用人のベタンコートであった。

「レイニーお嬢じよう様さま、こりゃあいったいどういうことですかいっ!?」

　彼は困惑しきった顔でレイニーに詰つめ寄よった。

「街はえらい騒さわぎになってますぜっ。お嬢様が魔族に食われちまったと、奥おく方がた様は引っくり返って寝ね込こんじまうし、フラウお嬢様は部屋に閉とじ籠こもってお食事さえ摂とられねえんですぜ。お館やかた様は『娘むすめが死んだなど絶対に信じぬ』っておっしゃって、捜そう索さく隊たいを自ら率ひきいて沼ぬま地ちだの森だのを捜さがして回られてます。あっしだってお嬢様を捜して回りたかったが、このお役目があるから仕方なく来たんですっ。そしたらお嬢様は山さん賊ぞくどもの頭かしらになってやがる。あっしはもう何が何だか分かりませんやっ」

「彼らは山賊ではないわ。彼らはエスクード。あの呪のろわれた生き物どもと戦っているの」

「エスクードですって!?　そいつは山賊なんかよりよっぽど悪いやっ。賞しよう金きんを掛けられているお尋たずね者ものじゃないですかい。あっしはお嬢様をそんなふうに育てた覚えはないですぜっ」

　確たしかに彼には子こ供どもの頃から面めん倒どうを見てもらっているが、仮かりにも貴き族ぞくの娘に向かって使用人が『そんなふうに育てた覚えはない』とはずいぶんである。だがレイニーは怒おこったりはしなかった。彼が涙なみだを浮うかべて自分の身を案じてくれていたことが嬉うれしかった。レイニーは彼の瞳ひとみの向こうに、故こ郷きようで心を痛いためているであろう両親やフラウの姿を見た。

「ベタンコート……」レイニーは彼の手をそっと掴つかんだ。「わたしは今、彼らと行動を共にしているの。彼らと共にバチカンに行き、やらなくてはならないことがあるの」

　その言葉にベタンコートは顔を真っ青にし、シュタレットの兵士たちもざわめいた。

「静かになさい」レイニーは言った。「反論は許しません。これはシュタレットの領りよう主しゆの娘として貴方あなたたちに最後に命ずることです。貴方たちはこのまま黙だまって街に戻り、わたしが戻るのを待ちなさい。あと数日……それで全すべてが終わります。だからそれまで貴方たちはわたしがバチカンに向かうことを黙っていて。決して裏切らないで。これは命令ではなく、お願いです」

　レイニーは深々と頭を下げた。あちこちから声が上がる。「お嬢様、やめて下さい。お嬢様に頭を下げられてはこちらが困ります」「お嬢様がなさることならば、きっと街のためのことなんでしょう。我々はお嬢様に従したがいます」彼らは口々に言った。

　彼女は頷うなずいてから、荷台に押おし込こまれた街の人たちの元へと向かった。

「みんなも聞いて。貴方たちは家に帰れるわ。だからシュタレットに戻るまでは……」

　と、そこまで喋しやべったところでレイニーは不意にそのことに気づいた。

　ダメだ。生いけ贄にえに連れて行かれるこの二十五人が一人でも足りなければ、その何倍もの災さい厄やくが街に降ふりかかる。

「……君の心配していることならもう手は打ってある」ラドウィックがレイニーに代わって街の者たちに言った。「心配するな。君らは解かい放ほうされる。死ななくてもいい。妻つまの、そして娘の元へと帰れるのだ。もしそのことに君らが恩おん義ぎを感じるなら、このことは黙っていてくれ。それだけでいい」

　うわっ、と歓かん声せいが上がった。その歓声の中、ラドウィックはそっとレイニーに囁ささやいた。

「ここにいるエスクードの戦士三十七人のうち二十五人は、彼らの代わりに馬車に乗って街へと運ばれる。彼らは死ぬためにここに来た。我々は人類の『盾エスクード』だ。無む辜この民たみを犠ぎ牲せいにしたりはしない」

「あ……もしかしてあの酒さか盛もりは……」

「準じゆん備びをしたのだ。死にゆく前の」

「……ごめんなさい」

「謝あやまる必要はない。ところでレイニーよ。指し揮き官が板についてきたのだ。せっかくだから彼らを馬車から降ろして乗のり換かえるよう命じてくれ」

「分かったわ」

　と、シュタレットの馬車の方へと歩いて行こうとしたレイニーは「えっ……」と振ふり返った。

「ラドウィック、いま何か言わなかった？」

「いいや」

　ラドウィックは短く答えるとくるりと背せを向けてしまった。

「気のせい……かしら？」

　気のせいだろうと思った。なぜならレイニーが聞いた気がするその言葉というのは、いま彼自身が言った言葉とまったく逆ぎやくの言葉であったからだ。

『しかし我われ々われは時に、無辜の者に死を求めねばならぬ穢けがらわしさを乗り越えなければならない』と──。

　　　　v．




　馬車の馬がいきなり脚あしを止めて嘶いなないた。馬たちはまるでそこに壁かべでもあるかのように前脚を高く上げ、絶対に進みはしないとばかりに暴あばれる。

「ったく、何でこうなんでしょうね。どんな馬もいつもこうなっちまうんですよ。あの街が近づいて来ると絶対に近づきたかないとばかりに悲鳴を上げるんでさあ」

　御ぎよ者しや席のベタンコートは暴れる馬を必死にいなしながら言った。何度も鞭むちを打たれてようやく馬はのろのろと歩き出した。

　シュタレットの馬車で来た街の人間は全て帰らせ、荷台の馬車を護ご衛えいする兵士も荷台の生贄もみんなエスクードの戦士と交こう替たいしていたが、ベタンコートだけは断だん固ことして帰るのを拒こばんだ。

「あっしは絶対にお嬢様の元を離はなれませんからねっ。あっしを帰らせるって言うなら、あっしを殺して棺かん桶おけに入れて送り返してくだせぇな」

　彼は両りよう腕うでを組んで馬車の前にしゃがみ込み、テコでも動かないといった感じだった。

「そうだな……来てもらうのもいいかもしれん。彼は何度も生贄の運うん搬ぱんをやっている。街の様子にも詳くわしいだろう。我々がいた頃とバチカンはまるで変わってしまったと聞く」

　ラドウィックのその言葉で一人同行者が増ふえた。確かに手続きなど彼にやってもらえば助かることは山ほどある。ただ命を落とす人間を一人増やすことに……。

　いや、違う……とレイニーは首を振ふって頭の中に浮かんでしまう嫌いやな想そう像ぞうを追い払はらった。生きて帰るのだ。自分も、ラドウィックも、ベタンコートも。

　街かい道どうの向こうにうっすらと黒い壁が見えてきた。

　ゲートが開いたバチカンに魔族は帝てい都とを築きずいた。その周囲を数十キロに亙わたって巨きよ大だいな壁が囲み、生贄として中に連れられて行った者は誰も出て来られない魔都であった。魔族がこの世界を蹂じゆう躙りんして以来バチカンに近づいたことのないレイニーは、今あの華はなやかな都がどうなっているか知らない。街を覆おおい隠かくす巨大な壁の高さは軽く百メートルに達し、それは壁と言うよりは途と切ぎれなく連なる山であった。

「気のせいじゃ……ないわよね」

　まだ昼だと言うのに壁の向こうは雨雲が掛かったかのように薄うす暗ぐらい闇やみに閉とざされていた。

「聞いた話に拠よると、魔族の中には太陽の光がダメな奴やつがいるからああして街を闇に閉ざしているそうでさ。そんなに太陽が嫌いなら、いっそのこと地下にでも住めばいいのに」

　馬車は城じよう壁へきの手前までやって来た。城壁には門はなく、岩がん盤ばんにトンネルのような穴あなが空いていた。ベタンコートは番兵の詰つめ所しよに書類を差し出し、代わりに何かネックレスのような物を受け取り、馬車はトンネルを潜くぐった。

　ベタンコートは馬車を止め、詰め所で貰もらったネックレスを一人一人に配っていった。鎖くさりの先せん端たんに、三さん角かく錐すいを二つ組み合わせた金きん属ぞくの塊かたまりがぶら下がっていた。

「こいつは通つう行こう証しようでさあ。こいつがねえとバチカンの外には出られませんから、しっかり首に掛けておいてくだせえ」

　そう言ってベタンコートは御者席へと戻もどった。馬車は街の中心部へと向かってゆっくりと動き出した。

「……お嬢じよう様さま」ベタンコートが静かに言った。「言っときますが、この先は地じ獄ごくですぜ」

　　　　◇




　誰もが押おし黙だまり、言葉を交かわす者はいなかった。人間より遥はるかに鋭えい敏びんな聴ちよう覚かくを持つ魔族がそこらをうろついているので会話を聞かれたくないこともあったが、街を包む重い空気が彼らの口を閉ざさせていた。

　虚うつろな目をした者たちが遠とお巻まきに馬車を眺ながめていた。魔族の帝都に閉とじ込こめられた被ひ虐ぎやくの者たち。闇の者に奉ほう仕しをし、気が向けばそのまま食い散らかされる。彼らはバチカンという名の牢獄に閉じ込められた家か畜ちくであった。

「きゃあっ」

　レイニーが声を上げた。いきなり一人の老人が馬車の御者席に這はい上がって来たのだ。ボロボロの黒いローブに身を包み、露ろ出しゆつした肌はだはかさぶただらけで酷ひどい悪あく臭しゆうがした。「あう……ああっ……」とっくに気が狂くるっているらしく、意味の分からぬことを口走りながらレイニーの首に手を伸ばす。

「お嬢様っ、いけねえっ」

　ベタンコートがレイニーを抱だきかかえるようにして、その老人を突つき飛ばした。地面に落ちた老人はヒキガエルのような悲鳴を上げ、地面を這って建物の間に消えて行った。

「ベタンコート！　乱らん暴ぼうはよしなさいっ」

「……お嬢様、ここの住人に気を許ゆるしちゃいけません」ベタンコートは声を殺して言う。「この中に閉じ込められた人間は通行証が欲ほしくてならねえんでさ。持ってることが知られたら殺してでも奪うばおうとしてきます」

「奪われる？」

「ええ。さっきの頭のおかしい野や郎ろうみてえに荷を運んでいるときにちょっかいを出してくる奴はめったにいませんが、届とどけた後は危あぶねえ。ぜってえに通行証から目を離さねえでくだせえ」

　中心部へ進むにつれ街を囲む闇はますます濃こくなり、もはや夜と区別がつかなくなっていた。微かすかに記き憶おくにある建物に混まじって、異い様ような建けん築ちく様式の──『向こう側』の技ぎ術じゆつで魔族の建てた建物が天高くそびえていた。

　円柱がぐるりと取り囲んだ大きな広場が見えてくる。その向こうにある、かつてはキリスト教の総そう本ほん山ざんであったサン＝ピエトロ大だい聖せい堂どうは今は魔族の領りよう事じ館かんと化していた。その真ま裏うらにはゲートを開いた『裏切り者』グレゴリー・フォンクラムが君くん臨りんする行ぎよう政せい庁ちよう舎しやがあり、生いけ贄にえの者たちはそこに運ばれることになっている。

「……何かおかしくないか」

　ラドウィックが不意に言った。ハッとしてレイニーが周囲を見る。気づくと人々が通りからいなくなっていた。

「こいつはやべえっ」ベタンコートが後ろを振り向いて声を上げる。「誰かお偉えら方がたが来るみてえでさっ」

　ベタンコートは馬車を道の脇わきに寄よせ、全員が馬車から降おりて地面に跪ひざまずいた。

　少し遅おくれて後方から華やかに装そう飾しよくされた馬車が現あらわれた。

　馬車の音が通り抜けようとしたそのとき「……待ちや」という声が聞こえ、馬車が止まった。

「『アフリカの女王』ギアリー卿きようだ……」ラドウィックが馬車に掲かかげられた紋もん章しようを見て言う。「女じよ性せいとしては上から二番目にいる、序じよ列れつ第六位の盟主ロードだ。絶対に目を合わせるなよ。噂うわさでは真正面からその瞳ひとみを見ると石に変わってしまうそうだ」

　馬車を降りる音がし、まるで蛇へびのようなしゅるしゅるという床ゆかを絹きぬが擦こする音がゆっくりと近づいて来る。ベタンコートは「ひいっ」と呻うめいて額ひたいを地面に擦すり付けた。

「これは『収しゆう穫かく』された供く物もつかえ？」

「はっ、そうでございますギアリー卿。明日のワルプルギスの夜の供物として運んで来た者たちにございます」

　ラドウィックが額を地面に付けたまま答えた。さすがのラドウィックも顔に汗あせをびっしょりと浮うかべていた。

「ほう……なかなかの美び丈じよう夫ふ揃ぞろいじゃの」

　しゅるしゅるという音が遠ざかり、馬車の荷台の方へと向かう。レイニーはそっと荷台の方を向いた。丈たけの長いドレスをまとい、薄うすいベールに顔を覆おおった女性が荷台の者たちを物色していた。真正面からギアリーと顔を合わせているようであったが、彼らは石にはなっていなかった。どうやらそれは噂であったらしい。だが彼らは魂たましいを抜かれたような青い顔で硬こう直ちよくしていた。

「この男とその男を馬車から降ろせ。妾わらわが貰もらって行く」

「お、お言葉ですがっ」レイニーが声を上げる。その声は酷ひどく上ずっていた。「その者たちは明日の祭典の供物にございますっ。一人でも足りなくなれば我々が罰ばつせられますっ」

　ほとんど生理的な反はん応のうで、この女に仲間たちを渡してはならないとレイニーは思った。いずれにせよゲートの向こうに運ばれて惨ざん殺さつされる者であっても、この女に渡すよりは百倍マシな気がした。

「ほう……人間の身で妾に意見をするか」

　ギアリーは怒ったふうではなく、ただ驚おどろいたように言ってレイニーの方を向く。ギアリーの部下たちが殺さつ到とうし、レイニーを立たせ、剣つるぎをレイニーの喉のど元もとにあてがった。「レイニーっ！」アルバートが声を上げた。

　ギアリーは笑え顔がおを浮かべながらレイニーの方へと向かって来た。ベールに隠されたその素す顔がおが見えた。妖よう艶えんな桁けた外はずれの美び貌ぼうであったが、その瞳は昆こん虫ちゆうのような複ふく眼がんであった。

　ギアリーはくいっとレイニーの顎あごを持ち上げる。その冷たい手は、そこからレイニーの身体からだを骨ほねの髄ずいまで凍こおらせた。

「女おな子ごのくせにずいぶんと強い目をしておるの。じゃがその目はぬしのせっかくの美貌を台無しにしておる。もったいないのぉ。そんな目をしておったら男が寄って来ぬのではないかえ？」

「……わたしに色目を使ってくる男が誰だれも紳しん士しとは限かぎりませんので」

　レイニーはどうにか言葉を紡つむいだ。するとギアリーはクスリと笑った。

「何かと不自由な身じゃの、女子というものは。妾も女子である故ゆえに色々と屈くつ辱じよくを覚えたことがある」

「盟主ロードともあろうお方がですか？」

「まだ下位にいるときは上の者たちに弄もてあそばれての。真紅の貴婦人レデイ・ルージユが庇ひ護ご下に置いてくれなければ、どうなっていたか分からぬ」

「真紅の……貴婦人？」

「恐ろしいお方じゃ。だがときに気き紛まぐれに人に優やさしくされることもある。……まあそれはよい」ギアリーはレイニーから手を離はなした。「この者たちを貰って行くことは妾から管理の者に話しておく。それで問題はないの？」

　レイニーが食い下がる前に、ラドウィックが素す早ばやく「はいっ」と答えた。ラドウィックは馬車の鍵かぎを開け、ギアリーが名指しした男を──エスクードの仲間を──馬車から降ろした。ギアリーから見えない角度で、彼の口が声を出さずに「……すまない」と動くのが見えた。

　ギアリーは男たちを自分の馬車の寝しん台だいに連れ込んだ。ギアリーの馬車が動き出すのと時を同じくして、寝台からこの世のものとは思えぬ悲鳴が聞こえた。その悲鳴は馬車の姿すがたが見えなくなるまで暗くら闇やみに閉とざされた魔都に響ひびき続けた。
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「ラドウィックったら遅おそいわね……」

　サン＝ピエトロ大だい聖せい堂どうに到とう着ちやくしたレイニーたちは、正面入口の前に作られた広場でラドウィックが帰って来るのを待っていた。かつては教きよう皇こうが謁えつ見けんを行っていた場所だ。『収穫』されて来た生贄は普ふ段だんは行政庁舎の方に運ばれるのだが、ワルプルギスの夜が近いということで、大聖堂の方へ直ちよく接せつ運ぶよう命令された。それは大聖堂の地下に『向こう側』と繋がるゲートがあることを物語っていた。大聖堂へは次々と魔族の重じゆう鎮ちんたちと思おぼしき者たちが入って行っている。

　いつも手続きを行っているベタンコートが兵士たちを運んで行こうとするのを制せいし、ラドウィックが大聖堂へ行った。ゲート周辺の様子を覚えて来るためだろうが、もちろん彼にその手続きを行った経けい験けんはない。もし不ふ審しんな様子を見せてしまい彼の正体が発覚しようものなら、作戦はこの場で失敗に終わる。

「大だい丈じよう夫ぶかしら……魔族は魔ま術じゆつで人の頭の中を覗のぞくこともできるって噂うわさだけど……ん、どうしたの、アルバート？」

　気づくとアルバートが難しい顔をして考え込んでいた。

「……レイニー。さっきのこと、どう思う？」

「さっきのことって『アフリカの女王』のこと？」

「ああ。あんなにあっさりと見み捨すててしまうだなんて隊長はおかしい。ずっと共に戦い続けてきた仲間なのに」

「そんなこと言ったって……仕方ないじゃない。盟主ロードが相手じゃどうすることもできないわ」

「だがあの悲鳴を聞いただろう？　あの女は彼らの命を弄んで嬲なぶり殺したのだ。俺は彼らを簡単に見捨てた隊長に納なつ得とくができない」

「よしなさいよ」レイニーは強い口調で言う。「魔族はわたしたちなんかよりずっと耳がいいのよ。こんな場所で盟主を『あの女』呼ばわりするのを聞かれたらどうなるか分かるでしょ？」

「……ねえ」

　不意にレイニーは声を掛けられた。そこには一人の少年がいた。年は十を少し過ぎたぐらい。ボロきれにしか見えない服をまとい、泥どろだらけの顔に酷ひどく怯おびえた表情を浮うかべていた。アルバートは慌あわてて口を閉とじた。

「お姉さんたち外の人だよね？」

　レイニーはあの気の狂くるった老人を思い出し、思わずポケットの中に入れた通つう行こう証しようである金きん属ぞく錐すいを押さえた。

　警けい戒かいしてレイニーが黙だまっていると、少年は少し狡ずるそうな上うわ目め遣づかいでレイニーを見ながら「見れば分かるよ。だって街の人とは全然違うもの」と言った。エスクードの戦士たちが剣に手を掛ける。レイニーはそれを制して少年に訊たずねた。

「そうよ。だったらどうしたの？」

「決まってるだろ……外に出たいんだ。一いつ緒しよに連れて行ってよ」

「……無理よ。通行証は人数分しかないわ」

「『壁かべ』の近くまで乗せて行ってくれればいいんだ。外の人の馬車ならあいつらに調べられずに『壁』の近くまで行ける。後は『壁』を登って逃にげるからさっ」

　ベタンコートが首を振ふった。

「無理だよ、ボウズ。あの壁の上には『結界』とやらが張はられているんだ。たとえよじ登れても、頂ちよう上じようを越えようとしたら魔ま導どうの刃やいばに切り刻きざまれて死ぬだけなんだよ」

「だけどここにいたら殺されちゃうんだっ」少年は叫さけんだ。「僕ぼくとお父さんとお母さんは半年前に『収しゆう穫かく』されてここにやって来たんだ。すぐに殺されはしないでここで働かされていたんだけど、一昨日おとといお父さんが殺されたんだ。……僕とお母さんもそのうち殺されちゃう。お願いだよ、助けてよっ」

　少年は目に涙なみだを浮かべて訴うつたえた。

「何をやっている！」

　鋭するどい声が轟とどろいた。ラドウィックの声だった。彼の剣けん幕まくに驚おどろいて少年は飛んで逃げて行った。

　ラドウィックは顔を強こわ張ばらせたまま玄げん関かんの階かい段だんを降りて来た。

「街の人間と何の話をしていた？」

「は、はい。あの少年が『逃がして欲ほしい、助けてくれ』と」

　アルバートが答えるとラドウィックは「……そんなことだろうと思った」とため息をついた。

「どうにかできないでしょうか？　彼には母親がいるそうなのです」

「放っておけ。街の人間を憐あわれんだところで我われ々われには何もできん。我々は務つとめを果たすだけ。さあ、宿に行くぞ」

　彼は冷たく言って馬車へと乗り込んだ。熱血漢のアルバートがカッとして食ってかかろうとするのをレイニーは腕を掴つかんで止めた。「……やめなさい。ここで騒さわぎを起こしてどうするの？」アルバートは渋しぶ々しぶと拳こぶしを下ろし、ラドウィックとは違う馬車に乗り込んだ。

　それでもまだ納得がいかないらしく、アルバートは義ぎ憤ふんに燃もえた目でラドウィックを睨にらんでいた。その後ろからは遠とお巻まきにこちらを窺うかがっていた街の人間たちが、まるで自分らを闇の者を見るかのような憎にくしみの籠こもった視し線せんで見つめていた。
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　時を知らせる街の鐘かねが聞こえた。まるで葬そう儀ぎのような冷え冷えとした鐘の音が二十一回。もう夜も遅かった。

　レイニーたちは行ぎよう政せい庁ちよう近くにある宿に泊とまっていた。この街の、人間が泊まる宿には何か特別な警けい備びが敷しかれているわけではなく、街の住人に襲おそわれて通行証を奪うばわれたくなかったら自らの力で守るしかない。だからほとんどの者は用が済めば即そく座ざに街を出て行く。ただし用に時間がかかって夜になってしまった場合は話が別だ。夜になると闇の者は凶きよう暴ぼうになって血肉を求めて街に出る。通行証を持っていれば殺されないかと言えば、通行証は一いち応おうは身分を保ほ証しようしてくれているという程てい度どの安全しか与あたえてくれない。食い殺されたとしても奴やつらが罰ばつせられることはないのだ。

　眠ねむれずベッドに腰こし掛かけたままのレイニーの頬ほおを窓まどから吹いて来る風が撫なでる。闇の者は同族の気配を感じ取ることができるそうだが、人間の身であっても分かる。この暗闇の中でおぞましき者たちが胎たい動どうしている気配を。

「……ベタンコート、窓を閉しめて。気が滅め入いってくるわ」

　ベタンコートが立ち上がって窓を閉めていると、ドアがノックされた。レイニーは細レ身イのピ剣アに手を伸のばした。「……誰？」

「俺だ」

　ラドウィックの声だった。

「やっと明日の作戦を話す気になってくれたのかしら？」

　レイニーは少し嫌いや味みな口調で言った。この秘ひ密みつ主しゆ義ぎ者しやの男はサン＝ピエトロ大だい聖せい堂どうの中で見たことも、そして明日どのような作戦を行うかも「奴らが鋭えい敏びんになる夜に話すのは危き険けんだ。魔族に聞かれては元も子もない」の一いつ点てん張ばりで話そうとしなかった。

　部屋に入って来るとラドウィックは椅い子すに腰掛け、ベッドに座ったレイニーと真正面から向かい合った。

「あの老人を覚えているか？」

「老人？」

「大聖堂に向かっているとき、いきなり馬車に乗り込んで来て君の通行証を奪おうとした、気の狂った憐れな老人だ。宿の主人があの男の正体を知ってたぞ」ラドウィックは妙みような笑えみを浮うかべた。「彼こそゲートを開いた『人類の裏うら切ぎり者もの』グレゴリー・フォンクラムだそうだ」

「だ、だってそいつはこの街で不死の身体からだを与えられて優ゆう雅がに暮くらしているんじゃ……」

「ただの噂うわさだったようだな。魔族に服ふく従じゆうすればこんな世界でも愉ゆ悦えつに満ちた暮らしができる……そんな微かすかな希望が生んだただの噂話だ。奴は魔力を封ふうじられ、正気を奪われ、ああやって街の汚お物ぶつの中を這って暮らしているそうだ。何か強力な呪のろいをかけられているらしく、街の者が怒いかりに任まかせて殴なぐり殺ころしても、次の日には生き返っているらしい」

　レイニーはまた気が滅入ってきた。奴さえゲートを開かねば……と憎にくんでいたのに、振ふり上げた拳の行き場を失ってしまった気分だった。

「……そんなことをわざわざ教えに来てくれたってわけ？」

「いいや。明日、君らがすることを話しておこうと思ってな」

「わたしたちって……わたしとベタンコート？」

「そうだ。君らはこれからは別行動だ。大聖堂には我々だけで行く」

「ちょ、ちょっと待ってよ。いったいそれってどういうこと？」

「そのままの意味だ。君らに戦いはできない。君らに来てもらっても無む駄だな死者を出すだけだ。ここまで付き合ってくれて本当に感かん謝しやしている……これを持って行ってくれ」

　ラドウィックは深々と頭を下げると、懐ふところから何かを取り出してテーブルに置いた。

「……どういうこと？」

　レイニーの口調が困こん惑わくしたものから問い詰めるものへと変わった。彼がテーブルに置いたのはネックレスに下がった金きん属ぞく錐すい──彼が街から出るための通行証であった。

「俺は元より生きて帰るつもりはない。あの少年でもいいし、誰か街の人間にでもいい。何だったら憐れなグレゴリーにでもいいからくれてやってくれ」

　ラドウィックは席を立った。「待ちなさいよっ」レイニーは呼び止めるが、彼は黙だまって部屋を出て行こうとする。

「待ってって言ってるでしょ！」

　レイニーは彼の腕を掴んだ。

「ラドウィック……貴方あなた、生きて帰れないような作戦を執とるつもりなのね？　だから仲間たちに何も話していないんでしょう？　違う!?」

「……レイニー、声が大きい。どこで魔族が聞いているとも分からないんだぞ」

「大きな声を出されるのが嫌なら答えなさい。貴方は部隊を全ぜん滅めつさせてでもゲートを閉じるつもりなのね？　エスクードの人間じゃないブリジットまで死なせるつもりなの!?　余よ計けいな犠ぎ牲せい者しやは出したくないんじゃなかったの!?」

　彼は口を真一文字に結び、黙ってレイニーを見つめた。レイニーはぞっとした。彼の瞳ひとみには間ま違ちがいなく自分に対する殺意があったからだ。邪じや魔まをするならここで始末する……そういう決意の色であった。

　長い沈ちん黙もくの後、彼は言った。

「ブリジットはいずれにせよ死ぬ」

「……何ですって？」

「レディ・キィはその命と引ひき換かえにゲートを開き、そして閉とじる。グレゴリー・フォンクラムがゲートを開くために使ったレディ・キィは、奴に心しん臓ぞうを抉えぐり出されて殺された。閉じるときには自らその命を絶たたねばならない。これがレディ・キィの秘ひ密みつだ」

「そんな……」レイニーは絶ぜつ句くする。「……それを彼女は知らないの？」

「知っていたらこんな場所には来れない。だから偽いつわりを教えて連れて来た。このことは俺だけが知っている。強行突とつ破ぱで上う手まくゲートの前まで行けても、まず間違いなく俺たちは警けい備びの使徒どもに囲まれ逃げることなどできなくなるだろう。いずれにせよ命はない……その状じよう況きようで彼女に真実を告げ、自らの死を選せん択たくしてもらう」

「そんなの卑ひ怯きようだわっ！　貴方は最低よっ。人の命を何だと思ってるのっ。そんなことをしてゲートを閉じたって……」

　ラドウィックの手がレイニーの口を押さえた。恐おそろしいぐらいに強い力でラドウィックは彼女の口を塞ふさいだ。

「……俺がそれを穢けがらわしいと感じてないとでも思うか？」

　レイニーの身体から力が抜けた。彼はそっとレイニーの口から手を離はなした。

「俺は仲間と彼女を騙だまして死なせる穢らわしさと共に死んでいく。仲間も彼女も、魔族のいなくなった世界で自分らが明るい未来を創つくると信じている。俺はその仲間たちを騙してここで死なせる。だが後こう悔かいはない。俺はレディ・キィの秘密を知ったときから、この『氷の選択』でどちらを選ぶか決めていた……。君も決めるんだ。どちらを選ぶかを」
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　街に七回の鐘かねが響ひびき渡わたった。日付は翌よく朝あさへと変わっていたが、闇やみに閉ざされたこの街で時間を知らせるのは鐘の音だけだった。今こ宵よい、ゲートの向こう側でワルプルギスの夜の宴うたげが開かれる。その時を狙ねらい、エスクードの者たちはゲートを閉じる。──レディ・キィの命と引き換えに。

　宿屋の裏うら手てで彼女たちは空になった馬車の前で斥せつ候こうが戻るのを待っていた。エスクードの隊員たちの顔には緊きん張ちようと共に晴れやかな決意の表情があった。これが終われば平和な世界が訪おとずれると。それを自分らが創るのだと。レイニーの胸むねはぎゅっと締しめつけられた。

「どうしたの、レイニーさん？」

　ブリジットが聞いてきた。「……何でもないわ」彼女はどうにか答えた。「でも顔が青いわ」彼女はレイニーを気き遣づかって言う。ブリジットの背せ中なか越ごしにラドウィックが鋭するどい視し線せんを送っていた。「何でもないの。ちょっと緊張続きで疲つかれているだけ」

「そう……ならいいんだけど」ブリジットはレイニーの手をそっと握った。「ありがとう、レイニーさん。貴方がいてくれたからわたしたちはここまで来れたの。必ず使命を果たして貴方の元に戻もどって来るわ。……そうだ、あのね」彼女はアルバートの方を向いた。「わたしたちこれが終わったら結けつ婚こんするつもりなの。ね、アルバート」

「ん……ああ」

　緊張しているのかアルバートは生返事をし、ブリジットは「もうっ」と微笑ほほえむ。

「レイニーさん、結婚式にはぜひ来てちょうだいね」

　レイニーは身体からだが震ふるえていた。そんなレイニーのことをラドウィックが呼よんだ。

「……レイニー、悪いがちょっと手伝ってくれ」

　ラドウィックは彼女のことを一台の馬車へと引っ張って行った。レイニーはそっと彼に訊たずねた。

「……知っていたのね、二人が結婚することも」

「ああ、知っていた」

　彼はさらりと答えた。不思議と彼に対する怒いかりは湧わかなかった。むしろ使命を果たすためにどこまでも冷たくなれる彼の心の強さにレイニーは敬けい意いを覚えた。

（だけど……本当にこれは正しいことなの？　他の多くの人を助けるため、誰かが死ななくてはならないのが良いことなの？　それは避さけられないことなの？）

　ラドウィックは馬車の荷台の床ゆか板いたを外はずした。そこには子こ供どもの頭ほどもある巨きよ大だいな漆しつ黒こくの水すい晶しようの球が隠されていた。

「これはイングランドの魔ま術じゆつ師しに大金を積んで作らせた『ブリュシーゲルの火球』だ。潜せん入にゆうのときにはこいつを使う。こいつを大だい聖せい堂どうの前で炸さく裂れつさせ、連中が混乱しているうちに内部に潜入する」

　隊員たちから歓かん声せいが起きる。ラドウィックは人差し指を口にあてた。笑いながら口を閉じる隊員たちに、彼はらしからぬ笑え顔がおで応おうじた。『潜入のときには』とは、まるで脱だつ出しゆつのときには別の物を用意しているかのような口ぶりだが、そんな物は用意していないのだろう。

　誰かがこちらに走って来る足音が聞こえた。斥せつ候こうに行っていた兵士だった。

「隊長、もう大聖堂に入って行く馬車はありません。主おもだった魔族はもう『向こう側』に入ったようです」

　ラドウィックは頷うなずき、レイニーの方を向いた。

「ではレイニー、我々は行く。八つ時の鐘と共に攻こう撃げきを仕し掛かける。そのときまでにはこの街を出ているんだ」

　まだ決けつ断だんのつかないレイニーの心を見み透すかしたように、ラドウィックは魔ま導どうの爆薬を詰め込んだ馬車を引いて発たって行った。あっと言う間に馬車は暗闇の街に消えて行く。誰かが後ろを振り返った。アルバートだった。彼女はそれを直視できず顔を背そむけた。

　そしてレイニーとベタンコートだけが残された。

　朝の光の訪おとずれぬ街でも外と同じサイクルの生活が為なされているのか、通りには人々の姿すがたが現れ始めていた。

「……レイニーお嬢じよう様さま、行きましょう。あっしらにできることはもうありやせん。お嬢様がこの街から帰られなかったら、お館やかた様やフラウお嬢様が悲しみます」

「そうね……あの子に通つう行こう証しようを渡してここを出ましょう」

「お嬢様、そいつはやめといた方がいいです。余あまってる通行証は一つしかありやせん。一つだけを渡したら、今度は母親とあの子の間で諍いさかいが起きます。お嬢様はこの街の住人がどんだけ荒すさんでいるかご存ぞんじじゃないんです」

「分かってるわ」

「でしたら……」

「いいからっ」レイニーはややヒステリックに言った。「命令よ、ベタンコート。あの子を捜さがして来てちょうだい」

　　　　◇




　レイニーたちはあの少年と出会ったサン＝ピエトロ大聖堂の近くまでやって来た。建物をぐるりと回り、広場の正面にある謁えつ見けん場の側の入口からラドウィックたちは潜入することになっている。

　ベタンコートに少年を捜しに行ってもらい、レイニーは馬車の御ぎよ者しや席に腰こし掛かけて待っていた。そうしているうちに半はん時ときの鐘かねが鳴ってしまった。わざわざレイニーたちが逃げる時間を取ってくれたというのに、決行の時間は着々と近づいて来ていた。

　ベタンコートはレイニーの言葉に従したがいながらも、捜しに行くとき「お嬢様……あっしはお嬢様のそういう優やさしいところが素す晴ばらしいと思いやす。でもこいつは馬ば鹿かげてますぜ」とぼやいていた。

　分かっている。本当に分かっているのだ。だがこのまま誰も救わずに街から逃にげ出したら、自分は永えい遠えんに今日という日を後こう悔かいし続ける気がした。見殺しにしてしまう仲間たちとレディ・キィ──その後ろめたさから救われるための免めん罪ざい符ふを求めているだけなのは自分でも分かっていたが、何かをしなければ居いても立ってもいられなかった。

　どたどたという足音が近づいて来た。息を切らせたベタンコートが走って来た。

「お嬢様、やっぱダメですぜ。とてもじゃねえけど見つかりやせん。この街に囚とらわれてる人間は数千人もいて、しかも殺されてはすぐに補ほ充じゆうされるの繰くり返しなんで、一人のガキを見つけるなんざとても無理でさあ。それに……ほら」

　ベタンコートはくいっと顎あごで通りを行き交かう人波を指した。荷も積まずに大聖堂の近くにポツンと停とまったレイニーたちの馬車を怪け訝げんそうな視し線せんで遠とお巻まきに見る者も現れ始めていた。

「妙みようなことを聞いて回るもので、おかしな連中が集まってきてます。番兵の使徒どもに通つう報ほうされたらやっかいなことになりますぜ。これ以上我わが儘ままをおっしゃるんでしたら、あっしはお嬢様の首根っこを掴つかんでだって……」

　と、そのときであった。

　ドゥンッ、という重い音が遠くから響ひびいた。空気を揺ゆらして振しん動どうが伝わって来て、暗闇に閉とざされた街に突然真しん紅くの火柱が立った。大聖堂の正面からだった。

　レイニーとベタンコートは顔を見合わせた。

「ど、どういうことなんですかこりゃ!?　確たしか決行は八つ時のはずじゃあ!!」

「行ってみましょう。馬車を出して」

「お嬢様っ、いけませんっ！」

「……ベタンコート、貴方あなたまさか本当にこのわたしの首根っこを掴んで連れて行こうだなんて思ってるんじゃないでしょうね？」

　まさに貴き族ぞくといった口調で言われ、ベタンコートは「うっ……」としどろもどろになった。レイニーはもう一度「早くなさい」と命じた。ベタンコートは渋しぶ々しぶと馬車を出した。

　通りの反対側から恐きよう慌こうに陥おちいった人々が走って来ていた。馬車の馬が怯おびえ、走らなくなる。レイニーは馬車を飛び降おりると、ベタンコートが止めるのも聞かず人波をかき分けて走り出した。嫌いやな予感がした。とてつもなく嫌な予感が。

　バチカン広場に着いた。バチカン広場は地じ獄ごく絵図と化していた。広場をぐるりと取り囲んだ柱は半分以上が倒たおれ、敷しき詰つめられた白はく亜あの床ゆか石いしには大きな穴あなが開き煙けむりが立ち昇っていた。爆ばく発はつのとき近くにいたらしい人々は、ある者は吹ふき飛ばされ、ある者は血まみれになりながら爆心地から這はって逃げていた。

「ねえ、貴方っ！」

　その中にレイニーはあの少年の姿を見つけた。彼は泣きながら、レイニーより少し年上ぐらいの女じよ性せいの身体からだを必死に引ひっ張ぱって爆心地から連れ出していた。

「何があったの!?」

「分からないよっ！　広場に停まっていた馬車に乗っていた男の人たちが喧けん嘩かを始めたと思ったら、馬車がいきなり爆発したんだっ」

　レイニーは少年の連れていた女性──彼の母親の姿すがたを見て言葉を失った。彼の母親の下半身は膝ひざのあたりからなくなっていた。少年が引きずって来た長い距きよ離りを二本の血の筋すじが続いていた。

「……ごめんなさい」

「えっ……？　どうしてお姉さんが謝あやまるの……？」

　レイニーは答えられなかった。代わりにポケットから通行証の金きん属ぞく錐すいを取り出して少年の手に握にぎらせた。ラドウィックに託たくされた物と自分の物を。少年が驚おどろいて目を丸くする。

「ベタンコートっていう、わたしの従じゆう者しやの大男がこっちに向かっているはずよ。彼にお母様の止血をしてもらって、そしてこの街から逃げて」

　レイニーは大だい聖せい堂どうの方へと走り出した。玄げん関かんの前では二人のエスクードの隊員が、灰色熊グリズリーの姿となった使徒を相手に戦っていた。二人で戦っているのにまるで相手にならず、爪つめで身体を引き裂さかれ、今にも倒れようとしていた。

　レイニーは腰に差していた剣つるぎを抜いた。その音に灰色熊が反はん応のうしてレイニーの方を向く。毛皮が返り血を吸すって真っ赤に染そまっていた。「逃げろレイニーさんっ」怪け我がを負った隊員が叫さけぶ。だがレイニーは構かまわず、身体からぶつかるようにしてレイピアで灰色熊を刺さした。対たい魔ま装そう甲こうの施ほどこされた剣はまるでチーズのように軽々と灰色熊を貫かん通つうし、傷口から煙けむりが立ち昇のぼった。灰色熊は絶ぜつ叫きようしながらレイニー目掛けて爪を振り下ろす。だがレイニーは素す早ばやく灰色熊の股またの間を抜けると、傷ついた隊員の剣を手に取って、レイニーの動きに対応できず無む防ぼう備びな背中を晒さらしていた灰色熊に剣を突つき刺した。灰色熊はそのまま崩くずれ落ちた。隊員たちが唖あ然ぜんとして「凄すごい……」と呟つぶやいた。

　レイニーは息を切らせながら自分の剣を灰色熊から抜いた。

「何があったの？」

「アルバートが……裏うら切ぎった」

「裏切ったですって!?　いったいどうして！」

「分からない。いきなり『彼女が死ななくちゃいけないだなんて間ま違ちがっているっ！』とか叫び出して、広場の真ん中で馬車を爆発させたんだ。直前にみんな逃げ出したんだが、門番の使徒を吹き飛ばすはずだったのに広場で爆発させちまったもんで、奴やつらが殺さつ到とうしてこの始末だ」

　ぎりっと隊員は歯を噛かみ締しめた。玄関には使徒の死体と共にエスクード隊員の死体が転がっていた。

　何て事なの……とレイニーは首を振った。聞かれたのだ。昨夜の自分とラドウィックの会話を。それでアルバートはこんなことを……。

「ラドウィックは？　それにブリジットは？」

「隊長はレディ・キィを連れて中に行った。けどアルバートもそれを追って中に……」

　そこまで言ったところで別の隊員が「レイニー！」と叫んだ。横の方から人間ならざる者どもが殺到していた。隊員たちは立ち上がって戦おうとするが、殺到した使徒たちによってあっと言う間に槍やりで串くし刺ざしにされた。

「くっ」

　レイニーは使徒たちに追われながら大聖堂へと飛び込んだ。美術品に囲まれた華か美びな身しん廊ろうにはいくつもの使徒の死体が転がっていた。ラドウィックたちの死体はない。無事にゲートに到とう着ちやくしたのだろうか？

（……ゲートの入口はどこなの？）

　地下にあるとは聞いていたが、ずっと昔ここに来た時には地下へ続く階かい段だんなどなかった。

　自分を追う足音が大きくなる。レイニーは背はい後ごを振り返る。エスクードの仲間たちを串くし刺ざしにして殺した使徒どもが、レイニーの腰に卑ひ猥わいな視し線せんを向けながら追って来ていた。

　焦あせって周囲を見み渡わたすレイニーの目に、巨きよ大だいな天てん蓋がいが目に入った。礼れい拝はい堂どうの手前、聖サンピエトロの死体が眠ねむるという教きよう皇こう祭さい壇だんの上に、以前に来たときはなかった捻ねじくれた黒いブロンズでできた天蓋が設せつ置ちされていた。正面からは門にも見える四つの柱の内側の空間には──妙みような言い方だが──漆しつ黒こくの何もない空間が渦うず巻まいていた。

　レイニーははたと気づく。そうか。これが入口なのだ。

　近づくと暗黒の中に微かすかに下りの階かい段だんが口を開けているのが見えた。間違いない、と確かく信しんしたレイニーは天蓋に向けて剣を振り上げた。

「バ、バカ。よせ。そいつを壊したら空間が……」慌てる使徒たちを無視してレイニーは剣を振り下ろした。剣は少し食い込んだだけで、ギンッ、と音を立てて折れてしまった。だがその途と端たん、扉とびらの向こうの空間が歪ゆがみ始め、床に空いた階段の姿が薄うすらいでいく。レイニーは躊躇ためらわずその中に身を躍おどらせた。

　レイニーが飛び込んだのと同時に天蓋の内側で渦巻いていた闇やみが消え、元の空間へと戻もどった。同時に階段もレイニーの姿も大聖堂から消えていた。

　次の瞬しゆん間かんレイニーは階段を転げ落ちていた。身体をぶつけながらどうにか十段ほど転げ落ちたところで止まった。レイニーは痛いたみを堪こらえて振り返った。自分が転がったのはほんの十段ほどであったはずなのに、上方には何百段と続く長い長い階段が延のびていた。別の場所から続いている階段を、あの天蓋は空間を捻ねじ曲げて近道を作っていたようだ。

「とりあえず時間稼かせぎにはなった……か」

　だが魔ま導どうの近道はなくなったとしても、どこかからこの長い階段には繋つながっているはず。上に行っても捕つかまるだけだ。とはいえ下に行けば……。

「……やっぱり最後まで見み届とどけるしかないのね。ゲートが閉じるその時を」

　レイニーは立ち上がり、階段を駆かけ降おりて行った。

　　　　◇




　階段を一段降りるたびに空気が重くなっていった。空気は泥どろ水みずのようにレイニーの身体からだにまとわりつき、何か得体の知れないものが身体に入り込んで吐はきそうになる。

（ここにあるのね……）

　開いてしまったゲート。『向こう側』から流れ込む呪のろわれた空気がこの下から自分らの世界へと溢あふれ出しているのだ。

　階段が終わった。そこは小部屋になっていた。聖せい書しよの場面を彫ちよう刻こくした金きん属ぞく製せいの扉が開いたままになっており、床ゆかには爬は虫ちゆう類るいのような鱗うろこをした使徒の死体が二つ転がっていた。その向こうは暗闇が広がっていた。

　レイニーがそれを乗り越えて奥おくの部屋へと入った瞬間だった。

　ぶんっ、という空気を切る音が迫せまって来た。レイニーは反はん射しや的に身を屈かがめ、頭のすぐ上で壁かべと金属がぶつかった火花が散った。

「レイニー……」

　男の声が呆ほうけたように言った。

「アルバート……」

　レイニーも呆ぼう然ぜんとして言う。レイニーに向けて剣つるぎを振るったのはアルバートだった。彼は片かた腕うでを切り落とされ、全身を血に染め、気力だけでどうにか身体を支ささえているような状じよう態たいだった。そして彼の側にはブリジットだけがいた。

　レイニーは番兵の使徒が持っていた剣を拾い、キッ、と彼を睨にらみつけた。

「ラドウィックをどうしたの!?」

　彼は気まずそうにレイニーから顔を背そむけた。

「戦いの最中に相手から目を離はなすんじゃないわよアルバート！」レイニーは彼の喉のど元もとに剣を突きつけた。「傷だらけだからといってわたしが貴方あなたを斬らないとでも思ってるの!?　貴方は裏うら切ぎり者ものよっ。貴方のせいでみんな死んだわっ！」

　レイニーの怒いかりに押されてアルバートは一歩下がった。

「だが……こんなのは間違っている。彼女が死ななくてはいけないだなんて」

「ラドウィックだって喜んでそんなことをしたんじゃないわっ」

　レイニーはアルバートの剣を叩たたき落とした。レイニーの瞳ひとみに涙なみだが浮かんだ。ラドウィックの考えは絶ぜつ対たい的な正せい義ぎではない。レイニーだって彼が正しいのか──ブリジットの命を犠ぎ牲せいにしてゲートを閉じるのが正しいことなのか分からない。だが彼は自らの信念に従したがって選せん択たくをした。多くの人間を救うために穢けがらわしさを引き受ける──その意味で彼は真まっ直すぐな男だった。

　レイニーの怒りに押されてアルバートはじりじりと下がって行く。

「……レイニー」

　歩いていく先の方、ゲートの手前あたりから呻うめくような声が聞こえた。

「ラドウィック!?」

　床を這う人の影かげが見えた。もはや彼は動くことさえできないのか、床に転がったままレイニーに言う。

「レイニー……ゲートを……ゲートを閉じてくれ……」

　レイニーは頷うなずき、アルバートから目を離さずブリジットに言う。

「ブリジット、わたしたちはもう助からないわ。もうすぐ上から警けい備びの連中が殺さつ到とうするはずよ。貴方は捕とらえられ、別のゲートを開くために命を奪うばわれるわ。……だから死んでちょうだい。貴方の命でゲートを閉じて」

「いやっ」ブリジットは激しく首を振ふった。「そんなことできないわっ」

「無む駄だに死ぬか、それとも他人のために死ぬか、貴方にはどちらかしかないのよっ」

「こんなの酷ひどいわっ。わたしはまだ死にたくないっ。死ぬぐらいだったら、今のままの世界で生き延のびた方がずっといいわっ。わたし、彼と結けつ婚こんするのっ。お願いよっ、見み逃のがしてレイニー。女だったら貴方にも分かるでしょう!?」

「……そんなの……分かってるに決まってるじゃないの……」

　レイニーが涙を拭ぬぐったそのとき、アルバートが行動を起こした。身を翻ひるがえしてレイニーの前から逃れると、倒れたラドウィックの元へと駆け、彼の剣を拾った。

「レイニーっ、こんなのは間違っているんだ！」

「誰にとっても正しいことじゃなくても、やらなくちゃいけないときがあるのよっ！」

　レイニーは剣を構える。勝てるだろうか？　いや勝てたとして、それにどれほどの意味があるのだろうか？

　が──レイニーの剣が彼へと向けられる必要はなくなった。

「えっ……？」

　アルバートの後ろに何かが現あらわれた。新たな人ひと影かげであった。次の瞬しゆん間かん、その人影はアルバート目め掛がけて手を振り下ろす。アルバートは剣を掲かかげてそれを受け止めようとしたが、彼の身体は一いつ瞬しゆんにして剣ごとぐしゃりと潰つぶれた。

　背はい後ごにいたのは岩の塊かたまりのような巨きよ躯くの男であった。「トゥロワヌ……」ラドウィックが呟つぶやく。トゥロワヌと呼ばれた男はつまらなそうにレイニーを見み据すえた。レイニーの身体が震ふるえた。昨日、盟主ロードギアリーと対たい峙じしたときと同じ圧あつ倒とう的なまでの死の予感であった。

　そしてゲートの向こう──床に広がった漆しつ黒こくの闇の向こう──から、一人、また一人と武ぶ装そうした兵士が姿すがたを現す。

「レイニー！」ラドウィックが叫さけんだ。「頼たのむっ、ブリジットを殺してくれっ。彼女が奪われたらもう終わりだっ」

　そこで彼の言葉は止まった。トゥロワヌが彼の胴どう体たいを踏ふみ潰したのだ。トゥロワヌはレイニー目掛けて手を振り上げた。奴やつの手がうっすらと輝き始める。

　レイニーはブリジットの方を向く。ブリジットはイヤイヤするように首を振った。「許ゆるして……レイニー……わたし、死にたくない……」ブリジットは両手を組み、まるでレイニーがキリストであるかのように懇こん願がんした。

「……ごめんなさい」

　レイニーはブリジットに体当たりするようにして彼女の身体からだに剣を埋うめ込んだ。あばら骨ぼねを砕くだいて心しん臓ぞうを貫つらぬく感かん触しよくが伝わってきた。ブリジットはレイニーにしがみついた。

「どうして……わたしが死ななくちゃいけないの……？　わたしに何の罪つみがあるの？」

「ごめんなさい……」レイニーはもう一度言った。「でもわたしがレディ・キィに謝あやまるのはこれが最後よ。わたしは感かん情じようを捨すてるわ。この世界のためなら躊躇ためらわずに無む辜この人も殺す女になる」

　もし生き延びられればの話だけど──。

　次の瞬間、背後でトゥロワヌが手を振るった。トゥロワヌの巻まき起こした風にレイニーはのみ込まれ、彼女の意い識しきはそこで途と切ぎれた。

　　　　◇　　◇　　◇




　──ハッとしてレイニーは目を醒さました。

　一瞬自分がどこにいるのか分からなくて混こん乱らんする。

（そうか……わたしはレディ・キィと告知されたのだったな……）

　バチカンの地下深くにある牢ろう屋や。四よ隅すみに備そなえ付けられたカメラが白衣姿のレイニーを監かん視ししている。妹の記き憶おくを──まだ楽しかった頃の記憶を思い出そうとしているうちにどうやら寝ね込こんでしまったらしかった。

　レイニーは身体を起こし、また部屋の隅で身体を丸めた。その姿は孤こ高こうの『鍵かぎの番人』などではなく、日の暮くれた街でいつまで経たっても迎むかえに来てくれない親を待つ一人の幼おさな子ごのようであった。

（何だったのだろうな……わたしの人生というのは）

　ゲートの封ふう印いんに失敗して闇の世界へと落ちて行ったあのときから一千年、ひたすら戦い続けてきた。数え切れぬ魔族と使徒、そして時には人間さえも手に掛けてきた。闇の女として憎ぞう悪おを向けられながらも、感情を捨すてて今日まで戦ってきたつもりだ。だがその戦いの人生もこんな所で、一人、終しゆう幕まくを迎えることになりそうだ。

（それもまあいい……わたしはずっと昔から一人きりだったのだからな……）

　レイニーは膝ひざに顔を埋うずめた。

（フラウ……すまない。わたしはもう立ち上がれそうにない。わたしは疲つかれてしまった……。もう疲れてしまったんだ）



    

  
    
      　間章　立ち上がる剣






　フランスはモン・サン・ミッシェル──。

　つい先日まで盟主ロードトゥロワヌが使っていた部屋からは激はげしい声が響ひびいていた。片かた方ほうは悲鳴のような男の声。もう片方は少女の嬌きよう声せい。数時間に亙わたって続いていたそれがようやく静まると、盟主アロマの側近であるイレウスはしばし時間をおいてから主人の寝しん室しつの扉とびらを叩たたいた。

「失礼してよろしいでしょうか、真紅の貴婦人レデイ・ルージユ？」

　いいわよ、と鼻歌混まじりの声が返ってきた。イレウスは扉を開いた。

「……っ」

　思わずイレウスは服の袖そでで口を覆おおった。全ぜん裸らでベッドにちょこんと腰こし掛かけるアロマと、その横でシーツで下半身だけを隠かくして虚うつろに俯うつむいているアルフェルム。部屋には噎むせ返るような空気が充じゆう満まんしていた。それは二人の盟主の肉体から立たち昇のぼった汗あせが交じり合ったものであった。イレウスは自分の周りに魔ま術じゆつの結界を張はりながら心の中で「……助かった」と冷ひや汗を流した。この世界では有史以来一度として生成されたことのなかったその空気をあと少し吸すい込んでしまっていたら、いくら魔族の身とて助からなかったであろう。

　さて、この部屋に溜たまってしまった危き険けん極きわまりない代しろ物ものをどうやって除じよ去きよすればいいのだろうか……などとイレウスが頭を悩なやませていると、アロマが不思議そうに訊たずねた。

「どうしたの、イレウス？」

「いえ、あの、何でもございません……」イレウスは咳せき払ばらいして気を取り直した。「イギリスの制せい圧あつが完かん了りようしました」

「わ、見せてちょうだい」

　イレウスは頷うなずき、術言ワードを唱えた。空中に半はん透とう明めいの像ぞうが浮かぶ。赤の炎ほのおと黒の煙けむり。それは炎に包まれたバッキンガム宮きゆう殿でんであった。アロマは子こ供どもがテレビに夢む中ちゆうになるように、両りよう頬ほおにちょこんと手を当てて、楽しそうにそれを眺ながめた。

「『円えん卓たくの十二席』のうち半数の六人は確かく保ほしました。身分低き魔族に牙きばを与あたえ、強制的に使徒と変えました。ただ……」とイレウスは言いづらそうに続けた。「女王のエリザベスⅡ世だけは発見されませんでした。どうやら抜ぬけ道から逃とう亡ぼうしたようです」

　アロマのこめかみがぴくりと動いた。

「……イレウス、わたしは『女王は必ず始末して』って命じたはずよ。だって『夢ゆめ見み』の力を持っている者が残っていると邪じや魔までしょ？　違う？」

「も、申し訳わけありません。数日のうちに捜さがし出して、必ずや……」

「ま、いいわ」

　アロマはころりと笑え顔がおに戻る。本当にもうそんなことなどどうでもいいという感じだった。アロマはベッドから降おり、肌はだ着ぎを身に付けていく。幼き少女の姿すがたであるのに、下着やガーターベルトを一いち枚まいずつ身に付けていく仕草は異い様ようなまでに妖よう艶えんであった。彼女の美の忠ちゆう実じつなる賛さん美び者しやのイレウスであったが、咳払いをして視し線せんを逸そらした。「別にいいのよ、イレウス。わたしの身体からだに欲よく情じようしても」アロマはくすくすと笑った。

「そ、それでですね、真紅の貴婦人レデイ・ルージユ。今後のことですが、対魔機関を持つ大国と『ゲート』をその領りよう土どに持つ国に宣せん戦せん布ふ告こくをして、制圧していきます。三日以内に各国の施し政せい機関を完全に従じゆう属ぞくさせる予定です」

「宣戦布告？」

　お気に入りの赤いゴシックドレスに着き替がえ終えたアロマは不思議そうに聞き返す。

「そんなものに何の意味があって？　貴方あなたは家か畜ちくを家畜小屋に連れ込むときに家畜相手に宣戦布告なんてするのかしら？　ただ制圧して従わせればいいの。違う？」

「……誠まことに失礼をいたしました。まったくその通りでございます」

　イレウスは跪ひざまずいて言った。

　次にこんなマヌケなことを言ったら真紅の貴婦人レデイ・ルージユは笑顔を浮かべたまま自分をこの世から消しよう滅めつさせるであろうな……と思いながらもイレウスは嬉うれしくなった。このお方は何も変わっておられない。人間などの肉体に分ぶん割かつされた一部を宿していてもし穢けがれていたらどうしようかと内心不安でたまらなかったのだが、封ふう印いんされる前と同じ気ままな暴ぼう君くんのままだ。イレウスはうっとりと主人の姿を眺めた。

「じゃあ行きましょうか。ここで遊ぶのも飽あきたし、わたしも手伝ってあげる」

「はい。あそこは真紅の貴婦人のためにまだ手を出しておりません」

　と、二人が部屋を出て行こうとすると、ベッドで項うな垂だれていたアルフェルムがおずおずと口を開いた。

「あの……真紅の貴婦人。私は何をやればよろしいのでしょうか？」

「え？　アルちゃんがすること？」

　アロマが振り返り目が合うと、アルフェルムはびくりとして顔を逸らした。

　アロマの顔に冷たい笑いが浮かんだ。

「別に何もしなくていいわよ」

「は……？」

「だから貴方にはもう興きよう味みがなくなっちゃったの。もうおウチに帰っていいわよ。貴方にはいいものを貰もらったことだし」とアロマは自分の下か腹ふく部ぶを手で撫なでながら言う。「……ねえ、アルちゃん。鏡に自分を映うつしてご覧らんなさいな。今の貴方ってとっても惨みじめよ？」

　アルフェルムの顔に羞しゆう恥ちの表情が浮かぶが、それはすぐに消え、アルフェルムはシーツに顔を埋うずめた。アロマは小さく失しつ笑しようして彼に背せを向けた。

「ああ、そうだ。真紅の貴婦人。ご用がもう一つあったのを忘わすれておりました。『トリプル・クラウン』めが真紅の貴婦人に褒ほう美びを貰いたいと願い出ています」

「『トリプル・クラウン』？　誰だったかしら？」

「貴方様を復ふつ活かつさせるのに尽じん力りよくした人間の魔ま術じゆつ師しでございます。何やら、真紅の貴婦人のお力で死に別れた妻つまを再さい生せいさせてもらいたいと。ホムンクルスの形で妻の身体を保ほ存ぞんしておりますので、真紅の貴婦人のお力をもってすれば容よう易いだと存ぞんじます」

「ああ、あのおじいさまね」アロマはつまらなそうに言った。「殺しちゃって。人間に褒美を要求されたなんて、わたし初めてよ。失礼しちゃうわ」

「了りよう解かいいたしました」

　と部屋を出て行こうとするイレウスをアロマは「ちょっと待って」と呼び止めた。

「ああ……何か覚えているわ。女の子だったわよね、そのホムンクルスって」

　イレウスは「ええ」と答えながら怪け訝げんに思った。真紅の貴婦人レデイ・ルージユはあのキキという少女に会ったことはないはずなのになぜ知っているのだろうか？　封印されているとき夢の世界を飛び回って遊んでいたそうであるが、そのときに知ったのだろうか？

「いいこと思いついちゃった」

　アロマが笑った。その顔には何とも無む邪じや気きで残ざん忍にんな表情が浮かんでいた。さすがのイレウスもぶるりと震ふるえた。

「ふふふ……いいわ、再さい会かいさせてあげましょう。とっても素す敵てきな形で」

　　　　◇




　桂かつら木ぎ真ま澄すみはモン・サン・ミッシェルの地下にいた。

　自分でも何でこんな所に来てしまったのか分からなかった。両親の仇かたきであるハーシュハイザーを討うちに来たのか、それともアロマに呼び出された主人の身が気になってしまったのか……。

　いずれにせよどちらも許ゆるされないことだった。真澄はアルフェルムに復ふく讐しゆうを禁きんじられ、そしてアルフェルムの前に現れることを禁じられた。どちらもそれをやろうと思っただけで血の束そく縛ばくにより真澄は灰はいとなって消える。

（俺はこれからどうやって生きていきゃあいいんだ？）

　そんなことをぼんやりと考えながら地下を彷徨さまよっていると、不意に艶なまめかしい声が聞こえてきた。

「……あっ……ああっ……んくうっ……」

　口に何かを押おし込こまれたままのような苦しげな悶もだえ声。「すげえな、おい」「ほらほら、もっと楽しめよ。どうせもうすぐ殺されるんだからよ」そんな下げ卑びた数人の男の声も聞こえてくる。そして肉がぶつかり合う音。にちゃにちゃという卑ひ猥わいな湿しめった音……。

「もういや……やめて……」

　女の声が切なげに許しを乞こう。「うるせえっ」男の誰かが怒ど鳴なって、パシンッと頬ほおを張ったらしい音がする。そしてまた卑猥な音が響ひびき始める。

　ああそうか……と真澄は気づいた。俺はこいつのことを捜さがしてここに来ちまったんだ。主人に捨すてられた使徒同士、傷口を舐なめ合おうと。

　真澄はその卑猥な音がする方へと向かった。地ち下か牢ろうがあった。木の扉とびらの向こうから女の声が激しく泣き喚わめく。鍵かぎは掛かっていなかった。真澄は扉を開いた。

　そこには淫いん蕩とうな光景が広がっていた。褐かつ色しよくの肌はだをした女が全ぜん裸らのまま鎖くさりで天てん井じようから吊つるされていた。ちょうど四つん這ばいになる高さに調整され、三人の男が彼女の身体からだに群むらがっていた。一人は女の腰をがしっと押さえつけて背はい後ごから激しく自分の腰を叩きつけ、一人は赤子のように彼女の身体にしがみついて片かた方ほうの乳ち房ぶさを揉もみしだきもう片方の乳房に千切れんばかりの勢いきおいでしゃぶりついていた。そしてもう一人の男はウロコに覆われた自分のモノを取り出して、女の頭を押さえて無む理り矢や理りくわえさせていた。男たちは彼女の身体に夢む中ちゆうになり、真澄が入って来たことにも気づかず彼女を嬲なぶり尽くしていた。

　もう何度も射しや精せいしたらしく部屋の中には吐はき気のするような匂においが充じゆう満まんしていた。三日前からずっと嬲り物にされているのだろうか？　いや、もしかするとこいつらだけではなく、代わる代わるここの男たちに犯おかされているのかもしれなかった。

「あのよ……」

　真澄はコンコンと扉を叩きながら言った。男たちが驚おどろいて真澄の方を向いた。ヴァルデリーを犯していたのは魔族でもなければ、自分のように盟主ロードの牙きばを受けた使徒でもない。そこらにいる魔族の下等な使徒にすぎなかった。そんな輩やからに嬲り物にされるというのはよっぽどの屈くつ辱じよくであったのだろう、口を開けば「わたしとしたい？」しか言わないこの女が片方だけの瞳ひとみから涙なみだを流していた。

「な、何だよ……」

　一人が言う。アロマに小こ姓しよう扱あつかいをされているアルフェルムの使徒などに敬けい意いを表する必要などないが、かと言って戦えば絶対に勝てない……そんな間はざまでどういう態たい度どを取ればいいか困こまっている様子だった。

「そいつとヤりてえんだけど、順番を代わってくれねえかな？」

　真澄は高こう圧あつ的に接せつすることにした。何なら暴あばれてもいいと思っていた。

「だ、だけど、俺たちだってやっと順番が回ってきたのに……」

　ヴァルデリーに自分のモノをくわえさせていた男がおどおどと言う。激しく昂たかぶっていたモノはすっかり萎なえてしまっていた。

「だったらてめえで擦こすってりゃあいいじゃねえか。俺は今すぐコイツとしてえんだよ。さっさと消えるか、俺とやり合うかどっちかに決めな」

　男たちはぶつぶつと不平を口にしていたが「どうすんだよ？」と真澄がもう一度凄すごむと、そそくさと部屋から逃にげて行った。

　男たちの足音が聞こえなくなると、真澄はぺたりと床ゆかに腰を下ろした。床にはヴァルデリーの眼がん帯たいが千切られて落ちていた。トゥロワヌから下か賜しされた彼女の宝たから物もの。真澄はそれを拾ってテーブルの上に置いてやった。

「……貴方あなたもわたしを犯すの？」

　ヴァルデリーが言った。

「てめえとは絶対にしねえって言っただろ」

「じゃあ何でこんなところに来たの？」

「……俺よ、我わが君に捨てられちまったんだ」

「え……？」

「復ふく讐しゆうすることも許ゆるさないし、自分の前に姿すがたを見せることも許さないってな。俺よ、何もすることがなくなっちまったんだ。ほら、おめえの部屋で会ったときそんな話をしただろ？　それでいつの間にかおめえに会いに来ちまったってわけさ……なあ、俺、どうしたらいいのかな？」

「……そんなの知らないわよ。自分で考えればいいでしょ」

「違ちがいねえや」

　真澄は力なく笑った。すぐに笑いは出なくなった。二人はしばし黙だまって部屋に佇たたずんだ。

　口を開いたのはヴァルデリーだった。彼女は意を決したように言った。

「真澄……お願い、助けて」

「できねえ」

「わたしはあの女に復讐しなくちゃならないの。殺されたマスターの仇かたきを討うつの。こんな所であんなカスみたいな奴やつらに嬲られて朽くち果はてていくわけにはいかないのよっ。お願い、一生恩おんに着るからわたしをここから逃がしてっ」

「できねえつってんだろっ！」真澄は声を荒あららげた。「我が君はあの女に従したがうって決めちまったんだよっ。だから俺は復讐をできねえし、おめえを助けようと頭に考えただけで俺の身体は灰はいになっちまうんだっ。物理的にできねえんだよっ。俺にできるのはせめておめえを数十分ばかり休ませてやることぐれえなんだよっ」

「だったら……キスして」

「キスだと!?」

「あんな奴らに玩具おもちやにされるのなんてイヤなのよっ。マスターを殺した女に従っているような連中に犯されるのはっ。あいつらわたしを犯しながら何度もマスターを侮ぶ辱じよくしたわ。命乞いをして惨みじめに殺されていった恥はじ知しらずの盟主ロードだって。……だからせめて……抱いてくれないなら貴方の唇くちびるで忘わすれさせて……。ほんの少しの間だけでいいから……」

「……キスすりゃあいいんだな」

　真澄はヴァルデリーの身体を起こした。男たちの精せい液えきにまみれた身体……だが不思議と嫌けん悪お感は覚えなかった。ただ彼女に憐れん憫びんを感じた。

　真澄は彼女の顎あごを持ち上げ、唇を重ねた。彼女の身体が小さく震ふるえる。何だか彼女は緊きん張ちようしているように思えた。真澄も何だか緊張した。女と唇を重ねるなんてのは使徒になって以来だからなのか、それともこの背徳的なシチュエーションのせいなのかは分からなかった。

　彼女の残された片かた方ほうの瞳から大おお粒つぶの涙が零こぼれ、重ねていた唇から真澄の口の中に入る。

「……うっ」

　その途端であった。ぐらりと地面が揺れたような感覚を覚え、平へい衡こう感覚がなくなる。堪たえられなくなって真澄は床に膝ひざをついていた。

「な、なんだ……こりゃ……」

「ごめんなさい」ヴァルデリーは言った。「貴方を操あやつらせてもらうわ」

　トゥロワヌの使徒となったとき彼女の肉体は男を喜ばせるためだけの物に変えられた。彼女の全身の体たい液えきは男だけに効きく媚び薬やく。その中でも最も強い媚薬は彼女の涙であった。

「貴方は自分の意思に反してわたしを逃がすわ。これなら貴方は灰にならないで済すむ。……ありがとう、真澄。貴方が来てくれたとき、とても嬉うれしかったわ。マスターの次に貴方が好きよ」

　真澄の意い識しきが暗転した。途切れゆく意識の中で、頬ほおに柔やわらかな唇の感かん触しよくを受けたような気がした。



    

  
    
      　　　　◇




　バチカンは行政庁の建物の中──。

　拘こう束そくされた深ふか津つ薫かおるは、先さき程ほど尋じん問もんを受けた部屋に閉とじ込こめられていた。

　今度は先程までのように椅い子すに腰こし掛かけさせてもらえはしなかった。後ろ手に手て錠じようを掛けられ、壁かべから出た鎖くさりで繋つながれていた。薫は全すべての身分を剥はく奪だつされ、夜の帳とばりの下りた真っ暗な部屋で自らの裁さい判ばんが始まる時を待っていた。

　ガチャリ、と扉が開いた。現あらわれたのは尋問官ではなくパンクス神父シド・ギーエンだった。いつも陽気なこの男だったが、今は殺さつ伐ばつとした厳きびしい表情で薫のことを睨にらんでいた。彼の手には剣つるぎ──薫の持ち物であった妖よう剣けんブラディミールがあった。

「何だよ、ここでも暴れたのか？　思ったより元気みてえじゃないか」

　部屋の中はちょっとした嵐あらしがあったようになっていた。薫の脚あしが届とどく範はん囲い、机つくえと椅子は蹴けり飛ばされ、机の上に置きっ放しになっていたレイニーの服が床ゆかに落ちていた。

　ギーエンは椅子を持って薫の前にやって来ると、真顔になって鋭するどい視し線せんで言った。

「……てめえはいったい何をやってんだ？　お偉えら方がたの前でガキみてえに喚わめき散らして拘束されちまって。てめえはそんなに馬ば鹿かだったのか？」

　薫はぷいっとギーエンから顔を逸そらすが、ギーエンは薫の胸むな倉ぐらを掴つかんだ。服が破やぶれ、ボタンが飛ぶ。

「何を拗すねてやがんだよっ！　嫌いやなことから目を逸らしたって何もなんねえだろっ!?」

　ギーエンは「こいつを見ろっ」と言ってブラディミールを手に取り、鞘さやから抜き出した。所有者である薫以外は抜くことができず、抜いた剣を握にぎれば手をズタズタに切り裂かれるはずなのに、ギーエンの手には何も起こらなかった。いつも薫が剣を抜いたとき血を求めるかのように不気味に輝かがやくはずなのに、焼き尽つくされた炭のようにブラディミールは何の反はん応のうもしない。

「この剣は力を失っている。俺だって見ただけで分からあ。今のこいつじゃ姐あね御ごを斬きる力はねえ。教えろ、この剣はどうなっちまったんだ？　アロマとかいう小こ娘むすめが抜け出したときに力を失っちまったのか!?」

「……違ちがうよ」初めて薫が口を開いた。「眠ねむっているんだ、ブラディミールは。その力を使ってアロマの封ふうじられた『落らく丁ちようの一頁ページ』を抑おさえ込んでいたんだけど、それが無む理り矢や理り抜き出され、今はショック状じよう態たいにあるんだ」

「だったらてめえがこのなまくら刀を起こせっ。そんで姐御を殺してやれっ」

「……絶ぜつ対たいに嫌だ」

　ギーエンの顔に怒いかりの表情が浮かび、次の瞬しゆん間かん、薫の顎あごに重い衝撃が走った。

「てめえはいつまで経たってもガキのままだなっ。嫌なことから目を逸らしていれば誰かが代わりにやってくれると思ってんのか!?　誰だって姐御のことを殺したいだなんて思っちゃいねえんだよっ。だけど姐御を奪うばわれるリスクを考えたら、姐御を殺すしかねえんだっ！　いい加か減げん、覚かく悟ごを決めやがれ、この馬鹿野や郎ろうっ！」

「何と言われようと嫌だ。僕ぼくは絶対にレイニーさんを殺したりしない」

「……てめえみたいな甘あまったれたガキを友達だと思っていた俺が馬鹿だったぜ」

　ギーエンはブラディミールを床に叩きつけて部屋を出て行った。

　彼の足音が遠ざかるのを待って、薫は身体からだをずらした。

　そこにあったのはレイニーの得え物ものである金きん属ぞく錐すいを結ゆわえる鋼こう鉄てつ製せいの糸の予よ備びだった。置かれたままになっていた彼女のスーツのポケットの中に残っていた物を、部屋の中をしっちゃかめっちゃかにした挙あげ句くようやく取り出したのだ。

（……気づかれなくてよかった）

　後ろ手に拘束された薫の手は血まみれになっていた。鋼鉄の糸で鎖を切せつ断だんしようとしているうちに、剃刀かみそりのような糸は薫の手を切り裂いてしまったのである。

「……くっ」

　薫は苦く痛つうの声を漏もらした。もう一度挑ちよう戦せんしてみたのだが、やはり切り裂かれたのは糸を握った薫の手の方だった。薫は手を血まみれにしながら、深々と掌てのひらに食い込んだ鉄鋼の糸を抜いた。

　やはり無理だ。この糸は自分を拘束する鎖を切断するポテンシャルはあるが、押さえるのは生身の手。とてももたない。

　せめて身体を反転できれば、鎖と壁を繋つなぐでっぱりに引っ掛けて手錠を切り裂くことはできるだろうが、後ろ手に手錠を掛けられたこの姿し勢せいでは力を入れられない。せめて片手だけでも自由になれば後ろを向いて手錠を切り裂くことができるだろうが──。

（……やっぱりそれをやるしかないか）

　ギーエンがブラディミールのことを云うん々ぬん言ってきたのは、レイニーの処しよ刑けいのときが迫せまっていることの証しよう左さであった。もう時間がなかった。もしかすると所有者である自分や元の所有者であるレイニーが触ふれればブラディミールは力を取り戻もどしてしまうかもしれない。レイニーはすっかり覚かく悟ごを決めている。自ら命を絶たってしまうかもしれない。

（だけど僕は諦あきらめない……）

　薫は鋼鉄の糸を鎖に巻まきつけると、反対側を今度は自分の左手の手首に巻き付けた。静じよう脈みやくが切り裂かれ、ブシュッと血が噴ふき出す。やった後は急がなくてはならないな……と薫は他た人にん事ごとのように思った。出血多量で倒たおれるまでそれほど時間はないだろう。

　薫は大きく息を吸って吐くと、着ている服の襟えり元もとあたりを歯で咬かんだ。

　無む茶ちやだな、と薫の頬ほおに皮肉な笑えみが浮かぶ。でもいい。一生に一度ぐらいは無茶をやってみるのもいいじゃないか。それが心を奪われた女じよ性せいのためなら、きっとそんなに悪いものじゃない。

（絶対に僕は諦めないっ。僕はレイニーさんをこんな地下深くで死なせたりしないっ！）

　薫は腕に力を籠こめた。

　ずくっ、という耳みみ障ざわりな音と共に肉と骨ほねが切断される感かん触しよくが伝わってきた。
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　ポタン……ポタン……と、頬ほおに落ちる冷たい滴しずくでレイニー・ブラディミールは目を醒さました。

　レイニーの目に入って来たのは暗くら闇やみであった。真っ暗な石いし造づくりの部屋の床ゆかに彼女は転がされていた。彼女が顔を起こすと、べりっ、という感触が頬に走った。流れた血が固まって石いし畳だたみに顔が張はり付いていた。

（どうしたんだっけ……わたし？）

　記き憶おくがまるで繋つながらず、レイニーは自分の身体からだを見た。暗闇でハッキリとは見えなかったが、服はズタボロになり、血で真っ赤になっていた。ただ、身体に痛いたみは感じなかった。

（どうしたんだっけ……？）

　何気なく手に力を入れると、手にこびり付いていた血がパラパラと剥はがれて落ちた。その瞬間、不意にレイニーの手に生々しい感触が甦よみがえる。不ふ慣なれな剣つるぎを握にぎった感触。そしてそれによって肉を貫つらぬいた感触──

「ラドウィック！」

　レイニーは叫さけぶ。アルバートの裏うら切ぎりによって作戦は失敗に終わった。自分はブリジットを殺し、そしてゲートから這はい出て来た大男の放った風に飛ばされて──

「……やめてよ」

　いきなりレイニーは物もの陰かげから腕を掴つかまれた。驚おどろいてそちらを見ると、一人の女じよ性せいが険けわしい顔でレイニーの腕を掴んでいた。

「お願いだから静かにして。騒さわがしい者から連れて行かれるの」

「連れて行かれるって……どこに？」

　女性は答えなかった。

　闇に目が慣なれてきた。部屋には七、八人の人間がいた。全すべてが女性。レイニーの自じ宅たくの屋や敷しきならクローゼット程てい度どしかない狭せまい小部屋なので、自分も入れて十人近くもいるとかなり手狭だ。牢ろう屋やなのだろうか？　窓まどはなく、分ぶ厚あつい木の扉とびらが一つあるだけ。部屋には何年も風ふ呂ろに入っていないような酷ひどい悪あく臭しゆうが立ち籠こめていた。囚とらわれた者たちはこの部屋の中で用を足し、その悪臭が立ち籠めていることに気づき、レイニーは顔を顰しかめた。

　不意に扉の外からカツンカツンと廊ろう下かを踏ふみ鳴らす足音が近づいて来た。部屋の女性たちがびくりと身体からだを震わせ、もぞもぞと芋いも虫むしのように這って部屋の奥おくへと逃にげ出す。

「貴方あなたたち、その脚あし……」

　部屋にいた女性たちは皆みな、両の脚があらぬ方へと捻ねじくれていた。まるで細い木の枝えだをポキンと折ったかのように。壊え死しして片かた脚あしが腐くさり落ちている者もいた。

　レイニーの背せ筋すじに冷たいものが這い上がる。部屋の入口近くには飼かい葉ば桶おけが置かれ、残飯のような得体の知れぬ食べ物の滓かすが不ふ潔けつにこびり付いていた。

（ここってまさか……）

　足音がすぐ側そばの房ぼうの前で止まった。扉が開く音がし、女性の悲鳴が聞こえた。レイニーはそっと覗のぞき窓から廊下を覗いた。廊下を挟はさんだ、斜ななめ前の房から、二人の女性がトカゲがそのまま人間になったような男に髪かみを掴まれて引っ張り出されていた。ほとんど全ぜん裸らであったが、エロティックなものは一いつ切さい感じられなかった。ギャーギャーと獣けもののような悲鳴を上げるその姿すがたはまるで殺される前の家か畜ちくであった。

　二人を引っ張り出したトカゲ男は煩わずらわしそうに二人の髪を掴んでいた手を首に持ち替えると、何の躊躇ためらいもなく、ぐきり、と捻ひねった。二人は一いつ瞬しゆんにして絶ぜつ命めいし、トカゲ男に引きずられて廊下の先へと消えて行った。

（ここは牢ろう屋やなんかじゃない……）

　レイニーはそのことに気づかざるを得なかった。

　ここは魔族に食われる順番を待つ者たちが囚われた家畜小屋であった。
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　餌えさを取りに来た足音が去ると、部屋の女性たちはほっとため息をついてゴロっと床に寝ね転ころがった。

　レイニーは話し掛けようとしたが、彼女たちのどんよりと濁にごった目を見てぞっとしてやめた。彼女たちはもう生き延のびることを諦あきらめていた。ただ餌として食い殺される順番が少しでも遅おそくなることを期待しているだけだった。

　自分はどうにか殺されずにバチカンの地ち下か牢ろうに閉とじ込こめられたようだが、他のエスクードの仲間たちはどうなったのだろうか？

　アルバートは死んだ。ブリジットも自分が殺した。ラドウィックはあのときあの大男に踏ふまれて死んでしまったのだろうか？　ベタンコートは街から逃げ出せたのだろうか？　あの少年はどうなったのだろうか？

「ねえ……」先さき程ほど、レイニーに静かにするよう言った女性がそっと声を掛けてきた。「貴方、どうして脚を折られてないの？」

　年は二十はたちそこそこ。ブロンドの髪をした痩やせた子で、ちょっと蓮はすっ葉ぱな感じだ。ここに入れられてまだ日が浅いのか他の女たちと違って瞳ひとみには生への執しゆう着ちやくが窺うかがえた。

　が──それは必ずしも彼女を信しん頼らいしてよいということではなかった。エスクードの者たちと付き合うようになり、恐きよう怖ふに捕らわれた人間があっさりと親友やときに家族さえも裏うら切ぎって密みつ告こく者しやとなるのをレイニーは見聞きしていた。

「わたしはレイニー。貴方は？」

「ナドラクよ」

「ねえ、ナドラク……。わたしはここに入れられる前に大怪け我がをしたはずなの。なのになぜ怪我を治ち療りようされたのかしら？」

　ナドラクは不ふ審しんそうな顔をする。彼女もまたレイニーと同じように相手から情じよう報ほうを引き出したいと思ってはいるが、相手を信用していいか警けい戒かいしているようだった。

「……知らないわ。昨日、貴方がここに放ほうり込こまれたときにはもう怪我はしてなかった」

「昨日ですって？」レイニーは驚おどろいて聞き返す。「今日はいったい何日なの？　『ワルプルギスの夜』は終わったの？」

「ああ……あいつら、何か祭りをしていたみたいね。牢が空っぽになるぐらい多くの人が食われたわ。でもそれはもう何日も前に終わったわ。だからもうしばらくは生き残れるんじゃないかってみんなほっとして……」とナドラクは牢で丸まる女たちに視し線せんを向け、皮肉に口元を歪ゆがめた。「ま、こんなふうになってまで生きていてもしょうがないかもしれないけどさ」

　そしてナドラクはため息をついた。

「何か他の人たちとは違う感じだったから、助かるコネがあるのかと思ったけど、考えてみればそんな人がここに入れられるはずはないか」

「脱だつ出しゆつする方法なんてあるの？」

「こちら側に連れて来られた人間は、餌にされる奴やつと使徒にされる奴に分かれるのよ。魔族の下げ僕ぼくでだって生き延びた方がずっといいじゃない。貴方には何か違う感じがしたから、もしかして何かツテでもあるのかって期待したんだけど……ちょ、ちょっと何すんのよ」

　ナドラクは驚いて言う。レイニーが彼女の肩かたを掴つかんでいたからだ。

「貴方……いま、こっち側に連れて来られたって言ったの!?」

「やめてってば。大きな声を出さないでよ。目を付けられたら……」

　と、そのとき外から足音と金属の塊かたまりを引きずるような音が聞こえてきた。

「食事よ」ナドラクはレイニーの腕を掴み、折られた脚を引きずって部屋の奥へと引っ張る。「部屋の隅すみで丸まって、元気のないフリをするの。貴方、綺き麗れいだから、嬲なぶりものにされるわよ」

　足音はすぐ側まで近づいて来ていた。レイニーはナドラクの言うように、藁わらを積み上げただけの寝床の一つに身体からだを埋うずめて顔を隠かくした。

　扉とびらが開く。「ほら、餌の時間だぞ」「……ったく、臭くせぇな。豚ぶたどもが」二人の声がぶつぶつ言いながら入口の側にあった飼かい葉ば桶おけに、ベチャッ、ベチャッ、と半液えき状じようの物を注つぐ。生きる希望を失っていた女たちが脚あしをひきずりながらずるずると飼い葉桶の方へと這って行く。レイニーは自分の腹はらが減へっていたことに気づいたが、飼い葉桶に注がれる餌からは明らかに腐くさった臭においがしていた。だがそれを女たちは貪むさぼり食った。悪あく夢むの世界だった。ここでは人間は家畜にすぎないのだ。

「……ん？　何だ、お前。食わないのか？」

　足音が近づいて来て、レイニーの背せ中なかを軽く蹴けった。部屋の反対側で床に伏ふせたナドラクと目が合った。彼女は手で枕まくらを作ってみせ、レイニーに合図を送る。「寝たフリをしろ」と言っているのだろう。レイニーは恐きよう怖ふを押し殺して瞳を閉じ、ぎこちなく寝返りをうってみせた。

　顔に生臭い息が掛かった。目の前に相手の顔が近づいているのを感じた。

「おい、こいつすげえ美人だぜ」

「ほんとだ」

　ぐいっと顎あごが掴つかまれて、レイニーは藁のベッドから引きずり出された。「ほら、起きろ」ぴしゃりと頬ほおが叩たたかれた。瞳を開くと、全身を獣けものの毛に覆おおわれた二人の者──おそらくはかつては人間であった使徒──が自分の身体に卑ひ猥わいな視線を送っていた。二人は頷うなずき合い、「来な」とレイニーを両りよう脇わきから抱かかえて牢の出口へと引きずって行った。

　レイニーは恐怖に震ふるえた。だが咄とつ嗟さに歩けないフリをする冷静さは残っていた。

　二人の使徒は食事の配給を放ほうり出し、レイニーを引きずって廊ろう下かを進んだ。廊下にも酷ひどい臭いが立ち籠めていた。明かりの漏もれた扉のない部屋の前を通り過ぎた。そこは厨ちゆう房ぼうだった。うつろな目をした人間──あるいは使徒──が包丁で、得体の知れない動物の腐った肉をぶつ切りにして鍋なべに放り込んでいた。

「貴方あなたたち……」レイニーは呻くように言う。「貴方たちもここに来るまでは人間だったんでしょう？　どうして同じ人間にこんなことができるの？」

　すると二人は顔を見合わせ、そして噴ふき出した。

「お前なんかと一いつ緒しよにすんなよ。俺らは主人マスターの牙きばを戴いただいた選ばれた人間だぜ。てめえなんかとはもう違う生き物なんだよ」

　男はレイニーに牙を見せつける。

「犯おかした後に食い殺してやるぜ。どうせ『上』から次々に運ばれて来るんだ。一匹ぴきや二匹いなくなったって関係ねえんだ」

「おい、厨房でヤッちまおうぜ。その方が手間がかからなくていいや」

「そうだな」

　二人は引き返し、厨房へと入った。そして厨房にいたコックたちを顎で追い払はらう。コックたちはレイニーに微かすかな憐れん憫びんの視線を向けてから部屋を出て行った。

　レイニーはごろりと調理台の上に転がされた。「たまんねえな、こりゃ」男はかちゃかちゃとベルトに手を掛けた。

（……冗じよう談だんじゃないわ）

　レイニーの視界に、調理台の上に転がった肉切り包丁が入った。レイニーはのしかかろうとする男から怯おびえて逃げるフリをして包丁へと近づく。男は余よ計けい興こう奮ふんしたように「へへへ……じっくり時間をかけて料理してやるからな」などと言いながらレイニーの腰を押おさえて反対の手でレイニーの股またを割わった。その瞬しゆん間かん、レイニーは肉切り包丁を掴んで覆おおい被かぶさろうとする男の顔面に水平に叩き込んだ。

　狙ねらい通り両目を潰つぶし、顔の半分まで包丁がめり込んだ。男は絶ぜつ叫きようする。レイニーは調理台から飛び降りた。

「て、てめえ、脚が……」

　もう一人の男がレイニーを追って来る。レイニーは厨房の奥おくへと走った。逃げるためではなかった。レイニーは火に掛かっていた鍋の取っ手を掴んだ。ジュッ、と手が焼ける音と激げき痛つうが走ったが、構かまわずに力の限かぎり鍋を男に向かって放り投げた。

「あああっ!!」

　煮にえたぎった鍋の中身を全身に浴びて男は悲鳴を上げた。レイニーは男の前まで行くと、男が腰に差していた剣つるぎを抜き、男の首くび筋すじめがけて振り下ろした。レイニーの力では首を切せつ断だんすることはできなかったが、頸けい椎ついが砕くだけ、男は絶叫して床に転げた。

「人間だったら死んでいたところよ。人間じゃなくてよかったわね」

　そう吐はき捨すててレイニーは厨房を飛び出した。

（ナドラクを……それから囚われたエスクードの仲間を助けなくっちゃ……）

　しかし連れて来られた方から足音が駆かけて来ていた。仕方なくレイニーは反対方向へと走り出した。

　昇のぼりの階かい段だんがあった。どこに繋つながっているかは分からなかったが、レイニーは階段を駆け上がった。階段を昇った所は小部屋になっていた。小部屋を出ると廊下が真まっ直すぐに延のびていた。湿しつ気けと臭しゆう気きが籠もった地下とは違ちがい、外の空気の香かおりがした。レイニーは廊下を走った。

　廊下はほんの僅わずかで終わり、扉があった。レイニーは扉を潜くぐった。

「……ここは」

　そこは街の中であった。街は漆しつ黒こくに閉とざされ、見たこともない建けん築ちく様式の、いや、バチカンに建てられていた建けん造ぞう物ぶつと同じ建築様式の街が広がっていた。栄えた街なのか、多くの者たちが往おう来らいを歩き、剣を手に建物から飛び出して来たレイニーに怪け訝げんそうな視線を向けていた。

　レイニーは足を止めて空を見上げた。

　街の中央には巨きよ大だいな塔とうが建っていた。その頂ちよう上じようには長四角の穴があった。レイニーはそれが何であるか直感した。あれはゲートの出口。この世界の呪のろわれた怪かい物ぶつどもはあの塔を昇って自分らの世界にやって来たのである。まるでバベルの塔のように立ちはだかる塔の高さにレイニーは目め眩まいを覚えた。

　ガンッ、といきなりレイニーは背はい後ごから殴なぐり飛ばされた。

「このクソ女……」

　顔面から血を流す使徒と焼け爛ただれた使徒。先さき程ほどレイニーが厨房で撃げき退たいしたあの二人が怒いかりに満ちた顔でレイニーの背後に立っていた。

　痛いたみがレイニーを我われに返らせた。諦あきらめるものですか──レイニーは手から落ちた剣を拾って構えた。使徒は「人間などに何ができるものか」とばかりの馬ば鹿かにした笑えみを浮かべる。だがレイニーは負けなかった。見み様よう見み真ま似ねで剣を構えながら間合いを取る。ここで自分が諦めたら、倒れた仲間たちに申し訳わけが立たない。

　と、そのときガラガラという音が聞こえた。馬車の音だった。二人の使徒、それから往来を歩いていた者たちがハッとして一いつ斉せいに地面に這はいつくばった。

「……おや、これは」

　馬車から聞こえてきた女の声にレイニーは聞き覚えがあった。馬車が止まり、乗っていた人物が馬車から降おりた。

「貴方……確たしかギアリーとかいう盟主ロード……」

　この馬ば鹿かがっ、とレイニーを慰なぐさみものにしようとしていた使徒が彼女の頭を掴つかんで地面に叩たたきつけるようにして土ど下げ座ざさせた。額ひたいが石いし畳だたみにぶつけられ、ドロリとしたものが流れ出るのを感じた。

「よせ、下げ郎ろう。ぬしは女おな子ごの扱あつかいというものを知らぬのかえ？」

　ギアリーは言う。穏おだやかな口調であったが、使徒はガタガタと震ふるえながら床ゆかに這いつくばって許しを乞うた。

　ギアリーはレイニーの目の前まで近づいて来た。その複ふく眼がんの瞳ひとみでレイニーを楽しげに見つめる。レイニーは彼女を激しく睨にらみ返した。

「いい度ど胸きようじゃの。妾わらわをそのような目で睨む人間など初めてじゃ」ギアリーはさらに楽しそうに口元を覆おおって笑った。「……そうか、おぬしか。『ワルプルギスの夜』にゲートを閉じようとした一いつ派ぱの生き残りというのは。なるほどなるほど。ぬしの炎ほのおのような目は、そのような大それたことをやろうとした者の目じゃ」

「貴方……何が起きたか知っているの？」

「もちろん。ちょっとした話題になったからの」

「みんなはっ、みんなはどうしたの!?　わたしはどうして殺されなかったの!?」

　横で這いつくばる使徒が「……頼たのむからやめてくれ」と、盟主ロードに敬けい意いをまるで払はらわないレイニーをやめさせようとするが、レイニーはお構いなしだった。

「二人、生き残った者がいたと聞いておる。お前も尋じん問もんを受けさせるために治ち療りようを施ほどこしたが、先に尋問を受けたもう片かた方ほうが口を割ったのでお前は不要になった……そんなところだと思うが、どうじゃ、下郎？」

「誠まことにご明察っ。全すべてその通りにございますっ」

　頭を擦すりつけながら卑ひ屈くつに言う使徒に、ギアリーは軽けい蔑べつの視線を向けた。

「何と言ったかの……宮きゆう殿でんに運ばれて行くとき名を聞いた気がしたのじゃが……」

「……ラドウィック」

　レイニーは恐おそる恐る言う。

「おお、確たしかそんな名前であった」

「彼は……どうなったの？」

「さあ、どうしたのじゃろうのお。そのような大それたことをするような者、口を割ったとて生かしておくとは思えぬが。餌えさ小屋に落とされたとかそんなところではないか？」とギアリーは這いつくばる使徒に目で訊ねるが、使徒は困こまり果はてたように首を捻ひねった。ギアリーはそれ以上そのことに興きよう味みはないようで、レイニーを見た。「ところで、おぬしの名は？　仲間が呼よんでいるのを聞いた気もするのじゃが忘わすれてしもうた」

「……レイニーよ」

「ではレイニー。妾と一いつ緒しよに参れ」

「何ですって!?」

「妾の屋や敷しきに連れて行ってやろう。それとも、こんな所にいてそやつら下郎に弄もてあそばれて食い殺されたいのか？」

（何を企たくらんでいるの……？）

　レイニーは目の前にいる盟主ロードを見つめた。自分を騙だましてどこかに連れて行き、嬲ろうとしているふうには見えなかった。いや、元よりこの絶ぜつ大だいなる力と権けん力りよくを持つ女が、自分を策さく謀ぼうで陥おとしいれる必要などないのだが。

　不意にレイニーは誰かの視線を感じた。自分をじっと見つめる視線を。

　周囲を窺うかがっていたレイニーは、ギアリーの乗っていた馬車がバチカンで彼女が乗っていたものとは違うことに気づいた。掲かかげられていた紋もん章しようは彼女の物ではなかった。そして馬車の奥おくから得体の知れぬ、そして圧あつ倒とう的な気配を感じた。

「どうした、レイニー？」

「……何でもないわ」

　レイニーは決けつ断だんした。これからどうなるかまったく分からなかったが、あの家か畜ちく小屋のような地ち下か牢ろうに戻されるよりはよっぽどマシだったし、それに彼女は今、絶大なる権力を持つ相手に願い事ができる状じよう況きようにあった。聞き入れてもらえるかは別として。

「一つお願いがあるんだけれど、いいかしら？」

　周囲の者たちが唖あ然ぜんとしてレイニーを見つめた。彼らは盟主ロードに何かを要求する無謀な者など見たことがなかった。当のギアリーも少し驚おどろいた様子だったが、「言うてみい」と促うながした。

　レイニーは自分が出て来た扉とびらの向こうを指差して言った。

「一緒に連れて行ってもらいたい子がいるの」

　　　　viii．




「レイニー……レイニー……」

　彼女を呼ぶ声がする。暖あたたかなベッドに横たわった彼女は煩わずらわしそうにシーツの中に潜もぐり込こむ。眠ねむかった。もう少し寝ねていたい。できるなら明日の朝までも。

「レイニーったらっ」

　ちょっと腹はらを立てた蓮はすっ葉ぱな声が近づいて来る。夢ゆめうつつの中でレイニーはなぜか妹のことを思い出す。いや逆ぎやくだ……自分に起こされるのはいつもフラウの方で……。

「レイニー、起きなさいってば。ギアリー様が屋敷にお戻りよ。一緒に朝食を摂とるから呼んで来いって」

　ドアが開いた。部屋に入って来たのはナドラクだった。

「……まだ眠いんだけど」

「いい加か減げんになさいよ」ナドラクはレイニーのシーツを引っ剥ぱがした。「貴方ぐらいよ、盟主ロードのお呼よびを無む視しするのは」

　ナドラクは半ば強きよう制せい的にレイニーをベッドから引っ張り出すと、肌はだ着ぎ一いち枚まいのレイニーを大きなクローゼットの前まで連れて行った。

「ほら、手を挙げて」

　ナドラクはクローゼットからドレスを取り出し、まるでやる気のないレイニーにてきぱきと着せていく。

　レイニーは窓まどの外を見つめた。街でもかなり小高い丘おかの上にある屋敷の窓からは街が一望できた。それなりに壮そう観かんな光景であったが、漆しつ黒こくのまま太陽の昇ることのないこの世界では些いささかもったいなかった。

「はい、できたわよ」レイニーにドレスを着せるとナドラクはぽんとレイニーのお尻しりを叩たたいた。「早く行きましょう。ギアリー様は今日はご機き嫌げんがよろしいようだけど、また失礼なことを言ったりするんじゃないわよ」

　レイニーはナドラクに手を引かれて部屋を出た。

　あれから二か月が過すぎていた。レイニーとナドラクは盟主ロードギアリーの屋敷に連れて行かれ、そこで暮くらしていた。ナドラクはメイドとして屋敷で働いている。少し蓮っ葉な感じは相変わらずだったが、藍あい色いろのメイドの衣い装しようはすっかり板についていた。彼女自身もこの仕事が気に入っているようであった。

　そしてレイニーはというと、魔ま族ぞくなんかのために働くなんてお断ことわりだときっぱり拒きよ否ひしたのだが、ギアリーは愉ゆ快かいそうに笑い、まるで自分の娘むすめのように大きな部屋を与あたえてこの屋敷で暮らさせていた。

　食堂に着くと、ギアリーは既すでに席に着いていた。

「おはよう、レイニー」

「『おはよう』と言われてもここでは朝も夜も分からないわ」

　レイニーは反はん抗こう的に言うが、ギアリーは相変わらず怒おこりもしない。レイニーは人間の世界で何人もの大司教や王族たちと会っていたが、ギアリーほど悠ゆう然ぜんとした相手は見たことがない。生き物としての圧あつ倒とう的な差が余よ裕ゆうとしてそうさせているのだろうか。反抗してもギアリーにまるで相手にされないと、何だか自分が酷ひどくつまらない人間になったように思えてしまった。

　野菜と何かの肉が和あえられた前菜が運ばれてくる。レイニーの顔が強こわ張ばる。「人間の肉ではないから安心いたせ」ギアリーは先回りして言ってナイフとフォークを手に取った。レイニーもそれを口に運んだ。瑞みず々みずしい野菜とよく締しまった鳥の肉の味が口に広がる。どちらも太陽のないこちら側の世界では手に入らない代しろ物ものだ。こういった食事が気に入り向こう側に居いつく魔族も多いという。もっとも、奴やつらが一番好きなのは人間の血肉なのだが。

　皿が片かた付づけられ、スープが置かれる。オニオンの香かおりと魚の白身。目の前にいる魔女の瞳ひとみ──まるで昆こん虫ちゆうのような複ふく眼がん──さえ見なければ、どこかの貴き族ぞくの館やかたに招まねかれての優ゆう雅がな会食にしか思えない。居い心地ごこちがいい、と感じてしまう自分が嫌だった。

「レイニー」スプーンを口に運びながらギアリーが言った。「今日、これから宮きゆう殿でんに行く。ぬしも同行いたせ」

　レイニーの手がぴたりと止まる。

「……なぜ？」

「ぬしも人間の世界では貴族であったのであろう？　その年なら社交界デビューというやつをもうしているのではないか」

「馬ば鹿かにしないで」

　レイニーは乱らん暴ぼうにスプーンを置いて言った。ギアリーの手がピタリと止まる。さすがに言葉が過ぎていた。周囲を取り囲む使用人たち、特にナドラクが蒼そう白はくになってレイニーとギアリーを見み比くらべた。

「貴方あなたは気き紛まぐれでわたしを飼かっているんじゃないわ。あのとき馬車に一いつ緒しよにいた奴から命令されたんでしょう？　いつもどこかからわたしを見つめる視し線せんを感じるわ。わたしはここで誰だれかに見られている……違う？」

　ギアリーはにまりと笑った。

「説明して」

「妾わらわが人間に何かを説明する必要があるのかえ？」

　ズズッ、というものがギアリーの背はい後ごで蠢うごめくのをレイニーは感じた。さすがに死の香りを感じたが、それでもレイニーはギアリーを睨にらみつけた。

「ふふ……さすがあのお方が興きよう味みを覚えただけはあるの」

「『あのお方』……ですって？」

　焼きたてのパンとバターが運ばれて来た。ギアリーはそれを手に取り、口に運んだ。

「まずは食事を済まそうではないか。道すがら馬車の中で話してやろう」

　　　　◇




　食事を済ませるとレイニーはギアリーと共に屋や敷しきを出て、馬車で『宮殿』へと向かって出発した。こちら側に連れて来られてから外出するのは初めてのことだった。

　まるで大たい河がのような広い幅はばの大通り。等とう間かん隔かくにポールが建てられ、魔ま導どうの明かりが灯ともされている。両脇に並ならぶ建物はどれも自分の世界よりもずっと雄ゆう大だいで、つるんと磨みがき上げられた建材で建てられている。繋つなぎ目がないので金きん属ぞくかとも思ったが、鈍にぶい輝きは石のものであった。いかなる技ぎ術じゆつによって造つくられたのかレイニーには想そう像ぞうもつかない。

「美しい街であろう？」

「ええ。そうね」

　レイニーは素直に認みとめた。見事に区画整理された通りの組み合わさり方から、一軒けん一軒の建物の並びまで一分の隙すきもなく完かん璧ぺきなまでに造り上げられていた。ともすれば模も型けいの箱庭のように作り物じみてしまうだろうに、微かすかに生活の香りが漂ただよっているのも悪くなかった。これで通りに異い形ぎようの生物──馬車を引く得体の知れない動物も含ふくめて──がいなかったら、さぞかし心を奪うばわれていたことだろう。

「シュティルツヒェン＝パラケルスス……こちら側では最も大きな街じゃ。そして最も偉い大だいな方の所有する最も美しい街。もしかするとこの街はおぬしの物となるやもしれんぞ」

「……どういう意味？」

「おぬしはこの街の所有者に見み初そめられた、という意味に聞こえぬか？」

　ギアリーは楽しそうに笑う。からかっているようにも聞こえるし、自分を可愛かわいがっているようにも聞こえる。屋敷で囁ささやかれる噂うわさを総そう合ごうすればこの盟主ロードは日夜残ざん忍にん極きわまりない行こう為いに耽ふける暴君のはずなのだが、レイニーに対しては気のいい親しん戚せきのご婦ふ人じんのように振ふる舞まう。気き紛まぐれということなのであろうか、それとも誰かに命じられてそうしているだけ──。

「……そろそろ話してくれるかしら？　わたしを誰の所に連れて行くの？」

「おぬしに余よ計けいなことは聞かせぬよう命じられておってな。いずれ時が来れば分かることじゃ。未来に思いを馳はせることは悪くはないぞ」

「馬車の中で話してくれる約束よ」

「ああでも言わねば、おぬしはせっかくの食事を台無しにしてしまったであろう？」

　ギアリーはとぼけた顔で言った。レイニーが黙だまってしまうと、ギアリーは待っていたかのように口を覆おおって笑った。レイニーは諦あきらめて窓まどの外の景色に目をやった。

　天をつくあの塔とうが見えてきた。この舌したを咬かみそうな名の街は塔を中心に造られている。宮殿はそれを防ぼう護ごするように塔の麓ふもとに鎮ちん座ざしていた。

　ギアリーの紋もん章しようが刻きざまれた馬車が宮殿の前へと近づくと、番兵が厳おごそかに門もん扉ぴを開き、宮殿がレイニーの前に姿すがたを現した。

　ヨーロッパ中の王都を見て回ったことがある彼女でさえ目が眩くらむような宮殿であった。街で唯ゆい一いつ純じゆん白ぱくの石で造られた巨きよ大だいな宮殿は、暗くら闇やみに閉とざされた街の中で自らが光を放ち、そこに向かう者を圧あつ倒とうせずにはいなかった。

　長い塁るい道どうを通って正面の宮殿の前へと馬車は到とう着ちやくした。

「来きぃや、レイニー」

　ギアリーの後についてレイニーが馬車を降りると、ちょうど宮殿の玄げん関かんから全身黒ずくめのまるで巨大な岩のような体たい躯くの男が降りて来た。レイニーは咄とつ嗟さに身み構がまえた。それはゲートの前でアルバートを一いち撃げきの下もとに屠ほふりレイニーを吹ふき飛ばしたトゥロワヌとかいう男だった。

　トゥロワヌは殺気を放つレイニーにちらりと目をやっただけで通り過ぎ、ギアリーの前で小さく頭を下げた。ギアリーが軽く頷うなずいて応おうじる。どうやらギアリーの方が幾いく分ぶんか上位にいるらしい。

「この娘むすめをお連れするように言われてな」

「話は伺うかがっております」

　そう言いながらもトゥロワヌはあまり興きよう味みなさそうであった。

「あのお方が初めて人間の女おな子ごを迎むかえ入れるというのに、おぬしは相変わらず朴ぼく念ねん仁じんじゃのぉ。おぬしと縁えんのないわけでもない女子じゃろうに」

「……『朴念仁』という呼よび名は勘かん弁べん願えないでしょうか。私をそう呼ぶことを流は行やらせようとしている男がおりまして」

「ふふ、あの女おな子ご知らずのお坊ぼつちゃんか。あのお坊ちゃんめ、おぬしが気になるからちょっかいを出してくるのではないかえ？」

　ギアリーはレイニーをからかうときのように笑い、トゥロワヌはその厳いかめしい顔を苦々しげに歪ゆがめた。

「……それはどうでもよろしいですが」トゥロワヌは咳せき払ばらいをしてから、ずっと険けわしい顔で自分を睨にらみ続けるレイニーに目をやった。「事が済すんだ後、我われ々われ盟主ロードはこの人間の女をどのように扱あつかえばよいのでしょうか？」

「さあ、どうじゃろう？　妾わらわはただ世話を命じられただけじゃからの。この娘がこれから我々にとってどのような存そん在ざいになるかはあのお方だけが知っておる」

　トゥロワヌは「そうですか」とまた無関心な表情になって立ち去って行った。

「行くぞ、レイニー」

　二人は宮きゆう殿でんへと入って行った。

　表通りとは違ちがい、向こう側から連れて来られて人間から使徒となったらしき者の姿はなく、すれ違うのは誰もが盟主の腹ふく心しんの者たち。しかしその者たちはギアリーに深々と頭を下げながら、ちらちらと興味深そうにレイニーの顔を窺うかがっていた。

　階かい段だんを昇り四階まで上がる。選ばれし者だけが立ち入ることを許ゆるされる階なのだろう、ときおりメイドとすれ違うだけで、登と城じようして来た外の者と思おぼしき者の姿はない。メイドたちもよく教育されているようで、レイニーに不ぶ躾しつけな視し線せんを送ってきたりはしなかった。

「……さっきわざと聞かせたのよね？　これからわたしがどうなるか」

　廊ろう下かに人がいなくなったときにレイニーは訊たずねた。ギアリーは満足そうに頷いた。

「それでわたしは……その『あのお方』とやらの慰なぐさみものにされるの？」

　頷くばかりで答えようとしないギアリーに、レイニーは率そつ直ちよくに訊ねた。想そう像ぞうしていたことではあったが、言葉にするといきなり恐きよう怖ふに見み舞まわれ、レイニーの足が鈍にぶった。闇の者たちは男も女も人間たちを性せいの玩具おもちやとして蹂じゆう躙りんする。闇の者たちと褥しとねを共にすると人間相手では決して与あたえられない快かい楽らくの渦うずにのみ込こまれ、人間相手の交まじわりには戻れなくなるという。もっとも、一ひと晩ばん弄もてあそばれてそのまま廃はい人じんとなってしまう者の方が遥はるかに多いそうであるが。

「全すべてを許されたお方が、なぜおぬしを二か月も妾に預あずけて待つ必要がある？　様子を見たりせず、おぬしの肌はだを貪むさぼりたければただそうすればいいのではないか？」

　またヒントだ、とレイニーは思った。

　この二か月の間、ずっと感じていた視線。やはりあれは気のせいではないのだ。ギアリーの今の言葉を裏うら返がえせば、それを認みとめたことになる。

　では何の目的で自分を観察していたのであろうか？

　その答えはギアリーの口からは聞けそうになかった。

　だがそれは間もなく──避さけようもなく──分かることになる。

　そして、廊下が終わった。

「娘を連れて参りました」

　扉とびらの前であるにもかかわらずギアリーは静かに傅かしずいて言った。返事はなかった。が、ギアリーは顎あごでくいっとレイニーに部屋に入るよう促うながした。

「……まだ相手の名前を聞いてないわ。何と呼べばいいの？」

「あのお方に名はない」

「名前がないですって？」

「名とは他者と分別するためにあるもの。永えい遠えんに等しい時を生き、唯一絶対の存在であるあのお方に名など必要があるか？……ただときにあのお方は『偉大なる君主グランマスター』と呼ばれておる」

「偉大なる君主グランマスター……」

「さて、妾はここまでじゃ。おぬしと今後会うことがあるか分からぬが、おぬしと共に暮くらしたこの二か月は楽しかったぞ」

「わたしも正直なところ、貴方あなたがそんなに嫌きらいじゃないわ」

　ギアリーは笑ってレイニーの頭を撫なでた。だがレイニーを逃がすつもりはまったくなさそうだった。それは当たり前のことだった。彼女は盟主ロードの一人であり、レイニーは彼女らに捕ほ食しよくされ嬲なぶられる人間の一人。もしレイニーがここから戻もどらぬとしても、ギアリーは「そうか」という言葉以外をレイニーに手た向むけることはないだろう。それが人間である彼女とギアリーの間に横たわっているどこまでも深い溝みぞであった。

（いいわ……ならばせめて……）

　レイニーは意を決して扉を開いた。

　　　　◇




　部屋はこちら側の様式の調度で美しく彩いろどられていた。数回覗のぞいたことのあるギアリーの寝しん室しつと似にていたが、こちらはあちこちに本が無む造ぞう作さに積まれていて、香こうの匂いに混まじって微かすかに埃ほこりとカビの匂いがした。

「ここだ」

　レイニーが相手の姿すがたを探さがして部屋をキョロキョロとしていると、いきなり男の声がしてレイニーは飛び上がりそうになった。

　年の頃は人間ならば二十代後半の男が、部屋の中央に置かれたアームチェアに脚を組んで腰こし掛かけて本を読んでいた。

　確たしかにさっきまではそこにはいなかったはずなのに突とつ然ぜん姿を現あらわした──という奇き妙みような体験をしたというのに、レイニーはポカンと男を見つめ続けた。

　彼はレイニーが想像していた『偉大なる君主グランマスター』とはまるで違った。あのおぞましき闇やみの軍隊を束ねる王──巨きよ躯くを漆しつ黒こくの鎧よろいに包み、隆りゆう々りゆうたる腕で女をベッドに引きずり込んでは凌りよう辱じよくして食い殺す──そんな像を描えがいていたのに、目の前にいるのはまるで学者のようなほっそりとした男だった。ギアリーのような禍まが々まがしい色いろ香かもなければ、トゥロワヌのような圧あつ倒とう的な暴ぼう虐ぎやくを感じさせるでもない。ゆったりとした薄うすいシャツをまとい、肌は白く、長い髪かみを無む造ぞう作さに垂たらしている。腰に差した人の背せ丈たけほどもある黒い剣つるぎだけが威い圧あつ感を醸かもし出していたが、それを除のぞけば人間を食くらうどころか動物の肉を口にすることさえ嫌いやがりそうな線の細い男であった。そして彼は驚おどろくほど美しかった。

「……どうした？」

　男は本を閉じ、ようやくレイニーの方を向いた。

「え、いえ……」なぜだか吃どもってしまい、レイニーは咳せき払ばらいをした。「さっきそこを見たとき貴方はいなかったわ。でもわたしに声を掛けたらいきなり姿が現れた。わざわざ魔ま術じゆつを使って人間なんかを驚かすのが趣しゆ味みなの？」

　男はしばし不思議そうに眉まゆを顰ひそめた。せっかくの美び貌ぼうに曇くもりができ、何だかやけにもったいなく思えた。

「恐おそらく私が君に気を払はらわなかったせいだろう」

「……何を言っているのか分からないわ」

「ふむ……」男はどこからともなく抜ぬき身のナイフを取り出し、自分の脇わきのテーブルに置いた。「たとえばこれが君の持ち物であるとしよう。そして君がもし普ふ段だんより家か畜ちくを捌さばく仕事をする端はした女めであったのなら、このように刃は物ものが身近にあっても何の意い識しきも向けぬだろう。だが……」

　男は立ち上がると、ナイフを手にレイニーの側までやって来て、それをレイニーの喉のど元もとに突つきつけた。男の無む機き質しつな瞳ひとみにレイニーの身体からだが凍こおりついた。

「君はいまこのナイフに恐きよう怖ふを感じた……そうだろう？」

「……ええ」

「私は殺意を籠こめて君にナイフを向けた。ナイフに私の意思が籠もり、そのことにより君はついさっきまで何の意識も向けていなかったナイフを『自分を傷きずつける道具』と認にん識しきし、恐怖を覚えた」

　なるほど……と納なつ得とくしかけたレイニーだが、男はそこでレイニーを覗のぞき込こんで「そんな仮か説せつはどうだろうか？」と付け加えた。

「……何よそれ。からかっているの？」

「いいや。対等な関係として『向こう側』の人間と接せつするのは君が初めてなのでな。正直なところ、私の持つ力が人間にどのような影えい響きようを与あたえるのか想そう像ぞうがつかぬ。できるだけ注意を払って扱あつかうよう配はい慮りよするつもりだ。……まあ席につきたまえ」



    

  
    
      　男はどこかにナイフを消し去り、ソファに腰を下ろした。

（『注意を払って扱う』っていうののどこが対等なのよ……）

　レイニーは半ば呆あきれるが、困こまったことに男からは自分を見下す倣ごう岸がんさも悪意というものさえも感じられなかった。もしかすると神というものはこういうものなのかもしれない……とレイニーはキリスト教徒が聞いたら激げき怒どするであろうことを思った。魔族の盟主ロードをして『唯ゆい一いつ絶ぜつ対たいの存そん在ざい』と呼ばせる男。自分以外の者との隔へだたりがあまりに大きすぎると、他者との交流が不ふ可か能のうなレベルまで達するのではなかろうか？

　不意にレイニーは地じ獄ごくの深しん淵えんを覗いたかのようなうそ寒さを覚えた。自分は人間が、いや、魔族さえも対たい峙じしてはならぬ存在と対峙しているのではなかろうか……。

「どうした？」

　立ち呆けるレイニーに、男は先さき程ほどと同じ言葉を掛けた。「何でもないわ」レイニーは自らを鼓こ舞ぶするように応こたえて、男の前に座すわった。

「わたしを観察していたそうね？」

「ああ」

「何が目的なの？」

「私の相手となる人間を探さがしていた。いや、探していたと言うより、選んでいたと言うべきかな」

「『相手』ですって？」

　男はこくりと頷うなずいた。

「ときに君はこの世界にいる魔族たちが如い何かなる方法をもって増ふえるか知っているか？」

「魔族は子を生なさない……と聞いているわ」

　なぜそんな質しつ問もんをするのだろうかと訝いぶかしみながらレイニーは答えた。

「そう、ほとんどの魔族は子を作る力を持たない。だがその中にときおり特とく異いな肉体を持って生まれ落ちる魔族がいる。彼らは他の魔族より遥はるかに強きよう靱じんな肉体を持って生まれ、君らと同じように牡おすと牝めすが交わり合って子を生す。私は彼らを『高貴なる血ブルー・ブラツド』と呼ぶことにした」

「……それが『盟主ロード』ね」

「君は頭がいいようだな。……私はあまりに遠い昔からこの世界にいる。どれほど昔かは自分でも覚えてない。だが遠い昔にはこの世界にはもっと多くのブルー・ブラッドたちがいた気がした。いや……遠い昔はほとんどがブルー・ブラッドではなかったか、とも思うのだが、あの頃ころには私は魔族たちの繁はん殖しよくに興きよう味みを向けていなかったので記き憶おくは定さだかではない。だがある頃からか次し第だいにブルー・ブラッドたちはこの世界に生まれなくなった」

「……貴方あなたはこの世界の王なの？　それともこの世界を創そう造ぞうした存在なの？」

「さあ、どうだろうな。私と魔族たちには似にた形けい質しつがあるし、差さ異いもある。しかし魔族と私との差異の大きさは、君らと魔族との差異よりも遥かに大きい。君らの世界にある『神』という概がい念ねんも部分的には私に当て嵌はまるが、私は彼らを創造した記憶はない」

　男はそこで言葉を切り、いつの間にかテーブルに並ならんでいた紅こう茶ちやのカップを口に運んだ。それが魔術によって運ばれたのか、それともさっきの『認識する』『しない』というやつなのかは分からなかったが、質問はせず自分の前に置かれたカップから紅茶を一口すすった。ここに来る前には「弄もてあそばれるぐらいなら一ひと太た刀ち浴びせて死んでやるわ」と決意していたのに、そのことも忘わすれていた。レイニーは男の話に強い興味を覚えていた。

「ここ数百年で生まれた新たな魔族は、現げん在ざいいる十二人のブルー・ブラッドからのみ生まれ落ちた者たちだ。新たなブルー・ブラッドはずいぶん長いこと生まれていない。私は彼ら十二人に『盟主ロード』という位を与あたえ、権けん力りよくと引き換かえに子を作ることを義ぎ務む付づけた。今後、我われ々われの世界に如い何かなることが起きるか私にはまだ分からぬ。我々は、末まつ端たんの者であっても君らより遥かに長い生を生きるので世代交代は緩ゆるやかに進むが、少ない親から生まれた者たちだけで社会が構こう成せいされる多た様よう性せいのなさが如何なる破は綻たんを招まねくか私には想像ができぬ。……そんなときだ」

　男は言葉を切り、窓まどの外を指差した。部屋の窓からは天にと延のびるあの黒い塔とうが見えた。ゲートへと続くあの塔が。

「私が自じ己この存在を認識したときよりあの『ゲート』は空に浮かんでいた。興味を覚えて開けてみようと思ったことはあったが、如何なる方法をもってしても決して開きはしなかった。だが、我々の中にブルー・ブラッドが生まれなくなってきた頃より、あのゲートを押おさえつける力が弱まってきているのを感じた。そして八年前、一人の人間がゲートを開いた」

「……貴方たちの種の危き機きがゲートを封ふうじる力を弱めさせているとでも言うの？」

「さあどうだろうか。だが君らとの接せつ触しよくは我々の中にあった一つの力を目め醒ざめさせた。我々は末端の者であろうとブルー・ブラッドであろうと、君らを咬かむことで同族を作り出す。これはある種、自らの血を他者の中に残すという形の種の保ほ存ぞんとは言えぬだろうか？　この世界だけであったのなら我々には必要のない力が、誰の中にもある……これは君らの世界と我々の世界が対ついを成なして存在しているということの証左ではなかろうか？」

「……使徒となった人間は生せい殖しよく能のう力りよくを失うと聞いているわ。それじゃ子孫は増ふえないわ」

「そう。末端の者であっても、ブルー・ブラッドであってもそれは変わらない。だがまだ一つ試ためしてないものがある」

　ぞわっ、とレイニーの全身の毛が逆さか立だった。

「……貴方ね」

　男は頷うなずいた。

「私は男の肉体をしているが、ブルー・ブラッドたちのように子は生せない。が、私にもどうやら使徒を作る能力はあるようだ。では私が血を与えた人間がどのような立場の者となるのか……それを試す相手を私は探していた。末端の魔族が作った使徒より、ブルー・ブラッドの作った使徒の方が遥かに強い力を持つ。ブルー・ブラッドの中でもより上位の者が作った使徒は主人の力に比ひ例れいした力を持つ。ならば私が作った使徒は絶ぜつ大だいなる力を持つこととなるだろう。もしかするとこの世界の母となるやもしれぬ相手をそう簡かん単たんに決めるわけにはいかぬと相手を探していたとき、君の話が聞こえてきた。『ワルプルギスの夜』にゲートを閉じようとした勇ゆう猛もうな女がいたという話を」

　男は席を立ち、ゆっくりとレイニーの方へと歩いて来た。逃にげようとしたが身体からだは動かなかった。

「私は君を家か畜ちく小屋に墜おとした。だが君はそこから自らの力で脱だつ出しゆつを計った。その後に私は君に貴き婦ふ人じんの待たい遇ぐうを与えた。だが君は心地ここちよい生活の中にあっても同どう胞ほうを失った憎ぞう悪おを忘わすれなかった。素す晴ばらしい。君は私の血を受け伴はん侶りよとなるに相応ふさわしい」

　男は無む造ぞう作さにレイニーにのしかかり、レイニーの顎あごにそっと手を這はわした。レイニーは彼の手を振ふり払はらおうとするが、両手を押おさえられ、ソファに磔はりつけにされた。

　男はレイニーの服に手を掛かけた。服が破やぶかれ、片かた方ほうの乳ち房ぶさごと首くび筋すじが露ろ出しゆつする。男はレイニーの首筋に唇くちびるを当てた。

「ああっ」

　レイニーの全身を快かい楽らくが貫つらぬき、意い識しきが落ちかける。全身から力が抜けた。男はレイニーの腕を押さえていた手を離はなしたが、レイニーは立ち上がることさえできなかった。これで男の牙きばに貫かれたら気が狂くるってしまうのではないかという恐怖。それと同時に心に湧わき上がるそれへの淫いん蕩とうな期待。……魔に魅みせられるというのはこういうことなのかもしれない。レイニーはぼんやりとした頭でそんなことを思った。

「先に忠ちゆう告こくしておこう。我々が使徒を作る行こう為い……『契けい約やく』というやつは、私が君に牙を与え、その後に私の血を君が自ら望んで飲んで初めて成る。それを拒こばめば君には悪あく夢むのような苦く痛つうが舞まい降おりる。……例を見せよう」

　男はパチンと指を鳴らした。入って来た扉とびらが開き、二人の兵士がやけに薄うす汚よごれた荷を抱かかえて部屋に入って来て、それを床ゆかに置いた。

「…………！」

　レイニーは言葉を失った。それは荷物なのではなく人間だった。四し肢しは全すべて切り落とされ、ありとあらゆる拷ごう問もんを受けたらしく全ぜん裸らの身体からだを赤黒く染そめ、声にならぬ唸うなり声を喉のどから漏もらしていた。

「ラド……ウィック……」

　レイニーは掠かすれた声で呟つぶやいた。それは共にゲートを閉じるべくバチカンに潜せん入にゆうしたエスクードの部隊長のラドウィックだった。快楽に酔よいかけていたレイニーは二つの意味で羞しゆう恥ちに顔を染めて、露ろ出しゆつした胸元を隠かくした。

「おい」偉大なる君主グランマスターと呼ばれる男は兵士に命じた。「そいつを咬かめ」

「はっ」

　兵士はラドウィックを拾い上げ、少しだけ気持ち悪そうな顔でラドウィックを自分の口へと近づける。

「やめて！」

　レイニーは絶ぜつ叫きようして彼の元へと向かおうとするが、男に押さえられてしまった。男は顎で「やれ」と命じた。

　兵士の牙がラドウィックの首筋に突つき刺ささった。ラドウィックは声にならない声で絶叫する。兵士は彼をゴミのように床に放った。ラドウィックは四肢を失った身体でバタバタと床を転がった。「だ……ず……げ……で」かろうじて聞き取れる声が彼の口から漏れた。「だずげで……ぐだ……ざい」

　自分を咬んだ主人を探しているのか、ラドウィックが床を這ってこちらに向かって来た。彼の顔を正面から見てレイニーは言葉を失う。彼の両目は縫ぬい合わされ、耳は焼かれていた。半開きの口から覗のぞく舌したは半分の長さになっていた。

　悪あく夢むのような光景であった。レイニーの瞳ひとみから涙なみだが零こぼれた。自分がギアリーの元で令れい嬢じようのような生活を与あたえられているとき、彼は光のない地ち下か牢ろうでのたうち回っていたのだ。

「見たまえ。彼は如い何かなる拷問にも耐たえ抜いた強き男だ。だが彼をしてもこの苦痛には耐えられない」

　男が言う。しかしそこに、レイニーの知る人物を使徒にすることで彼女を嬲なぶろうとする意図は感じられない。ただ分かりやすい例としてラドウィックを使ったというだけ。そのことがレイニーに如何なる感かん情じようを覚えさせるだろうかなど想そう像ぞうもしていなかった。怒いかりを通り過すぎた虚きよ脱だつ感で、レイニーはただ涙を流すしかできなかった。

　ラドウィックがレイニーの足元までやって来た。ナドラクと共にあの家か畜ちく小屋に囚とらわれていたときに嗅かいだ悪あく臭しゆうがした。ラドウィックはもぞもぞとレイニーの身体を這はい上がる。彼はハアハアと牙の生えた口から荒あらい息を吐はいた。ボタボタと口から涎よだれが落ちた。何ということであろうか。ラドウィックは使徒になれぬ苦痛を癒いやすため、レイニーの血肉を食らおうとしているのだ。

「……ごめんなさい、ラドウィック。貴方あなたにばかりつらい思いをさせて……」

　レイニーは彼を抱だき寄よせた。このまま彼に食い殺されていいと思った。彼の苦痛が少しでも和やわらぐのなら。それでこの悪夢が終わるのなら。

　ラドウィックがぴたりと止まった。何かに驚おどろいたような表情が彼の顔に浮かぶ。彼は顔を上げ、そして言った。

「……レイ……ニー？」

　それがラドウィックの最後の言葉だった。男は腰に差していた剣つるぎを抜いた。まるで水すい晶しようを砕くだいて作ったような禍まが々まがしい形けい状じようの漆しつ黒こくの剣。男はそれを無造作にラドウィックに突き刺さした。

　ラドウィックの口から空気が漏れる。男は手に力を籠こめる。剣からおぞましい気が溢あふれ出て、ラドウィックは一いつ瞬しゆんにして灰はいとなって消えた。

　男は剣を腰に戻もどし、兵士たちに「もうよいぞ」と言った。兵士たちは部屋を出て行った。

「不ふ快かいな思いをさせて悪かったが、これで契約を拒こばんだ者がどうなるか分かったことだろう。服が汚よごれてしまったな。契約を終えたら新たなドレスを用意させ……」

　ぱしんっ、という音が男の頬ほおで鳴った。レイニーの平手が男の頬を打っていた。自分が他者に傷きずつけられる経けい験けんはおろか、それをされることさえ想像したこともないであろう男は呆ほうけた顔をした。

「わたしに触ふれるな下げ郎ろうがっ！」男のような口調でレイニーは怒ど鳴なった。「誰が貴き様さまなどの使徒になどなるものかっ」

　呆けていた男の顔に笑えみが浮かんだ。考えてみればそれは男が初めてレイニーに見せた感情の起き伏ふくであった。

　男がレイニーにのしかかり、首くび筋すじに口を近づける。レイニーは憎ぞう悪おを持って抵てい抗こうするが、先さき程ほどのように首筋への口づけだけでレイニーは抵抗する力を失った。

　そして次の瞬しゆん間かん、レイニーの人間としての人生は終わった。

「あああああっ！」

　レイニーは絶叫した。首筋に深々と突き刺さった牙きばから血が吸すい上げられ、代わりに何かがレイニーの中に入って来る。「ああっ……あああっ！」続け様にレイニーは絶ぜつ頂ちように達する。

　男の牙が抜かれ、男はレイニーを放した。レイニーは叫びながらソファを転げ落ち、床でのたうった。性せいの快かい楽らくが一通り過すぎると、それに加えて苦く痛つうがレイニーの身体からだを苛さいなんだ。鋭するどい杭くいを何千万本も身体に金かな槌づちで打ち込まれるような激げき痛つう。肉が、骨ほねが、内ない臓ぞうが悲鳴を上げる。その間も性の快楽は終わらない。淫いん蕩とうな快楽が内側から全身を嬲なぶり、レイニーは涎を垂たらしながら声を上げた。肉体がレイニーの理り性せいを説得しようと訴うつたえていた。『あの男の血を受け入れろ』と。『そうすればこの苦痛は終わる』と。

「私を求めろ、我が伴はん侶りよよ。君が先程の男のようになるのは見たくない」

「わたしはお前になど屈くつさぬっ！　わたしの名はエスクードのレイニー・ブラディミール。貴様らに仇あだを為なす者っ。今のうちにわたしを殺しておけ。わたしはこの苦痛を乗り越え、いつか必ずこの手で貴様を殺してやるっ！」

「私の人選は間ま違ちがっていなかったようだな、冷たくも激はげしき炎ほのおの女よ。私は君をいとおしく思うぞ」男はレイニーの頬を撫なでる。さらに激しい快楽が身体を貫き、レイニーは失神しそうになる。「レイニーよ。私はその気になれば君の心を自由に操あやつれる。この世界で起きる全すべての事象は私の手にある。君を私に恋こいする小こ娘むすめに変えることは簡かん単たんなことだ。だが私はそれをしない。君が私を受け入れてくれるまで何万年でも待とう。いつか君が心変わりしてくれる日を」

　彼女の身体には変化が起きていた。偉大なる君主グランマスターの血がそうさせたのであろう。爪つめは刃やいばのように鋭く伸のび、ブルネットの髪かみはまるで炎のように真しん紅くに染そまっていた。

「……とはいえ、このままでは君は壊こわれてしまう」

　言うが早いか、男は服を脱ぬぎ去った。

「性の快楽は契けい約やくを終えぬ苦痛を和やわらげる。君が苦痛に倒れそうになったらいつでも相手をしてやろう」

　レイニーの媚び態たいを前にしても何の反はん応のうもしていなかった己おのれの陽物をすっと撫でた。すると彼の陽物はその学者のような風ふう貌ぼうに似に合あわず激しくそそり立った。

　この男は自分に欲よく望ぼうを覚えているのではない。『いとおしい』という言葉も、レイニーの憧あこがれていた恋物語の求愛とは違う。ただ医者が処しよ方ほう箋せんを出すようにこの男は自分の初物を奪うばおうというのだ。レイニーの瞳ひとみから涙なみだが零こぼれた。凌りよう辱じよくされるということは同じなのに、それは欲望のままに抱だかれるのより遥はるかに屈くつ辱じよく的だった。

「わたしは……必ず貴様を殺す……」

「その前に私は君を振り向かせる」

　それはまるでプロポーズの言葉であった。

　男の唇くちびるがレイニーの唇を塞ふさぎ、舌したが侵しん入にゆうしてきた。そのときレイニーは初めて自分の口に牙が生えていることに気づいた。
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「ああああああっ!!」

　レイニーは悲鳴を上げながらベッドの上で目を醒さました。

　いつものようにベッドはズタズタに千切れていた。夜にレイニーが苦痛にのたうち回っている間にこうしてしまうのである。

　レイニーは気だるい身体を引きずってベッドから這はい出した。今日もまたほとんど寝ることはできなかった。髪はボサボサ。全身は汗あせでびっしょりと濡ぬれている。苦痛のあまり咬かんだ唇には血の跡あとが残っていた。寝起きというよりは、戦地から戻もどって来たばかりといった風ふう体ていであった。

　部屋の片かた隅すみで寝ずの番をしていた侍じ女じよが駆かけ寄って来る。二年ほど前からレイニーの身の回りの世話をしている侍女で、名はシェリルという。元は向こう側から連れて来られた人間だが、既すでに使徒にされている。主人はあのギアリーだ。

「ご気分はいかがでしょうか、姫ひめ様さま？」

　シェリルはレイニーに濡れたタオルを差し出した。

「聞くまでもなかろう。いつもと同じで最悪だ」

　ぶっきらぼうに答えるレイニーにシェリルは困こまった顔でおろおろとする。

「……別にお前に対して怒おこってはおらぬ」

　レイニーはシェリルの手からタオルを取り、汗で濡れた顔を拭ぬぐって返した。シェリルは嬉うれしそうに微笑ほほえみ、「朝食を持って来ますねっ」と部屋を出て行った。使徒には主人の形けい質しつや気質が継けい承しようされるというが、この娘とギアリーはまったく似にていない。レイニーは小さなため息をつき、裸はだか同どう然ぜんの薄うす着ぎの姿すがたのまま、出窓に腰こし掛かけた。

　永えい遠えんの闇やみに閉とざされた暗い空が窓ガラスを鏡と変え、自分を映うつし出していた。

　あの日から十二年が過すぎていた。だが彼女の美び貌ぼうは僅わずかたりとも雲ってはいない。いや、あの男の牙を受けたときに炎のように真っ赤に染まった髪と、彼女の中に入った闇の血が醸かもし出す人間ならざる者の妖よう香かが、あの頃ころの儚はかなき花のようであった彼女とはまったく別種の美女にしていた。

　かちゃかちゃと食器を鳴らしてシェリルが駆けて来る音が遠くから聞こえる。まだ一つ下の階に着いたところなのに、闇の血に冒おかされたこの肉体はそれも聞き分ける。最初は何千という会話と生活雑ざつ音おんが周囲から襲おそってくるようで、闇の血の苦痛が和らぐ昼の間でさえ寝ていられなかったものだが、今ではすっかり慣なれてしまった。

「お待たせしました、姫様っ」

　息を切らせてシェリルが部屋に入って来る。よっぽど急いだらしく、スープと果実酒が少し零こぼれてしまっている。別に「急げ」などとは命じていないのに、まるで子犬みたいな娘だ……とレイニーは思った。

　レイニーは食事に顔を近づけて匂においを嗅かぐ。

「入ってませんよ……人間のお肉は」

「そのようだな」

　そしてようやくレイニーは食事に手をつける。いつもの儀ぎ式しきのようなものだ。

「なぜ姫様は人間のお肉を食べるのをそんなに嫌いやがるのですか？」

　シェリルが不思議そうに言う。この娘が使徒となってからの時間は自分よりずっと短いというのに、すっかり闇の者の考え方に染まってしまっていた。『契けい約やく』を終えた闇の血がそうさせたのか、それともレイニー以外の闇の者との交流がそうさせたのか彼女には分からない。別に分かりたいとも思わない。

「わたしは人間だから人間の血肉は食くらわぬ」ちらりとレイニーは彼女に目をやる。「お前は人間の血肉を食らうのか？」

「い、いえ。食べたことありません。姫様が……嫌がるから……」

「別に嫌がりはせぬ。口にしたときより、わたしはお前をもう人間としては見ぬ。ただそれだけだ」

「……だからそれって嫌がっているってことですぅ……」

　シェリルは叱しかられた子犬のように項うな垂だれた。

　食事を終えると、レイニーはクローゼットに向かう。年単位の時間をかけたのではないかと思えるほど繊せん細さいな刺し繍しゆうの施ほどこされたきらびやかなドレスがクローゼットに詰つまっている。服になど興きよう味みはないのに魔族たちが競せるようにして贈おくって来るのだ。シェリルに選ばせた物に着き替がえると、レイニーは部屋を出た。後ろからパタパタとシェリルがついて来た。

　レイニーとあの男の部屋しかない四階から下の階に降りて来ると、宮きゆう殿でんに登と城じようした魔族たちとすれ違ちがう。魔族たちは足を止め、深々と頭を下げる。レイニーの背はい後ごにいる偉大なる君主グランマスターの影かげを恐おそれているのではない。彼らは『姫ひめ君ぎみ』と渾あだ名なをつけられた彼女の力そのものに敬けい意いを払はらっていた。実じつ際さい、使徒はもとよりほとんどの魔族でさえ、あの男の牙きばを受けたレイニーの足元にも及およばない。

　こんな事じ件けんがあった。かつてレイニーの暮くらしていた街の『領りよう主しゆ』であったクェイクアスがレイニーとあの男の前に連れて来られたのである。

「人間であったときに、色々とあったそうだな」

　と、あの男が言った。クェイクアスは蒼そう白はくになってレイニーの足元に跪ひざまずいた。恨うらみを晴らしたいのなら殺してもいいぞ、というわけである。今のレイニーの力ならばそれは容よう易いなことだった。あれほど恐ろしかったクェイクアスは憐あわれな野の良ら犬いぬにしか見えなかった。

　しかしレイニーは彼を追い払はらわせた。憐れん憫びんを覚えたわけではない。レイニーは彼女の生まれた街を蹂じゆう躙りんしたクェイクアスに憎ぞう悪おを抱いだいている。が、毎日退たい屈くつしきっているレイニーの一ひと時ときの興きようのために引き立てられて来たクェイクアスを殺すことはあの男の思い通りになるようで、むしろそっちの方が不ふ愉ゆ快かいだった。ただその小さな一事件は、レイニーがクェイクアスを許ゆるしてやったと解かい釈しやくされたようで、「なんと寛かん大だいなる姫君か」と妙みように名が上がってしまっていい迷めい惑わくだった。

　レイニーは宮殿を出て、敷しき地ちの裏うら手てにある庭園へと向かった。レイニーのために作られた庭園。魔ま術じゆつで作られた小さな太陽が浮かび、まるで向こう側のような景色が作られている。身分低き者は入ることはできず、庭番以外とはまず会うことはない。レイニーがただ一つくつろげる場所だった。

「……おや」

　レイニーは小さな声を漏もらした。庭園には一面に、この前来たときにはなかった真っ赤な花が植えられていたのだ。まるで炎ほのおを閉とじ込こめたような、力強い花だった。

「はい、カパーラの火の花と申します」シェリルが素す早ばやく答える。「高山にしか生息しない珍めずらしい花なのですが、姫様によくお似に合あいかと偉大なる君主グランマスターがご命令されて植えさせたそうです」

「美しいな」

　と手を伸ばそうとすると、シェリルが慌あわてて制せい止しする。

「触れてはダメです姫様っ。その花は毒を持っています。いくら姫様のお身体からだでもその花の汁しるが入ればお身体が麻ま痺ひしてしまいますっ」

「……なるほど。見た目は華はなやかだが毒持ち、というのがわたしに似合っているとあの男は言いたいわけか」

「そ、そんな意味ではないのではないかと思います……」

　困こまり果はてるシェリルにレイニーは「ふん」とつまらなそうに鼻を鳴らし、庭園に置かれた少女趣味の真っ白な長椅い子すに腰を下ろした。まあ、花自体に責せき任にんがあるわけではない。レイニーは瞳ひとみを閉じて土と花の香かおりを胸むねに吸すい込んだ。偽いつわりの太陽が浮かんだ作り物の庭園。だけれどここは故こ郷きようの家を思い起こさせた。

（『姫君』か……）

　宮殿の者たちが敬意を込めて呼よぶ自分の渾あだ名な。まるであの男の妻つまのように扱あつかわれる日々。だが自分は、この庭園と同じく偽りの姫君であった。自分はこの宮殿から外に出ることさえできない。強大な力を得てしまったレイニーを逃のがさぬため、あの男の魔力がこの宮殿を取り囲んでいるのだ。もしレイニーがここから出たいのなら、あの男の血を受け入れるしかない。しかし最近、こうして庭園で揺蕩たゆとうているのはそれほど悪くないと思えてしまっていた。

　ぴくっ、とレイニーの眉まゆが動いた。「姫様」と、シェリルが声を掛ける。

「分かっている」レイニーは瞳を開いた。「珍めずらしい客だな」

　庭園の飾り樹トピアリーの間を抜ぬけて、ドレスをまとった貴き婦ふ人じんが近づいて来ていた。

「こっちに戻もどっていたのか？」

「ええ」

　ギアリーは頷いてレイニーの横に腰こし掛かけた。一いつ緒しよにやって来たメイドのナドラクが「レイニー～」と手を振ふる。彼女もギアリーの血を受け使徒にしてもらっているので出会った頃の若わかさのままだ。ただ生来の性せい格かくか、他の使徒や魔族とは違って『姫君』であるレイニーに以前と同じ態たい度どで接せつするもので、使徒仲間のシェリルは物もの凄すごい顔でナドラクを睨にらみつけていた。

「こちらに戻って来たのは三年ぶりぐらいだな」

「おぬしに会ってないだけで年に一度は戻って来ておるぞ。大半の時間は向こうで過すごしておるがの」

「どうだ、向こうは？」

「ふふ……本当に聞きたいのかえ？　おぬしの故郷がどんなふうになっておるかなど」

「儀ぎ礼れいで言ってみただけだ」

　レイニーは変わらぬ仏ぶつ頂ちよう面づらで言い、ギアリーは楽しそうに笑う。会話だけ聞けばまったく対等の関係だ。実力から言えばレイニーは十三番目の盟主ロードに迎むかえられてもおかしくない力を持っているが、盟主は序じよ列れつが一つ違ちがえば天と地ほども地位が違う。それでも二人がこのような距きよ離り感で会話するのは、お互たがいに微かすかな好意を抱いだいているからだろう。

「こちらはずいぶんと使徒が増ふえたのぉ。街を通っていてもすれ違うのは元は人間だった輩やからばかりじゃ。ちょっと前まではこちら側に連れて来られた人間は使徒になっても怯おびえているばかりだったのに、今はまるで自分らの街のような顔で歩き、自分らの文化を持ち込みさえしておる。そのうちこちら側と向こう側の違いなど、あの空に浮かぶ太陽だけになってしまうぞ。まったく人間というのは図太いものじゃ」

「人間の世界も古来より同じだ。必ずしも征せい服ふくされた土地が征服者の文明に染そまるわけではない。逆ぎやくに征服者が被征服者の文明に染まることもある。そうして文明は広がっていくのだろう」

「あのお方みたいな口調じゃの。知ち識しきを食はむことに喜びを抱いだく者同士、さぞかし気が合うことじゃろうて」

　レイニーの目が鋭くなり、ギアリーを睨みつけた。

「おお、怖こわい怖い」ギアリーは笑う。「そのような粗そ野やな口調で喋しやべるのはあのお方への抵てい抗こうのつもりかえ？　いくら男のような口調で喋ろうとも、おぬしの女としての魅み力りよくはまったく失われてはおらぬぞ。女おな子ごの妾わらわとて心を奪うばわれそうじゃ」

「わたしはあの男に何をされようとも、あの男の血など求めぬっ！」

「おやおや、『何をされようとも』とは、よっぽどの寵ちよう愛あいを受けているようじゃ。妾も一度でよいからあのお方の褥しとねに招まねいてもらいたいものじゃ」

「ギアリー！」

　レイニーは本気で腹はらを立てるが、ギアリーはくすくすと楽しそうに笑いながら席を立ち、「しばらくはこちらにいるから用があったら呼ぶがよい」と言って去って行った。

「レイニー……」

　さすがに困ったようにナドラクが声を掛ける。シェリルが「姫様を呼び捨てにするんじゃないわよっ」と怒おこる。ナドラクは「うっさいわね」と昔のままの蓮はすっ葉ぱな口調で言い、手にしていた本の山をレイニーに渡わたした。

　それは向こう側の本であった。ギアリーの共をして向こう側にいることの多い彼女に、向こう側の本を調達して来てもらっているのである。戯ぎ曲きよく、他愛たわいのない物語、歴史書、哲てつ学がく書しよ……字を読めないナドラクは気に入った装そう丁ていの物を適てき当とうに持って来るので内ない容ようには何の統とう一いつ感もない。が、こんな物でも囚とらわれの姫君であるレイニーの慰なぐさめになった。

「じゃあわたしは行くけど、マスターと仲良くなさいよ。お優やさしい方なんだから」

　ナドラクの言葉に「うんうん」とシェリルが同意する。そこだけは珍しく意見の一いつ致ちを見ているらしい。

「ん……？」

　レイニーは声を漏もらした。本と本の間に何やら紙が挟はさまっていた。

「ああ、それね。本を買いに街に行ったら貼はってあったの。犯はん罪ざい者しやの手配書みたいなんだけど、なんかあんたに似ている気がして面おも白しろくて持って来ちゃった」

　レイニーはそれを広げた。

　そしてそこに描えがかれていた似顔絵に言葉を失った。

「わたしにも見せて下さい、姫様」と覗のぞき込こんだシェリルは驚おどろいた顔をする。「あ、本当だ。姫様がもうちょっと年を取ったらこんなふうになるかも。もっとも、姫様は年を取らないし、姫様の方がずっとずーっとお綺き麗れいですけど。ねえ、姫様。これって何て書いてあるんですか？」

「『反はん逆ぎやく者しやエスクードの一員』……」

　レイニーはそれだけ読み上げると、無む理り矢や理りに興きよう味みのない顔を作り、魔ま術じゆつの炎ほのおでそれを焼やき捨すてた。「ありがとう、ナドラク」レイニーはそれだけ言って踵きびすを返した。

（ナドラクはギアリーにあれを見せただろうか？　……いや、見せてないだろう。見せていたら似顔絵に添そえられた名前が何を意味するかぐらい気づいたはずだ……）

　レイニーは考えながら歩く。ここを抜け出す方法はないかと。宮きゆう殿でんに集つどう魔族たちがレイニーに言葉を掛けてもらおうと──身分高き彼女に自分から声を掛けることが許ゆるされるのは盟主ロードぐらいであった──近ちか寄よって頭を下げるが、彼女は無む視ししてスタスタと自室へと向かった。

（……待てよ）

　レイニーは足を止めた。いきなり止まったものでシェリルはレイニーの背中にべちゃりとぶつかってしまい真っ青になって床ゆかに跪ひざまずくが、レイニーは彼女には構かまわず、目の前で頭を下げていた女魔族に言った。

「今日の宮殿はずいぶんと人が多いな」

　彼女がめったな事では誰かに声を掛けないのは有名で、声を掛けられた女魔族は目を白黒させながら「は、はい。ワルプルギスの夜が近いので戻って来ているのかと」と答えた。

「なるほど、それでギアリー卿きようがこちらに戻っていたのか。ありがとう」

　さりげなく言ってレイニーはまた歩き出した。

「シェリルよ。ギアリーに頼たのんでくれぬか？　『退たい屈くつで死にそうだから今年はワルプルギスの夜に誘さそってはくれぬか』と」

「わ、分かりましたっ」

　シェリルは踵を返して勢いきおいよく今来た方へと走って行った。

　作戦は慎しん重ちように進めなければならない。シェリルは忠ちゆう実じつな娘むすめだし、ギアリーとお互たがい憎にくからず思っているが、それはあの男の意に反さぬときだけだ。誰にも気づかれぬよう情じよう報ほうを集め、ここから脱だつ出しゆつをせねばならない。

　レイニーは焼き捨てた手配書の似顔絵に思いを馳はせた。そこに描かれていた懐なつかしい顔。ここに自分が閉じ込められていたと同じだけの時間の齢よわいが刻きざまれていたが、はっきりと面おも影かげが残っていた。

　自分は彼女の元に行かねばならないのだ。妹、フラウ・ブラディミールの元へと。

　　　　x．




　花火が漆しつ黒こくの空を鮮あざやかに染そめていた。

　宮殿の庭は普ふ段だんならば宮殿に入ることを許されぬ魔族たち、そして使徒たちで溢あふれかえっている。今こ宵よいはワルプルギスの夜の祭典であった。並ならべられた酒と食事に舌した鼓つづみを打ち、ときおりテラスに姿すがたを見せて手を振ふる盟主ロード、そして偉大なる君主グランマスターの姿に歓かん声せいを上げていた。祭典の熱気は宮殿の庭だけではなく、街中に広がっていた。

　聞くところによれば昔はもっと厳おごそかな祭りであったそうなのだが、向こう側の世界と繋つながって使徒として向こう側の人間が流入して来たせいか、このようなどんちゃん騒さわぎになっていったそうだ。第一位の盟主ファン・デ・ネルヴェや堅かた物ぶつで知られるトゥロワヌなどは眉を顰ひそめているらしいが、当の偉大なる君主グランマスターが看かん過かしているのでこのような形になっている。

　一方、宮殿の中では古式ゆかしいパーティが繰り広げられていた。バイオリンの調べが流れる中、選ばれた魔族と盟主たちがダンスに興きようじている。外の喧けん騒そうとはまるで別世界だった。

「……レイニー」

　会場の片かた隅すみにいたレイニーに女じよ性せいの声が掛けられた。ギアリーであった。

「些いささか無作法ではないか、レイニー？　自分から望んでパーティに出席したくせに、誰のダンスの申し出も素そっ気けなく断ことわってばかりではないか」

「……気分が悪いのだ」

「血の束そく縛ばくか……。夜に行われればそうなることは分かっていただろうに、なぜわざわざあのお方に恥はじをかかせるような真ま似ねをする？　それとも何か？　あのお方にこの場で癒してもらおうとでもいうのかえ？」

　いつものレイニーをからかって楽しむ口調ではなく、本気の苛いら立だちの籠こもった口調でギアリーは言った。彼女はこういったことには煩うるさかった。

「お前には関係ないっ！」

　レイニーは声を荒あららげた。会場の全員が驚おどろいてレイニーの方を見る。「どうした？」魔族の娘と踊おどっていたあの男が遠くからレイニーに訊たずねた。

「何でもないっ。わたしに声を掛けるなっ。わたしは貴き様さまなどの世話にはならぬっ」

　レイニーは手近にあった料理のテーブルを引っ繰り返すと、呆あつ気けに取られる出席者を残して会場を後にした。

　明かりの灯ともされていない廊ろう下かを自室に向かって歩いていると、後ろからしゅるしゅるという蛇へびのような音が追いかけて来た。

「……待てや、レイニー」

　ギアリーの静かな怒いかりはぴりぴりと空気を揺ゆらした。

「気に食わぬのぉ……。今宵のぬしの態たい度どは度を過ぎておる。妾わらわは時と場合を考えぬ娘は嫌きらいじゃ」

　予定外だな……とレイニーは思った。パーティで騒そう動どうを起こした後、あの男が追いかけて来ると想定していたのに。だが今さら作戦を変えるわけにはいかない。

「貴様らがケダモノであることがよく分かったのだ。胸むなくそが悪くてあそこにはもういる気がしなくなった。ただそれだけだ」

「……ほう、言ってくれるではないか」

　暗くら闇やみの廊下の中でギアリーの複ふく眼がんが淡あわい光を放つ。ピシッ、ピシッ、という音がギアリーの方から聞こえた。廊下の温度がいきなりグンと下がる。彼女の怒りが冷気となって周囲を凍こおらせていた。

　レイニーは懐ふところから用意していた手紙を取り出し、ギアリーの方へと歩いて行った。

「あの中にわたしを脅おどした者がいる。それも最悪のやり方でだ」

　ギアリーは黙だまってそれを取り、目を走らせた。すると彼女の眉み間けんに深い皺しわが刻きざまれた。

「何者じゃ、このフラウ・ブラディミールというのは？」

「わたしの妹だ。わたしをよく思わぬ者が、向こう側にいるわたしの妹を嬲なぶりものにすると手紙で脅してきたのだっ。わたしがこの宮きゆう殿でんから出られぬと知っていて！」

「……あのお方には相談したのか？」

「あいつの世話になどなりたくないっ。わたしが屈くつ服ぷくせぬ限かぎりここから出すつもりはないのだからなっ」レイニーはギリッと歯を噛かんだ。演えん技ぎであったが向こう側にいる妹のことを思うと本気の涙なみだが瞳ひとみに浮うかんだ。「だが……わたしはどうすればいいか分からぬ……」

　ギアリーは手紙を宙ちゆうに浮かべると、短な術言ワードを唱えた。光のラインで作られた幾き何か学がく模も様ようが手紙を包み、一人の男の顔が浮かび上がった。「……クェイクアスか」インテグラル・サイコメトリー。物に宿った記き憶おくを探さぐる魔ま術じゆつだ。レイニーはクェイクアスを犯はん人にんに仕立てるため、あの男が手にした紙し片へんを手に入れておいたのである。

「確たしかあやつ、ぬしの生まれ故こ郷きようの街を支し配はいしておったな。昔になにぞあったのか？」

「自分の女になれと脅されたことがある」

「なるほどな」ギアリーは手紙を自分の懐に入れた。「あやつには妾が自ら罰ばつを与あたえる。ぬしの妹は、ヨーロッパに居きよを置く真紅の貴婦人レデイ・ルージユに頼たのんで探さがしてもらおう。ちょうど今宵のパーティは欠席されて向こう側に残っておられるから、すぐにでも使者を送って……」

「嫌いやだっ。あの小娘は信用がおけぬっ。あのイカれた小娘をわたしの大切な妹に近づけたくなどないっ」

「分かった。しばらくはこちらに滞たい在ざいしていようと思ったが、明日にでも向こう側に戻もどって妾が探し出そう。ぬしは何も心配しなくてよい」

　ギアリーはそっとレイニーの頬ほおを撫なでた。彼女の優やさしさに、後ろめたくてレイニーの心が少し痛いたんだ。「……ありがとう、ギアリー。わたしはお前が好きだ」それは偽いつわりのない言葉であった。ギアリーはいつもの微笑ほほえみをレイニーにくれてから立ち去って行った。

　さて……とレイニーは自分の部屋に向かう。これから一ひと騒そう動どう起こるはずだ。いくら盟主ロードのギアリーとはいえ、パーティの出席者をその場で殺すことはできない。あの小物クエイクアスのことだ、ギアリーに連行されそうになったら大おお慌あわてで弁べん明めいし、他の者を巻まき込こんだ騒さわぎになるだろう。せいぜい時間を稼かせいでくれ。

　レイニーは全身を嬲なぶる苦く痛つうを堪こらえて自分の部屋へ入った。

「あ、姫様っ」部屋にいたシェリルが声を上げた。「どうなさったんですか？」

「少し気分が悪くてな」

「そうですか……。ああ、そうだ。お言いつけの通り服を用意しておきましたが、これも着ないのですか？」

　と、シェリルは服を持って駆かけ寄よって来た。それは男物のブリーチとベストだった。

「今宵は戯たわむれに男物の服に着き替がえて出席者たちを驚かそうと思ってな」そんなレイニーの言いつけをシェリルは忠ちゆう実じつに聞いてくれたわけである。

「いや、着る」

　レイニーは服を受け取ると、ドレスを脱ぬぎ捨すてる。「お手伝いします姫様」とレイニーの脱ぎ捨てたドレスを拾いながらシェリルが言った。

「……シェリルよ、これが今こん生じようの別れだ。お前は少しばかり騒がしい娘であったが、お前がいてくれてわたしはずいぶん救われた。心より礼を言おう。ナドラクにもそう伝えてくれ」

「え……？」

　シェリルが聞き返すより早く、レイニーは彼女の額ひたいをそっと突ついた。一いつ瞬しゆんにしてシェリルは気き絶ぜつし、床ゆかに崩くずれる。レイニーは彼女を抱だき止めて床に寝かせた。

　レイニーはシェリルが用意した黒い男物の服に着替えると、髪かみを無む造ぞう作さに後ろでポニー・テールに束ねた。窓まどガラスに映うつった姿すがたはまるで男だった。

　レイニーは窓を開ける。宮殿の庭で繰くり広げられる騒ぎが聞こえてくる。この男だん装そう姿なら、あの騒動の中で自分と気づく者はいまい。レイニーは窓から身を躍おどらせた。

　　　　◇




　レイニーは喧けん騒そうに包まれた庭を走った。向かうのは宮殿の出口ではない。レイニーはここから出れない。あの男が強大な魔力によって張った結界が目に見えぬ壁かべのように立ち塞ふさがり、レイニーだけをこの宮殿に閉とじ込こめているのである。

　だが脱だつ出しゆつの算さん段だんはあった。あの剣つるぎだ。あの男が携たずさえている黒い異い形ぎようの剣。あの剣ならばきっと魔力の結界を破やぶることができる。

　レイニーは隣りん接せつする別宮へと入った。人の姿はない。ワルプルギスの夜、この別宮の地下に祭さい壇だんが作られているのをレイニーは前に聞いていた。そしてそこに件くだんの剣があの男の手を離はなれて祀まつられていることも。

　地下へと続く階かい段だんを駆け下り、祭壇の部屋へと入った。

「これは……」

　レイニーは息をのんだ。広い部屋の中央にポツリと作られた祭壇に、あの剣が鞘さやに収おさめられたまま空中に浮ういていた。そしてその祭壇は──レイニーは開いたままの姿を見ただけであったが──明らかにこの世界と向こう側を繋ぐあのゲートの姿を模もしていた。

「……どういうことなのだ。この剣とあのゲートには何か関係があるとでも言うのか？」

　剣へと歩きながらレイニーは独ひとりごちた。

「いや……」

　不意に男の声がした。レイニーは弾はじかれたように声の方を向いた。

「ゲートの姿を模して造らせたのは、ゲートがその剣同様、私の意い思しの及およばぬところにある故ゆえだ。この世界に残った、まだ私が解とき明かしていない謎なぞの二つ。それを並ならべたに過すぎぬ。……いや、私自身の存そん在ざいが何であるかということを含ふくめると残された謎は三つとなるな」

「どうしてここに……」

　レイニーは呻うめいた。そこにいたのは誰でもない、偉大なる君主グランマスターと呼ばれるあの男であった。

「この世界の事象は全すべて我が手にあると言ったはずだぞ、レイニー。あの手配書が君の元に迷まよい込こみ、君がこの世界を脱出しようと考えたときより、私はそれを知っていた」

　男は微笑ほほえみながらレイニーの方へと近づいて来る。それは侮ぶ蔑べつの笑いではなかった。レイニーを弄もてあそんでいるのでもない。ただ、本当に楽しそうな笑みであった。

「さあ、戻るぞレイニー。それとも私と閨ねやに行くか？」

　レイニーは後ずさった。絶ぜつ望ぼうが心を満たしていた。この男は全てを超ちよう越えつした存在だった。この世界でこれから起きること全てを見通し、その気になれば誰の心も操あやつることができる。ただそれをしないだけ。自分という思い通りにならない者との交流を楽しんでいるだけなのだ。ブルー・ブラッドの減げん少しように際さいして自分に牙きばを与あたえたことでさえ、種が絶たえることを憂うれえているのではなく、ただ興きよう味みを覚えたというだけのことなのかもしれない。神──まさにこの男は神であった。

　後ずさるレイニーは祭壇にぶつかる。目の前にあの剣があった。

（……諦あきらめるものか。わたしはフラウの元へと帰るっ）

　レイニーは宙ちゆうに浮かぶ剣を手に取った。

「無む駄だだ。その剣は所有者である私にしか抜けない。その剣を屈くつ服ぷくさせられるのは私だけだ」

　と、首を振って言った男の顔に驚おどろきの色が走った。「なんと……」

　レイニーは剣を抜いた。砕くだいた水すい晶しようで作られたような漆しつ黒こくの刀身が現あらわれる。レイニーは剣の中に渦うず巻まく禍まが々まがしい気配を感じた。剣はレイニーの心にある闇やみの者への憎ぞう悪おを吸すい上げて、ますます禍々しく輝かがやいた。

　レイニーは剣を握にぎり締しめて男へと飛んだ。闇の力を手に入れたレイニーの身体からだは一っ飛びで男の元へと到とう達たつした。レイニーは剣を振ふり下ろした。刃やいばが男の首筋を捉とらえ、肉を斬きり裂さく感かん触しよくが伝わってくる。次の瞬しゆん間かん、男の身体が霧きりとなって四散した。

（殺したのか……？）

　いや、違う。この場からは消えたが、自分とあの男を結ぶ見えない血の繋つながりがあの男がどこかに存在していることを教えてくれていた。だが、この宮きゆう殿でんを取り囲む鳥カゴが消え去ったのをレイニーは感じた。

　いける──レイニーは剣を握ったまま走り出した。

　別宮から駆け出し、宮殿の庭を走る。剣を手にしたレイニーに気づいて衛えい兵へいがレイニーへと近づいて来る。「貴き様さま、いったい何を……」

　レイニーは衛兵を斬った。あの男のように霧となって消失することはなく、唖あ然ぜんとした顔のまま二つに裂さかれて倒れた。剣からは殺意と歓かん喜きが入り混まじったような感かん情じようが伝わってきた。この剣は闇の者の血を求めていた。一言で言うなればそれは『狂きよう気き』であった。

　祝典に酔よっていた魔族と使徒たちが騒そう然ぜんとなる。何人か、衛兵を一刀の下もとに斬り殺した男だん装そうの麗れい人じんがレイニーであることに気づき、「え……姫ひめ君ぎみ？」と戸と惑まどった。レイニーはまるで鳥のように宙を舞まって彼らを飛び越こえる。時間がない。宮殿を取り囲む結界がゆっくりと再さい生せいされているのを感じた。どうやら奴やつは自分を逃がすつもりはないらしい。

　門の前の衛兵を斬り、レイニーは宮殿を飛び出した。通りに溢あふれる人を避よけ、両脇の建物を交こう互ごに飛び石のように蹴けって飛び、レイニーはあの塔とうへと向かう。

　背後から何かが迫せまって来るのを感じた。振り返っても何も見えないが、巨きよ大だいな手が自分を掴つかもうとしているようであった。だがそれに、瓶かめに空いた穴あなを慌あわてて塞ふさごうとするような焦あせりはない。どこか楽しんでいるような意思が伝わってくる。

（こんなときにまで楽しんでいるのか……。それも構かまわぬ。貴様の退たい屈くつしのぎになろうとも、わたしは貴様に一ひと泡あわふかせてやる）

　レイニーは黒の塔へと入った。もちろん誰も彼女を止めることなどできず、衛兵は次々と斬って捨すてられた。

　塔の中はほとんどが中空となっていた。数百メートルはある外周に螺ら旋せん階かい段だんが延のび、中央には運うん搬ぱんに使うのであろう巨大なつるべがあった。

　レイニーは壁かべを蹴って飛んだ。一度の跳ちよう躍やくで数十メートルを飛び、壁から壁へとあっと言う間に塔を昇のぼって行く。今も全身を嬲なぶり続ける苦く痛つうに足を滑すべらせれば真っ逆さまだったが何も怖こわくはなかった。自分が失敗などするはずはないという確かく信しんがあった。

（……わたしは完かん璧ぺきな戦士になれる。奴らを殺す殺さつ戮りく者しやに）

　螺旋階段が終わり、塔の頂ちよう上じように着いた。そこはゲートの真下で、塔の頂上から天空に空いた穴へと階段が延びていた。

　向こう側から連れて来られた絶望に顔を染そめた人間たちがつるべで下へと降おろされるところだった。レイニーは彼らを運搬しようとしていた使徒たちを一いつ瞬しゆんにして皆みな殺ごろしにした。

「帰るぞ、向こう側の世界に」

　人間たちは呆ほうけていた。「なぜ魔族が自分たちを……」という顔をしていた。

（なるほど……もうわたしは人間と認にん知ちされぬわけか）

　レイニーは、びゅん、と剣つるぎを振ふるった。つるべを支ささえていた太い縄なわが切れ、つるべが遥はるか下へと落下して行く。人々は怯おびえて屋上の隅すみへと逃にげようとする。

「死にたくなければ上へ戻れ。この世界は地じ獄ごくだ」

「あ、貴方あなたは誰なのですか……」

「我わが名はレイニー・ブラ……」

　そこでレイニーは言葉を濁にごす。もう人間の娘むすめレイニー・ブラディミールは存そん在ざいしない。あの男の牙に穢けがされたときに死んだのだ。

「我が名はレイニー。エスクードの一人。奴らに仇あだを為なす者だ」

　　　　xi．




　人の世界に一つの噂うわさが流れていた。『赤い髪かみの魔族が次々と同族を屠ほふっている』という噂が。それは絶ぜつ世せいの美女であるとも、冷たい目をした男であるとも内容はまちまちであったが、一いつ致ちしているのはその者がにこりとも笑わないということであった。

　あれからレイニーは、バチカンの街を脱だつ出しゆつし、故こ郷きようのシュタレットへと向かった。だがレイニーの生まれた屋や敷しきは壊こわされてなくなっていた。街は荒あれ果はて、人間の姿すがたはほとんどなくなり、他に行き場のない貧まずしき者が闇やみの者に怯おびえながら隠かくれ住む廃はい墟きよと化していた。レイニーはシュタレットを去った。

　あのときメイドのナドラクが持って来た手配書はあちこちで見ることができた。そこには『エスクード』という組そ織しきの名がハッキリと書かれていた。レイニーはその一枚を肖しよう像ぞう画がのように胸むねに入れ、街から街へとエスクードの情じよう報ほうを求めて旅をした。その間に数え切れぬほどの使徒と魔族を殺した。レイニーは強くなった。皮肉なことに求めていた魔族と戦う力を闇の者へと堕おちることで手にしたのである。僅わずか数か月の間に『赤あか髪がみの殺戮者』の噂は世間を席せつ巻けんした。それは人間たちの微かすかな希望であった。

　旅をしながらレイニーは色んなことを考えた。両親と妹のこと。ラドウィックとアルバートのこと。ナドラクとシェリルのこと。自分が殺したブリジットのこと。もしかすると今もこの世界にいるかもしれないギアリーのこと。それから偉大なる君主グランマスターと呼ばれるあの男のこと──。

　なぜあの男は自分を追って来ないのだろうか？　あのような手間を掛かけて牙きばを与あたえたくせに興きよう味みを失ったのだろうか？　それとも今の状じよう態たいを楽しんでいるのだろうか？

　あれほど憎にくんだ男だというのに、もしかするとあの男のことを考えている時間が一番長かったかもしれない。

　エスクードを探さがすのは難むずかしかった。あの十二年前のワルプルギスの夜に大だい打だ撃げきを受けた彼らは地下へと潜せん伏ぷくしていた。

　そんなときレイニーは使徒たちに囲まれた青年と出会った。恋こい人びとを守って戦っていたのだが、力及およばず殺されかけていたところをレイニーが助けたのである。突とつ然ぜん自分を助けた赤髪の魔族に、青年はいったいどういうことなのか理り解かいできぬ顔をしていた。

「行け。わたしは人間を殺すつもりはない」

　レイニーは彼らを追い払はらった。訳わけの分からぬままレイニーの元から走り去って行った青年のポケットから何かが落ちた。

　それは小さな金きん属ぞく錐すいであった。

　レイニーの記き憶おくがすうっと繋つながった。青年はあのときレイニーが、自分とラドウィックの通つう行こう証しようを持たせてバチカンから逃がした少年であった。たぶん大怪我をしたあの母親は途と中ちゆうで死んでしまい、通行証が余あまったのだろう。レイニーはそれを大切に懐ふところに入れた。

　彼女は何気なく青年の残して行った剣を拾った。すると、ジュッ、という音がしてレイニーの手が焼けた。対たい魔ま装そう甲こう。エスクードが使う、闇の者と戦うための剣であった。

（……そうか、彼はエスクードへと入ったのか）

　レイニーは彼を追って走り出した。エスクードと合流するために。

　　　　◇




　青年を追って捕つかまえるのは実に簡かん単たんなことだったが、そこから先が大変だった。彼は途方もなく頑がん固こで、レイニーの話を聞こうともしなかった。面めん倒どうくさくて「自分はあのときの女だ」と言ってしまいたくなるが、むしろそれは問題をややこしくするだけに思えた。『契けい約やく』を終えぬままの者──しかも闇の君主グランマスターの牙を受けた女が味方すると言っても信じてもらえるとは思えなかった。

「ねえ、アンキール」と彼の恋こい人びとが青年を諭さとした。「話を聞いてあげるぐらいはいいんじゃないの？　だって、少なくともこの方がいたからわたしと貴方の命は助かったのよ？」

　それでどうにか話をすることができ、最終的にはレイニーを信用してアンキールは彼女を仲間たちの元へと連れて行ってくれた。

　──まあ正直言えば、会ったばかりの魔族の女に言いくるめられて、敵てき対たいする闇の者を仲間たちの隠かくれ家がに連れて行くのもどうかと思うのだが。彼はまだまだ未み熟じゆくもいいところのようだ。

　アンキールはリーダーのデルガードという男に叱しかり飛ばされ、エスクードの戦士たちはレイニーに剣つるぎを向けた。彼らを説得するのはさらに骨ほねだった。レイニーが辛しん抱ぼう強づよく話していると、一人の男が思い出したように訊たずねてきた。

「もしかしてあんた、次々と魔族を殺しているっていう赤髪の殺さつ戮りく者しやか……？」

「そうだ」

　戦士たちがざわめき、「男だと聞いていた」「いや、女だって話だぜ」などと、レイニーにとってはどうでもいいことで議ぎ論ろんし始める。ただ脱出のとき着た男物の服が動き易やすくて気にいったというだけなのだが。

　そんな部下たちをデルガードは制せいし、「……なぜ魔族でありながら同族を殺す？」と訊ねてきた。

「奴やつらの君主に恨うらみを持つゆえ……それ以上は言うつもりはない。信用する必要はない。お前らはわたしの力を利用すればいい。お前らがゲートを閉じて奴らに勝利したいと思うなら、わたしの力を使う以外にはない」

　そしてレイニーはエスクードと共に行動することになった。

　そういえば男だん装そうの姫ひめ君ぎみが国を滅ほろぼした暴ぼう帝ていを討うとうとする演えん目もくを得意とした『シャルロット一いち座ざ』に新たな演目が増ふえた。

　それは黒い剣を携たずさえて魔族を狩かる、男装の女騎き士しの話だった。

　　　　◇




　レイニーはエスクードの者たちと共に戦った。信しん頼らいを得られているとは言い難がたかったが、レイニーの力が必要ということは彼らも理り解かいしていた。まあ、アンキールあたりはやけにレイニーに懐なついていたが。

「わたしに色目を使ってもわたしをものにすることなどできないぞ。それより恋人がイライラしているから、あまりわたしと話さぬ方がいいのではないか？」

　彼女はアンキールに好感を抱いだいていた。だが彼も数十年もすれば自分の前からいなくなる。『戦友』以上の感かん情じようを交かわすつもりはなかった。

「そ、そんなんじゃありませんよ、ナドラクさん」レイニーはナドラクの名を借りていた。「ただ……何だか貴方あなたと昔に会ったことがある気がして」

「気のせいだろう。わたしがこの世界に来たのは数か月前のことだ」

　レイニーはフラウのことを知りたかった。手配書に描かかれていた妹のフラウ。捕とらえられたという話は聞かないから、他の部隊と行動を共にしているはず──いや、もしかすると知らぬところで殺されてしまっているかもしれない。会いたかった。誰よりも。だがさすがに聞くことはできない。未いまだ信用を得られていない自分がそんなことを聞けば、何を企たくらんでいるのかと疑うたがわれることになる。

　そんな日々が続き、またワルプルギスの夜が数日後に迫せまったある日のことだった。

「ナドラク殿どの……貴方に会わせたい人がいる」

　いつものように苦く痛つうの酷ひどくなる夜の前に彼らの元を去ろうとしていると、部隊長のデルガードがレイニーを呼よび止めた。彼のまだどうするか決めかねているような表情でレイニーは彼の話が何であるのか察した。

「レディ・キィか」

　デルガードは驚おどろいた顔をしたが、「……貴方は全すべてお見通しなのですね」と敬けい意いの籠こもった口調で言った。

「次のワルプルギスの夜、ゲートを閉とじに向かいたいと思います。十数年前には失敗したが、今度は我々には貴方がいる。必ずや成功するでしょう」

「……知っているのか、部隊の者は？　レディ・キィがその命をもってゲートを閉じることを」

「いえ、話してはいませんが……。どうしてそのようなことを訊ねられるのですか？」

「余よ計けいな事を知れば心が鈍にぶる者がいるやもしれん」

「ああ……そうかもしれません……」

　彼はアルバートの裏切りの事は知ってはいなさそうだった。あのときの生き残りは自分ただ一人。自分が喋しやべらなければアルバートの背はい信しんは誰にも知られない。別に喋る必要はなかった。ただ──

「だがレディ・キィ本人は知っている必要がある。自ら命を絶たつというのはよっぽどのことがないとできぬ。その者にその覚かく悟ごがないのならやめた方がいい。もし魔族に捕らえられれば、別のゲートも開かれることとなる」

「彼女はもう知っています。全てを知った上で命を捧ささげる覚悟をされています」

「どこにいる？」

「もうここに来ています」

　デルガードは扉とびらを開き、大きな声で「ベタンコート！」と呼よんだ。

　えっ……とレイニーは驚いた。表の扉を開いて近づいて来る二つの気配。レイニーはその気配をどちらも知っていた。

　部屋のドアが開き、図ずう体たいの大きな初老の男と、三十ほどになった女じよ性せいが現あらわれた。レイニーは言葉を失った。

「こちらがレディ・キィのフラウ・ブラディミール様です。もう一人の男はフラウ様の従じゆう者しやのベタンコートです」

　レイニーは「そうか……」としか言えなかった。

　フラウは丁てい寧ねいな礼をした。十数年前の世間知らずの小こ娘むすめの面おも影かげはもうない。あの時から変わらぬ若わかさのレイニーとは違ちがい、苦労が皺しわとなって顔に刻きざまれていた。

　レイニーは妹から顔を逸そらした。捨すてたはずの感情が溢あふれ出てしまいそうだった。妹と再さい会かいできた喜び。そしてその妹がよりにもよってレディ・キィだったという絶ぜつ望ぼう。「ゲートなど閉じなくていいから逃にげてわたしと共に暮くらそう」そんな言葉が出かかった。

　デルガードとベタンコートは不ふ審しんそうな顔をしていたが、フラウが言った。

「ナドラク様、とおっしゃいましたね？」

「……ああ」

「どうかお力をお貸かし下さい。わたくしはこの世界を護まもる盾たてとして命を捧げます。それには貴方あなた様さまのお力が必要なのです」

　フラウは聖せい女じよのような口調で言う。だがその声の中に微かすかな感情の乱みだれがあるのをレイニーは感じていた。自ら死を選ぶ──そんなことが簡かん単たんにできるはずはなかった。

「分かっている。わたしは決して裏うら切ぎらぬ。……だが今日は少し休ませてくれぬだろうか？　少し疲つかれているのだ。作戦は後で聞こう」

　早口にそれだけ言うと、レイニーは彼女らに背せを向けた。

　来客たちが部屋を去った後、レイニーはベッドでずっと悩なやみ続けていた。どうすればいいのか分からなかった。レイニーは人々を護るために戻もどって来たというわけではなかった。闇やみの者に対する憎ぞう悪おは確たしかにあったが、殺して回ることは二番目の目的にすぎなかった。

　妹に会いたい──。その思いでレイニーはこの世界へと戻って来たのだ。だがその妹はレディ・キィとして死を覚悟している。どうすればいいのだ？　自分は愛する妹を死地へと連れて行くのか？　ブリジットのように躊躇ためらって逃げようとしたら、妹をも手に掛かけろと言うのだろうか？

　とそのとき、トントン、とドアがノックされた。レイニーの鋭えい敏びんな五感はそれが誰であるのかすぐに察知した。レイニーはベッドから出てドアを開いた。

「お部屋に入ってもよろしいですか、ナドラク様。二人だけでお話ししたいのですが」

　そこにはフラウがいた。一いつ緒しよについて来たベタンコートが「お嬢じよう様さま……」と心配そうな声を漏もらす。彼はレイニーに対しては憎にくしみの籠こもった感かん情じようを向けていた。『収しゆう穫かく』された生いけ贄にえをバチカンに運んでいたベタンコートだ。魔族に対する嫌けん悪おは一ひと際きわ強いだろう。

「いいのよ、ベタンコート。このお方は信用のできるお方だから」

　そう言ってフラウは部屋の中に入るとドアを閉しめてしまった。

　フラウはレイニーのベッドに腰こし掛かけると、そのままごろりと転がり、ぬいぐるみを抱だくかのように枕まくらを抱いた。昔、同じベッドで寝たときのことが思い起こされ、レイニーの胸むねは締しめ付けられた。

「……何の用かな、フラウ殿？　わたしは夜の間はあまり人間と会いたくはないのだが」

　レイニーは感情を押おし殺ころして言う。それ以上口を開くと余計なことを言ってしまいそうだった。

　するとフラウは枕を抱いたままこちらを向いた。そこには無む邪じや気きな少女の表情が浮かんでいた。

「お姉様なんでしょ？」

　レイニーはハッとして言葉を失う。「やっぱり～」フラウは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「なぜ……分かる？　誰もわたしがシュタレットの領りよう主しゆの娘であることに気づかなかったのに」

「馬ば鹿か言わないで。姉妹ですもの、分からないはずないでしょ。……ねえ、お姉様。こっちに来て。昔みたいに抱き締めて」

　レイニーはフラウの横に腰掛けた。フラウはレイニーに抱きついた。年を取らぬ自分より老けてしまった妹。まるで彼女の方が姉のようだ。だが子こ猫ねこのようにしがみつくその仕草は昔と同じだった。

「……お父様とお母様は反はん逆ぎやくの罪つみで処しよ刑けいされたわ。わたしも危あぶないところだったんだけど、神父様が助けてくれたの。それでバチカンから逃げて来たベタンコートと会って……」

「すまぬ……わたしたちがゲートを閉じるのを失敗したせいだ」

「いいの。お姉様も苦労なされたんでしょう？　目が凄すごい怖こわいもの。つらい思いをされて来た方の目だわ。でも……」フラウは顔を上げる。「今は昔と同じ瞳ひとみ……」

　レイニーの瞳は涙なみだを堪こらえることができなかった。レイニーは妹を強く抱き締めた。

「フラウ……わたしはどうしていいか分からない。お前に会うためにこんな身体からだになりながらもわたしは向こう側から舞まい戻もどった。だがお前はレディ・キィとして死なねばならぬという。わたしはお前を連れて逃げてしまいたい」

「ダメよ、お姉様……わたしはこの世界の盾となると決めたの。だからお姉様の力を貸かして欲ほしいの」

　フラウはレイニーの手を握にぎった。

「もうすぐわたしはこの世界からいなくなるわ。でもお姉様は戦って。この世界を護るために戦い続けて。もう絶対にゲートを開かせないで」

「酷ひどい娘だな」レイニーはどうにか笑ってみせる。「こんな姿すがたのまま戦い続けろと言うのか？　いったいいつまでそんなことを続けろと言うのだ？　わたしは死ぬことができるのかさえ分からぬのだぞ」

「お姉様が力尽つきるときまで……。お願いよ、お姉様。約束して」

「分かった。約束しよう」

　レイニーは涙を拭ぬぐって言った。

「これはわたしの流す最後の涙だ。愛する妹よ。お前の死を見み届とどけた後、わたしは永えい遠えんに泣かぬ。そしてこの世界の番人として永遠に戦い続けよう」

　　　　◇　　◇　　◇




　二日後、彼女はバチカンへと向かった。誰だれよりも愛した妹を死なせるために。

　フラウはレディ・キィとしてゲートに命を捧ささげ、再ふたたび『こちら側』と『向こう側』は別の世界として分かたれた。そしてレイニーの『鍵かぎの番人』としての終わることのない戦いの日々が始まった。



　このときの彼女は、一千年後、その自分がレディ・キィとしてバチカンに戻って来るというあまりに残ざん酷こくな運命の悪戯いたずらをもちろんまだ知らない。



    

  
    
      　ＡＣＴ．２　青年は恋した人を追いかける






　現げん代だい。バチカン──。

　最初にそのことに気づいたのは一羽わの鳩はとであった。

　サン＝ピエトロ大だい聖せい堂どうの屋根で羽を休めて夜を過すごそうとしていたその鳩は突とつ然ぜん弾はじかれたように目を醒さました。夜目の利きかぬ生き物であるはずなのにしばし周囲を見み渡わたすと、闇やみ夜よの中へと飛び立った。

　旧きゆう約やく聖書でノアは方はこ舟ぶねの上から陸地を探さがすために鳩を放ち、鳩は小こ枝えだを咥くわえて戻もどってノアに水が引いて陸地が現あらわれていることを教えたという。

　だがその夜バチカンを飛び立った鳩は、まるで水すい没ぼつする都から逃にげ出すようであった。

　バチカンを取り囲む城じよう壁へきの向こうに真しん紅くの闇が澱よどんでいた。

　　　　◇




　サン＝ピエトロ大聖堂とはシスティナ礼れい拝はい堂どうを挟はさんで建てられた『バチカン図書館』。世界最大と言われるフランスの国立図書館に匹ひつ敵てきする巨きよ大だい図書館であるが、一いつ般ぱん観光客の立ち入りは堅かたく禁きんじられているため観光ルートには組み入れられていない。それはここに一千年前にゲートが閉とじられた後に魔族の存そん在ざいを書き記した禁書が集められて保ほ管かんされているからに他ほかならない。

　普ふ段だんは生き真ま面じ目めな司書が淡たん々たんと目もく録ろく作りを続ける図書館に、似につかわしくないスラングだらけの罵ば声せいが響ひびき渡った。

「たく何だっつーんだよっ！」

　するとギーエンの正面に座すわっていた長は谷せ川がわ司祭が図書館から借りて来た歴史書からちらりと顔を上げ、「……静かにしたまえパンク小こ僧ぞう」と煩わずらわしそうに言った。

「だってよ、ジジイ。他のエージェントの連中はモン・サン・ミッシェルを攻せめる準じゆん備びをしてるっつーのに、何で俺たちだけがこんな所に閉じ込められているんだよっ」

「薫かおる君が起こした騒そう動どうのせいで、彼の近くにいた者たちは命令により待機中だからだ……と何度説明したら君は分かってくれるのかね？」

「姐あね御ごを殺せだなんて面と向かって言われりゃ、あの優ゆう柔じゆう不ふ断だんなガキだってそりゃキレるだろよ。てめえも上司なら少しは庇かばってやりゃあいいじゃねえか」

　パタン、と司祭は読んでいた本を閉じた。

「君という男は、自分は友人に向かって物事をハッキリ言っても、誰かがその友人を貶けなすのは許ゆるせないのだな。ちなみに君がここに入れられたのは、未み決けつ囚しゆうの薫君に勝手な制せい裁さいを加えたからというのも少なからず関係しているのは言うまでもないがな」

「うるせえ。あいつがいつまでも女め々めしいことを言ってるからいけねえんだよ」

　と言ってからギーエンは先さき程ほどの自分の発言とだいぶ背はい反はんしていることに気づいたらしく「……だってしょうがねえじゃねえか」と小さな声で付け加えた。

　ギーエンと長谷川司祭はホテルに泊とまることも許されず、ここに半ば軟なん禁きんされていた。折しもバチカン内部に入り込んだ魔族のシンパたちの洗あらい出しが行われている最中だったため、色々と問題のある彼らが監かん視し下に置かれるのは仕方なくはあったが、完全に情報から隔絶されていることにギーエンは大いに憤ふん慨がいした。今後行われるであろう最後のゲートを巡めぐるエスクード史上最大の作戦に彼らが加われる可か能のう性せいはほとんどなかった。

　長谷川司祭の懐ふところで携けい帯たい電話が着信メロディを鳴らした。「アベ・マリア」というあまりにもそのままな選曲に、生きつ粋すいのパンクス野や郎ろうであるギーエンは犬の糞ふんでも口に押おし込こまれたような顔をして中指を立てた。

　電話に出た司祭の顔が年に似合わぬ鋭するどいものとなった。

「……何だと、それは本当か？」

「おいおい、何の電話だよ。ここの電波はオーブリーのクソ野郎に盗とう聴ちようされてんだぜ。愛人との電話は後にしといた方がいいんじゃねえのか」

　すると司祭は電話を切り、「電話の主が今の君の言葉に文もん句くがあるそうだ」と携帯を差し出した。

「な、何で今のが聞こえんだよ？」

「電話に出れば分かる。ついでに言えばこの女性との会話が盗聴される心配はないから安心したまえ」

　ディスプレイに並ならんだ得体の知れない文字にちょっとおどおどしながら電話に出ると、通話口の向こうから愉ゆ快かい犯はんな女性の声が聞こえてきた。

「あのね～、ギーエンちゃん。わたしって渋しぶいおじ様は好きだけど、司祭はちょっと渋すぎるのよね～」

「げっ……おめえは……」

　電話の主はエスクードでは『女め狐ぎつね』と悪名高きイギリスの女魔ま術じゆつ師し、クラウディア・マルゼスであった。ポカンとするギーエンから携帯を取り上げると、司祭はまたクラウディアと通話を始めた。どうやら司祭は、自分らが作戦から遠ざけられている間、薫とルーシアのパートナーシップで日本支し部ぶとイギリスにパイプができたのを利用して情報を収しゆう集しゆうしていたようだ。ギーエンは「この狸たぬきジジイ……」と小さく呟つぶやいた。

　司祭は通話を切った。

「よくない知らせと、よい知らせと、もう一つよくない知らせだ。バッキンガム宮きゆう殿でんが魔族たちの襲しゆう撃げきを受けた。『円えん卓たくの十二席』のメンバーを含ふくめた相当数の魔術師が殺されたが、クラウディア・マルゼスは『やっかいなパートナー』とやらと共に地下通路を通って宮殿にいた女王の救出に成功し、彼女を安全な場所にまで運んだそうだ」

「それで……もう一つのよくない知らせってのは何だよ」

「同じことが世界中で起きている」

「せ、世界中でだと!?」

「アメリカ、イギリス、日本、ドイツ、中国……世界の主おもだった国の中ちゆう枢すうが軒のき並なみやられた。襲撃を受けただけではなく、軍部や警けい察さつの者たちが次々と使徒に変えられている。トゥロワヌめ、地下に潜もぐったのではなく、この時のために各国の中枢部に魔族をゆっくりと送り込んでいったらしい。このままでは我われ々われの世界のシステムが丸ごと奴やつらに乗っ取られる」

　ガタン、とギーエンは席を蹴けって立ち上がると、部屋のドアへ向かう。

「どこへ行く？」

「じっとしてらんねえんだよっ！」

「やめておけ。どうせ我々は作戦には加われん。それより我々には我々にしかできぬことがある。イギリスの魔術師たちと……」

　と、そのときであった。

　窓まどの外で鳥たちが一いつ斉せいに飛び立った。「えっ……」と思う間もなく、爆ばく音おんが轟とどろいた。ギーエンと司祭は窓へと走る。バチカンの象しよう徴ちようサン＝ピエトロ大だい聖せい堂どうが炎えん上じようしていた。続け様に爆音が響ひびき、歴史の街があっと言う間に炎に包まれていく。

　来たのだ。ここにも闇やみの手が。

「ちくしょうっ！」

　ギーエンは叫さけんで部屋を飛び出すが、部屋の前にいた見み張はりの男たちがギーエンを押おさえつける。「部屋に戻もどれ、シド・ギーエンっ。お前は謹きん慎しん中だ」

「そんなことを言ってる場合じゃねえだろっ。バチカンが攻せめられてんだよっ。奴らの目的は……」

　そこまで言ってギーエンは敵てきの目的を察して慄りつ然ぜんとした。奴らはレイニーを奪うばいに来たのだ。レイニーが奪われれば全すべてが終わる。誰かが彼女を殺さなければならない。だが──それが誰にできるというのだ？

　と、いきなりギーエンを押さえていた見張りの一人がくるんと白目を剥むいて倒たおれた。何が起きたか理り解かいするより早く、もう片かた方ほうの男も殴なぐられて床ゆかに倒れた。

「あ、あんたっ！」

「相変わらず騒さわがしい奴だな。お前がいると知っていたら、復ふつ帰きはもっと後にしたのに」

　二人の見張りをあっと言う間に気き絶ぜつさせた男は、見張りを殴るのに使った拳けん銃じゆうを懐ふところに収おさめて言った。公こう認にん会計士にしか見えない、細いフレームの眼鏡めがねを掛けた中年の男──

「リラフォードの旦那だんな！」

　それは昔ずっとパートナーを組んでいた先せん輩ぱいエージェント、ジェイミー・リラフォードであった。東京で執とり行われたゲート封ふう印いんの任にん務むでレディ・キィが死なねばゲートを閉じられぬという秘ひ密みつを知ってしまい、そのショックで傷きずが癒いえた後も現げん場ばに復帰するのを頑かたくなに拒こばんでいたはずなのに。

「遅かったな」

　長谷川司祭が言った。リラフォードは静かに頭を下げ「本当に遅くなりました」と答えた。ギーエンは唖あ然ぜんとして司祭とリラフォードを見み比くらべた。

「リラフォード君。バッキンガムは落ちたそうだ。ここも遠からずそうなるやもしれん」

「彼女から聞いています。イギリスは崩ほう壊かいしましたが、まだ何人か戦える者は残っているそうです」

「例の物は？」

「届とどいています。まだ試作品だそうですが」

　リラフォードはポケットから小さな宝ほう石せき箱ばこを取り出した。だが中に入っているのは指輪ではなく、数発の銃じゆう弾だんであった。「試作品でも何でも使ってみざるを得ないようだな……」長谷川司祭は赤く染そまった窓の外を見つめて言った。

「やはりこれはレイニー殿どのを狙ねらって？」

「だろうな……。リラフォード君、行ってくれ。私には他にやらねばならないことがある」そう言ってから司祭はちらりとギーエンを見る。「すまぬがついでにこのパンク小こ僧ぞうを連れて行ってくれぬかな？　騒がしくてかなわぬ」

「分かりました。司祭もお気をつけて」

　二人はバチカン図書館の廊ろう下かを走り出した。こうして一いつ緒しよに並ならんで走るのも一年ぶりのことだった。「あんなクソ公認会計士、『エスクードに戻りたい』って言っても絶対に俺が戻らせねえ。って言うか、ぶん殴ってやる」とあちこちで吹ふい聴ちようしていたのに、いざ会ってみると何を喋しやべっていいか分からなくなってしまう。

「あ、あのよ……」おずおずとギーエンは言う。「あんなに復帰を嫌いやがってたのに、どうして戻って来たんだよ？」

「長谷川司祭からレイニー殿のことを聞かされてな。そのときこう言われた。『君は誰かがこの世界のために死を強要されているとき、それを知りながら、目と耳を塞ふさいで自分の殻からに閉とじ籠こもっているのかね？』と」

「……俺がいくら呼よんでも来なかったくせに、ジジイの一言でコロリかよ」

「何だ、それは？」

「何でもねえよ、クソ公認会計士っ。今頃のこのこ来やがって。こっちは無む理り矢や理りわけの分からねえ地下都市に行かされたり、魔族の盟主ロードに遭そう遇ぐうしたり、えらい目に遭あったんだからなっ。この騒ぎが終わったら一発ぶん殴ってやるから覚かく悟ごしておきやがれってんだ」

　図書館を出ると二人はリラフォードの乗って来た車に乗り込んで北西へと走り出した。向かうはバチカン行ぎよう政せい庁ちよう舎しや。捕とらえた闇の者を閉じ込める堅けん牢ろうな牢屋を地下に持つエスクードの施し設せつ。そこにレイニーがいる。

『秘ひ蹟せきの噴ふん水すい』の横を通り抜ぬけたとき、運転席のリラフォードが不意にギーエンの肩をポンと叩たたいて言った。

「待たせたな、ギーエン」

　何だよそりゃ……と言おうと思ったが声にならなかった。なぜだか分からないが、目め頭がしらが熱くなった。

　ちくしょう……人を一年も待たせやがって。後で絶対にぶん殴ってやるから、覚えておけっつーんだ。

　　　　◇




　バチカン行政庁舎の前で二人は車を降おりた。庁舎の門の前にいた数人の衛えい兵へいがリラフォードの元に駆かけ寄よって来る。

「リラフォードさん、これはいったい何なんですか!?　オーブリー様に『何があってもここを守れ』と命令を受けたのですが、サン＝ピエトロ大だい聖せい堂どうの方に行かなくてもいいのでしょうか？　教きよう皇こう陛へい下かはご無事なのでしょうか!?」

　まだ系けい統とうだった指し揮きが執とられてはおらず、彼らは一様に混こん乱らんしていた。エスクードの全ての者がレディ・キィの存そん在ざいを教えられているわけではない。まして、闇の君主グランマスターの牙を受けたレイニーがその者であり、ここの地下に監かん禁きんされていることは部隊長クラスでなければ知り得ない。

　リラフォードは南のサン＝ピエトロ大聖堂を見た。真っ先に狙ねらわれた大聖堂は激しく炎上していた。本来ならレディ・キィは大聖堂の地下深くの部屋に身を置くのだが、レイニーがこちらの牢屋に閉とじ込こめられていたのは皮肉な幸運だった。

「誰かここに来たか？」

「いえ、誰も来ませんが……こんな所に誰が来ると言うんですか？」

「恐おそらくもうすぐここを相当上位の魔族が襲しゆう撃げきする。一人でバチカンを崩ほう壊かいさせるクラスの者だ。バッキンガムは既すでに落ちた」

　リラフォードは隠かくさずに言った。ざわっ、と衛兵たちがざわめく。

「私とこのパンクスはこの下でやらねばならないことがある。君らは時間を稼かせいでくれ」

　それだけ言うとリラフォードは衛兵たちの横を通り抜けて庁舎の建物へと向かった。ギーエンは走りながらちらりと背はい後ごを窺うかがった。衛兵たちは身を寄せ合ってひそひそと何か語り合っていた。

「……リラフォードの旦那だんな、あいつら逃にげるぜ」

「それで構かまわん。彼らが束になっても数秒で殺されるだけだろう。……だが、その数秒が必要になるかもしれん。彼らがその盾たてになってくれるかは、彼らの使命感次し第だいだ。……一度は逃げた私が言うのも何だがな」

　リラフォードは自じ嘲ちよう的に笑った。

　二人は庁舎に入った。正面ロビーに人の姿すがたはなかった。二人は顔を見合わせ、そして階かい段だんを降りて地下へと向かった。

「……なあ、旦那。レイニーの姐あね御ごをどうするつもりなんだ？」

「死んでもらう。それしかない。魔族が襲撃して来た以上、もう他に選せん択たく肢しはない」

「けどよ、どうやって姐御を殺すんだよ。ブラディミールは使い物にならなくなっちまってるし、薫の馬ば鹿かたれはてめえの殻に閉じ籠もってやがる」

「これを使う」

　リラフォードは先さき程ほどの宝ほう石せき箱ばこに入っていた弾丸を自分の拳けん銃じゆうに込めていく。よく見れば弾頭は金きん属ぞくではなく石でできていた。

「ブラディミールが使い物にならないと聞いて、司祭がイギリスの魔ま術じゆつ師しアンジェラ・グレンヴィルに頼たのんでおいた物だ。『パトグロスの石せき碑ひ』を砕くだいて魔ま導どうの力で固めた物だそうだ。パトグロスの石碑はゲートが開いたときに何らかの力……おそらくは闇の君主グランマスターの力を帯びた物。その使徒である彼女を死なせてやれる可か能のう性せいはある」

「……そんな物まで用意して姐御を殺したいのかよ」

「それが我々の使命だ」リラフォードはきっぱりと言った。「……しかし妙みようだとは思わんか？　オーブリー殿どのもここに兵士を集めるだろうに、誰もいない」

「おい、旦那。あれを見ろよっ」

　階段の先、地下二階のフロアに人が倒れていた。「まさかもう魔族が……」二人は倒れた男に駆け寄った。エスクードの衛兵らしき男だった。気を失っていたが、怪け我がをした様子はない。倒れていたのはその男一人ではなかった。廊ろう下かの向こうから暴ぼう風ふうが通り抜けたかのように、何人も床ゆかに倒れて気き絶ぜつしていた。

　リラフォードは床にしゃがみ込んだ。床に血の跡あとがあった。衛兵の血ではない。廊下の向こうから点々と落ちていて、ここで衛兵と格かく闘とうになったのか床に血ち溜だまりができていた。リラフォードは懐ふところから闇の血を持った者を見分ける『パトグロスの石碑』の欠片かけらを取り出し、その血溜まりの血をなすりつけた。だが石碑は反はん応のうしなかった。

「旦那、これはいったいどういうこった？」

「分からんが……」血は下の階へと続いていた。レイニーが囚とらわれている独どく房ぼうへと。「とにかく行くぞ」

　リラフォードは愛用の拳銃を抜ぬき、ギーエンはレザー・ジャケットの袖そでに仕し込こんでいる釵サイを射しや出しゆつして両手に握にぎった。二人はまた走り出した。

（けどよ……）

　走りながらギーエンは思った。でもこれ、一人の人間から流れた血だったら、もうおっ死ちんじまってんじゃねえのか？

　　　　◇




　レイニー・ブラディミールはぱちりと瞳ひとみを開いた。

　夢ゆめを見ていた。ずいぶんと長い夢だった。「フラウ……」レイニーは遠い昔に死に別れた妹の名を呟つぶやいた。頬ほおに涙なみだの流れた跡があった。

　目が醒さめると不意に『契けい約やく』を終えぬ激げき痛つうが襲おそってきた。そして身体からだを嬲なぶり尽くす悪あく夢むのような快かい楽らく。「くぅ……」レイニーは身体を丸めて身み悶もだえた。部屋の四よ隅すみには監かん視しカメラが備そなえ付つけられている。苦痛に悶える姿など誰にも見せたくなかったはずなのに、どうでもよくなっていた。もうすぐ自分は死ぬ。

「フラウ……わたしはもうすぐお前の側そばに行けそうだ。お前との約束は守れなかったが、わたしは長いこと戦い続けた。こんなわたしを許ゆるしてくれるよな？」

　瞳を閉とじると浮うかんでくる愛いとしい妹の笑え顔がお。レイニーは彼女にそう語りかけた。

　と、温あたたかな回想に浸ひたるレイニーの意い識しきにおぞましい気配が割わり込こんできた。

　それは赤い闇やみであった。純じゆん粋すいなまでの悪意なき邪じや悪あくさ……とでも言おうか。その存そん在ざいそのものが混こん沌とんであるがゆえ、混沌をもたらすことに何の悪意もないのだ。

　赤い闇は触しよく手しゆのように自らの意識をバチカン中に広げていた。その意識の糸が、目を醒ましたレイニーの意識に釣つり針ばりのように食い込んだ。

　──見つけたわよ、レイニー。今から行くから待っていてね……。

　そう笑いかけ、闇の触手は一ひと度たびレイニーを放した。拡かく散さんしてバチカンを包んでいた意識が一つに集まって行くのをレイニーは感じた。

　まずい……とレイニーは立ち上がる。早くここを脱だつ出しゆつしなければならない。自分が捕とらえられれば全すべてが終わる。

　だがレイニーの身体から力が抜け、彼女はまたぺたりと床に腰を下ろしてしまった。

（もうどうでもいい……。わたしは疲つかれた。もうわたしを眠ねむらせてくれ。わたしはもうフラウの元に行きたいのだ……）

　レイニーはまた回想に身を委ゆだねる。つらかった一千年に亙わたる戦いの日々の記き憶おくではない。まだ人間であったとき──フラウと何不自由なく貴き族ぞくの娘むすめとして暮くらしていたあの頃ころの思い出だ。暖だん炉ろの前でくつろぐ父。その膝ひざに乗った自分。父が自分にワインを飲ませようとし、幼おさな子ごのフラウを抱だいた母がそれを叱しかり……。

　ふと気づくと足音が近づいて来ていた。弱々しい足音だった。ふらふらと身体を揺ゆらし、今にも倒れてしまいそうだった。荒あらい呼こ吸きゆうも聞こえた。血が流れる音と匂においも彼女の鋭えい敏びんな知覚は捕らえていた。酷ひどい手て傷きずを負っているようだった。

　扉とびらの前にいた衛えい兵へいが鋭するどい声で怒ど鳴なり、そして戦いが起こる。手傷を負っているようなのに、その主はあっと言う間に衛兵たちを倒たおしてしまった。

　足音が房ぼうの前で止まった。キィ・カードを入れる音がし、扉が開いていく。レイニーはその気配をよく知っていた。白はく蝋ろうのように血の気の失うせた顔をした深ふか津つ薫はにこりと笑って言った。

「おはようございますレイニーさん。お待たせしました」

「それはどうした!?」

　薫の腕うでを見てレイニーは驚おどろいて言う。彼の左手は手首から先がなくなって血をぼたぼたと垂たらしていた。

「鎖くさりを外すのに邪じや魔まだったもので。でも大したことありません」

「馬ば鹿かを言うな。お前はただの人間だ。そのままにしておいたら死んでしまうぞ」

「平気って言ったら平気です」

　薫は自分の言葉を半ば無む視しするように言い切って牢に入って来た。何だか薫は急に大人っぽく見えた。彼の手には退魔の妖よう剣けんブラディミールがあった。そうか……とレイニーは納なつ得とくする。彼女の口元に小さな微笑みが浮かんだ。

　わたしを殺す決意をして来たのか、薫。お前にその決けつ断だんができるとは思っていなかったぞ。少しは成長したようだな……と、言おうとしたレイニーだが、自分の名を持つ妖剣の異い変へんに気づいた。

「その剣は……」

「はい。力を失ってしまっています。たぶんこの中に封ふう印いんされていたアロマが抜け出た時の衝しよう撃げきのせいだと思いますが、今はこの剣に戦う力はありません。でもとりあえず……」と薫はブラディミールを脇に抱かかえ、残された片かた方ほうの手をレイニーに差し出した。「行きましょう。魔族が今、バチカンを襲しゆう撃げきしています」

「……お前はわたしを殺しに来たのではないのか？」

「僕ぼくがレイニーさんを殺すですって？　まさか。僕はレイニーさんを迎むかえに来たんです。行きましょう。貴方あなたはこんな所に居いちゃいけない」

　そう言って薫はレイニーの腕を掴つかんだ。大量の血を失い冷えてしまっていたが、やけに力強い手だった。

　一いつ瞬しゆん、遠い昔に思い描えがいていた白馬の騎き士しの物もの語がたりがレイニーの胸むねに浮かんだ。言い寄る男たちを袖そでにしながら本当は恋こい物語に憧あこがれていた、どこにでもいるごく普ふ通つうの少女だった頃のように。だがそれはすぐに猛もう烈れつな怒いかりに取って代わった。

「このたわけがっ！」レイニーは怒りのままに薫の手を払はらい除のけた。「わたしを連れて逃にげるだと!?　これまでゲートを護まもるために積み上げてきた全ての犠ぎ牲せいを無む駄だにするつもりかっ。少しは成長したと思っていたらお前はどうしようもない甘あまったれ小こ僧ぞうだっ。二度とわたしの前に顔を出すなっ」

　そう叫さけんでからレイニーは、そういう自分こそついさっきまで全てを投げ出そうとしていたことに気づき、薫から目を逸そらした。

　新たな足音が聞こえた。その気配には微かすかに記憶にあった。「リラフォードさん……それからギーエン」姿すがたを見せた二人の男に薫が呟つぶやく。リラフォードは険けわしい瞳ひとみで薫を睨にらみ、銃口を向けた。

「薫君。君は間ま違ちがったことをしようとしている。彼女はここで死ぬべきだ」

　薫は黙だまってブラディミールを抜ぬき、リラフォードに向けて構かまえる。

「……レイニーさんは殺させない」

「薫、やめろよ」ギーエンが押おし殺した表ひよう情じようで言う。「旦那が正しいぜ」

「お断ことわりだっ。僕は彼女を殺させはしない！」

　どこかで聞いたことのある台詞せりふだ……とレイニーは思った。彼女はすぐにそれを思い出した。そう、あれは東京でのゲート封印のときのことだ。レイニーがアルフェルムに囚とらわれたソフィアを殺しに向かおうとすると、薫は激げつ昂こうし、土ど砂しや降ぶりの高こう架か下したで自分と薫は対たい峙じした。何も知らずにこの世界に入って来て戸と惑まどうばかりだった青年は、この『殺さつ戮りくのレイニー』に剣を向けてそう言い放った。

　その青年が今は自分を背せに庇かばって同じ言葉を言っている。自分を殺させはしない、と。

　妹フラウと死に別れたときに感かん情じようを捨すてたはずの心が激しく揺ゆれていた。

　が、レイニーは込こみ上あげる感情を飲み込んで静かに言った。

「薫……わたしはお前の気持ちを嬉うれしく思う。だがお前は間違っている。これはリスクを負っていいことではない。それに……結局は同じことだ。わたしはどのみち死ななくてはならない。わたしはお前の元から去って行く女だ。無意味なことで自分の命を無駄にするな。わたしを殺し、早く治ち療りようを受けて来い」

「同じことなもんかっ！　絶対それは同じなんかじゃないっ」

　薫はレイニーに背を向けたまま叫んだ。

「レイニーさんが死ななくちゃいけないのは分かってるっ。僕だってそれぐらい分かっているさっ。けど『リスクを避さけるため』なんて理由で殺されるのは無む駄だ死じにだ。僕はレイニーさんをそんなふうに死なせるなんてのはごめんなんだっ」

　薫は振ふり向いた。薫の目には涙なみだが浮うかんでいた。

「僕は……僕の好きになった人をこんな地下の穴あな倉ぐらで死なせたくないんです。貴方の歩いて来たつらすぎる人生の終着点がこんな場所だなんて絶対にダメだ。レイニーさんとの別れが避けられぬことなのなら……」

　薫の言葉が詰つまる。目から涙が溢あふれ出る。彼は込み上げる感情を押おさえ込むように笑え顔がおを浮うかべて言った。

「……レイニーさん。僕は貴方が好きです。たぶん初めて貴方と会ったときから貴方に魅みせられていました。一いつ緒しよにいるときも、一緒にいられないときも、ずっと貴方のことばかり考えていました。僕は貴方と別れたくなどありません。永えい遠えんに一緒にいたい。……けど、貴方との別れが避けられないことなのなら、せめて貴方と最良の別れを迎むかえられるよう僕は抗あらがいます。レイニーさん、貴方は無意味な死を迎えていい人なんかじゃないんだ」

「薫……」

　レイニーの瞳からも涙が流れていた。……そうだ、無意味に死んでいったレディ・キィなどいなかったのだ。ソフィアもフラウも、自分の妹たちは決して無意味に死んでいったのではないのだ……。

「薫……」彼の名を呟つぶやきながらレイニーは薫の胸にもたれた。出会った頃には弱々しく華きや奢しやに見えた青年は、いつの間にかずいぶんたくましくなっていた。

「……薫よ、わたしの心は折れてしまった。わたしはもう以前のように独ひとりで歩いて行けそうにない。だから……誰かが手を引いて行ってくれなければ、とてもそこまでたどり着けそうにないのだ」

「行きましょう、レイニーさん。ゲートを閉とじに。僕はその最さい期ごの瞬しゆん間かんまで貴方と一緒にいます」

「……薫君」リラフォードが言う。「私はエスクードの任にん務むから逃にげたことを今も後こう悔かいしている。自じ宅たくに閉とじ籠こもっている間、私は自分が情なさけない人間だと自覚していた。だが、自覚していたからこそ余よ計けいに任務に戻るふんぎりがつかなかったのだと思う。薫君、君は今日の決断を後悔しないか？」

「しません。絶対に」

　リラフォードは拳銃を下ろした。

「……ここを脱だつ出しゆつしよう。バチカンは終わりだ。クラウディア・マルゼスやアンジェラ・グレンヴィルらイギリスの魔ま術じゆつ師しの生き残りが、女王の下もと、行動を起こそうとしている。彼女らに合流しよう」

　薫は頷うなずき、レイニーと共に走り出した。牢獄を抜けて階かい段だんを駆かけ昇る。ここは地下の五階。他に出口はなくかなりの距きよ離りがある。送電線が断たたれたのであろうか、明かりは消え、非ひ常じよう灯とうに変わっていた。

　薫の足がふらりともつれた。ついさっきまでは激しく痛いたんでいた切断した左手首あたりの感覚がなくなっていた。倒たおれそうになる薫を両脇からレイニーとギーエンが支ささえた。

「旦那、薫がやべえぜ。……ったく、無む茶ちやしやがってよ」

「止血だけでもしておこう」

　リラフォードはスーツの下のワイシャツを脱ぬぎ、それで薫の手首を強く縛しばった。一いち応おう出血は弱まったが焼け石に水なのは誰の目にも明らかだった。

「薫君、手首をどこに忘わすれて来た？」

「閉じ込められていた部屋です」

「見み張はりの衛えい兵へいが倒れていた階か……。ギーエン、薫君の忘れ物を拾って来てくれ。後はイギリスの魔術師たちと合流するまで君の身体からだがもつことを神に祈いのるしかないな」

「いいですよリラフォードさん……そんなことをしている時間はないです」

「馬ば鹿かを言うな。本当に死んでしまう。それに片かた腕うででは戦うことさえできないぞ」

　──そうよ。

　突とつ然ぜんに階段の上の方から幼おさない少女の声がした。

　コツコツと階段を踏ふみ鳴ならす足音が近づいて来る。「ダメよ、薫君。そんな手じゃ女じよ性せいを抱き止めることができないでしょう？」声の主の姿すがたは見えない。だが、非常灯だけの薄うす暗ぐらい階段の上の方からぼんやりとした真しん紅くの灯あかり──いや、真紅の闇やみが接せつ近きんしていた。

　赤いドレス、幼い身体には似につかわしくない赤いハイヒールが見え、そしてそれと同じ真紅の髪かみをした少女が階段の踊おどり場ばに姿を現した。

「ふふ……また会えたわね、薫君」アロマはにっこりと笑って言い、そしてレイニーに目をやる。「もっとも、今日は薫君はオマケだけど」

　ギーエンもリラフォードもレイニーさえもゴルゴーンの石化の瞳ひとみに睨にらまれたかのように硬こう直ちよくする中、薫は床ゆかを蹴けってアロマへと飛んだ。傷きずつき片腕を失っているというのに、薫は鳥のように跳ちよう躍やくし、体重を乗せた渾こん身しんの一いち撃げきを放った。ブラディミールはアロマの首くび筋すじから袈け裟さ懸がけにアロマの身体を斬きり裂さいた。

　いや──

　剣つるぎはアロマの身体で勢いきおいが止まり、ゆっくりと彼女の身体の中をまるでゼリーでも切るかのような柔やわらかな感触を残して、ぶるんっ、と通り抜けてしまった。薫は言葉を失った。アロマは服さえ切れていなかった。

　呆ぼう然ぜんと立たち竦すくむ薫の手からアロマはブラディミールを奪うばうと、階段を降りて行き、下の階にいたレイニーの胸むねに無む造ぞう作さに突つき刺さした。

「あああああっ！」

　レイニーは苦く痛つうの叫さけび声を上げる。だが、闇の者が触ふれれば肉が焼け爛ただれるはずのブラディミールなのに、ただ普ふ通つうの剣のように突き刺さっただけだった。

「ふうん、力を失っているのね。この剣も、貴方あなたたちも」

　アロマはぐりっと剣でレイニーの心しん臓ぞうを抉えぐった。レイニーは絶ぜつ叫きようする。だが血が溢あふれ出るだけでレイニーの命が絶たえる様子はない。

「面おも白しろくないの～」アロマはつまらなさそうに剣をレイニーから抜いて放ほうり投げた。「せっかくあのお方の牙を受けた女と遊べると思ったのに、貴方もアルちゃんと同じにただの惨みじめな負け犬になっちゃっているんですもの。ま……貴方はこれから長い長い時間をかけて弄もてあそばれることだし、わたしもちょっかい出させてもらおうかな？」

「させるかっ！」

　呆ほうけて硬直していた薫は階段を飛び降り、その勢いのままアロマ目め掛がけて踵かかと落おとしを放った。しかし先さき程ほどのブラディミール同様、アロマの肉体の中を柔らかな感触を残して通り抜けてしまった。ただし、アロマの身体を抜けるとき、あのモン・サン・ミッシェルの地下の街で『死霊コープス』にエナジー・ドレインを受けたときのように、薫の身体の中から生きるために必要なエネルギーが根こそぎ奪うばわれる。

　遠のきそうな意い識しきを堪こらえ、薫はアロマの首を片腕で掴つかんだ。今度は貫かん通つうはせず折れてしまいそうなほど細い女の子の首の感触が手に伝わる。アロマは悠ゆう然ぜんと微笑ほほえみ、薫が何をするのか見学していた。人間などの力では──いや、今現げん在ざいこの世界にいる何者でさえも自分を傷きずつけられないことが分かっていて遊んでいるのである。

「ダメよ、薫君」アロマは自分の首を絞しめる薫の手にそっと手を重ねる。薫の身体の中から精せい気きがどんどんと奪われていく。「女の子はもっと優やさしく扱あつかわないと。じゃないと薫君のこと嫌きらいになっちゃうわよ？」

「お前なんかに好かれたくなんてないっ！」

　薫はアロマの胸むな倉ぐらを掴つかみ、手首を切断した腕をアロマの喉のど元もとに押おし当て、そのままアロマを抱だき締しめるように壁かべに押し付けた。

「ギーエン！　リラフォードさん！　早くレイニーさんを連れて逃にげて下さいっ」出血とエナジー・ドレインで自分がもう長くは持たないことを薫は悟さとっていた。「頼たのむっ、レイニーさんを無意味に死なせないでくれっ！」

　その言葉にアロマの表情が変わった。

　一いつ瞬しゆん不ふ快かいそうな色が浮かび、そして何とも残ざん忍にんな笑みへと変わった。

「……そっか、薫君ってその女が好きだったんだぁ」

　アロマはあっさりと薫の手を外した。そして薫の胸を、トンっ、と押した。巨きよ大だいな鉄球で打ち据すえられたような衝しよう撃げきが走り、薫は階かい段だんの上へと弾はじき飛ばされた。痛いたみを堪えて起き上がろうとする間もなく、薫の上に小さな身体が覆おおい被かぶさる。

　アロマは薫に身体をもたれさせた。柔らかな感触。香こうの香かおり。アロマは薫の両腕を押さえつけたまま唇くちびるを奪うばった。人間ならざる者だけが生み出せる快かい楽らくが薫の全身を貫つらぬいた。

「薫君。わたしね、初めて会ったときから貴方に夢中だったのよ？　なのに貴方は他の女のことしか見ていないんですもの。わたし、とっても嫉しつ妬としたんだから」

　アロマは薫の胸元を開き、素す肌はだに頬ほおを寄よせる。腹はらから胸元、そして首筋へと、ツツっと舌したの先せん端たんで舐なめながら這はい上がって行った。

「とっても興こう奮ふんするわ、薫君。貴方をわたしだけの物にしちゃうんだから」

「やめろっ！」

　何をしようとしているのか察したレイニーが叫さけんで立ち上がり、アロマへと跳躍する。だが寸すん前ぜんのところでレイニーは弾き飛ばされ階段の下へと転げ落ちて行った。階段の上で絡からみ合う薫とアロマの周囲を透とう明めいのドームが包んでいた。

「レイニー」とアロマは勝ち誇ほこった顔でレイニーに目をやる。「よぉく見てて。貴方の男が他の女の所有物になるところを。……さあ、いくわよ、薫君」



    

  
    
      　ずぶり、とアロマの牙きばが薫の首筋に突き刺さった。

「ああっ……ああああっ！」

　薫は絶叫した。突き立てられた牙が卑ひ猥わいな音を上げて薫の血を吸すい上げる。「んっ、んんっ」アロマは幼おさない身体を薫に擦すりつけながら夢む中ちゆうになって薫の首に吸い付く。彼女の頬は紅こう潮ちようし、陶とう然ぜんとした表情が浮うかんでいた。

　血を吸われるのと同時にアロマが何かを自分の体内に注ぎ込んでいるのを薫は感じた。それは決して苦痛ではなかった。むしろ頭の中が蕩とろけるような感覚。だが注ぎ込まれた何かが自分の身体の隅すみ々ずみまで広がっていき、自分が今までの自分とは違う別物にと変わっていくのがハッキリと分かった。

　ずるりとアロマの牙が抜ぬかれた。アロマは薫の首筋に残った血を猫ねこが皿のミルクを舐なめるかのようにぴちゃぴちゃと綺き麗れいに舌で拭ぬぐうと、最後にもう一度薫の唇を奪った。薫の首筋には二つの小さな穴あなが穿うがたれていた。

　ゆっくりと意識が晴れていく。アロマの牙に与あたえられた快楽はまだ身体に残っていた。だが意識が晴れていくのと呼こ応おうするように、全身に刃やいばを突き立てられたような激げき痛つうがやってきた。

「がああああああっ！」

　今度の悲鳴は激痛の悲鳴だった。肌の上からそして内ない臓ぞうの内側から、無む尽じんの刃が薫を串くし刺ざしにした。薫は階かい段だんを転げ落ち、苦痛のあまり踊おどり場ばの床ゆかに頭を叩たたきつけながらのたうち回った。

　目の前で悲鳴を上げる薫に、ギーエンとリラフォードは何もしてやることはできなかった。薫の口には二本の牙が伸のびていた。「薫……」先程下のフロアまで弾き飛ばされたレイニーが魂たましいを抜かれたような表情で呟つぶやいた。

「ねえ、薫君。つらい？」アロマが階段を降りて来て、薫の前にちょこんとしゃがみ込んだ。彼女は激しく身み悶もだえる薫をいとおしそうに見つめた。「これから夜が更ふけるにつれ、苦痛はどんどんと酷ひどくなるわ。理性を失い、薫君の正気を奪ってしまうほどに」

　アロマは自分の手首を口で裂さいた。ぼたぼたと真っ赤な血けつ液えきが零こぼれ落ちた。

「さあ、飲みなさい。そうすればこの苦痛も終わるわ。貴方あなたには特別な力をあげたわ。昔の女のことなんて忘わすれて、わたしと楽しく暮くらしましょう？」

　薫は首を振ふる。アロマは笑みを浮うかべたまま自分の腕を薫の口元へと近づけた。「ねえ……いいでしょ、薫君。こちらの世界においでなさい」アロマは指先を薫の口の上に掲かかげる。アロマの血が薫の唇の上にと落ちる。薫は口を閉とじるが、アロマの血はまるで熟うれた果実のような香りを立ち昇のぼらせて薫を誘さそった。「口を開きなさい、薫君。自分の意思で。ちょっとだけでいいの。そうすれば貴方は特別な存そん在ざいになれるのよ？」

　透明の指先にこじ開けられるかのように唇が開いていく。アロマの血が薫の口の中に侵しん入にゆうして行く。

　が──その瞬しゆん間かん、弱りきった薫の肉体は限げん界かいに達し、薫は気を失った。アロマはぶすっとして「つまんないの」とため息をついた。「ま、いっか。ゆっくり時間をかけて堕おとしてあげよっと。……貴方の見てる前でね、レイニー」

　複ふく数すうの足音が聞こえた。階段を降りて来たのはアロマの腹ふく心しんのイレウスであった。

「制せい圧あつは終わりました、真紅の貴婦人レデイ・ルージユ。街に逃にげた者は幾いく人にんかいるようですが、エスクードの施し設せつ内にいる抵てい抗こう勢せい力りよくは全すべて始末しました」

「そう。こっちも終わりよ」

　とアロマは階段を降りてレイニーの前へと行く。レイニーは立ち上がろうとするが、アロマの瞳ひとみに光が浮かんだと思ったらレイニーは気を失って崩くずれ落ちた。

「この女と薫君を運んで」

「分かりました。……それで、そちらの二匹ひきはどうしましょうか？」

　イレウスはギーエンたちに目をやる。

「そうねえ……。えーっと……何て言ったかしらそちらのトゲトゲさんは？」

「ギーエン……だよ」

「そうそう、ギーエンさんだったわね」アロマはポンと手を合わせる。それはかつてルーシアがよくやった仕草であった。「ねえ、トゲトゲさん。貴方、死にたい？」

「し、死にてぇかって……そ、そりゃ……」

「死にたくないの？」

「どっちかって言やあ、そりゃあよ……」

「んじゃ、殺さないであげる」

　アロマはニコっと笑い、階かい段だんを昇のぼって行った。「どちらへ？」イレウスが訊たずねる。

「なんかスッキリしないから、ちょっと外で遊んでくる」

　アロマが消えてしばらくすると、外から爆ばく音おんが響ひびいて来た。

　その夜、バチカンは崩ほう壊かいした。



    

  
    
      　ＡＣＴ．３　集う剣たち






　イギリスはリヴァプール。

　ロンドンを離はなれ、郊こう外がいにあるクラウディアのセカンド・ハウスに、彼女の二人の弟で子し、ルーシアとアイリスは隠かくれていた。

　すぐに弟子たちをロンドンから離れさせたクラウディアの判断はさすがと言う他ほかはない。あと半日遅おそければここまで無事にやって来れたかは分からなかった。大きな都市には軒のき並なみ魔族が出しゆつ没ぼつし、次々と人々を使徒に変えていき、魔ま術じゆつ師したちは殺されていった。

　情じよう報ほうを伝えるテレビ局は順番に放送が消えていった。政せい府ふではなく王室の特とつ許きよ状じようで放送免めん許きよを与あたえられた特とく異いな局ゆえ第二次世界大戦中もごく当たり前のように政府批ひ判はんを放送していたＢＢＣもついに砂すな嵐あらしとなった。最後に映うつったのは炎ほのおに包まれるバチカンの姿すがただった。アイリスはテレビを消した。

　怖こわかった。軍が押さえられ、次いでメディアが押さえられた。次にくるのは民間の抵抗勢力の鎮ちん圧あつだ。この田舎いなか町まではまだ魔族は来ていないのだろう。外は静かだったが、いつやって来て、先さき程ほどまでニュースが伝えていたようなことが始まるだろう。戦っている者はいるのだろうか？　師し匠しようのクラウディアから連れん絡らくはなく、作戦中で電でん源げんを切っているのか電話しても通じない。アイリスは不安で胸むねが潰つぶれてしまいそうだった。

「ねえ……ルーシアちゃん。お師し匠しよう様、大だい丈じよう夫ぶだよね……？」

　アイリスは部屋の片かた隅すみで膝ひざを丸める姉弟子のルーシアに話し掛かけた。だが返事はなかった。この家にやって来てからルーシアは一言も口をきいていなかった。彼女は心を閉とざし、もう全てがどうでもよいといった感じだった。

「ルーシアちゃんったら！」アイリスは不安と苛いら立だちで声のトーンが跳はね上がる。「ルーシアちゃんはエスクードの人たちと一いつ緒しよに戦ってたんでしょうっ。わたしたちも何かできることをしましょうよっ！」

　しかしそれでもルーシアは何も反はん応のうしなかった。

「ショーエンワイスのお嬢じよう様さま……」一緒にここに来たルーシアの従じゆう者しやのキースが口を開く。「お許ゆるし下さい。今のお嬢様には無理なのです」

　その言葉にはやや非ひ難なんの調子があった。普ふ段だんのプライド高きルーシアであったらそんな言葉を向けられたら許さないだろうに、ルーシアは黙だまって暖だん炉ろの炎を見つめていた。

　不意に電話が鳴った。アイリスは電話に飛びつき「お師匠様っ」と叫さけぶように言った。が、電話の向こうから聞こえてきたのはクラウディアの声ではなかった。

「あら……どちら様かしら？」

「え……？」電話の向こうから聞こえた老ろう齢れいの女じよ性せいの声にアイリスは驚おどろく。彼女は一度だけ大おお叔お父じと共にバッキンガムに行ったときその声を聞いていた。実にマヌケな質しつ問もんだと思いながらもアイリスは訊たずねた。「もしかして……女王様ですか？」

「ええ、ずいぶん長いこと女王をしていますわ。それで貴方あなたは？」

「は、はいっ。アイリス・ショーエンワイスと申しますっ」

「ああ、マーガレットの孫まご娘むすめさんね。覚えていますよ」

　エリザベスⅡ世は優やさしげな声で言った。フィンランドの地で亡なくなったアイリスの祖そ母ぼのマーガレットは、若わかき頃はイギリスで貴き族ぞくとして暮くらしていた。その頃二人は親しい友人だったそうである。

「貴方の師匠のデーム・クラウディアにお話があるのです。彼女にやってもらわなくてはならないことがあって。彼女はまだ戻もどってませんか？　わたしをここに送って来てくれた後、『奴やつら』の偵てい察さつに行ったのですが……」

「……はい……まだ」

　エリザベス女王は「そう……」と言って黙ってしまった。

　沈ちん黙もくは長かった。アイリスは救いを求めるようにルーシアの方を向いたが、電話で自分が女王の名を出したのは聞いていただろうに、ルーシアは微び動どうだにせず俯うつむいたままだった。

「……女王様、わたしがお師匠様の代わりにやります」

「貴方がですか？」

「はい。お師匠様の後始末も色々とやってきましたので慣なれています。教えて下さい……」

　アイリスは女王との会話を終えると、電話を切ってルーシアに言った。

「ルーシアちゃん。わたし、女王様が呼よんでいるから行くね」

　アイリスは姉弟子に背せを向け、キースが慌あわてて止めるのも聞かず、弟子入りしたときにクラウディアに貰もらった愛用のロッドを持って家を飛び出した。

　アイリスは野の道みちを駅へと向かって走る。家と家の間が五百ヤードも空いているような田舎町。道は月明かりだけで、しかも荒あれ放ほう題だいなので足を取られて転びそうになる。だが転んだって平気だ。今では貴族なんてやっているが、元々自分はフィンランドの田舎育ちなのだから。

（……でも女王様の言っていたこと、本当にできるのかしら？　それができれば勝ち目があるかもしれないけど……）

　不意に前から近づいて来る足音に気づいてアイリスは足を止めた。前から陽気な声で話しながら二人の男が歩いて来ていた。……近所の人が酒場にでも行ったの……よね？　昔からの癖くせで自分にとって都合のよい解かい釈しやくをしようとしていたアイリスの背せ筋すじが凍こおりついた。「おや？　ここにもいたか」と二人の男もアイリスに気づいて足を止めた。月明かりに照らされて微かすかに見える二人の顔には、口の周りに血がべっとりとついていた。

　アイリスはロッドを構かまえて術言ワードを唱える。が、恐きよう怖ふで口が上う手まく回らず、術がまるで編あまれていかない。「遊んでないでこっちにおいで」などと笑いながら二人が近づいて来る。魔ま術じゆつの存そん在ざいを知る古くからの使徒ではなく、最近使徒になった輩やからのようだ。だがいずれにせよこいつらは人を食ってきた。近所の人たちを。そして次は自分を。

「あー、悪いんだけどさー」聞きなれた声が使徒たちの背はい後ごからした。「そのちんちくりんはウチの子だから手を出さないでもらえるかしら？」

　月明かりに浮かぶ金の髪かみと赤のローブ。その人ひと影かげが振ふり上げた手に魔ま導どうの光が集まっていく。「な……」使徒たちは初めて見る魔術というものに唖あ然ぜんとする。次の瞬しゆん間かんクラウディアの放った魔術の矢が二人を貫つらぬいていた。

「ったく、大事なときに魔術が使えないなんてあんたもまだまだね～。『指先は滑なめらかに、発音はしっかり』って教えたでしょ～」

「お師し匠しよう様っ！」アイリスはべそをかきながら師匠の胸に飛び込んだ。「女王様がお師匠様を呼んでいて、でもお師匠様は死んじゃったと思って、それで、わたし……」

「それで一人で行こうとしたわけ？」

「だって、わたししかもういないって思ったから……」

「誰が死んでやるもんですか。わたしはね、この世にある魔術の全すべてを見るまでは、絶対にこの世に居い座すわり続けてやるって決めてんの」

　そしてクラウディアはアイリスの頭を撫なで「心配させてごめんね」と言った。

　二人はクラウディアの隠かくれ家がへと戻った。キースが駆かけ寄って来て「ロンドンは!?」と訊ねてきた。

「分からない。ロンドンは危き険けんでとても近づけないわ。奴ら、使徒を作りまくっている。それが餌えさを求めてイギリス中に広がろうとしてる」クラウディアは部屋の隅すみで身体からだを丸めたままのルーシアを見つめて言う。「わたしは貴方たちを迎むかえに来たの。イギリス魔術師わたしたちはこれからミッションを執とり行うわ。貴方とアイリスもそれに参加してちょうだい」

「女王様の……言っていたやつですね？」とアイリス。

「そう。オーストリアのエンカーナシオン城じように行って、ＺＯゾＳＯソが作ったアロマを封ふうじるための魔ま方ほう陣じんを再現するわ。ルーシア、貴方も来なさい。一度魔方陣を見ている貴方の協力が必要なの。これは師匠としての命令よ」

「……わたしなんて行ったってしょうがないでしょ……もう役立たずなんだから」

　クラウディアはルーシアの前まで行き、冷たい目で弟で子しを見下ろした。

「薫ちゃんが咬かまれたわ」

　ルーシアが弾はじかれたように顔を上げた。アイリスとキースも目を丸くしてクラウディアの方を見る。

「咬まれたって……魔族に咬まれたってこと？」

「ええ、それもアロマにね。薫ちゃんは恋した女じよ性せいを……レイニー・ブラディミールを護まもろうとしてアロマに向かって行き、力ちから尽つきたそうよ。それに比くらべて貴方あなたは何なの？　好きな人に振ふり向いてもらえなくて拗すねているだけじゃないの。貴方、ここで何もしなかったら、永えい遠えんに薫ちゃんとあの女の間に入って行けないわよ。それでいいの？」

「わたし……」

　ルーシアはゆっくりと立ち上がった。

　その瞳ひとみには以前と同じ、気き丈じような意思の光が戻もどっていた。

　　　　◇




　ギーエンとリラフォードは焼け野原となったバチカンに力なく佇たたずんでいた。

　エスクードの象しよう徴ちようであるサン＝ピエトロ大だい聖せい堂どうもまたそこを爆ばく撃げきされたかのように消し飛び、背後の街は真しん紅くの炎ほのおに染そまっていた。

「ちくしょうっ」ギーエンは力を失ったブラディミールを投げ捨すてた。「旦那だんな……俺、情なさけねえよ。薫とレイニーの姐あね御ごが運び去られるのを黙だまって指を咥くわえて見てることしかできなかった。俺、怖こわかったんだよ。爆ばく音おんが止やむまで表に出ることができなかったんだ。仲間が殺されてんのは分かってるのに……」

「……私も同じだ」

　リラフォードは、ぎりっ、と奥歯を噛かみ締しめた。連れん絡らくを密みつに取っていたクラウディアには一いち応おうバチカンで起きたことを伝えたが、これから何をしていいか分からず、ぼんやりと佇むばかりだった。

「旦那……俺ら、あいつに勝てんのか？　薫はあんなふうになっちまって、姐御も捕とらえられちまった。俺らに何か戦う方法が残ってんのか？」

　リラフォードは答えず、地面に腰を下ろした。あの盟主ロードは自分たちを、いや、薫やレイニーのことさえも相手にしていなかった。全ての人間は退たい屈くつを紛まぎらわすだけの玩具おもちや。そんな存在とどのように戦えばいいのかなど見当もつかなかった。

「……情けない奴やつら」

　いきなり女の声がした。えっ、と二人は声の方を向いた。声はかろうじて残った庁ちよう舎しやの屋根の上から聞こえた気がしたのだ。

　だが、二人が目をやったとき、そこには何もいなかった。

　黒い影かげが鳥のように屋根を蹴けって飛び立ったような気がした。

　　　　◇




　薫とレイニーを乗せた車はバチカンを出発し、護ご衛えいの数台の車と共にイタリアを西へと走っていた。

　向かうはローマのフィウミチーノ空港。バチカンを囲む城じよう壁へきに寄より添そうようにして建っていたバチカン空港は既すでに自分ら魔族の襲しゆう撃げきによって壊かい滅めつしていたからである。

　後部座ざ席せきにはアロマの魔力で眠ねむらされたレイニーと意い識しきを失った薫が荷物のように転がされていた。

「うるさいな」

　運転席の魔族が言う。切せつ断だんした手首は繋げられて治ち療りようは終わっていたが、夜が深まるにつれてますます強くなる契けい約やくを終えぬ苦く痛つうに血を吐はくような悲鳴を漏もらしていた。

「やめとけよ」助手席の魔族が言う。「このガキは真紅の貴婦人レデイ・ルージユの牙を受けてんだ。契約が済すめば真紅の貴婦人の側近になるんだぜ」

「この様子じゃ明日の朝までもちはしないさ。空港までもつかだって分からないね」

　イタリアの街もあちこちで炎が上がっていた。「……一千年前のようだな。ゲートが開いたときのことを思い出す」運転席の魔族が言う。ここイタリアでも軍部や政せい治じ中ちゆう枢すうに入り込んでいた魔族が一いつ斉せいに行動を起こし、制せい圧あつが進んでいた。制圧を円えん滑かつに進めるため大量の使徒を生み出したのであろう、強大な力を得た使徒たちは暴ぼう力りよくの衝しよう動どうにのみ込こまれ、つい『余よ計けいなこと』までやらかしている。

「人間なんてこんなもんさ。力を手に入れたら使わずにはいられない」

　街の通りでは悪あく夢むの宴うたげが執とり行われていた。人間の肉の味を覚えた使徒が昨日までの同どう胞ほうを食らい、街中で凌りよう辱じよくを行っている。

「ゲートが開いた直後も一気に人間が減へったな。一段落ついたら数を整えねば、人間が絶滅してしまうぞ」

「そうなるさ。またあの頃のように……えっ？」

　助手席の魔族は声を漏らした。トンっ、という音が車の屋根で鳴った気がしたのだ。

　一いつ瞬しゆん、窓まどの外で何かが動くのが見えた。「な、何だ!?」両脇の建物の壁かべを交こう互ごに蹴って、何か黒い影が車の列を追い越していった。

　黒い影は二百メートルほど先で車道の真ん中に降おり立った。それは黒いレザーのライダー・スーツに身を包んだ褐かつ色しよくの肌はだの女であった。

「あいつはっ！」

　眼がん帯たいに刻きざまれたトゥロワヌの紋もん章しよう。女はにまりと笑って両手の爪つめを伸のばした。先さき頃ごろ真紅の貴婦人レデイ・ルージユに処しよ刑けいされたトゥロワヌの使徒で、本人も牢ろう獄ごくに囚とらわれていたはずの女、ヴァルデリーであった。

　横を走っていた護衛車が前に出て加速し、ヴァルデリーを撥はね飛ばそうとする。だがヴァルデリーは寸すん前ぜんでくるりと身体からだを捻ひねって身を躱かわしたかと思うと、その勢いきおいで自分に向かって来ていた車のバンパーを蹴った。

　車はサッカー・ボールのように飛び、薫たちを護送していた車に物もの凄すごい勢いで向かって来た。運転手はハンドルを切るが、ヴァルデリーが蹴り飛ばした車はすぐそこまで飛来していた。あんぐりと口を開いた向こうの運転手と目が合ったかと思った次の瞬しゆん間かん、激はげしい衝しよう撃げきと共に車は吹ふき飛ばされ、歩道の脇で死体の肉を食らっていた使徒を巻まき込こんでアパートのレンガの壁に激げき突とつした。

「ち、ちくしょう……」

　開いたエアバッグを払はらいのけ、ひしゃげた車から這はい出そうとすると、ズン、とボンネットに黒い影が舞い降りた。ガシャンと窓が割われ、ヴァルデリーの爪がフロントガラスを貫つらぬいて、運転手の頭を首から刎はね飛とばした。

「この売女ばいたがっ」

　護衛の車から降りた魔族たちがヴァルデリーを取り囲んだ。

「売女ですって？」

　ヴァルデリーは刎ねたばかりの首を掴つかんだままボンネットから降りる。

「あのねえ。わたし、お金で男と寝たことなんてないの」

　まだ命が尽つきておらず口をパクパクと動かすその首を手で無む造ぞう作さに握り潰つぶした。

「もしわたしと戦って生き延のびられたら、好きなだけわたしの身体を貪むさぼらせてあげるわ。……ま、無理だと思うけど」



　戦いは数分で終わった。しかしトゥロワヌの牙きばを受けて魔族に匹敵する力を得ているさすがのヴァルデリーでも、五人もの魔族との戦いでは無む傷きずというわけにはいかず、治ち癒ゆ途と中ちゆうの傷を忌いま々いましげに押おさえながら車のドアを開いた。

　そこには抱だき合うようにして一組の男女が倒たおれていた。ヴァルデリーの片かた方ほうだけの瞳ひとみに憎ぞう悪おの色が宿る。ヴァルデリーの失った片目は、百数十年前、誰あろうこのレイニーに妖よう剣けんブラディミールで抉えぐられたものであった。

「……いつかこのお綺き麗れいな顔をズタズタに切り裂いてやるって誓ちかっていたのに、まさかこいつを助けることになるとはね」

　ヴァルデリーは術言ワードを唱えた。ヴァルデリーの魔力ではアロマの使った魔ま術じゆつを完全に解とくことはできなかったが、綻ほころびができ、レイニーの瞳がうっすらと開く。ヴァルデリーはせめてもの憎にくしみを込こめて、レイニーの頬ほおをぴしゃりと張った。

　目を醒さましたレイニーは周囲を見み渡わたす。まだ自分が置かれた状じよう況きようが理り解かいできてないようで、ヴァルデリーを見て「お前は……？」と呟つぶやくように言った。

「トゥロワヌ様の使徒でヴァルデリーよ。忘わすれたの？　貴方あなたがこの瞳を抉ってくれたのに」

　ようやくレイニーの瞳が険けわしくなる。が、彼女は構かまえようともしなかった。

「しっかりしてちょうだいよ。戦いを忘れた腑ふ抜ぬけを助けたつもりなんてないんだから」

「……助けただと？　なぜトゥロワヌの使徒がわたしを助ける？」

「マスターを殺した女に復ふく讐しゆうするのにはあんたの力が必要だと思ったからよ。……けど、見当外れだったのかしら？　あんたは寝ね惚ぼけたことを言ってるし、そっちのボウヤはもうダメみたいだし」

「薫っ！」

　レイニーはハッとして、座席から床ゆかに転げ落ちていた薫の身体を揺ゆさぶった。

　ヴァルデリーはため息をついた。ヴァルデリーの知る、自分を完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめしたレイニーであったのなら、状況が飲み込めていなくても敵てき対たいしていた自分に無む防ぼう備びに背せを向けて男にすがりつくことなどあり得なかった。

「今のあんたは使い物にならないみたいね」ヴァルデリーはレザー・スーツのポケットからハンカチを取り出し、殺した魔族の血で電話番号を書いてレイニーの足元に投げ捨すてた。「気が向いたら電話してちょうだい。……それから忠ちゆう告こくだけど、そっちのボクちゃんは早めに殺してあげた方がいいと思うわよ」

「わたしが薫を殺すだと……？」

「ええ。その子はもうおしまいだもの」

　ヴァルデリーはソドムと化した街へと消えて行った。

　そしてレイニーと薫だけが取り残された。

　　　　◇




　フランス、ドゴール空港。

　盟主ロードアロマの住まうモン・サン・ミッシェルに近いこの空港は、アロマが行動を起こしたのと同時に、そこに出入りする魔族が使うために完全に魔族の管理下に置かれていた。

「ふう……」

　モン・サン・ミッシェルを発たったアルフェルムはロビーで飛行機の時間を待っていた。

　この数日でアルフェルムの置かれた立場は目まぐるしく変へん貌ぼうしていた。

　つい先さき頃ごろまではトゥロワヌ以外誰も自分に意見を言うことさえできない絶対的な支し配はい者として君くん臨りんし、東洋の島国で好き勝手に暮くらしていた。だがその日々は唐とう突とつに終わりを告げた。アロマの復ふつ活かつにより、反アロマの立場を取っていたアルフェルムは彼女によって屈くつ辱じよく的な立場に追いやられた。小間使いのように扱あつかわれ、あまつさえアロマと子作りをすることを強要された。そして散々アルフェルムを弄もてあそんだアロマは自分に興きよう味みを失って彼を解かい放ほうしたのである。

　世界中で戦火が燃もえ上がる中、蚊か帳やの外に置かれることとなったアルフェルムは日本へと戻ることにした。開かい演えんを待つ舞ぶ台たいの最終幕に彼が演じる役は用意されていなかった。それにまあ、この舞台にあまり興味もない。終演のときに待っているのは拍はく手しゆ喝かつ采さいのカーテン・コールなのか、それとも観客が次々と席を立ってしまった大失敗の舞台なのか、アルフェルムにはどうでもよかった。

「あの、我わが君。飛行機が到とう着ちやくしたそうです」

　一人の使徒が呼よびに来た。アルフェルムは「あ、そう」と席を立った。彼の使徒たちの間に微び妙みような空気が漂ただよっていた。アルフェルムがアロマに子作りを強要された話が広まってしまっているのだろう。

　触ふれてはならない傷きずを見ないようにしているのだが、その態たい度どがむしろ傷口を抉っていることを使徒たちは分かっていない。でもそれもまあどうでもいいことだ。今の自分は、自分の使徒にさえ憐あわれまれるような状況ということなのだろう。

　アルフェルムは日本行きの飛行機に乗り込んだ。ビジネスクラスのシートを全すべて一人で占せん領りようし、窓まどの外を眺ながめる。アロマのお膝ひざ元もとのここフランスでも、空は燃え上がっていた。大量に作られた魔族の使徒たちが暴れ回っているのだろう。昨日までは子犬にすぎなかった飼かい犬が、突とつ然ぜんに獅し子しに姿すがたを変えられ鎖くさりから解とき放はなたれたかのように。一千年前にゲートが開いたばかりのときも同じことが起きた。日本の屋や敷しきの周辺が静かなままだったらいいのだけれど──。

「ねえ、お前」と近くにいた使徒にアルフェルムは声を掛けた。「ブルームクイストを呼んで。日本の屋敷がどうなっているか、留る守す番ばんの奴やつらに聞けって」

「え……？　あ、あの……」

　声を掛けられた使徒は戸と惑まどう。

「どうしたんだい？」

「その……だって……ブルームクイストさんはもう……」

「……あ、そうか。あいつはもう死んだんだっけ。忘わすれてたよ。じゃあお前、代わりに留守番の奴らに電話して聞いて」

「わ、分かりました」

　と使徒は携けい帯たい電話を取り出して、通話を始める。

「……外でやりたまえ。うるさいじゃないか」

「申もうし訳わけありませんっ」

　使徒は真っ青になってエコノミークラスの席の方へと駆かけて行った。

　まったく……。アルフェルムはため息をついてラックの新聞を広げた。夜を過すごすには可愛かわいい子だけど、執しつ事じとしては全然だ。その点、あいつはそこらへんだけは完かん璧ぺきだったっけ……。

　アルフェルムは生まれて初めてブルームクイストのことを考えるために時間を費ついやした。

　アルフェルムがブルームクイストを使徒にしたのは、言ってみればほんの出来心だった。いつも麗うるわしい美少年ばかりを使徒にして食しよく傷しようしてきた時期があり、ではこの世のものとは思えない醜みにくい男を使徒にしたらどうだろうかとあの男に牙きばを与あたえたのである。アルフェルムはすぐにそのことを後こう悔かいした。あの男は執事としては完璧だったが、そのせいで醜さがより一いつ層そう際きわ立だってしまい、近くにいるだけでも苛いら々いらした。殺してしまえばいいのだが、困こまったことに使徒にするとき「殺すときには食ってあげる」と約束してしまったため、あの男を殺したら食うしかなく、でもそれだけは絶ぜつ対たいにごめんという八方塞ふさがりな状じよう況きように陥おちいっていたのである。しかもあの男、いくら自分が嫌きらっても自分に対して忠ちゆう誠せいを尽つくし、殺されて食ってもらえる時を待っていたきらいがあった。そして気づいてみれば何百年も自分の側そばに居い続つづけた。……何だよ、勝手に死んでしまったりして。私はちゃんと殺して食ってやろうと思っていたんだからな……。

　アルフェルムは水を飲もうと手を伸ばしたが、テーブルには飲み物は用意されていなかった。

「おい、お前」と側に控ひかえていた別の使徒に言う。「水はどうしたんだい？」

「す、すみません。すぐに貰もらって来ますっ」

「まったくお前たちは……。ブルームクイストがいたらこんな……」

　とそこまで言ったところでアルフェルムは口を閉とじた。

　何であろうか、この胸むねの蟠わだかまりは。あんなに邪じや魔まで邪魔で仕方なかった奴なのに、いなければいないで妙みように腹はらが立つ。「……気に入らないな」アルフェルムは読んでいた新聞を投げ捨すてた。使徒たちがびくりとする。

　気に入らないな。こういうのって気に入らない──

　自分らの不始末が主人を怒おこらせてしまった、と顔色を失っている使徒の一人にアルフェルムは話し掛けた。モン・サン・ミッシェルで真ま澄すみと同室になった若わかい使徒で、真澄にかなり気がある様子の青年である。

「ねえ、真澄はどうしたの？」

「は、はい。モン・サン・ミッシェルでトゥロワヌ卿きようの使徒を逃にがしたと取り調べを受けましたが、魔ま術じゆつに囚とらわれただけと嫌けん疑ぎは晴れましたので釈しやく放ほうされました。……だけどあの……我が君が『二度と自分の前に姿を見せることは許ゆるさない』と命じられたので、どこかに行ってしまったみたいで……」

　なかなか有ゆう能のうな子じゃないか……とアルフェルムは微笑ほほえむ。もしかするとこの子はブルームクイストの後あと釜がまになれるかもしれない。

「真澄を捜さがしなさい。彼にやってもらいたいことがあるんだ」

　　　　◇




　トントン、とドアがノックされた。

　レイニーがドアを開くと、外見は五十前に見える厳いかめしい男と、白みがかった長い金きん髪ぱつの少女がいた。

「着き替がえをお持ちしました、グランマスターの姫ひめ君ぎみ」

「ありがとう、クラウゼン」

「いえ、姫君のお役に立てて光栄にございます」

　クラウゼンと呼よばれた男は深々と頭を下げた。彼の後ろにいた少女が少し戸と惑まどった様子でレイニーに着替えの黒スーツを差し出した。服の上にはレイニーが愛用していた物と同じ金きん属ぞく錐すいとそれを結ゆわえる鉄てつ鋼こうの糸、それから『カパーラの火の花』で作られた煙草たばこが載のっていた。「ありがとう、ローラナ」レイニーは彼女に礼を言うが、ローラナはお義ぎ理りのように頭を下げると踵きびすを返して走り去ってしまった。

「申し訳わけありません、無作法な娘むすめで」

「いや、構かまわぬ。わたしはあの少女の主人を殺しているのだからな。恨うらまれて当然だろう」

　ヴァルデリーに助けられたレイニーは気を失ったままの薫を連れて、欧おう州しゆうはルクセンブルク大公国に来ていた。

　この街は主人を失った使徒の集まった街であった。主人を失ったがゆえこの世界の魔族たちの社会にはもう属ぞくすることができず、かと言って人間の生活には戻もどれない。そんな使徒たちが流れ着くのがこの街だった。ルクセンブルク大公──彼はごく普ふ通つうの人間である──により使徒たちの自治区が作られ、使徒たちは人間を襲おそわないことを条じよう件けんに人間に混まじって暮くらしている。レイニーもここの使徒だけは看かん過かしており、以前薫と修しゆ行ぎようの旅をしていた頃、しばらく滞たい在ざいしたこともあった。でも先さき程ほどのローラナのようにレイニーに主人を殺された者もおり、前の滞在のときには一騒そう動どう起きたりもした。

「大公はどうされている？」

「今のところ静観されています。元より争いを嫌きらうお方ですから、積極的に何かをされることはないでしょう。もしこの国が真紅の貴婦人レデイ・ルージユに制せい圧あつされたときには、大公の御おん身みに何もないよう今までのご恩おん返がえしがしたいものですが、我われ々われの力ではどれほどのことができるものか……。もしかするとこの小国に作られた我々の安住の地ももう終わるのかもしれませんな」

　クラウゼンは感かん情じようを交まじえず言った。彼が主人を失ったのはもう三百年も前のことだった。彼は『漂ノ泊マ者ド』として彷徨さまよい、使徒の本ほん能のうに従したがって暴ぼう虐ぎやくな真ま似ねも行ってきたが、あるとき人間の娘に恋こいをした。それはこの街で生まれた娘だった。彼女は魔族や使徒の存そん在ざいを知っていた。歴代のルクセンブルク大公はこの地に行き場を失った使徒のための自治区を作って受け入れていた。それがクラウゼンがここの世話人となる切っ掛けであった。だがこの平へい穏おんな日々も終わり、またこの街の漂ノ泊マ者ドたちは文字通り放ほう浪ろうの生活をすることになるかもしれない。

「それでは失礼します。何かご用がありましたら、遠えん慮りよなくお申しつけ下さい」

　クラウゼンは深々と頭を下げて去って行った。

　レイニーは部屋の中へと戻もどり、囚とらわれの時に着せられていた服からいつもの黒い男物のスーツに着替え、カパーラの火の花で作られた煙草に火を点つけた。人間なら永えい遠えんに昏こん睡すい状じよう態たいに陥おちいるほどの劇げき薬やくであったが、身体からだを苛さいなむ苦く痛つうが多少は和やわらぐ。もう夜も遅おそい。日付を跨またぎ、最も苦痛が酷ひどくなる時じ刻こくであった。

「ああっ……うあああっ!!」

　寝しん室しつからは絶たえ間まなく青年の悲鳴が聞こえていた。レイニーは部屋に備そなえられたティー・ポットの中にカパーラの火の花の煙草を解ほぐして入れると、ポットの湯を注いだ。

（……そういえば以前にもこんなことがあったな）

　そう、あれは東京でのゲート封ふう印いんのときだ。彼の兄の真澄がアルフェルムに咬かまれ、契けい約やくを終えぬまま逃にげて来たときのことだ。

　レイニーは寝室に入った。そこは嵐あらしが通り抜ぬけたかのような惨さん状じようになっていた。薫はベッドにはおらず、床ゆかに転げてのたうち回っていた。彼はもう人間の姿すがたではなかった。口には二本の牙きばが生え、両手の爪つめがナイフのように伸のびていた。苦痛にのたうっているときにその爪がベッドや調度をズタズタに切り裂さいていた。

（まさか兄弟揃そろって盟主ロードに咬まれることになろうとはな……）

　胸むねが痛いたんだ。トゥロワヌがヴァルデリーを夜よ伽とぎの奉ほう仕しのために造つくり上げたように、上位の魔族は使徒をデザインすることができるという。薫の苦しみようは普ふ通つうではなかった。あの女め……薫をどんな身体にしたというのだ……。

　レイニーが持って来たティー・セットを床に置き、薫をベッドに戻もどしてやろうと近づいたときだった。

　薫の瞳ひとみが開いた。荒あらい息を吐つきながら、充じゆう血けつした瞳がレイニーを見た。

「薫、大だい丈じよう夫ぶ……」

　とそこまで言ったとき、薫の身体からぶわっと闇やみが溢あふれ出た。レイニーさえも思わず身を庇かばってしまうほどの気配が膨ふくれ上がる。

「なっ……」

　薫の身体から溢れ出た闇は、まるで質しつ量りようを持った物質のようにレイニーの身体に絡からみついた。レイニーに絡みついた闇は服の袖そでや胸むな元もとからレイニーの身体の中に入り込み、肌はだをねぶるかのように巻まきつく。「くうっ」レイニーは思わず声を上げる。闇の触しよく手しゆに締しめ上げられ、夜も更ふけて鋭えい敏びんになっていた身体が反はん応のうしてしまった。

　薫はレイニーをベッドへと投げ、上に跨またがった。彼の瞳は完全に正気を失っていた。薫はレイニーの胸元を割わる。スーツとその下に着たワイシャツのボタンがまとめて弾はじけ飛び、闇の中で白く輝かがやくようなレイニーの乳ち房ぶさが露ろ出しゆつした。薫の手が千切れるほど激はげしくレイニーの両乳房を鷲わし掴づかみにした。反はん射しや的にレイニーは逃のがれようとするが、闇の触手がレイニーを押おさえつけ、両手両脚を大の字に開いてベッドに磔はりつけにした。

　薫はレイニーの乳房に顔を埋うずめ、舌したを這はわせる。薫の舌が胸の先せん端たんの突とつ起きに触ふれ、レイニーは「んっ……」と濡ぬれた声を漏もらした。契約を終えぬ肉体が性せいの快かい楽らくによる癒いやしを求めるのはレイニーも同じであった。レイニーは身体の力を抜いた。

　レイニーの乳房をねぶっていた薫の舌が首くび筋すじへと這い上がった。薫は荒い息を吐きながら、牙を剥むき出しにした。

「……やめろ、薫」

　レイニーは静かに言った。

「それだけはやってはダメだ。血肉を食らったとき、お前は人間でなくなる。お前の苦痛がわたしの身体で少しでも癒されるならそれでいい。わたしを好きにしろ。だが、それだけはやるな。お願いだからやらないでくれ」

　薫の瞳に正気の光が戻った。「あっ……」薫は自分のしようとしていたことに気づいた。薫が正気を取り戻すと同時に薫の身体から伸びていた闇の触手が消え、レイニーは解かい放ほうされた。

「すみ……ません……」

　薫は泣いた。何ということだろう。自分は初めて恋をした女じよ性せいを力ずくで犯おかそうとしていたのだ。いや、力ずくでというのは違ちがう。その気になればレイニーが自分を払はらいのけることなど難むずかしくはなかっただろう。彼女は自分を憐あわれみ、身体を与あたえようとしてくれたのだ。

「すみませんレイニーさん……僕ぼくは最低です……」

「……つらいか、薫？」

　薫はこくりと頷うなずいた。薫は彼女に背せを向けてベッドの端に腰こし掛かけ、顔を覆おおって泣いた。彼女の顔を見ることができなかった。恥はずかしいというのとも、申もうし訳わけないというのとも少し違う。自分が憧あこがれ続けた人にこんなことを平気でしてしまうこの身体が呪のろわしかった。

「そうか」

　彼女の気配が近づいて来たかと思うと、背中に柔やわらかな感かん触しよくが押し当てられた。えっ……と思う間もなく、レイニーの両腕がそっと後ろから薫を抱だき締しめた。彼女は頭を薫の背にもたれかけながら言う。

「いつか船の上で、お前が望むならいつでも抱いていいとわたしが言ったのを覚えているか？」

「い、いますけど、だけどっ……」

「わたしを抱くのが嫌いやなのか？」

「だからそうじゃなくて、僕は、その、契約を終えない苦しみを癒すためなんかにレイニーさんに、その、そんなことを……」

「また以前のお前に戻ってきたな。勇ましいことを言ってバチカンの地ち下か牢ろうからわたしを連れ出そうとしたお前はどこに行った？」レイニーはくすりと笑った。「なぜお前はわたしの感情に気づいてくれないのだ？　あのときわたしはお前に心を動かされたのだぞ？」

　レイニーは薫の身体から離はなれ、薫の前へと回った。

「あのときのお前の言葉……とても嬉うれしかった。上う手まく言えないが、たぶんわたしは今、生まれて初めての恋こいをしているのだと思う」

　レイニーの唇くちびるが薫の唇を塞ふさいだ。レイニーは薫に腕を回し、身体を寄よせる。薫はどうしていいか分からずされるがままだった。長身の彼女に抱き締められる小こ柄がらな青年。何だか男女が逆さかさまになったようだった。

　レイニーは薫をベッドに寝ねかせ、自分の服のベルトに手を伸のばしたところで手を止めて訊たずねた。

「わたしが自分で脱ぬいだ方がいいか？　それともお前が脱がせるか？」

「あ、いや、あの、僕、どうしたらいいか……だってあの、女の人とそんなことをしたことが……す、すみません」

「そんなものは見れば分かる」レイニーは自分でズボンを脱ぎ、それから下着も脱ぎ捨すてて薫の上に跨またがった。そしてまた唇を塞ぐ。今度は唇だけの口づけではなくレイニーの舌が薫の中に入ってくる。薫の下半身のものはとっくに激しく勃たち、ズボンを通してレイニーの下か腹ふく部ぶに押し当たっていた。「恥はじはかかせない。だからお前もいちいち謝あやまるな、この馬ば鹿か者ものめ」

　レイニーは服を全すべて脱ぎ捨て薫と絡からみ合った。熱く火ほ照てった彼女の身体。薫は彼女の腰におずおずと手を回す。人間を遥はるかに超ちよう越えつした戦せん闘とう能のう力りよくを持つ彼女であったが、しなやかな筋きん肉にくの上に柔やわらかな肉を湛たたえていた。

　絡み合っているうちに薫が彼女の上になる。「……じらすな。わたしの身体もお前を求めていることぐらい分かるだろう」レイニーはくいっと顎あごで薫のズボンを指す。危あやうくまた謝ってしまいそうになるのを抑おさえ、あたふたとズボンを脱いだ。

「薫よ……わたしはもうすぐこの世からいなくなる。だから……お願いだ。わたしの感触を覚えていてくれ。わたしと褥しとねを共にした今日のことをお前の記き憶おくの片かた隅すみに留とどめていてくれ。お前だけでいい。わたしという人間がいたことを永えい遠えんに忘わすれないでくれ」

「絶対に忘れたりしません……」

　薫のものがレイニーの中へと入り込んだ。蕩とろけるように熱くなった濡れた柔やわ肉にくが薫のものを包み込み、薫は一いつ瞬しゆんで射しや精せいしそうになる。「んんっ」レイニーも声を上げて薫を抱き寄せる。

　薫はぎこちなく腰を動かした。だが初めて女を知った薫に闇やみの美女の身体がもたらす快楽は強きよう烈れつすぎた。あっと言う間に薫は熱い液えき体たいをレイニーの中に吐はき出した。

「す、すみませんっ」

　思わず薫は謝ってしまう。

「……だから謝るなと言っているのだ」

　慌あわてて自分から離はなれようとする薫をレイニーは抱き締めた。射精したばかりの薫のものがレイニーの中でまた硬かたくなり、淫いん猥わいな破は壊かい衝しよう動どうが込み上げた。薫はレイニーに覆おおい被かぶさった。次し第だいに薫の腰の動きが滑なめらかになり、レイニーの膣ちつの中を抉えぐる。「あっ……ああっ」彼女の声も昂たかぶりをみせてくる。

「夜が終わるまで……続けろ」

「はい……」

　薫はレイニーの身体を背はい後ごから抱きすくめた。肉食獣じゆうが教えられなくても獲え物ものの獲とり方を知っているかのように、薫は彼女の腰を抱かかえて激はげしく彼女に突つき入れた。彼女の身体が弓なりに反そり、一ひと際きわ大きな声を上げる。薫はもう彼女を抱くことに何の躊躇ためらいもなかった。

　レイニーは薫に身を任まかせながら先さき程ほどと同じ言葉を呟つぶやいた。



　──お願いだ、薫。わたしのことを忘れないでくれ。

　　　　◇




　翌よく朝あさの太陽がルクセンブルクの街に昇のぼった。薫は窓まどから差し込む光で目を醒さました。

　乱みだれたベッドの上に自分とレイニーが寝ねていた。二人とも一糸まとわぬ姿すがただった。昨夜の激しい思い出が甦よみがえり、今さらながら顔を赤くする。

　薫は自分の手を見た。闘とう気きを軽く手に向けると、爪が鋭するどく伸のびた。戻もどれ……と心の中で命ずると爪は元に戻った。薫は口の中に指を入れてみた。二本の牙きばが鋭く伸びていた。こちらは意い識しきを向けても引っ込まなかった。

　外見上の変へん貌ぼうはこれぐらいだったが、自分がもう昨日までとは別物であるのが自覚できた。全てを壊してしまいたいという黒い感情が心の中で渦うず巻まいている。誘ゆう惑わくに負けてそれに身を委ゆだねれば、昨日レイニーを押し倒たおしたように、人を殺し、女を犯おかし、血肉を求めてしまいそうだった。

「……つらいか？」

　レイニーの声がした。彼女はベッドに横たわったまま目を開けていた。

　薫は「はい」と答えた。身体を苛さいなむ苦く痛つうも、人外の行いへの誘惑も。肌はだをまるで隠かくそうとしないレイニーを見ているうちに心の奥おく底そこから湧わき上がってくる嗜し虐ぎやく的な衝動に、薫は彼女から顔を逸そらした。

「ずいぶんな身体にされたものだな。気づいていたか？　昨夜わたしの中に精を放ったとき、代わりにわたしの生気を吸すい上げていったのを？」

「えっ……何ですか、それは？」

「魔族の中には交わった人間の生気を吸い尽つくす者もいる。どうやらお前はあの女にその力を与あたえられてしまったようだ。魔族を相手にするならよいが、人間の女はやめておけ。お前に抱かれたら一たまりもないぞ」

「そんなっ、僕ぼくはレイニーさん以外と、そ、その、あんなことをしたりしませんっ。絶対にしませんっ」

　声を裏うら返がえす薫に、レイニーは笑った。

「ついでだ。もう少しわたしの力を持っていくといい」

　と、レイニーは薫に身体からだをもたれさせた。自分の胸むな板いたの上で形を変える彼女の乳ち房ぶさ。シーツ越ごしに触ふれ合うお互たがいの下半身──。昨夜ベッドで、ソファで、床ゆかの上でその身体に言葉にできないようなことを散々したくせに、薫は声をどもらせた。

「い、いいですよ、そんなことっ」

「……この朴ぼく念ねん仁じんめ」レイニーは薫の胸に顔を埋うずめた。「覚えておけ。女が男を求めるときには大たい義ぎ名めい分ぶんが必要なこともあるのだ」

「その、あの……」

　そのときであった。



    

  
    
      　パンっ、パンっと手を打ち鳴らす音が聞こえた。

「はーい、そこまで。お楽しみの時間は終わりよ」

　おどけた少女の声。二人は同時に飛び起きる。部屋の隅すみ、ソファの上に真しん紅くのドレスをまとった少女の姿があった。

「もう、薫君ったら素敵な使徒になってくれちゃって。嬉うれしいわ」

　アロマは立ち上がり、こちらに向かって歩いて来る。

　レイニーはナイト・テーブルに置いてあった得え物ものの金きん属ぞく錐すいを取り、アロマに向かって放った。が、金属錐はモン・サン・ミッシェルの戦いのときのようにアロマの目の前で静止した。アロマが手を払はらうと、レイニーは壁かべまで吹ふき飛ばされた。

　アロマは薫の目の前までやって来た。目に見えぬ石の塊かたまりを両りよう肩かたに載せられたように、薫は無む理り矢や理りにアロマの前に膝ひざを折った。

「さあ、薫君。昨日の続きよ」アロマは自分の手首を薫の前に近づけた。「その牙でわたしを咬かんで、薫君。そしてわたしの血を啜すすってわたしを受け入れなさい。そうすれば貴方あなたには永えい遠えんの快かい楽らくが待っているのよ？」

　産うぶ毛げの生えた細い腕が、まるで白はく桃とうのように薫を誘さそう。

　だが薫は昨日とは違ちがい、即そく座ざにきっぱりと答えた。

「断ことわる。僕は絶対にお前なんかに屈くつ服ぷくしたりしない」

　アロマはきょとんとし、そして満面の笑えみを浮うかべた。

「面おも白しろいわ、薫君。とっても」アロマは薫の前を離はなれレイニーの前へと向かった。「モン・サン・ミッシェルで待ってるわよ、薫君」

　術言ワードを唱えることもなく、アロマはレイニーと共に消えた。激しい夜の痕こん跡せきが残る部屋に、薫だけがポツンと残された。

（面白い……だと？）

　薫の口元に笑みが浮かんでいた。それはかつての温おん厚こうで優ゆう柔じゆう不ふ断だんな青年のものではなかった。闇やみの者でしかあり得ぬ壮そう絶ぜつな笑みであった。彼の感かん情じように呼こ応おうするように、昨夜レイニーを押おさえつけた闇の触しよく手しゆが身体から滲にじみ出でて、彼の身体を覆おおっていく。

　気づくと足元にレイニーの得物の金属錐が落ちていた。薫はそれを手に取った。触ふれれば金属さえ切り裂さく鋼こう鉄てつの糸だが、薫の中から溢あふれ出る闇の力はそれから薫の肌を守った。先端がぴくりと動く。薫は力を送った。金属錐は鎌かま首くびをもたげ、次の命令を待っていた。

「……やってやるよ、アロマ」

　薫は声に出して言った。

「人間だった奴やつにどれだけのことができるか、骨ほねの髄ずいまで楽しませてやる」



    

  
    
      　エピローグ　死に臨んでの祈り






　イギリスはリヴァプール。郊こう外がいに造られたイギリス貴き族ぞくの私し設せつ空港にクラウディアはアイリスを連れてやって来た。

「あら、遅おそかったですこと。少し朝が早すぎましたか？」

　空港の建物に入るやいなや丁てい寧ねいではあるが刺とげのある声が降ふってきて、クラウディアはムッとした。

「あんたね～、性せい格かくが悪すぎるのよ～」

　貴族っぽい奥歯に物が挟はさまったような会話をするのが面めん倒どうになって、クラウディアはアンジェラ・グレンヴィルに言ってやった。だがアンジェラは知らん顔でにこにこと笑っていた。

「おめえが他ひ人と様さまに『性格が悪い』とか言うな」とすかさず言ったのはトゲトゲ頭のシド・ギーエン。「おめえより性格が悪い女なんているもんか」

「いるから怖こわいのよね～」

「ギーエンさん、マルゼス導どう士しはわたしを誤ご解かいされているのです」とアンジェラ。「何と言いますか、マルゼス導士はわたしのことをあまりよく思ってらっしゃらなくて。それでわたしの言葉をいちいち悪く取るんですよ……はあ」と大きなため息。

「うわ～、すっごいムカつくんですけど～」

「……よしたまえ」とうんざりした顔で言ったのは『公こう認にん会計士』ことジェイミー・リラフォード。「我われ々われはチームだ。妙みような空気を作られては迷めい惑わくだ」

「そ、そうですよ、お師し匠しよう様。仲良くしてくれないと、その、困こまりますぅ……」とアイリス・ショーエンワイスがおずおずと言う。

「だってわたしの責せき任にんじゃないし～」

　リラフォードは「いいから」とクラウディアを黙だまらせた。クラウディアはぶすっとしながら「はいは～い。どうせわたしは悪者ですよ～」とぶーたれた。

　彼ら五人はこれからオーストリアのエンカーナシオン城じように向かう。そこの地下に作られた魔ま方ほう陣じんを調べ、かつてＺＯゾＳＯソがアロマを封ふうじた法を復ふつ活かつさせるためである。

「それでマルゼス導士。ウチの妹は来ないのですか？」

「ええ。来ないわ」

「そう……残念ね。もうちょっと強い子だと思ったんだけど……」

「いいえ違ちがうの。彼女は……」

　と、そこまで言ったときだった。カツン、と足音がした。ちょっと出で遅おくれたアイリスを除のぞき、四人が身み構がまえる。

「貴方あなた……どうしてここに……」

　クラウディアは顔を強こわ張ばらせながら言った。そこにいたのは黒いローブに身を包んだ長身の男──桂かつら木ぎ真ま澄すみであった。

「イギリス連中の誰だれかがあそこに行くんじゃねえかって我わが君がアタリをつけていてな。アンテナを張はり巡めぐらせていたら引っ掛かったってわけだ。……まあ、知り合いばっかいるとは思ってなかったが」

「我々を始末しに来たわけかね、真澄君」リラフォードが拳けん銃じゆうを抜ぬいて言う。

「いや、俺おれも連れて行ってもらいたくってな」

「何だと？」

「こっちも色々と事じ情じようがあるのさ。いいから連れて行けよ。俺がいると便利だぜ。オーストリアはかなり魔族の制せい圧あつが進んでいるそうだしな」

　返答を待たずスタスタと搭乗ゲートへと歩いて行く真澄をクラウディアが止めた。

「……真澄、何かわたしに言うことはないの？」

「何だよ、クラウディアさん。『使徒にされちまってすまなかった』とでも言えっていうのかよ」

「あの……」アイリスが口を挟はさむ。アイリスだけは真澄と直ちよく接せつの面めん識しきはない。「お師匠様は真澄さんのことをとっても心配されてたんです。だからその……『心配させてすまない』って言ってもらいたいんだと思います」

「いたって俺は健康さ。毎日快かい眠みん快食だ。ちょっとばかり女を見ると拒きよ否ひ反はん応のうを起こすようになっちまったが」

「あ、あのっ、それは何と言いますかっ、白銀ミスリルの盟主ロードさんの趣しゆ味みと言いますか……」

　テレビから仕入れたのか、それとも日本のその手の漫まん画が雑ざつ誌しをルーシアに送ってもらっていたのか、アイリスは顔を赤くしながらも興きよう味み津しん々しんに言う。

「言ってやるなボケっ」横にいたギーエンがぱこーんとアイリスの頭を叩はたいた。

「相変わらず妙ちくりんな弟で子しばっか抱かかえてんな、クラウディアさんも。……そういやもう一人の天然ボケ娘むすめの方は来ねえのか？」

「あの子には別の仕事があるわ」

「別の仕事？」

「そう、好きになった人のためにね」

　　　　◇




　ベルギーのブリュッセル。街の中心部から少し外れたいかがわしいホテルに一人の訪ほう問もん者しやがやって来た。

　ドアがノックされて開く。部屋から現あらわれた小こ柄がらな老人は、少し驚おどろいた顔をしてから、ひひひひひっ、と笑った。「おやおや、これはグレンヴィルのお嬢じようさんじゃないか」ブレンティス・ストリックスランド。『トリプル・クラウン』の渾あだ名なで知られる魔ま術じゆつ師しにして犯はん罪ざい者しやであった。

「入っていいかしら？」

「いいともいいとも。退たい屈くつしてたところじゃ」

　ルクレシア・グレンヴィル、そして彼女と一いつ緒しよにやって来たキースは部屋に入った。食い残しの食べ物と魔ま導どうの道具が一面に散らばった汚きたならしい部屋にルーシアは「真紅の貴婦人レデイ・ルージユを復活させた天才魔術師にしてはずいぶんな部屋に住んでいること」と皮肉を言った。

「片かたづけをやっていた奴やつがいなくなってしまったものでのぉ」トリプル・クラウンはいつもの笑いを浮かべて言った。「それでグレンヴィルのお嬢さん、わしに何の用かね？　真紅の貴婦人レデイ・ルージユを復活させた魔術師協会の恥はじを始末しに来たのかね？」

「……キース」

　ルーシアが命じると、キースは持って来た剣つるぎを抜いてテーブルの上に置いた。「……ほう」とトリプル・クラウンは興味深そうな顔をした。「教きよう皇こう庁ちように伝わる退たい魔まの妖よう剣けんではないか。確たしかあの赤あか髪がみの魔女の名を取ってブラディミールとか呼ばれている」

　レイニーの名にルーシアはぴくりと眉まゆを動かすが、湧わき上がる感かん情じようを振ふり払はらって言った。

「この通り、この剣は力を失っているわ。でも貴方あなたならこれの力を取り戻せるんじゃないかしら？　なにせ天才なんですから」

　トリプル・クラウンの捜そう索さくは姉のアンジェラが進めていた。この男を捕とらえ、拷ごう問もんしてでも真紅の貴婦人に関する情じよう報ほうを喋しやべらせるためである。協力するにしろしないにしろ、用が済んだ後は始末するつもりだったのだろう。

　だがルーシアはそれを待ってもらい、この男と交こう渉しようするためにここにやって来た。薫かおるの剣を甦よみがえらせるために。

「なぜわしがそんなことをしなければならないのかね、お嬢さん？」

「それができそうなのはあんたぐらいだからよ。あんたなんかに頭を下げるのは虫むし唾ずが走るけど。それとも、もうこの世にはいないＺＯゾＳＯソにでも頼たのめって言うの？」

　とそのとき、トリプル・クラウンの胸のあたりから女じよ性せいの声がした。「あなた……あなた……」とすすり泣くような声だった。えっ……と思う間もなく、トリプル・クラウンは「なるほど、面おも白しろい」と言って席を立った。

　トリプル・クラウンは部屋の隅すみに置いてあった白い塊かたまりを持って戻って来た。それは人間の頭ず蓋がい骨こつだった。

「何よ……それ？」

「いま君が口にしたではないか」

「ま、まさか貴方、あそこからＺＯＳＯの頭蓋骨を持って来たのっ！」

　トリプル・クラウンは頷うなずいて頭蓋骨を撫なでた。

「ＺＯＳＯの遺のこした魔術が記き憶おくされてないかと調べたのだが、残念ながらそれはなかった。だがその代わり……」

　トリプル・クラウンは術言ワードを唱えた。すると頭蓋骨の周りの空間が歪ゆがみ、黒い渦うずのような物が現あらわれる。

「この頭蓋骨はまだ、あの夢ゆめの世界と繋がりを持っている。アロマが封ふう印いんされていたあの夢の世界とな。もはやあそこにアロマはいないが、混こん沌とんの渦と化していて、さすがのわしでも入って行く気にはなれんかった。……だが、ここを通れば、その剣の目め醒ざめさせ方が分かるやもしれん女に会いに行ける」

「誰……その女って」

「夢ゆめ見み師しオフィーリア・ストリックスランド。わしの娘じゃ」

　と、またトリプル・クラウンの胸のあたりから「あなた……あなた……」という声がした。ルーシアの視し線せんに気づき、トリプル・クラウンは笑えみを浮うかべながら胸のボタンを外した。そこにあったものを見てルーシアは絶ぜつ句くする。あのキキとかいうホムンクルスの少女が彼の身体からだの中にめり込むように融ゆう合ごうしていたのだ。その口からは「あなた……あなた……」という言葉だけが壊こわれたテープ・レコーダーのように漏もれていた。瞳ひとみに知性の光はなく、その声はあの少女の声ではなくてもっと大人の女性の声だった。

「まあ、願った通り妻つまとは死ぬまで一緒にいられるわけじゃがのぉ。ちと不満はあるわいの」トリプル・クラウンはボタンを留とめていった。「どうじゃ、グレンヴィルのお嬢さん。わしと一緒にこの渦の中に入って行く度ど胸きようがあるかね？」

「行くわ」

　ルーシアは即そく答とうする。「お、お嬢じよう様さま……」とキースが泡あわを食う。

「わたしはもう逃にげないわ。わたしは薫のために戦うって決めたの」

　　　　◇




　明け方のルクセンブルク中央駅に人の悲鳴が巻まき起こっていた。

　泣き喚わめく声、逃げ惑まどう人々、そして血の匂におい。ニュースでやっていた化物。それがこの国にも現れたのである。駅に降おり立った三人の魔族は、警けい備びで駅にいたこの街の漂ノ泊マ者ドの使徒を殺し、そのまま駅で殺さつ戮りくの宴うたげを始めたのだ。もうこの世界では人間は家か畜ちくにすぎないということを見せつけるために。

「ママーっ、ママーっ」

　幼おさない少女が泣き叫さけぶ。彼女の母親は殺され、肉を食らわれていた。

「いやあっ。ママぁ！」

「うるせえな」少女の母親を食らっていた魔族が血まみれの顔を上げる。「うるせえから殺しちまえよ」

「それより使徒にしたらどうだ？」別の一人が薄うすら笑わらいを浮かべて言う。「人間の味を教えてやりゃあいいじゃねえか。自分の母親の血肉で」

「面おも白しろい」

　男が近づいて来る。少女の側そばには誰もいない。いたところで彼らの暴ぼう虐ぎやくから少女を護まもれる者などいるはずはなかった。



    

  
    
      　そのとき逃げ惑う人波をかき分けて一つの小こ柄がらな影かげが階かい段だんを昇って来た。

　その小柄な青年は藍あい色いろの法ほう衣えの下に黒いボディ・スーツをまとっているように見えた。法衣はエスクードのもの。ボディ・スーツに見えたのは彼の肉体から溢あふれ出た闇やみの触しよく手しゆが身体を包んでいる物だった。階段を昇った彼の手から何かが滑すべり出る。糸に結ゆわえられた金きん属ぞく錐すい。彼のまとう殺意に気づき、少女を咬かもうとしていた魔族が彼の方を見る。

　だが次の瞬しゆん間かん、その魔族の頭は放たれた金属錐により砕くだけ散っていた。

　闇の力を手にした深ふか津つ薫の手によって。

　薫は床ゆかを蹴けり、二人の魔族へと跳ちよう躍やくした。身体は軽い。重力の存そん在ざいを感じないどころか、重力を操あやつっているかのように自在に動く。薫は天てん井じようを蹴り、一人の魔族へと急きゆう降こう下かする。魔族は転がってどうにか薫の蹴りを避よけると、薫の靴くつがズンと床に穴あなを空ける。「ひっ……」魔族は瞬しゆん時じに、目の前の相手が自分より遥はるかに格かく上うえの存在であることに気づいて逃にげようとするが、薫は無む慈じ悲ひに金属錐で後ろから魔族の頭を吹ふき飛ばした。

「よ、よせっ」残る最後の魔族が母を失った少女の首を掴つかんで叫ぶ。「やめろっ、このガキが死ぬぞっ！」

「その子を殺した後、どうするっていうんだ？」ぞくりとするほど冷たい声が薫の喉のどから出てくる。「その子に手を出そうが出すまいが、僕ぼくはお前を殺す。お前の運命は変わらない。可か能のう性せいがあるとするなら僕を倒たおすことだけだけど、どうする？」

　魔族は言葉を失い、そして手にしていた少女を薫へ向かって投げつけ、身を翻ひるがえした。

　薫は魔族に向かって跳躍する。投げられた少女を片かた手てで受け止め、そのまま魔族の心しん臓ぞうを背はい後ごから貫つらぬいた。血が噴ふき出て薫と少女に降り掛かった。

　薫は少女を地面にそっと放した。少女はぺたんと床にしゃがみ込こみ、両手を合わせた。お礼を言っているのではなかった。殺さないでくれと命いのち乞ごいをしているのだ。周囲で遠とお巻まきに眺ながめる人々も恐きよう怖ふと憎ぞう悪おに満ちた顔で自分を見ていた。囁ささやかれる呪のろわしげな言葉。鋭えい敏びんな聴ちよう覚かくは聞きたくもない憎悪の言葉を聞き分けてしまう。レイニーさんはずっとこういった思いと戦っていたんだな……と薫は思った。

　薫は電車に乗った。薫に近づく者はいなかった。いちいち気にしてはいられない。慣なれねばならない。これから何百年もこれが続くのだから。

　不意に足音が近づいて来た。闇の気配だった。牙きばを受けた薫は闇の者の接せつ近きんを察知することができるようになっている。薫は金属錐に手を伸のばす。

「やめてよ。味方よ」

　現あらわれたのは黒いレザーのライダー・スーツに身を包んだ褐かつ色しよくの肌はだの女だった。「お前は？」と薫は訊たずねるが、女は答えず薫の前の席に陣じん取どると、そのしなやかな脚あしを薫に見せつけるように組み替かえてみせた。

「そんな警けい戒かいしないでよ。わたしはヴァルデリー。昨日の夜、バチカンから連行されていたあんたらを助けてあげたんだから」

「助けただって？　なぜお前が？」

「色々と都合があるの。モン・サン・ミッシェルに行くんでしょ？　一いつ緒しよに行きましょ」

　よく分からないがとりあえず敵てき意いはまるでなかった。

　ヴァルデリーはじろじろと薫を見つめる。

「よく似にてるわね、真澄と」

「兄さんを知っているのか？」

「ええ。すっごいムカつく奴やつ。いくら誘さそってもまったく反はん応のうしないの。……ところであんたさ、わたしと寝ねない？」

　薫は、ぶっ、と噴き出す。「な、な、な……」

「なぁによ。クールな奴かと思ったらいきなり真っ赤になっちゃって。もしかしてボク、女を知らなかったりして？　おねーさんが教えてあげましょうか？」

「いや、知らないとか、その……」

「あー。もしかして貴方あなた、あの女とヤッちゃったでしょ？」

「知るかっ」

　薫は大声で怒ど鳴なって窓まどの方を向いた。くすくすとヴァルデリーが笑っているのが聞こえた。ったくなんて下品な女だろう。男と寝ることしか考えてないのだろうか。

（……まあいいや。人間はもう僕の側に近寄っても来ないだろうし。よく分からないけど、一緒に行くか）

　電車はゆっくりと走り出した。

　薫の懐ふところで携けい帯たい電話が鳴り出した。即座にレイニーの顔が浮かぶが彼女は裸はだかのまま連れ去られた。

　ディスプレイに表ひよう示じされていたのは長は谷せ川がわ司祭の名前だった。

「薫君かね？」

「はい」

「君はどうなった？」司祭は微び妙みような聞き方をした。

「『契けい約やく』はしていません。僕はこの身体からだで戦い続けます。契約を終えてない人間なんかを信じてもらえるかどうか分からないですけど。もう切っていいですか？　どこで聞かれているかも分からないんで」

「そうか……」

　そう言って長谷川司祭は黙だまり込こんだ。嫌いや味みなことを言ってしまったな、と薫は少し後こう悔かいする。電車の中に闇の者の気配はない。……まあ、目の前に妙みようちくりんな女がいるけれど。

「……薫君。いまクラウディア・マルゼスたちがアロマを封ふう印いんする方法を見つけに行っている。リラフォード君やあのトゲトゲ頭、それから真澄君も一緒だそうだ」

「真澄さんが……」

「そうだ。それからグレンヴィル嬢が君の武ぶ器きを目め醒ざめさせる方法を探さがしに行っている。だから少し待ちたまえ。一人で行くんじゃない。私は君に死んで欲ほしくはないのだ」

　また連れん絡らくする、と言って長谷川司祭は電話を切った。

　薫はしばし電話を見つめた。ヴァルデリーが不思議そうな顔をして「どうしたの？」と聞いてくるが、薫は「何でもないよ」と言って携帯を懐に戻もどした。

　薫の頭の中に一つの詩が浮うかんだ。ヘミングウェイが小説のタイトルに冠かんしたことで有名な詩だ。

（一人になってしまったって思っていたけど……僕は一人じゃないのかもしれない）

　薫はその詩を心の中でそらんじた。



　なんぴとも一島とう嶼しよにてはあらず

　なんぴともみずからにして全きはなし

　人はみな大く陸がの一ひと塊くれ

　本土のひとひら　そのひとひらの土つち塊くれを

　波のきたりて洗あらいゆけば

　洗われしだけ欧おう州しゆうの土の失うせるは

　さながらに岬の失せるなり

　汝なが友どちや汝なれみずからの荘そ園のの失せるなり

　なんぴとのみまかりゆくもこれに似て

　みずからを殺そぐにひとし

　そはわれもまた人類の一部なれば

　ゆえに問うなかれ

　誰たがために鐘かねは鳴るやと

　そは汝ながために鳴るなれば



（ジョン・ダン「死に臨のぞんでの祈いのり」／大おお久く保ぼ康やす雄お訳やく／新潮文庫）



    

  
    
      
　あとがき






　先日ウチの妹が結婚しました。ちなみに妹は双子でして、今回結婚したのは『12月のベロニカ』の後書きにちらっと登場したのとは別の方です。

　そんなわけで結婚式に行ったわけですが、普段会わない親しん戚せきに「『エスクード』読んでるよ」と言ってもらいました。ちょうどそのとき私は本編『しやく熱ねつのエスクード３』のエロエロなシーンを書いていたわけですが、それを読まれたってもう全然平気な図太い作家になってきた貴たか子ね潤じゆん一いち郎ろうです、どうもこんにちわ。

　　　　◇




　さて、長編６冊目になる『エスクード』シリーズですが、本作を入れてあと２冊で終わります。『ドラゴンランス』シリーズが好きだったもので漠ばく然ぜんと全６冊を考えていたのですが（『煉れん獄ごく１』の後書きに書いた「正伝６冊、続編６冊、外伝６冊」というのは『ドラゴンランス』の冊数をそのまま書いただけです）、１冊増えて全７冊で完結の予定です。

『煉獄のエスクード３』の後書きで『ラスト２冊の構成は決まっているので……』と書きましたが、あれは前巻のレディ・キィが現れる展開がラス２で、今巻から最終巻までの展開がラストという構想でした。

　が、どういうふうに物語を閉じるかということで担当と話し合った結果、今回のレイニーさんの過去を大きくフューチャーした１冊を挟はさんであと２冊で閉じるのがベストだろうということになり、もうちょっとだけ続けさせていただきます。いや、このような贅ぜい沢たくな選択ができるのはこんな悠長なシリーズに付き合って下さっている熱心な読者の皆さんのお陰で、本当に感謝です。



　ときに本シリーズは毎回既存の曲を副題に冠しています。これまでのを一覧にすると

『煉獄１　Rainy Day & Day』ドラゴン・アッシュ

『煉獄２　The Song Remains the Same』レッド・ツェッペリン

『煉獄３　Rhythm Red Beat Black』ＴＭＮ

『アーカイブス　だけど綺麗なものは天国へは行けない』デヴィッド・ボウイ（一応）

『熱１　Material Girl』マドンナ

『熱２　Lady Stardust』デヴィッド・ボウイ

　と、なります。

　シリーズを始めたときはディープ・パープルの「BURN」「MISTREATED」をラスト２冊にして終わらせよっかな～と考えていたのですが（同じアルバムに収録されているのが小さな拘こだわりです）、ＮＯＫＫＯの「I will catch U」に変更しました。

　今回初めて薫かおる君視点のタイトルです。受身な性格ゆえあまり主人公らしくなかった薫君ですが、前回あたりから微妙に変化の兆きざしが見えて、今回でようやく物語の主人公になれたのではと思っています。

　薫君がレイニーさんのような人に「僕が受け止めてみせる（あるいは「貴方あなたに追いついてみせる」でしょうか？）」とは大きく出たものですが、残り１冊、１千年の孤独な戦いを乗り越えてきた女性に追いつけるような主人公として描ければいいなと思っています。

　さて、次の最終巻の副題にはシリーズ１冊目の別案だったのを付けようと思ってます。

　Ｍｒ．ＢＩＧのド派手なナンバーで、「Daddy, Brother, Lover & Little Boy」。

　あの曲みたいな熱い最終巻になればいいな……と思いつつ、それでは次回作で。



Ｐ．Ｓ．

　細かい小ネタとご報告があるので、まとめて文末でお知らせです。



１．前巻でエレンディラ＆オフィーリアの姉妹の姉と妹の関係が『熱１』とは逆になってました。すいません、大チョンボです（おかしいなあ……何で間違えたんだろ？）。

　正しくはオフィーリアが姉で、エレンディラが妹です。『熱２』の増刷分から直しました。



２．前巻の後書きで書いたＭＬＢのリッチー・セクソンさんですが、前巻が発売される１週間ほど前に順当にマリナーズをクビになりました。そしてヤンキースに拾われたわけですが、僅わずか１か月でこっちもクビ。

　う～ん、来シーズンは日本に来ないかな～。でもセクソンさんは変化球に超絶的に弱いから、外人スラッガーを変化球攻めする日本では打率が１割台になってしまう……。



貴子潤一郎　



    

  
    
      しやく熱ねつのエスクード３

I WILL CATCH U



貴たか子ね潤じゆん一いち郎ろう
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